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都市伝説『ベッドの下の斧おの男おとこ』




　とある男が、自分の部屋に彼女を連れ込んだ夜の事である。

　ベッドや床に寝そべり、いつも通りにダラダラとした時間を過ごしていると──彼女が突然妙みような事を言い出した。




「ねえ、アイスが食べたくなっちゃった」




　男が冷蔵庫からアイスを出そうとすると、彼女はもっと高いアイスが食べたいという。




「コンビニに行って買ってこよ？　ね？」




　男は面めん倒どうだと思いながらも、彼女の言うことだと渋しぶ々しぶながらコンビニへ向かう事にした。

　ところが、家を出た彼女は突然顔かおを強こわばらせると、コンビニとは反対の方向──交番の方に向かって駆け出したのだ。

　わけが解わからずに男が尋たずねると、彼女は涙を流しながらこう答えた。




「私、見たの。あなたのベッドの下の隙すき間まに、血ち塗まみれの斧おのを持った男が隠かくれているのを……！」





──昔から有名な都市伝説より














Ａサイド『斧おの男おとこの悲劇』




『先日、埼さい玉たまで起きた連続殺人事件の続ぞく報ほうですが、検けん死し結果から凶きよう器きについての情報が得られました。凶器は斧や鉈なたといった大型の刃は物ものと見られており、捜そう査さ当局では……』




　電気屋に並ぶテレビに流れるニュースを見ながら、赤あか神がみ瑠る流る──ルルはのんきに声をあげる。

「ねえねえ」

「ん……？」

　声をかけられた方の男は、自分が見ていたＭＤコーナーに目を向けたまま、相あい方かたに向けて気の入っていない返事をする。

「この事件が起きたのってこの辺なんでしょ？　ムーも気を付けなきゃ駄だ目めだよ」

　軽い口く調ちようで心配するルルに対し、一ひ二ふ三み夢む羽う──ムーは柔にゆう和わな笑みで言葉を返す。

「ルルもね」

　会話だけを聞いていると、恋人同士の二人がファンシーなあだ名で呼び合っているようにも聞こえるが、二人ともれっきとした本名である。

　高校で一緒のクラスになった二人は、お互いに妙みような名前という事で互いに意識している部分はあった。クラスメイトから『お前らもう付き合っちゃえよ』などとからかわれる事もあったが、特に進展も仲なか違たがいもせず、良き同級生として付き合ってきた。

　そして今年、２年になって同じクラスになったのだが──傍はたから見れば十分に恋人同士といって良い程ほどの仲になっていた。特に惚のろ気けているわけでもないのだが、昼飯や放課後の時間を共にしているだけで、周囲は勝手に盛り上がっていってしまった。

　特に告白したわけでも、『自分達って恋人同士だよな？』という間ま抜ぬけな確認もしない間あいだ柄がら。ルルとしては友達以い上じよう恋人未み満まんという認識なのだが、ムーがどう思っているのかは聞いた事が無かった。

　例え相手がどう思っていても、今の自分のスタンスならば関係を崩さずにいる事ができる。そんな打算的な思いもあるのだが、彼女としても特にムーとの進展を望んでいるわけではなく、今のままで十分だと考えている。

　ムーは何を考えているのか今ひとつわからない所のある青年だが、ルルは特に気にしない。

　そんなつかず離れずの間柄を続けながら、二人は今日も夏休みを共に過ごしていた。




　街の小さな電気器具量りよう販はん店てんを出ると、二人は徒歩でムーの住む部屋へと向かう。

　少し古い小さなアパートで、簡かん素そな住宅街の中に似たような建物が、通りを一本挟はさんで二軒けん並んでいた。

　二階建てのアパートという造りには全く差さ異いが見られないが、唯ゆい一いつ、屋根の色が赤と青に塗り分けられている。

　ムーの住んでいるのは青い屋根の方のアパートで、現在は彼一人しか住んでいないそうだ。

「まだ、他の人入らないんだ」

「んー、ここは駅からもバス停からも遠いからねえ。隣となりの赤い屋根のアパートも、まだ一部屋しか埋まってないんだ」

　特に問題が無いといった口く調ちようで、ムーはスタスタと自分の部屋の入口へと向けて歩いていく。一階部分の一番手前の部屋で、一方の窓が道路に面した造りになっている。

　ルルがこの部屋に来るのは既に五度目で、泊まった事も何度かある。

　だが、泊まったところで二人の間に何かが起こるわけでもなく、未だにキスすらしたことは無い。

　彼女の友人の何人かは『えー、ありえないよ、男の子の家に泊まって何もないなんて！』と驚くが、そういう人間はたいてい彼かれ氏しどころか男友達のいない者ばかりだ。

　恐らくは男女交際に何か羨せん望ぼうや偏へん見けんでも持っているのだろう。ルルはそう判断していた。

　──私は別に、何も起こらなくったっていいもん。別に彼氏と彼女の関係ってわけでもないし、そうなりたいわけでもないし。

　友達でも恋人でもない、境きよう界かいの上を歩くような今の立場、ルルはその場所を心地いいとすら思っていた。

　だから、今日も何も起こらない。

　家族にはクラスメイトの家に泊まってくると言ってあるが、噓うそはついていない。

　適当な話をしたり、ビデオを見たりゲームに興きようじたりしているうちに、眠くなって寝て終わりだ。

　何もない、何の変へん哲てつも無い日常の風景。

　ルルは、当然それが今日も続くと思っていた。

　だが──現実には、その日常は既に崩ほう壊かいしていた。

　ルル達が家に入った時点で、ムーと共に電気屋を散さん策さくしていた時点で既に──

　二人の日常の中に、一つの異い物ぶつが入り込んでいたのだ。




　具体的に言うならば────

　──ムーの部屋の、ベッドの下に。





★






「でさー、隣となりのクラスに針はり山やまさんっているじゃん、あの娘こと仲良くなったんだけどね？　凄すごいよー、その娘のお父さん、有名なデザイナーなんだってさ。いろんなお店の看板とか、ゲームのタイトルロゴとかまで何でもやるんだって。金持ちなんだろーな」

「それ言ったら、うちのクラスの丸まる平ひらの従い兄と弟こは漫画家だってさ。知ってた？」

「うそ!?　凄いよ！　億おく万まん長ちよう者じやじゃん！　なになに、ジャンプ？　マガジン？」

　身を乗り出して尋たずねるルルに、ムーは薄く笑いながら首を振る。

「ううん、雷らい撃げき王者って雑誌で『着ちやく弾だんのジャマー』っての描いてる」

「へー。儲もうかってるの？」

「何でもお金で判断しないの。でも、アニメ化とかもするみたいだよ」

「いいなあ。やっぱり漫画家だったらアニメ化して雪祭りで雪せつ像ぞうにしてもらわなきゃね！」

　そんな意味の無い会話を繰り広げながら、ルルは床のクッションを背にゴロリと寝ね転ころんだ。

　天井には安っぽい蛍けい光こう灯とうが吊つり下げられ、白く塗られた天井がその明かりをまんべんなく照り返している。

　古めのアパートとはいえ決して狭くはなく、十畳程てい度どの広い洋室を主体として、風ふ呂ろや台所もキチンと完備されている。

　正しよう直じき高校生が一人暮らしをするには贅ぜい沢たくすぎるとも言えるが、駅から離れている為ために家賃は五万円程度といったところで落ち着いていた。

　ルル達は洋室で雑談に興じており、ムーはベッドに腰をかけ、ルルは絨じゆう毯たんの上をネコのようにゴロゴロと転がっている。

「もう八時か。さすがに暗くなって来たね」

　ムーが何気なく立ち上がり、窓から外の様よう子すを覗のぞき見る。

　ルルは床に転がったまま、窓の外に見える星の出始めた空を見て、自分の胃いがそろそろ充足を求めている事に気が付いた。

「ねえ、夕飯どうしよっか」

　何気なく問いかけるが、聞こえていないのか、ムーは静かに外を見たままだ。

「ねえ、ねえったら」

「ん？　あ、ごめんごめん。なに？」

　ムーは我に返ったように振り返り、そのまま再びベッドへと腰をかけた。

「もう、あのね、夕飯を……」

　ゴロリと寝ね返がえりをうち、ムーの方へと向き直った瞬間、彼女は妙みような違い和わ感かんを覚えた、

　ベッドに腰をかけたムー。そのベッドの下には、当然ながらムーの二本の足が見える。

　だが、彼の穿はいた薄うす手でのデニムパンツの間に、ルルの目は何か不自然な存在を感じたのだ。




　──なんだろう。




　一瞬、世界を進める時間の中で、自分ひとりだけが取り残されたような気がした。

　周りの音の一いつ切さい合がつ切さいが耳に入らなくなり、自分の心臓が重く跳ねる音だけが、ルルの脳のう髄ずいを強く打ち鳴らす。

【気にしてはならない】

　彼女の脳のう裏りの、恐怖を司つかさどる神経がそう告げる。

【すぐに確認しなくてはならない】

　彼女の生せい存ぞん本能はそう告げる。

　二つの本能がせめぎあう中、ルルはゆっくりと、ゆっくりと目め線せんを下に落としていった。




　ムーの顔が見える。相変わらず、何を考えているのか解わからないとぼけた笑顔だ。




　ムーの胸が見える。口から血を流した熊をあしらった、ファンシーな柄がらの黒いＴシャツだ。




　ムーの腹と、ベッドの奥の壁が見える。ポスターの一つも貼はっていない殺さつ風ぷう景けいな部屋だ。




　ムーのベルトが見える。無む駄だな金具がガチャガチャ付いていて、質しつ素そな彼の装そう飾しよくの中で浮いている事この上ない。




　ムーの膝ひざが見える。擦すり切れたジーパンは、素すで汚れているのかファッションなのか。




　ここまでは、いつもと何一つ変わらなかった。




　ここまでは、確かに日常だった。




　今なら引き返せる。そう思っても、ルルの目め線せんは止まろうとしない。

　ベッドの下へ、ベッドの下へと向かって静かに視し界かいを落としていった。

　そして────




　最初に見えたのは、煤すすけた肌はだ色いろだった。




　──いる。

　それだけで、ルルは確信する。




　──いる……

　──いる。

　──いる！




　──ベッドの下に──何かが……ッ！

　彼女は目を見開いて、ベッドの下に広がる闇やみの全体を視界に収めた。

　そこに存在したのは、れっきとした人間の全身だった。

　男だというのは、そのゴツゴツとした体格からひと目で解わかった。ベッドの下のスペースをうつぶせになるような格かつ好こうで、顔をこちらに向けている。

　しかし幸いな事に、男の目を含めた顔の上うえ半分はムーの足によって遮さえぎられていた。もしも目を合わせてしまっていたら、彼女はこの時点で悲鳴を上げていたかもしれない。

　そして……彼女ははっきりと見てしまう。

　男がうつぶせになっているその横に、鈍い色を放つ、赤い錆さびを染み付かせた斧おのが置かれているという事に。




　──ベッドの……ベッドの下に、斧を持った……斧を携えた誰かがいる！




　ルルの全身に電気が走り、彼女の体は雷かみなりに打たれたように一度だけ痙けい攣れんした。

　ムーはそんな彼女の様よう子すに気付かなかったようで、首だけで後ろを振り返って窓の外に目を向けている。

　少女の目から見て、ムーはいつもと変わらない日常の中に溶け込んでいた。

　だが、今の自分は日常から完全に隔かく離りされてしまっている。

　ベッドの下にいる『存在』に気付いてしまった瞬間から────

　それから後は、ルルは己おのれの目に映る全ての物が恐怖の対象となった。

　ベッドの下の隙すき間まに、誰かがいる。その事実だけを元に、彼女を取り巻く世界の全てが造りかえられる。

　ムーが住む広い洋間のあるアパート。

　楽しい一時を過ごす筈はずだったその一室は、今や異い次じ元げん世界の監かん獄ごくの中のように感じられた。

　窓が遠い。

　窓もドアも、なんと遠いのだろう。

　外の世界が遠く感じられる。

　冷房の風が背中を残ざん酷こくになでていく。その風の冷たさに、ルルはようやく自分を取り戻した。




　──え……。




　──……誰!?




　最も単純にして、最も重要な疑問。

　気のせいなのではないか、目の錯さつ覚かくなのではないか。何度もそう思おうとしたが、何度目を凝こらしたところで、男は確かにベッドの下に存在している。

　ピクリとも動かない男を見て、ルルは静かに視線を上げていった。

　そこでは、ムーがいつも通りの日常のままに存在して、ルルに向かって何気ない笑顔を浮かべていた。

　その笑顔が、ルルの恐怖を僅わずかに和やわらげる。だが、恐怖を克こく服ふくしたわけではない。あくまで一瞬逃とう避ひさせたに過ぎなかった。

　不ふ思し議ぎな事に、ルルは男が手に持っている斧おのに関しては、それほど恐怖を抱かなかった。

　彼女が何より恐れたのは、男がベッドの下に存在しているという『事実』であり、その時点でルルは既に生命の危機を感じているのだ。

　自分が未だに悲鳴をあげていないのが不思議なぐらいだったが、ルルは冷静な思し考こうを続けられる自分の脳に感謝した。




　彼女は天井に目を移しながら、数秒の間に自分達がおかれている事態を把握しようとする。

　ベッドの下の男が何者なのか、ルルはすぐに思い当たる事ができた。

　──さっき、ニュースでやってた───

　この付近に現れた、正体不ふ明めいの連続殺人鬼き。

　凶きよう器きが斧おののようなものらしいという事を、電気屋に並んだテレビが伝えていた。

　冷静に考える事によって、ルルの中には先刻までとは違う恐怖が渦うず巻まき始める。

　『解わからない物』に対する本能的な恐怖から、『明確な命の危機』への理性的な恐怖。

　──どうしよう。現実なの？　これは本当に現実なの？　どうして、どうしてよりによって私達のところに……っ！

　ルルは、それでも冷静な心を保っていた。まだ夢かもしれないというかすかな希望が残っていたからだろうが、その冷静さが、かえってここが現実であるという事を確信させる。

　悲鳴を上げてしまおうか、すぐに立ち上がって逃げるべきだろうか。

　殺人鬼はベッドの下だ、這はい出るまでに時間がかかるだろう。その隙すきに逃げる事が──

　──本当に、できるだろうか。

　自分がここで悲鳴を上げたとして、寝ね転ころがっている状態から立ち上がって、ドアまで駆ける。

　腰を抜かしたりはしていないだろうか。悲鳴を上げることによって、パニックに陥ったりはしないだろうか。

　──何より、ムーはどうなるだろう。私の悲鳴を聞いただけで、あるいは『逃げて』と叫んだだけで、すぐに動いてくれるだろうか。

　ベッドの下から、殺人鬼が這い出すより前に。

　そもそも、アパートのドアから逃げたとしても、どこまで逃げればいいのだ？

　この付近には交番は無く、最も寄よりのコンビニも走って５分以上はかかる距離だ。

　付近は元もと々もと人通りが少ない上に、日も落ちている。

　駄だ目め押おしであるかのように、このアパートにはムー以外の住人は存在しない。

　もしも、もしも殺人鬼の足の方が速かったら。

　そこまで考えて、ルルは自分がうかつに悲鳴を上げなかった事に安あん堵どした。

　──筆ひつ談だんで伝えるというのはどうだろう。

　そうも考えたが、もしも文字を書いている途中で『なにを書いてるの？』とでも問われたら大変な事になる。

　何とかして、ベッドの下の殺人鬼に気け取どられないように外に出なくては────

「？　どうしたの、ルル」

　先刻から沈ちん黙もくを続けるルルに、ムーが不ふ思し議ぎそうに声をかける。

「え？　ああ、うん。なんでもないよ。ちょっとボーッとしてただけ！」

「……そう」

　精せい一いつ杯ぱいの作り笑いを浮かべるルルに、ムーはいつも通りの笑顔でうなずいた。

　ルルは呼吸を整えながら、今後自分がしなければならない事を考える。

　──とにかく、殺人鬼きに気付かれたら駄だ目めだ。自分が、殺人鬼の存在に気付いたという事を。

　ベッドの下に隠かくれているからには、恐らくは獲え物ものが寝ね入いったところをゆっくりと殺すつもりなのだろう。

　ならば、殺人鬼に気け取どられないようにムーを外に連れ出さなければならない。

　何とか彼と共に外に出る事さえできれば、後はいくらでも事情の説明ができる。そうすれば、ゆっくりと警察にでもなんでも連絡ができるではないか。

　ルルは静かに息を吸い込むと、自分自身に暗示をかける。

　──冷静に、冷静に、いつも通りの声を出せ。裏返っても上ずっても駄目。いつも通りの、冷静な時の自分の声を。

「あのさ、ムー」

「なに？」

　──笑え、笑え、笑え。恐怖に怯おびえたら駄目。

「私さ、アイス食べたくなっちゃった」

　わがままなフリをして、コンビニまで一緒にアイスを買いに行かせる。それが一番楽に外に連れ出す方法だろう。彼女はそう考えたのだが────

「ああ、アイスなら冷蔵庫にあるよ」

　半分は予想されていたムーの答え。しかしルルは諦あきらめない。

「嫌、私ね、ハーゲンダッツの凄すごい高いアイスが食べたいの！」

　嫌な女と思われるだろうが、この際そんな事を言っている場合ではない。彼女はソッポを向きながら、寝ね転ころがっていた体を起こして胡坐あぐらをかいた。

　そっと目め線せんをベッドの下に向けるが、この高さからは殺人鬼の体を確認することはできない。ルルはその事に安心しながらも、ムーに対して外に出るように呼びかける。

「ね、いいでしょムー。お金は私が出すからさ、コンビニまで買いに行こうよ！」

　──よし、いいぞ私！　いつもどおりの声で話せてる！　あとは、ムーを連れて外に──

「あるよー」

「え？」

　ムーはスックと立ち上がると、ダイニングの方にある冷蔵庫へと足を向ける。

　突然立ち上がったムーに、ルルは背せ筋すじに嫌な汗をかいてベッドの下に意識を向けるが、幸いな事に何の反応も無いようだ。

　その間に、ムーは冷蔵庫の上段にある冷凍室から高級なアイスのカップを取り出してきた。

「はい」

「あ……、あ、ありがとう」

　──なんであるのよ！　こんな高級なアイスを常じよう備びしておくなんて、ブルジョワだとは思ってたけど……！

　理り不ふ尽じんな憤いきどおりを感じながら、ルルはアイスとスプーンを受け取った。

　ヒンヤリとした感かん触しよくが掌てのひらに伝わってくるが、ルルの背せ筋すじの冷たさには遠く及ばない。

　とてもアイスを食べられる気分ではないのだが、食べなければベッドの下の存在に怪しまれてしまうだろう。

　この時点で出てこないという事は、二人が寝ね静しずまるまで出てくるつもりはないのだろう。だが、それはこちらが気付かずにいればの話だ。

　彼女はベッドの下の様よう子すなど欠片かけらも気付いていないというように振る舞い、アイスを口に運び込んだ。

　とろけるような甘さが口の中に広がる。美お味いしい事が逆に悔くやしい気分だった。こんな状況でなければ、本当に健すこやかな気分になれただろうに──

　そこまで考えて、ルルはハッと息を吞んだ。

　──いけない。沈ちん黙もくは、沈黙は駄だ目めだ。

　部屋の中に静せい寂じやくが訪れれば、ムーも気付くかもしれない。部屋の中に、三人目の息いき遣づかいが聞こえる事に。

　だが、それは同時に斧おの男おとこも『自分の存在が気付かれた』という事に気付く事になる。

　ムーも自分も、現在はアイスを黙もく々もくと食べている状態だ。殺人鬼きも息を殺しているようだが、何かのはずみで殺人鬼が息を荒くしたら？

　そして、それを気にしたムーがベッドの下を覗のぞき込んでしまったら？

　それだけは避けなければならない。ルルは自分から話を切り出しながら、何とかして二人で外に出る方法を考え続けた。

「ねえ……夕飯さ、外に食べにいかない？」

　言ってから、ルルはしまったと思う。

　夕飯ではしばらく戻ってこない。そうと解わかれば、殺人鬼は今のうちに殺してしまおうと考えるかもしれなかった。

　考えてみれば、『寝静まってから殺す』などというのはルルが頭の中で考えた勝手なルールであり、殺人鬼にその厳げん守しゆを期待する方が理り不ふ尽じんな話なのだ。

　思わずベッドの下に目め線せんを向けてしまうが、やはり何かが蠢うごめくような反応はない。

「んー、でも、この辺には店無いし、駅の方まで行くのは面めん倒どうだよ」

「そ、そうだね」

　ルルは安心と失望が入り混じった声で呟つぶやきながら、次の手を考える。

　──どうしよう、この家に無い物で、すぐに買いに行けるような……。

　考えを整理して、彼女は次の手段を思いつく。

「そうだ、私まだ今週の漫画雑誌色いろ々いろ読んでなくてさ、コンビニまで買いにいかない？」

「今週はどの雑誌も休刊だよ」

　──くぅっ！

「じゃあ……あのさ、お酒でも飲まない？」

「？　どうしたの急に。俺らまだ未み成せい年ねんだよ？」

「そんな気分なの！　ねぇ、いいでしょ？」

「うーん、しょうがないなあ」

　──やった！　これで近所の酒屋さんまで行けば────

「よいしょっと」

「え？」

　次の瞬間、ルルの目に映ったものは──

　押入れから外国のものと思われる酒さか瓶びんを取り出した。

　何本かをテーブルの上に並べながら、ムーは心底嬉うれしそうな表情で笑いかける。

「ウォッカとウィスキーとテキーラ、どれがいいかな？」

「何でお酒が!?　未成年だよとか言っておいてどうして!?」

「いや、親父おやじとかが遊びにくる時、色々持ってきて一人で飲んで、余った分を置いて帰っちゃうんだよねー」

「……」

　あまりの事に絶ぜつ句くしているルルの前で、ムーは酒瓶を眺ながめながら独り言のように呟つぶやいた。

「……いや、本当に良かったよ、お酒があって」

「……？」

　ルルには、今のムーの言い回しが少し気になった。『本当に良かった』とは、一体どういう事なのだろうか？

　だが、そんな事を気にしている場合ではない。

　今はとにかく、自然な態度で外に出る事だ。

「あ、あのさ、私もっと弱いお酒を飲みたいな」

「割れば大丈夫だよ。水も氷もあるし」

「そうじゃなくて！　ほら、ワインとか！」

　──ああもう！　どうしてこうなるの！

「ね、酒屋さんに美お味いしそうなカクテルでも買いにいこうよ！」

「酒屋さん、もう閉まってるよ」

「まだ開いてるかもしれないでしょ！　ほら、行くだけ行ってみようよ！」

　こうなったら多少強ごう引いんになるが仕方がないと、ルルはムーの手を取って立ち上がらせようとする。

　怪しまれるかもしれないが、不自然ではない筈はずだ。現に、ベッドの下にまだ動きはない。

　ところが──

　ムーはルルの手を逆に摑つかみ返し、外に行くのを引き止めるような形で強く引っ張った。

「え……？」

　全く予測していなかった行動に、ルルは思わずその場に座り直してしまう。

「もう……閉まってるから」

　そこで、ルルは気が付いた。

　口を開いた時は既にいつもの笑顔を取り戻していたが、手を強く引いた瞬間、確かに彼の目は笑っていなかった。

　それまで日常の中に溶け込んでいたムーが、一瞬だけ現在のルルの側──非日常の世界へと足を踏み入れたかのように。

　──……何？　何なの……今の。

　それは、強い違い和わ感かんだった。

　目の前にいるのは本当にムーなのか？

　普段なら鼻で笑うような疑問だったが、今のルルは非日常の住人なのだ。

　目の前で笑う『友達以上』に対して、様々な憶おく測そくが頭の中を駆け巡る。

　この『恋人未み満まん』は、どうして今のように──急に私を引き止めたのか？

　一つの可能性に辿たどり着き、彼女はそれを確認する為ために口を開く。

「あのさ、ちょっと外の空気吸ってきていい？」

　そして、相手の言葉を待たずに立ち上がろうとする。

　すると──

「やめた方がいいよ」

　ムーはルルよりも僅わずかに早く立ち上がり、彼女の進行を遮さえぎるように、ダイニングへと続く入口に立ちふさがった。

　そして、言い訳がましく言葉を付け加える。

「えっと……ほら、外は蚊かが多いから」

　その言葉は、既にルルの耳には入っていなかった。

　ほんの僅かな疑ぎ念ねんが、今のムーの態度で確信へと変わったからだ。




　──ムーは、私を外に出さないように────いえ、逃がさないようにしている……!?
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　何な故ぜ、どうしてムーが自分をこの部屋に押し込めておく必要があるのか？　今まさに、この部屋には殺人鬼きが潜ひそんでいるというのに！

　ルルは叫び声をあげて問い詰めたかったが、そうすることはできない。

　現実問題として、彼女達と同じ空間には殺人鬼がおり、今も自分達の会話に聞き耳を立てているかもしれないからだ。

　つまり、あまり積極的に外に連れ出そうとすれば、それはそれで殺人鬼に怪しまれてしまう事になるだろう。

　しかし、それ以前の問題が今いま立ち上がった。

　ムーはどうやら、自分を外に出したくはないらしい。

　無む理り矢や理り外に連れ出そうとしたり、あるいは自分だけ外に逃げようとしたら──ベッドの下の殺人鬼は、恐らく『宴うたげ』を開始するだろう。

　──だけど、どうして!?

　何故、ムーが自分を外に出そうとしないのか。女性と一つ屋根の下になって興こう奮ふんしているのか？　それはありえない。今まで何度もこの部屋には泊まっているし、その時は自由に外に出入りしていた筈はずだ。

　──どうして今日に限って！　何が、何が違うの!?　今日に限って、私と彼の間の何が違うっていうの!?

　ルルは即そく座ざに頭を回転させる。

　そして、一つの簡単な答えを導きだした。

　──ある。あるよ。今日、いつもの私達と違うところが！

　彼女はその『相そう違い点てん』を確信するが、それが自分を再び疑問の渦うずへと投げ込む事になった。

　いつもと違う唯ゆい一いつの点────




　────それはまさしく、ベッドの下の殺人鬼そのものだ。




　だが、だからどうしたというのだ。

　もしもムーがベッドの下の存在に気付いたというのならば、ルルと同じく何とかして外に出ようとするのではなかろうか。まさか、自分達がいなくなった後に部屋を漁あさられる心配をしているとも思えない。

　一つだけ可能性があるとするならば……

　──ムーは、最初から知っていた？

　──ベッドの下に、殺人鬼きがいる事を？




　自分で導き出したその考えに、ルルはますます混乱した。

「あ……夕飯、俺が作るよ」

　ムーはそう言って台所に歩み始める。まるで今の不自然な行為を誤ご魔ま化かすような行動だ。

　その間に、ルルは再度ベッドの下へと目を移した。やはり座った高さからでは殺人鬼の様よう子すを確認する事はできないが、流石さすがに顔を下げて見る勇気は無い。もしも目があったら、その時点で全て終わりだ。

　──だけど、もしも──もしもムーが最初からベッドの下に男がいる事を知っていたんだとしたら？　そして、ベッドの下の殺人鬼も、その事を知っているのだとしたら？

　ムーと殺人鬼はグル。そんな嫌な想像が頭をめぐる。

　だが、その理由が解わからない。グルになっていったい何をしようというのか？　もしかしてベッドの下にいるのは、




　そこでふと、彼女は更に嫌な想像をする。

　自分は先刻、ベッドの下に男が存在している事を確認した。

　だが、それだけだ。

　その男が起きていたのか寝ていたのか、そもそも、生きているのかどうかも確認していない。

　──もしかしたら。

　彼女の想像力は一人歩きを始め、そして一つの推理を導きだした。

　──もしかしたら、あのベッドの下にあるのは死体なのではなかろうか？

　ムーが死体を隠かくしていて──自分がその死体の存在に気付いた事に気付いてしまった。

　──だから、彼は私の口を封じようと!?

　しかし、それでは理り屈くつがおかしい。

　どうして殺人鬼きの死体がムーのベッドの下にあるのだ？　普通ならば逆の筈はずだ。

　どうして

　どうして

　どうして

　ルルの頭の中で、様々な疑問が浮かび上がっては消えていく。新しい疑問が浮かぶたびに、直前までの疑問は全て無かった事になる。

　どうして

　どうして

　どうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうして────

　彼女の目的は、無事にムーと二人でこの部屋から逃げる事だった。

　だが、今は違う。この状況を正確に理解する事こそがルルにとっての使命であり、それが成されれば全て解決すると思っていた。




　そして、彼女は一つの推理に辿たどり着く。

　──そうか。

　ベッドの下の男を見て極きよく限げん状態に陥ったルルは、自分では冷静だと思っていた。

　だが、確かに彼女は混乱していたのだ。だからこそ、彼女は導きだしてしまった。

　ありえない結論を。

　──そうだったんだ。それなら辻つじ褄つまが合う！

　誰も幸せにならない答えを。

　──あのベッドの下の『死体』は、加害者じゃない、殺人鬼じゃない。被害者だったんだ！

　恐怖と混乱で捩ねじれた脳は、捩れた結論を信じ込む。それが、真実であろうとなかろうと。

　──あの斧おのは男の持ち物じゃない、凶きよう器きを死体と一緒に隠かくしておいたんだ！




　──斧を持った殺人鬼は、ムーだったんだ！
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　友達以上、恋人未み満まん。

　ルルにとって、一ひ二ふ三み夢む羽う──ムーとはそういう存在だった。

　だが、それはあくまでルルの主しゆ観かんだった。

　もしかしたら、彼は自分のことをまったく違う目で見ていたのではないだろうか？

　彼女として？

　友達として？

　それとも──獲物として？

　ルルは、それを確かめたかった。

　ムーが自分を外に出そうとしないのは、これから自分を生いけ贄にえとした宴うたげを始めるからではないのだろうか？

　今までのムーとの日々は、全て偽いつわりだったのだろうか？

　偽りではないのだとしたら……

　──もしかしたら。

　好きになったから、本当にムーが自分の事を好きになってくれたからこそ、自分を獲え物ものに選んだのかもしれない。

　殺人鬼きの変へん質しつ的な愛情なのかもしれない。

　自分はまだ死にたくないし、殺されたくもない。もしもムーが自分を殺そうとすれば、ルルは全力で逃げようとするし抵抗もするだろう。

　だが、自分がどうして殺されるのかは知っておきたかった。

　それに、希望はある。

　今までの推理が全くの的まと外はずれで、ベッドの下にいるのはやはり殺人鬼であれば、今までの事は全てルルの勘かん違ちがいという事になる。

　──私は、どっちを望んでいるんだろう。

　自分は、本当はムーにどうあってほしいのだろうか。『いままで通りが一番いい』という言い訳は通用しない状況だ。

　──恋人でも友達でもいい、私はただ、ムーと一緒にいたかっただけなのに。

　嫌だ、ムーが殺人鬼だなんて結論はやっぱり嫌だ。それだけは絶対に絶対に嫌だ。

　──そうだ。彼が私と一緒に逃げてくれれば──ムーは殺人鬼じゃないって証明できる。

　妄もう想そうと推理が一いち巡じゆんして、最初の所に戻ってきてしまった。ルルはそれには気付かずに、自分の考えを徐じよ々じよに強くする。

　彼女はその思いを確かめる為ために──自分の存在を確かめる為に、一つの行為に及ぶ。

　もっとも恐怖に晒さらされ続けた彼女は、一つの凶きよう行こうを及ぶには十分な程ほどに──追い詰められていたのだ。




　ルルは台所で野菜を切っているムーを振り返ると、そのまま静かに立ち上がった。

　彼女の気配に気付いたのか、ムーも包ほう丁ちようの手を止めてルルの方を見る。

「……どうしたの？　ルル」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねるムーに対して、ルルは無表情のままで言葉を紡つむぎだした。

「ねえ、ムー。私の事、好き？」

「へっ!?」

　突然の問いかけに、ムーは思わず包丁をまな板の上に落としてしまう。

「ど、どうしたのさ、急に」

「答えて」

　真剣な目をするルルに、ムーは首を傾かしげながら言葉を返した。

「お前、今日おかしいぞ？」

「おかしいのはムーの方だよ！」

　そう叫びながら、ルルは自分でも理り不ふ尽じんな事を言っている事に気が付いた。

　だが、理不尽でこそあれ、噓うそは言っていない。

　ムーが今日おかしいのは事実であるし、彼女に疑わせるような行為を続けてきたのは確かな事なのだ。

「ねえ、お願い。いつものムーに戻ってよ」

「いつもの俺って言われても……俺は、いつも通りだって」

　その言葉には、やはりどこか不自然な含みがあった。

「それを証明したいなら──お願い、一緒に来て欲しいところがあるの」

　言うが早いか、ルルは足早に玄関へと向かって歩み始めた。

　だが、台所にいたムーがすばやく立ち塞ふさがり、

「もうすぐ飯作れるから、明日にしようぜ、な？」

　顔には笑顔を浮かべているが、その額ひたいにはじわりと汗がにじんでいるのが解わかる。

「あのね、ムー」

　その様よう子すを見て、ルルは無表情な顔で一つの事実を告げる。

「どうして、私を外に出さないの？」

「……」

　ギリギリの発言だった。もしもベッドの下にいるのが殺人鬼きだった場合は、この言葉は不ふ審しん感かんを与えるには十分な言葉だった。

　だが、ルルは言葉を止めようとしない。

「お願い、私と一緒に部屋の外に出て」

「お前こそ変だぞルル！　どうしてそんな……さっきから部屋の外に出たがるんだよ！」

　語ご気きを荒げるムーに対して、ルルは感情の無い笑顔を浮かべて言葉を紡つむぐ。冷静だと思っていた自分の心が、既に壊れかけているのだという事を自覚しながら────

「平行線だね、ムー」

　それでも、彼女は話し続けた。

　まるで、言葉だけで自分自身の存在を埋め尽くすかのように。

「ルル……」

「だけどね、ムー。私はね、外に出るよ。あなたと一緒に。私にはそれができるんだよ？」

　彼女は静かに足を踏み出すと、ムーの方に向かって一歩近づいた。

「あのね、ムー。私ね、ムーの部屋の事はなんでも解わかってるんだよ。もう何回も来てるからね……」

　そう言いながら、彼女は洋間の入口にある棚の一つに手を伸ばす。

　そこには携帯用のマッチとライターがいくつか置かれており、ルルは静かにマッチを一つ手に取った。

「おい、ルル、何を──」

　言いかけて、ムーは部屋の中の異い変へんに気が付いた。

　部屋の中が、異い様ように酒さけ臭くさいのだ。

　通常のアルコールの濃のう度どではない、匂においだけで酔いが回りそうな濃い空気に満ちていた。

　見ると──ベッドの上と床の一部に濡ぬれた跡がある。

　その手前のテーブルの上では、先刻出だした酒さか瓶びんの一つ──ウォッカの瓶が空からになっていた。

「ルル！」

　彼が叫ぶのと同時に──

　ルルは、火をつけたマッチをベッドの上へと投げ放った。




　そして──ベッドを包み込むように、青白い炎ほのおが燃え上がった。
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「ごめんね……ムー。もしもあなたが無実だったら、私が全部責任をとるから……」

　ルルの目は完全に狂気に満ちており、ムーは自分の言葉が相手に届くかどうか心配だった。

「ルル……」

「これなら……これなら、絶対に外に逃げるよね？」

　彼女の行いは、まさしく本ほん末まつ転てん倒とうだった。これではベッドの下の男が殺人鬼きで、自分達の事を追いかけてきた場合大変な事になるのだが、彼女の目的は既に『殺人鬼きに気付かれないように二人で部屋を出る事』から『どんな手を使ってでも、自分を閉じ込めようとするムーの部屋から外に出る事』に入れ替わってしまっていた。

　言うが早いか、彼女は外へと逃げようとする。

「ムーも、早く逃げた方が──」

　玄関の扉を開けようとした刹せつ那な──ルルは、背後から強く抱きしめられた。

「え……？」

　抱きしめたのは、ムーだった。

　彼女を力強く抱ほう擁ようして、まるで火から彼女を守るように──

「外は……外は駄目だ！　消火器があるから、それで火を消そう！」

　まだ炎ほのおは酒を媒ばい介かいとして燃えているだけで、カーテンや壁には燃え移っていない。今から適切な消火を行えば、小ぼ火や以前で消し止める事が可能であろう。

「どうして、どうしてなの!?」

　ルルの声に感情が戻り、ムーに対して疑問の叫びを投げつける。ムーも真剣な顔になって、片手で玄関にある消火器を取りながら、片手で必死にピンを抜こうと奮ふん闘とうしている。

「俺は、俺はルルを守りたいんだよぉっ！」

「えっ……？」

　その言葉の意味が解わからずに、ルルがムーの顔を見つめたその瞬間────







　ぐぉおぉあぁおおあぁおあゎあぁおあぁおあ







　奇き怪かいな叫びが部屋の中に響ひびき──ベッドの下から、斧おのを持った男が火ひ達磨だるまで飛び出した。

　ウォッカびたしになったベッドと床の間に挟まれて、潜ひそめていた体に次々と火が燃え移ったのだ。

「ひぃっ!?」

「おわぁぁっ!?　なんだなんだ!?」

　ルルとムーは同時に悲鳴を上げ──そして、ルルは驚いたような顔をしているムーを見た。

　──殺人鬼は──やっぱり殺人鬼だった。じゃあ……ムーは、ムーはどうして私をこの部屋に……？

　彼女がそう考えている間に、斧を持った男がこちらに迫る。

「うわあああああ！」

　それと同時に、ムーの持っていた消火器が勢い良く泡を噴ふいた。




　ぐあぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁ




　勢い良く噴ふん出しゆつされた消火剤ざいが顔面を直ちよく撃げきし、斧おの男おとこは片手で目を覆おおいながら斧を力強く振り下ろした。

　激しい音が響ひびき、斧はルルとムーの横を通りすぎて、玄関のドアを勢い良く叩たたき壊した。

　服のところどころに火を纏まとった男は、ルルとムーという『獲え物もの』を諦あきらめ、道路へと向かって一いち目もく散さんに駆け去って行ってしまった。




　後に残されたのは──その場にへたり込んで沈ちん黙もくするルルと、我に返って消火器で必死に火を消し止めるムーの二人だけだった。

「どうなってるの……」

　放心した顔で、ルルはムーに尋たずねかける。

「何が、どうなってたの……？」

　かろうじて火を消し止めたムーが、何かを言おうとして口を開いたその刹せつ那な──




　ギャアァァアァァァァァアアァァァァァぁアアァァァァァアアアァああぁぁっぁぁぁあああぁぁぁぁっぁアァァアアアァァアぁぁぁぁぁぁあぁあぁぁぁぁぁぁ




　闇やみ夜よを切り裂く激しい絶ぜつ叫きようが、ルルとムーの部屋の周囲にこだまする。

　あまりに凄せい惨さんな絶叫に、二人はしばらく動く事ができずにいた。

　それから何分が経過したであろうか。ムーはルルの手をとって立ち上がらせると、玄関からそっと外の様よう子すを覗のぞき込む。

　そして、彼らがそこで見た物は────




「なに……これ……」

　彼らの部屋の扉から十数メートル先、アパートの敷地への入口で、外がい灯とうに照らされていたものは──

　アパートに入る時には無かった、大きな大きな水みず溜たまり。

　周囲には何も存在せず、ただ、セミと蛙かえるの鳴き声だけがどこか遠くから響ひびき続けるのみだ。

　二人は周囲を警けい戒かいしながら恐る恐るその水溜まりに近づいて────気が付いた。

　その水溜まりが、黒く濁にごったような赤い色をしている事に──




「ああ、ああ、本当だった、本当だったんだ」

　その事実を確認すると同時に、ムーは独り言のように言葉を紡つむぎだす。

「俺の見た物は本物だったんだ……。こ、こ、こんな事、君に言っても信じてもらえないって思ってたから言わなかったけど────言わなかったけど……ッ！　見た、俺、見たんだよ！」

　ムーの膝ひざは激しく震えている。普段ルルに見せた事のないような表情で、彼は自分が見たものだけを静かに語り──

　それを聞いて、ルルは全てを理解した。

「見たんだ……俺！　見たんだよ！」




「家の外に────日本刀を持った血塗れの男がいて──凄すごい形ぎよう相そうで……ッ！　誰かを殺すような勢いで駆け回ってるのを……！」








Ｂサイド『斧おの男おとこの喜劇』へ続く
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Ｂサイド『斧おの男おとこの喜劇』




『先日、埼さい玉たまで起きた連続殺人事件の続ぞく報ほうですが、検けん死し結果から凶きよう器きについての情報が得られました。凶器は斧や鉈なたといった大型の刃は物ものと見られており、捜そう査さ当局では……』




　その放送を尻しり目めに、僕は自分の部屋を出た。

　世間を騒がせてる連続殺人犯はん。そいつもどうやら斧を使って事に及んでいるらしい。

　──なんという偶然だろう。




　僕も今日……ホームセンターでこの鋭い斧を買ってきたばかりだっていうのに。

　何の為ために？

　もちろん──誰かを殺す為にだ。

　そう、『誰か』、だ。

　誰でもいいんだ。

　僕の道みち連づれになってさえくれれば。

　いや、でも、できればかわいい女の子がいいな。それに、男が相手だと反撃されて一方的に殺されちゃうかもしれないし……。

　どうせ最後なんだから、派は手でに暴れてやる。こっちが殺されるまで、何人も何人も殺してやるぞ。

　僕が生きてた証あかしを打ち立ててやるんだ。

　例え、それがどんな悪あく名めいでも──




　ああ、もう御お終しまいだ。

　御終いなんだ。

　僕の人生の全てが今日終わった。

　ついさっき終わった。

　いや、僕の人生なんて最初からなかったのかもしれない。全ては夢か幻まぼろしだったんだ。




　彼女にフられた。

　それだけの事だ。

　正確には、彼女になる予定の女の子だった。

　勇気を出して告白したら、既に彼かれ氏しがいるときたもんだ。

　しかも、キスしたり色々な事をしてるような仲の男じゃない。友達以上で恋人未み満まんだとかいう関係だそうだ。

　なんだそりゃ。

　ふざけるな。

　僕は、僕はそんな不ふ明めい瞭りような奴やつに負けたのか？

　ああ、自分でも意い外がいだったよ。

　まだ付き合ってもいない女の子からフられるだけで、これ程ほどの絶望を感じるなんて。

　僕は今まで挫ざ折せつしたことなんか無いんだ。

　幼稚園から中学まで、ずっと成績だって運動だって一番だったんだ。

　……公立だったけど。

　だってしょうがないじゃないか！　私立なんて行って、周りのレベルが勝手に上がったりしたら挫折しちゃうかもしれないじゃないか！

　だから、高校も滑り止めの所は全部受けて、本命の私立高校は試験自じ体たいを受けなかった。

　そうすれば、挫折しなくて済むからね。

　恋人だってそうさ。

　学年で少し浮いてる変な名前の女の子。中身は知らないけど外見は中の上だし、正直、一目ぼれだった。

　生まれて初めての挫折を味わうかもしれない。そう覚かく悟ごしながらも告白したさ！

　だけど、その結果が『恋人未み満まんの友達がいるから』ってどういう事だよ！　しかも、ニッコリ笑いながら、凄すごく凄く嬉うれしそうに！

　恋人未満とか言いながら、頰ほおも少し赤らめやがって！

　こんなくだらない事が、僕の人生の初めての挫折？　喪そう失しつ感かん？　敗北？

　ありえないよ。

　あっちゃいけないだろそんな事。

【終わったね】

　僕の体がそう告げる。

　僕の頭が、手が、足が、舌が、目が、脳みそが、脊せき髄ずいが、肋ろつ骨こつが、心臓が、胃いが、何もかもが何もかもが僕の事を笑ってるような、いや、怒っているような気がした。

　僕に失望してる。体が僕に失望してるんだ。

【お前はもう御お終しまいだ、つまらない事で人生初はつの挫折を味わいやがって！】

　僕の魂たましいまでもがそう叫んでるんだ。

　おかしいよ。たかが女にフられただけで。

　でも、しょうがない。

　御終いだ。御終いなんだ。

　くそ、何で、何でこんな事になったんだ？

　あいつらのせいだ。僕にこんな間ま抜ぬけな挫ざ折せつを与えた瑠る流ると──その恋人未満の夢む羽うって奴やつが悪いんだ。




　殺してやる。




　どうせたくさん殺すんだ。あいつらを最初に殺してやる。

　僕をフった後、瑠流はいけしゃあしゃあと僕に言い放ったんだ。

　これから電気屋で買い物をして、それから夢羽の家に遊びに行く予定なのだと。




　待ち伏せだ。

　待ち伏せして、二人ともこの斧おので殺してやる。

　その二人の血をもって、僕の最後の花火は幕を開けるんだ。

　伝説になってやる。

　ああ、汚お点てんでもなんでもいい、僕の名前を伝説に残してやる。

　何人殺せばいいのかなんて知るもんか。とりあえず、スターリンの大だい粛しゆく清せいよりたくさん殺せば歴史に残る筈はずだ。

　今度こそ挫折しないぞ。

　やってやる、やってやる。僕の心に間抜けな挫折を植えつけた二人を殺して、さっきの挫折を無かった事にしてやるんだ────







　気が付くと、僕はアパートの前にいた。

　クラスの奴に適当な噓うそをついて聞いたんだ。ここがあいつのアパートか。

　……だけど、どっちだ？

　赤い屋根と青い屋根、同じようなアパートが二軒けん並んでいる。

　くそ、どっちにも看板も番地も書いてやしない。確か、アパートに住んでるのは奴一人って話だったけど……。

　その時、僕はアパートの一室の窓が開いているのに気が付いた。

　その窓の奥には、最近売り出し中のアイドル、箕みの原はらキマリのポスターがところ狭しと貼はってあった。

　ふん、ミーハーな奴め。高校生にもなってポスターを天井にまで貼はってやがる。

　他の部屋に人が住んでる気配は無いし……どうやらここで間違いないらしいな。




　どうやらまだ帰ってきていないようだ。

　ふふん、なら、ベッドの下にでも隠かくれて待ち伏せさせてもらおう。

　この部屋が奴やつの部屋だと確信して、僕は開けられた窓から慎しん重ちように中へと入り込んだ。




　赤い屋根のアパートの、道路に面した一室へと────





☆






　──くそ、ベッドの下にも何か色いろ々いろ荷物を置きやがって。隠れにくいったらありゃしない。

　斧おのを持った狂気の少年が隠れて十数分後──

　少年が足元にある箱をのけるように足を動かしていると、部屋の入口の方から、ガチャガチャと鍵かぎを開ける音が聞こえてきた。

　──来たな！

　少年は身を潜ひそめながら、息を殺して部屋の様よう子すに神経を尖とがらせる。

　ベッドの下からは一部の光景しか見る事ができないが、その洋室には蛍けい光こう灯とうの真下にあるテーブルと自分が隠れているベッドを除いては、特に目だった家具などは置かれていなかった。

　十畳ぐらいあろうかという洋室が広がり、入口との間には少し狭いダイニングキッチンや、トイレと風ふ呂ろに通じる扉などが配置されている。

　高校生らしい乱雑な様子は窺うかがえず、部屋の中の様子はポスターを除いては実に殺さつ風ぷう景けいであると言えよう。

　だが、少年は特に疑問を感じなかった。感じる余よ裕ゆうもなかった。

　覚かく悟ごを決めたつもりではあったが、いざその瞬間が近づくと様々な思いが交こう錯さくし始める。

　──何か僕は、凄すごく馬鹿な事をしようとしているのではないだろうか。

　──もしここで本当に二人を殺したら、それこそが本当の意味での堕だ落らくなのではないだろうか？

　そんな考えも頭をよぎったが、少年は即そく座ざにそれを否定した。

　もう少し早く葛かつ藤とうしていたならばなんとでもなったかもしれない。だが、彼はもうベッドの下に斧を持って潜もぐり込んでしまっているのだ。

　遅いのだ。既に何もかもが遅すぎるのだ。

　少年の脳のう裏りに、今後の逃とう亡ぼう生活や家族の顔が思い浮かびかけたが──それらは全て斧の刃やいばの中に封じ込めた。

　ベッドの下に隠れ、鈍い刃の輝きだけが彼の目を照らす。




　──そうだ。僕はやるんだ。もう戻れないぞ。

　これは転落じゃない、負けなんかじゃない。

　僕は、狂ってなんかいない。

　堕おちるんじゃない。僕はもう二度と挫ざ折せつをしない人生に向かって飛び立つんだ────

　彼がそう決意した瞬間、玄関の扉が開き──




「ふぅー。今日も暑いな畜ちく生しようがァ」

「誰かれ構わずぶち殺したい気分すね、兄あに貴き」




　──ヘ？

　少年は、本日二度目の挫折を味わう事となった。





☆






「ったく、てこずらせやがってあのガキャぁ」

「お疲れっした、兄貴！」

　玄関から顔を出したのは、全く見覚えの無い二人の男だった。

　一人は大おお柄がらな男で、分ぶん度ど器きで計ったようにキッチリとした角かく刈がりにサングラスをかけ、その上で黒いスーツに身を包んでいるという出で立ちだった。

　その男に付き従うように入ってきたのは、トラックの前面を無む理り矢や理り擬ぎ人じん化かしたようなスキンヘッドの男で、顔を斜めに横切るような刀かたな傷きずが走り、耳が半分かけている。その上で紫むらさき色のスーツを着ているので、似に合あうともアンバランスとも言えないセンスを醸かもし出している。

　早い話が──その部屋に現れたのは、これでもかという程ほどに典てん型けい的な、頰に傷を持つ類の人間達だった。

「前まえ歯ばだけじゃねえ、奥おく歯ばも全部へし折ってやったぜ」

「あの年で総入れ歯は悲ひ惨さんですね」

「違ちげえねぇ。いや、それ以前に顎あごが開かなくなっからよぉー、しばらくは流りゆう動どう食しよく生活だな」

「ハハハ」




　──ナニコレ。




　ベッドの下の少年は、自分の置かれている立場が即そく座ざに理解できなかった。

　混乱する彼の眼前で、二人の無ぶ頼らい漢かんがズカズカと部屋の中に入り込んでくる。

「本当なら多た摩ま川がわに沈めてアザラシのえさにしとるところだが」

「まあまあ、後は若頭カシラに任せておきましょうや」

「いちいち言われんでも解わかっとる。おい、テレビとエアコンをつけろ」

「うす」

　スキンヘッドの足がそそくさと動き、テレビのスイッチが入る音がする。それと同時に、自分の隠かくれるベッドにズシリとした衝しよう撃げきが走る。

　角かく刈がりの男が、自分の真上に腰をかけたのだ。

　二人はテレビを見ながら、上着も脱がずに部屋の中に座り込んだ。

　ベッドの下からではもう顔は見えないが、スキンヘッドは床に座り込んでいる為ため、胸の下あたりまでを見る事ができる。

　角刈りの男の足は目の前にある。息を荒くすれば音を聞かれるまでもなく気付かれてしまうであろう距離だ。

　──ナニコレ!?　ナニコレ!?

　斧おの少年は混乱から抜け出せない。

　もしかしたら、ムーという男はサラ金から借金でもしていて、彼らはその取とり立たて人にんか何かだろうか？

　だが、彼らの態度や鍵かぎを持っていたという事実を考えると、それはどうやら間違いのようだ。

　もっと単純な結論が推測できるのだが、斧少年はそれに気付かないフリをしていた。

　──ありえない、ありえないよ。

　──部屋を間違えたなんてありえない！

　入る前に部屋を確認した筈はずだ。第一、ここがこのチンピラ達の部屋なら、あのアイドルのポスターはなんなんだ。

　斧少年がそんな事を考えていると、彼の心と連動するかのように、スキンヘッドが格かく上うえの男に声をかける。

「それにしても兄あに貴き、前から気になってたんすけど……このポスターは兄貴の趣味っすか？」

　──ナイス質問だハゲ。お前を僕の心の代だい弁べん係に任命したい気分だ。

　スキンヘッドが遠えん慮りよがちに尋たずねると、角刈りは静かに答えを返す。

「趣味なわけねえだろ。手前てめえ俺を舐なめてんのか」

「す、すいません！　じゃ、じゃあ何で……」

　慌あわてて頭を下げるスキンヘッドに対し、角刈りは暫しばらく考えてから、ゆっくりと言葉を紡つむぎだした。

「こいつぁな……俺の妹だ」

「妹!?」

　──妹!?

　スキンヘッドの声にあわせるように、斧少年もベッドの下で驚きよう愕がくに目を見開く。

　言われてみれば、壁に貼はられているポスターは全て同じ女性の物だ。確か箕みの原はらキマリとかいう名前の新人アイドルの筈だ。

「あぁ……芸能界はあいつの昔からの夢でな……だが、俺はこの通りのヤクザもんだ。あいつに迷めい惑わくはかけられねえから、こっちから縁えんは切ってある」

「兄あに貴き……」

「だがな、俺は心まであいつと縁を切ったつもりはねえ。だからせめて、ここにこうしてあいつのポスターを貼はって自分の気を紛まぎらわせようと思っただけだ」

　──そんな。

　角かく刈がりの話を聞いて、斧おの少年は手を僅わずかに震わせる。

　──そんな理由で、ポスターなんか貼るなよ！　おかげで部屋を間違えたじゃないか！

　逆ギレ丸まる出だしの怒りを覚えると同時に、そこでようやく認める事ができた。

　自分が、部屋を間違えてしまったのだということに。

　──なんてことだ。あんな中ちゆう途と半はん端ぱな理由でフられたと思ったら、今度はこんな中途半端な理由で部屋を間違えるハメになるなんて！

　混乱のせいで、一度は消えかけていた怒り。それが今、斧少年の中で再び燃え上がり始める。

　──クソ、こうなったらこいつらから先に殺してやる！　こっちは斧を持ってるんだ！　それに、このままここに隠かくれて、奴やつらが寝た瞬間とかを狙えば────

　そんな事を考えていると、無む法ほう者もの達のつけたテレビが夕方のニュースを伝え始める。




【斧が凶きよう器きと見られる一連の殺人事件は──】




　斧少年が先刻聞きいたニュースの内容を、別のチャンネルが流している。語り口は違うが、どうやら内容に変わりは無いようだ。

「物ぶう騒そうな世の中っすね、兄貴」

「全くだ」

　──お前らが言うな。

　思いきりツッコミたかったが、ここで声を出してはこちらが不利だ。なんとか隙すきさえ摑つかめば、素す手での人間の一人や二人────

　斧少年が打算的に状況を分析していると、角刈りの男が低い声を上げる。

「若頭カシラもこの事件には腹ぁ立ててたからな。俺らのシマで好き勝手やってくれてんだ。もしも俺達がとっ捕まえたら……」




　ドスリ




　嫌な音が響ひびき、ベッドの脇──斧少年の目の丁ちよう度ど正面に、銀色の光が突き立った。

「……死んだ方がマシだと思わせてやらぁな」

「兄あに貴きー、部屋の中でポン刀とう振り回すのはやめてくださいよ」

　弟おとうと分ぶんの言葉に、角かく刈がりは一いつ旦たん床に突き立てた日本刀の刃やいばを引きぬき──

「俺の部屋だ。どこに刀を突き立てようが──」




　ズスリ




　刹せつ那な、日本刀の刃やいばがベッドに差し込まれ、薄い板を貫つらぬいた刃がそのまま床に突き立った。

　斧少年の鼻先僅わずか数センチの所に現れた刃が、恐怖に満ちた少年の目を映し出す。

「俺の勝手だろうが」

　──ここはアパートの大おお家やのものでおまえのものあじょあじゃじゃｗせｄｒｆ……

　心の中の突っ込みは、恐怖によって最後まで言葉にならなかった。

　──死ぬ。

　そこで初めて、彼は明確な『死』というものを意識した。

　全てが御お終しまいだなどと言いつつも、彼は結けつ局きよく一方的に殺すことしか考えていなかったのだが──ここに来て、明確な死が目の前に突き立つ事によって、彼の心に死への恐怖が唐とう突とつに湧わきあがってきたのだ。

　──ヤバイ。ヤバイよ。

　──死にたくない。死にたくないよ。

　心が徐々に強く震えだすが、体まで震わせるわけにはいかなかった。

　自分の上には今、角刈りの男が日本刀を持って座っているのだ。妙みような振動を立てたら、その時点で自分の人生どころではない、命そのものが終わってしまう事になる。

　完全なる絶望。

　それが少年を蝕むしばみ始めた時、彼は自分の行いを心底後こう悔かいした。

　自分の命に比べれば、あんな小さな挫ざ折せつなどなんと些さ細さいな出来事だったのだろう。

　今まで『命の危機』に直面した事が無く、自分の命の価か値ちを知らずに来た少年は、暗く狭い空間の中で、ひたすら自分の境きよう遇ぐうを呪のろい続けた。




　だが、少年はまだ知らなかった。

　本当の恐怖と絶望は、自分の足元にこそ存在するという事を────
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「そういや兄貴」

「なんだ」

「こないだホラ、都内で過か激げき派はクズレの愚ぐ連れん隊たいと悶もん着ちやく起こした時に、兄あに貴きが回収したあれ……どこにやったんすか？」

「ああ、ハッパか？」

　──ハッパ？

　麻ま薬やくか何かの事だろうか。大たい麻まの葉。ありえるな。

　斧おの少年は勝手に自分の中で結論づけようとするが、角かく刈がり達の会話がそれを許さなかった。

　横向きに隠かくれている少年の肩口に、ベッドの板いた越ごしにバンバンと布ふ団とんを叩たたく衝しよう撃げきが伝わってくる。

「あれなら、このベッドの下に隠してあるぜ」

　──ッ!!

　まずい事になってきた。

　斧少年は背中に汗を流しながら、手の中の斧を強く握りしめる。

　恐らく、先刻からジャマになっている足元の箱の事だろう。確認の為ためにスキンヘッドが下を覗のぞけば、その時点で自分の存在がバレてしまう。

　そうなれば──日本刀を相手に斧で勝てるのか？　恐らく無む理りだ。

　──あ、足を──ばれた瞬間にこのベッドに腰掛けてる奴やつの足を切ろう。その隙すきに逃げるか、それとも二人とも始し末まつしてしまうかだ。

　問題があるとするならば、この狭いベッドの下から斧を振り回したとして、動けなくなる程ほどの傷を相手の足に刻み込む事ができるのだろうか？

　唐とう突とつに襲おそい掛かった危機に、斧少年は自分の足がガクガクと震えているのに気が付いた。

　──怖い。怖い。怖い。駄だ目めだ駄目だ駄目だ。

　再び、斧少年に恐怖の波が押し寄せる。

　もしも今ベッドの下を覗のぞかれたならば、何も動く事ができないまま、情なさけない悲鳴をあげるハメに陥ってしまうだろう。

　だが、スキンヘッドはベッドの下を覗こうともせずに、目を見開いて大声をあげる。

「なッ……だ、大丈夫なんすか!?　こんな夏場にそんなとこに置いといて！」

「大丈夫だよ。だから日のあたらねえベッドの下に置いてるんじゃねえか」

「い、いや、でも、爆発するかもしれねえもんを、そんな自分の部屋に置いとかなくても……」

「組の方に置いとくわけにもいかねえだろが」

　──……爆発？

　会話の中に出てきた物ぶつ騒そうな単語を聞いて、斧少年は自分の考えが間違っていた事に気が付いた。すなわち、ハッパとは麻薬などのことではなく──

　──ハッパ……発はつ破ぱ。つまり──

　その結論が導き出されると共に、彼は自分の足元にあるものから、ヤクザ以上の恐怖の衝撃を受け取った。

　────ダイナマイト!?




　自分のおかれた状況に、危機が一つ上うわ乗のせされた。

　爆ばく弾だんの規模や威い力りよくがどんなものかは解わからないが、スキンヘッドの反応を見るに、かんしゃく玉だま程度ではない事は確かだ。

　少年は斧おのを握りしめたまま、自分を取り巻く世界が更に変へん貌ぼうしていくのを感じている。

　身を取り巻く全てのものが『死』に隣りん接せつしている、冷たく重い感覚。

　自分が身を潜ひそめるベッドの下の狭い空間が、そのまま己おのれの棺かん桶おけとなってしまったかのような錯さつ覚かくに陥り始める。

　──逃げなくちゃ。

　その恐怖から逃れる為ためには、別の恐怖を克服する必要がある。

　彼は斧を強く握り、目の前にいる二人の恐怖を排除し、この部屋から脱出する事に。

　それは、今まで味わったことの無い緊きん張ちようだった。恐怖への緊張ではない。何かを覚かく悟ごすることによる緊張感だ。

　──やるぞ……やるぞ、できる、僕はできるんだ。

　挫ざ折せつを回避して、自分の力以下のステージで勝負することに慣れてきた少年にとって、これから行おうとしているのは明らかに分ぶの悪い賭かけだった。

　ゲームで言うならば、常にイージーモードでプレイしてきた人間が、初プレイのゲームをいきなりハードモードで始めるようなものだ。

　そして、そのゲームには自分の命がかかっている。

　──できる、僕はできる。こんな爆弾の下からはオサラバするんだ。

　少年が再び斧を強く握りしめた瞬間──

　ゲームの難なん易い度どが、格かく段だんに跳ね上がる。




　チャイム音。




　単純に『ピンポン』という音で表現される、単純極きわまりない電子音が鳴り響ひびき──

「どうも、芝しば里ざとさん」

「頼まれてた酒、持ってきましたよ」

　数人の男達──スキンヘッドと角かく刈がりほど露ろ骨こつではないが、やはりカタギの人間には見えない男達が、有う無むを言わさずにドヤドヤと入り込んできた。

「おお、入れ入れ」

「こっちの酒は、若頭カシラからの差し入れっす」

「いいのによ……カシラも世せ話わ焼やきだな」

　そのまま男達は洋間の床に座り込み、ベッドの下から出口までの道を塞ふさぐような形で酒さか盛もりを始めてしまった。

　──増えた。

　その単純な事実は、斧おの少年の初めての覚かく悟ごを打ち砕くには十分すぎる威い力りよくだった。

　そして──少年にとって、もっとも長い一日は続いていく。
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　全員でタバコをふかし始めながら、無む法ほう者もの達はささやかな酒しゆ宴えんを繰り広げる。

　部屋の中があっという間に煙で白くなり、ベッドの下にまでヤニの匂においが染み込んでいた。

　少年は咳せき込みそうになる衝しよう動どうを必死に抑えながら、男達の様よう子すに全ぜん神経を集中させる。

「で、そのガキどうしたんすか？」

「簡単なもんよ、ちょっと瞼まぶたを切ってやっただけでワンワン泣き出してよ。そのままエンコふっ飛ばしてやろうとも思ったが……」

「あぁ、哀あい川かわ翔しようがこの前見たＶシネで着てたみてえなスーツ、ネットで安く手に入って──」

「うちの組のシノギじゃ、クルコダイルとかは無む理りだしよ……知ってっか？　若頭カシラのつけてるベルトも本ほん革がわじゃねえんだぜ」

「ンな事こと聞かれたらぶっ殺されるぞ」

「駅前のノミ屋、トンズラしたって知ってるか」

「最近カスリの入りが悪くてよ」

　酒に酔い始めたのか、無む法ほう者もの達はだんだん会話が嚙かみ合わなくなってきている。

　話どころか男達の操あやつる単語の意味さえ解わからず、少年は斧を握りながらただ小さく足を震わせているだけだった。

　──なんで、なんでこんなことに。

　だが、逆に言えば、これはチャンスとも言えた。このまま男達が酔いつぶれてしまえば、自分はその後に悠ゆう々ゆうとベッドから抜け出して、この危険な空間から逃げ出す事ができるのだ。

　その為ためには、最後まで自分の存在が気付かれない事が絶対条件だ。

　──息を殺せ、絶対に存在を気け取どられるな、僕。無だ、無になるんだ。

　不可能な望みを頭の中で反復しながら、少年は必死に己おのれの恐怖を克こく服ふくしようとしていた。

　──なんとしても、なんとしてもこの場を切り抜けなくては。

　絶大な恐怖の半分は、目の前にいるカタギではない者達。もう半分は、自分の足元にある死への片道切きつ符ぷ。

　ベッドの下の一部を占せん拠きよするダンボール箱の中には、男達が言うところのハッパ──ダイナマイトが詰め込まれているのだ。

　だが、時間が経たつに連れて爆ばく弾だんに対する恐怖は薄まっていった。

　──焦る事は無い、火が無きゃ爆発することはないんだ。

　先刻はとにかく一歩でも遠くへ逃げだしたかったが、考えてみれば火のない爆弾よりも目の前のヤクザ者達に危機を感じるべきなのだ。

　爆弾という非日常が突然飛び込んで来た為ために、彼は正しい判断力を失っていたのだ。

　ただ──彼は、自分から望んでこの非日常に飛び込んで来たのだが。

　──落ち着け……僕はこのまま息を潜ひそめているだけでいいんだ。

　──それで全ては解決するんだ。

　──僕は無傷のままで、この部屋から逃げられるんだ。




　自分にポジティブな事を言い聞かせ続ける彼は、暗くら闇やみの中から一つの違い和わ感かんに気が付いた。

　──あれ。

　ベッドの下、自分の足元の方の暗がりに、何か小さな明かりが見える。

　──明かり？

　そんな馬鹿なと思いつつ、少年は音を立てないように首を動かして、目め線せんを徐じよ々じよに自分の足元へと向けていく。

　そして、その小さな光点の正体に気付いた時──彼は、自分の運命を完全に呪のろう。

　そして、その呪いは即そく座ざに効果を表した。

　赤い光点が、小さな煙を上げながら──

　爆弾の入ったダンボールの横へ、コロコロと勢い良く転がり始めたのだ。




　それは、火種だった。

　小さな小さな、火ひ種だねだった。

　冷房の風で転がってきた、長さ５センチにも満たないタバコの吸すい殻がら。

　誰が吸っていたのか、少年には想像のしようもないし、意味の無い事であった。

　彼にとって重要なのは──

　その吸殻には、まだ先せん端たんに赤く燻くすぶる火が残っていたという事だ。

　──そんな。

　自らの鼓こ動どうが激しくなるのが解わかる。このままでは心臓の方が先に爆発してしまいそうな勢いだ。

　──なんで……ッ！　こんな……！

　自分が何をしたのかと思いながら、彼は自分の全身から滝のような汗が流れている事に気が付いた。

　──落ち着け！　落ち着け！　たかがタバコの吸すい殻がらだ！　そう簡単にダンボールが燃えるとは思えない！　何とか足を伸ばして、火傷やけど覚かく悟ごで吸殻をすり潰つぶせば────

　そんな事を考えながら、少年は暗くら闇やみの中で静かに足を動かし始め──気付く。

　──ダンボールと床の間に！

　どうやらそのポイントは、エアコンの風の吹き溜だまりとなっているようだ。だからこそタバコの吸殻もそこに転がりこもうとしているのだろう。

　赤い火ひ種だねの行き着く先に見た物は──ダンボールと床の角に溜まる、ハウスダストの固まった灰色の綿の集合体だった。

　────ッ！

　気付いた時には既に遅く、吸殻はその綿の一つにまで辿たどり着き──




　数秒の間を空あけること無く、その火種を炎ほのおへと進化させた。




　煙が出たと思った瞬間には、既に赤い輝きは広がっていた。

　──まままままま、まずい！　まずいよ！

　煙がもっと大量に出れば、無む法ほう者もの達の誰かが爆発を食い止めるかもしれない。

　だが、それは同時に自分が発見される事を意味している。

　もしも気付かれなかった場合は、このまま爆ばく死しする事になる。

　無法者達が全員死ぬかどうかは解わからないが、少なくとも自分は確実に死ぬハメになるだろう。

　彼が助かるには、誰にも気付かれる事無く、ダンボールに燃え移り始めた火を消しとめなければならない。

　時間は無い。

　既にダンボールの角が茶色く変色を始めている。あと数十秒のうちに何かの手を考えなければ、自分の命は確実に終わりを迎えてしまう。

　──こんなところで──こんなところで死んで堪たまるか！　考えろ、考えろ！　もう足で踏むだけじゃ……いや、強く叩たたけば消えるだろうが、そしたら音で気付かれてしまう！

　水をかけるしかない。

　それが即そく座ざに思いついた解答だったが、当然ながらそんなものは手元には無い。

　だが──彼は、気付いていた。

　どうにかする方法が一つある事を。

　しかし、それを実行するには一つの覚かく悟ごを決めなければならないし、リスクも大きい。あくまでその場をしのげるだけで、その後は新たな問題が起こる事も明らかだ。

　しかし、迷っている暇ひまはもう無かった。

　──僕は──僕は、生きるんだ！

　先刻打うち砕かれた『覚かく悟ご』の炎ほのおが、再び彼の中にともり始めた。

　──死にたくない、死にたくない、死にたくない、死にたくない！

　恐怖に追い立てられて生み出された、偽いつわりの覚悟。だが、覚悟には違いがない。




　彼は生まれて初めて、自分が痛みを負う事を覚悟した。自分の見知らぬステージに挑ちよう戦せんする覚悟をし、自分が痛みを──リスクを負う覚悟を決めたのだ。

　覚悟をする事から逃げ続けた結果、たった一度の挫ざ折せつで彼は壊れた。

　だが、その結果として、少年は今までに自分ができなかった事を実行しようとしている。

　──僕は、僕は、僕は────死にたくない！

　傍はたから見れば不ぶ恰かつ好こうこの上ない理由かもしれないが、彼はその本能的な恐怖から逃れる為ためだけに────




　ベッドの下で斧を小さく振りかぶり、自分の足先を強く切りつけた。




　鈍い刃やいばが、彼の足に、背骨に、脳のう髄ずいに激げき痛つうを走らせる。

　だが、ここで悲鳴を上げるわけにはいかない。

　彼は足に強く力を込め──自分の傷口から、大量の血を噴ふん出しゆつさせる。

　脈が鼓こ動どうするたびに、激痛が全身に襲おそい掛かる。傷を負っているのは足なのに、体中に同じ傷を負っているような錯さつ覚かくに陥った。

　しかし、彼は悲鳴を上げなかった。

　全ては、恐怖から逃れる為に──

　ひとしきり痛みに耐えると、少年は血まみれになった足を、ゆっくりとダンボールの方に近づけ──

　血という名の大量の液体で、燃え上がりかけていた炎をついにきれいに消しさったのだ。




　ただし──

　彼は、一つの問題を忘れていた。




　ジュゥウゥゥウゥ




　たとえ血液であろうが──蒸発する時の音は、水と何の変わりも無いものだった。

　音質も──音量も。




　──……あ。




「……なんだ？　今の音ぁよ」

「ベッドの下から聞こえたっすよ」

　──御お終しまいだ。

　チンピラ達の動きが止まり、全員の注目がベッドの方へと注そそがれる。

　──もう、御終いだ。

　チンピラ達は座ったままの目め線せんだ。そのままでは少年の姿は見えない筈はずだ。だが、覗のぞかれるのはもう時間の問題だ。

　──御終いなら、最初と同じじゃないか。

　少年の体に力がみなぎる。全てを失った人間がヤケになった時のような力が……彼が最初に斧おのを購入し、この部屋に忍び込んだ時のような力が湧わき上がってきた。

　──でも、でも駄だ目めだ、僕は、死にたくない。

　ただ、最初と違っているのは──今の彼の目的は、生への執しゆう着ちやくにのみ絞しぼられているという事だった。

　──死なない。死にたくない。

「ん？　ベッドの下がどうしたって……？」

　──生きる為ためなら、なんだってやってやる！

　彼が斧を大きく振り被かぶったのと、角かく刈がりの男がベッドの下を覗き込んだのは、丁ちよう度ど同時だった。
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「あ」




「あ？」




　少年と角刈りの声が被る。

　ベッドの下から飛び出そうとした少年の斧が、角刈りの男の顔を切り裂いたのだ。

「ぐぁッ！」

「あ、兄あに貴き!?」

「芝しば里ざとさん!?」

　──もう戻れない。

　大きく仰のけ反ぞった角刈りの足をくぐるように、ベッドの下から少年が飛び出した。

「わあぁぁぁああぁぁぁぁぁあ───ッ！」

　無む我が夢む中ちゆうで、斧おのを振り回しながら玄関へと走る少年。

　部屋の中の男達は、突然飛び出した斧おの男おとこに驚き、その刃やいばを避けようとしてとっさに身をかがめる。

　その男達の上を跳び越すようにして、少年は一気に玄関まで走り、内側からドアを開いて外に飛び出した。




　外はもう真っ暗になっているものと思っていたが、まだ日の暮れ始めといったところだ。

　だが、助けを求める事は期待できない。血の滴したたる斧を持った今の状況では、助けを呼ぶそばから逃げ出されてしまうだろう。

　斧を投げ捨てれば良かったのだが、彼は無む謀ぼうにも『追いつかれたらこれで戦ってやる！』という思いすら浮かんでいた。

　よって斧を捨てる事もできずに、彼は夕暮れの中を一いち目もく散さんに逃げ出したのだ。




「待てコラァッッッ！　何ど処こ行ったぁ！」

　怒ど号ごうが聞こえる。

　後ろを振り返ると──顔から血をドクドクと流した血まみれの男が、抜き身の日本刀を持ってこちらの姿を探している。

　血で視し界かいが悪くなっているのか、まだこちらには気付いていないようだ。

　──助かった。

　そう思ったのも束つかの間ま──

　靴を履はいた角かく刈がりの仲間達が、自分の姿を見つけて一いつ斉せいにこちらを追いかけて来たのだ。





☆






「畜ちく生しよう……どこだ……」

　血まみれになった角刈りの男は、日本刀を手にぶら下げながら日の暮れかけた町を歩く。

　幸いな事に通りに人は無く、彼の事を目もく撃げきしたのは──

　窓から外の様よう子すを覗のぞいていた、隣となりの青い屋根のアパートに住む少年──一ひ二ふ三み夢む羽う、ただ一人だけだった。





☆






　あれからどれぐらい経たっただろう。

　僕はどれぐらい逃げ続けたんだろう。

　だけど、無む駄だだった。

　気が付いたら、僕はまた見覚えのある路ろ地じに辿たどり着いてしまい、赤と青の屋根に挟まれるように立ちすくむ羽は目めとなった。

　もう、走れない。

　走る気力はある。

　それなのに、足が言う事を聞いてくれない。

　生きたい。どんな醜みにくくてもいいから、今はただ自分に襲おそい掛かる恐怖から逃げ出したい。

　彼はどこかに隠かくれねばならないと、アパートの敷地に向けて最後の力を振り絞しばる。

　赤い屋根のアパートに戻る気にはなれない。彼は即そく座ざに青い屋根のアパートの敷地内ないに入り込むと、建物の裏側にあるプロパンガスの横に身を隠した。

　まさか奴やつらもこんな近くに戻ってきているとは思うまい。

　そう考えながら、彼は安あん堵どのため息をつこうとしたのだが──

　道路の方から聞こえて来た会話が、彼を恐怖の世界へと引き戻す。

「いたか!?」

「いや、こっちに戻って来たのは間違いねえみてえだが……」

　──どうして!?　どうしてここが!?

「見ろ、やっぱりこのあたりだ！」

「あの野や郎ろう、どっかに怪け我がしてたみてえだな」

　その会話を聞いて、少年は思い出す。

　彼は先刻、自分の足を斧おので切りつけていたという事を。

　同時に、彼は自分の足が激げき痛つうに疼うずいている事に気が付いた。

　足が言う事を聞かないのも無む理りは無い。この傷で今まで逃げ続けられたのが奇き跡せきだと思える程ほどだ。

　だが、その奇跡ももう終わったようだ。

　自分の血けつ痕こんを頼りに追われていたのではどうしようもない。




　──嫌だよ。死にたくないよ。




　子供がダダをこねるように、彼は夜空を見上げながら何度も何度も呟つぶやいた。

　──死にたくない、死にたくない、死にたくない、死にたくない、死にたくない、死にたくない、死にたくない、死にたくない、死にたくない、死にたくない……

　誰でもいい、神でも悪あく魔までも構わない、誰でもいいから助けて欲しい。

　そんな事を思いながら、気が付くと少年は苛いじめられた子供のように涙を流していた。

　誰でもいい、誰か助けを──助けを呼ばなくては──

　彼がすがるべき何かを探して、周囲を見回したその瞬間──自分が寄りかかっているアパートの窓の一つから、青白い光があがっているのが見えた。

　まるで、部屋の中で青い炎ほのおが燃え盛っているような────

　彼がその正体について考える暇ひまも無く、今度は道路の方から角かく刈がりの声が聞こえてきた。

「……いたか」

「あ、兄あに貴き！　大丈夫っすか！」

「俺はいい。それよりもあいつは何ど処こだ」

　冷静な口く調ちようだったが、その声には怒りを通り越した冷たい殺さつ気きが込められている。その声を聞いただけで少年の全身は縮み上がり、同時に理解する。

　斧おので応戦したところで、あの男には絶対に殺されてしまうであろうと。

「どうも、この辺に隠かくれてるらしいっすね」

「……探せ」

　──もう御お終しまいだ。

　彼が恐怖に押し潰つぶされそうになった、その刹せつ那な──




　ぐぉおぉあぁおおあぁおあゎあぁおあぁおあ




　どこからともなく、周囲に人間と獣けものをあわせたような絶ぜつ叫きようが響ひびき渡った。




「なんだ……？」

　無む法ほう者もの達もその絶叫に気が付いたようで、道路に足を止めて周囲の様よう子すを窺うかがっている。

　それから更に数秒後──




　ぐあぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁ




　再び、苦しみを訴えるような咆ほう哮こうが周囲を支配したかと思うと、アパートの扉の一つから、激しい破壊音が響ひびき渡った。




　そして──アパートの敷地の入口へと逃げるように、体の所々に火を燻くすぶらせる、斧を持った男が飛び出してきた。




「がぁぁぁああぁぁッ！」

　斧を持ったその男──殺人鬼きは、邪じや魔ま者を排除するかのように、入口に立っていた無法者達に斧おのを振り上げた。

　だが、その斧が振り下ろされる直前、角かく刈がりの男が一歩前に踏み出し、男の斧をかいくぐりながら、手にした日本刀を一いつ閃せんさせた。

　外がい灯とうの下で銀色が輝き、男の右足を深ふか々ぶかと切り裂いた。

「がヵぁあああぁあッ!?」

　殺人鬼きがバランスを崩した瞬間、角刈りは日本刀をくるりと返し、斧男の肩口に切きっ先さきを突き立て、そのまま男をアスファルトの上へと切り倒した。




　ギャアァァアァァァァァアアァァァァァぁアアァァァァァアアアァああぁぁっぁぁぁあああぁぁぁぁっぁアァァア




　夜の闇やみを切り裂くように、斧を持った殺人鬼の悲鳴が周囲に響ひびき渡る。

　それを聞いていたもう一人の斧男は、プロパンガスの影から、その様よう子すをまるで悪あく夢むのように見守り続けていた。

　いつまでも、いつまでも──





☆






　あとは酷ひどいものだった。

　倒れた斧男を五～六人がかりで一いつ斉せいに袋ふくろ叩だたきにする。誰も寸すん止どめせずに、時とき折おり骨の折れるような鈍い音が少年の耳にまで届いてきた。

　ひとしきりのリンチが終わると、角刈りの男が無表情のまま腰をかがめ、化ばけ物もののように腫はれあがった殺人鬼の顔に声をかける。

「てめぇ……さっきから俺のベッドの下に隠かくれてたって事はよ……俺らの話も全部聞いてたって事だよなぁ？　ええ？　殺人鬼さんよぉ」

　既に虫の息になっている男に対し、角刈りの男は感情を抑え込んだ目で語りかける。

「約束通り──死んだ方がマシって目に遭わせてやる。……それまで死ぬんじゃぁねえぞ、この蛆うじ虫むし野や郎ろう……」

　その言葉に続けるように、スキンヘッドが余よ計けいな一言まで付け加えた。

「兄あに貴き、こいつ多分、兄貴の妹の事も聞いてますよ」

「……そうか、じゃあ……死んだ方がマシな目の一番最初は──舌を引っこ抜くところから始めねえとな……」

　それだけ呟つぶやくと、角かく刈がりはスックと立ち上がり、自分の顔から流れる血もぬぐわずに踵きびすを返し、『浚さらえ』と、一言だけ仲間達に告げる。

　残された男達はその言葉に無言でうなずくと、そのまま殺人鬼きを抱えてどこかへと連れ去ってしまった。

　後に残されたのは、偽いつわりの斧おの男おとこと──アパートの入口に残された、巨大な血ち溜だまりのみであった。





☆






　夢だったのだろうか。

　僕は静かに、今しがたの出来事を考える。

　いや、やっぱり夢じゃない。僕の足はいまだに痛みに疼うずいているし、いくら待っても現実に戻る気配がない。

　ということは、今の異常な光景の方が全部偽りだったという事だ。

　これからどうすればいいんだろう。

　どうすれば、僕は日常に戻れるんだろう。

　そんな事を考えていると──僕の耳に、どこかで聞いたような声が聞こえてきた。

　ガスボンベの陰からそっと覗のぞくと──そこには何と、赤あか神がみ瑠る流ると一ひ二ふ三み夢む羽うの姿があるではないか。

　なんてこった。

　こんな状況になってようやく巡り合えるなんて。

　だけど、僕にはもう彼らを殺す気力は無い。

　生きている。

　今、こうして生きている。

　それだけで十分だ。僕の人生は満たされた。

　ああ、なんていう充実感なんだろう。

　僕がそんな事を考えている間にも──あの忌いま々いましい二人は会話を続けている。




「ルル、さっきの質問だけどさ……」

「え……？」

「俺、ルルの事が好きだよ。ああ、好きだ」

「ムー……」

　なんだよ。血溜まりを前にして惚のろ気けかよ。

　どうなってるんだこいつら。

「今日みたいな事があって解わかったんだ、俺、やっぱりルルの事が好きだ……えっと、これって、告白になんのかな、やっぱり」

　もっと気の利いた事を言えよ。せっかく星空の下なんだからよ。

「ありがとう……ムー……ごめんね」

　どっちだよ。

「私も──ムーの事、好きだよ」

　後は二人で抱き合うだけだった。

　ああ、くだらない。やっぱり想像通りにくだらない二人だ。せっかくの非日常なんだからよ、もっと気の利いた事は言えないのかね。

　僕はそう思いながらも、どこかホッとしてた。

　そうか、二人はこれでちゃんとした恋人同士になったのか。

　ってことは、僕はちゃんとした理由でフられたって事になる。今日の挫ざ折せつは、無かった事になる。

　そういう事にしよう。僕の中でそういう事にしよう。

　明日からまた人生をやりなおそう。

　今日を生き抜けたんだ。大たい抵ていの事は上う手まくいくさ。

　そうだな、明日から新しい人生を歩むにあたって、まずは──

　この斧おの、どうしようか。

　腹が立つぐらいに綺き麗れいな星空を眺ながめながら、僕はぼんやりと、そんなくだらない事ばかりを考えていた。




　斧の鈍い煌きらめきが、僕を優しく笑った気がした。





『としれじぇ』──完









[image: 魔法少女８９３号　ジャンル《魔女っ娘》]










　魔ま法ほう少女。

　リリカルにマジカル。

　ファンシーにファンタジー。




　空想上の産物にすぎなかった『彼女』は、確かにその町に存在した。

　幻げん想そうというよりも、妄もう想そうの中の住人である筈はずの『魔法少女』が今、確かに現代の日本に舞い降りたのだ。

　そして──




「あぅ……」

　涙ぐんだ魔法少女の喉のど下もとに煌きらめくのは、鋭い長ながドスの白はく刃じん。

　魔法少女の右手には、漫画に出てくるような黒い爆ばく弾だんが握られている。

　そして──対たい峙じする殺し屋のような男の目には、冗じよう談だんの欠片かけらも無い。

　男の目つきを見るだけでも、彼がカタギの人間ではないのは明らかだった。




　リリカルにマジカル。

　ファンシーにファンタジー。

　血や硝しよう煙えんとは無む縁えんであると妄もう想そうされがちな魔ま法ほう少女が、如い何かにしてヤクザと相あい対たいする羽は目めになったのか？

　その答えを探る為ため、舞台は30分前へと遡さかのぼる。

　舞台上で演じられるのは──




　──魔法少女の、脱獄劇。





♪






　魔法少女は、確かに存在した。




　おとぎ噺ばなしの魔法の国の──監かん獄ごくの中に。




「８９３号、出なさい」

　四畳半ほどの空間に、重おも々おもしい声が響ひびき渡る。

　声は若い女のものだったが、周囲の壁に反はん響きようして、なんとも言えない重圧となって少女に襲おそい掛かった。

　『８９３号』と呼ばれた少女は、部屋の隅すみに横たえていた体をゆっくりと持ち上げ、周囲の状況に目を向けた。

　幾いく重えにも重ねられた、幾き何か学がく的な紋もん様ようといかめしいフォントの文字列れつ。それらが複雑に組み合わさり、不ぶ気き味みにして荘そう厳ごんな魔ま方ほう陣じんを作り出している。

　そうした魔方陣が描かれた暗あん緑りよく色しよくの壁に囲まれて、少女は無表情な顔を声のした方に向けた。

「はーい」

　半分寝ねぼけたような声をあげながら、少女は静かに立ち上がった。

　まだ幼さの残る少女で、年は12、３歳さいといったところだろうか。そんな彼女と比べて、周囲を取り巻く状況は明らかに異い質しつな雰ふん囲い気きになっている。

　彼女の周りにはベッドと最低限の生活設備しか整えられておらず、部屋と外部を繫つなぐ唯ゆい一いつの扉には、壁と同じような魔方陣が赤い光を放ちながら影かげ絵えのように滑なめらかに回転していた。

　そして、少女がその扉の前に立つのと同時に、魔方陣の光が色いろ褪あせ、ゴムが擦こすれるような音と共に扉が大きく開かれた。

　扉の外から現れたのは、黒を基調とした法ほう衣いを纏まとった数人の男女。

　その中央にいた若い女が、重々しい声を少女に向かって絞しぼり出した。

「……囚しゆう人じん８９３号」

「はーい」

　対する少女は、ニヘラとした緊きん張ちよう感かんの無い笑みを浮かべて返事をする。

　囚しゆう人じんと呼ばれた少女だが、その服装はおよそ監かん獄ごく内にいるものとは思えなかった。

　原色をふんだんに散りばめた、ミュージカルの狂きよう言げん回まわしが着るような服。ファッション性を重視したフレームの眼鏡めがねをかけ、レンズの奥では大きな目をパチクリと瞬まばたかせている。

　年ねん齢れいも含めて、彼女の纏まとう全ての空気が、明らかに彼女が囚人である事を否定している。

　何より、少女自身の表情には、欠片かけらも罪ざい悪あく感や緊きん張ちよう感といったものが見られなかった。冤えん罪ざいというにしては、あまりにも態度が落ち着きすぎている。

　そもそも、監獄というにはあまりにも異常な部屋で、どこの国のどういう文化によるものなのかも解わからない監獄だったのだが──

　──その答えを出す生物が、刑けい務む官かん達の後ろからヒョコリと顔をだした。

「あーあ、とうとう君ともお別れだねえ。議会に『消去』された君の名前を思い出す事は僕にも君にもできないけれど、仮に８９３号ちゃんって呼ぶなら、あれだよ、『さようなら』だね」

　軽快なリズムで覚めた言葉を吐くのは、子犬ぐらいの緑色のカマキリだった。

　人じん語ごを解かいす巨大なカマキリという存在は、言葉だけでも不ぶ気き味みな印いん象しようを与えるが、その場にいる人間は誰だれ一人として心を乱さない。

　ただ、監かん禁きんされていた少女だけがカマキリの言葉に無む邪じや気きな笑いを浮かべていた。





♪






　ここは、魔ま法ほうの国とやら。

　その少女の格かつ好こうは──ステッキを持っていない事を除けば、まさしく日本の漫画やアニメでよく見かける『魔法少女』そのものだと言えた。

　異常が常識となりえる筈はずの世界観かんの中で、ただ一つ、本当に異常だったのは──




　──魔法少女が、囚人だった事。





♪






　何な故ぜか瞼まぶたの存在するカマキリは、大きな眼めをパチクリとさせながら言葉の続きを紡つむぎ出す。

「勝手に人間界かいに行ったのは、確かこれで七回目だったけ？　温おん厚こうで知られる役人の皆さんも動くよそりゃ」

「どうして？　わたし、何にも悪いことはしてないよ？　人間の為ために力を使っただけだもん」

「……突然空そらから落ちてきて、無む理りやり居候いそうろうした上にゴキブリ退たい治じで家ごと噴ふき飛ばすんだもの。今回は流石さすがにフォローしきれないよ。だからこそ、君はこうして１５００年の歴史を誇るこの国の８９３番目の罪人になったってわけさ。１５００年でたったの８９３人！　つまりそれだけ君がどうしようもないっていうことだと思うよ？　反省した方がいいと思うよ？　考えるんだ、その意味を。ね？」

　少女は少し不ふ機き嫌げんそうな表情になって口を開きかけたが、彼女の言葉は刑けい務む官かんの冷たい声によってさえぎられた。

「私し語ごは慎つつしむように」

「はあーい」

　頰ほおを僅わずかに膨ふくらませながら下を向く囚しゆう人じんの姿を見て、刑務官の長ちようと思おぼしき女性は他人に気付かれない程度の溜ため息いきをつく。

　囚しゆう人じんのいかにも子供らしい態度に、刑務官の女性はいささか拍子抜ぬけしていた。

　──本当に、この子が？

　──この子が、この国の歴史上最もつとも純粋で強力な魔ま力りよくを持った……凶きよう悪あく犯はん？

　魔力の強さ云うん々ぬんよりも、刑務官は寧むしろ後者の方に疑問を覚えた。

　その疑問を振り払うかのように、刑務官は目の前の少女に罪を問いただす。

「……８９３号。貴女あなたは無許可で人間界かいへの扉を開き、日本国の埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市に潜せん伏ぷく、潜伏先である針はり山やま真しん吉きち氏を含む一家の住居を魔ま法ほうで破壊した……間違いはありませんか？」

「えっと……悪気は無かったんだよ？」

「悪気の有う無むは問いません。結果以上に問題なのは、貴女が勝手に人間界で『力』を具現化させた事です。それも、向こうの世界に直接の危害を加えるという、最悪の形で……」

「……」

　事務的とは言い切れない、感情の込められた刑務官の言葉。少女は特に表情を動かすことなく、ただ淡たん々たんとその罪状に聞き入っていた。

「──心苦しくはありますが、貴女の身み柄がらは地じ獄ごく預かりという事になりました」

　地獄。

　この国でいう地獄とは、実際に鬼や悪あく魔まが闊かつ歩ぽするような場所ではない。

　およそこの国の住人が最も忌いみ嫌う土地であり、死よりもなお恐ろしい幻げん想そうをもって語られる場所だ。

　その土地は住人の魔力を吸い取り、全ての気力を奪い去るのだという。およそ生きる為ための最低限の活力を与えられ、魔力を吸い取られながらも逃げ出す気き概がいすら湧わき起こりはしないのだという。

　この国の『罪人』は大たい抵ていそこに送られる。

　人間の世界で言う盗難や傷害といった事件は、大抵は魔法で記き憶おくを失わせたり、強制的な奉ほう仕し活動という形で済まされ、『罪人』という形にはならないのだ。国家は膨ぼう大だいな魔力という科学を、世界の治ち安あん維持の為ために費やしてきた。その結果、殺人や国家反はん逆ぎやく罪ざいといった事件を起こす『罪人』も大幅に抑えられている。

　それにも関わらず少女が罪人扱あつかいされているのは、つまり少女の犯した所しよ業ぎようが殺人にも匹ひつ敵てきするという事を意味していた。

　──こんな子供を、あの『地じ獄ごく』に……。

　無表情の奥で、少女を哀あわれむ感情が渦うず巻まき始める刑けい務む官かん。

　手に持った杖つえ──魔ま法ほうを行使する際の増ぞう幅ふく装置となるステッキを握りしめ、彼女は静かに断だん罪ざいの言葉を少女に告げる。

「──よって、貴女あなたをこれから『地獄』へと転送します。覚かく悟ごはいいですね？」

　この国では死刑宣せん告こくにも等しい重みを持ったその言葉に、少女は一瞬だけ目を瞬まばたかせ──これでもかという程ほどに無む邪じや気きな笑顔で、刑務官に向かって口を開く。

「イヤ」

「え……？」

　地獄送りは嫌だ。それはそれで当然の感情なのだが、笑顔と共に吐き出された事から、その一言に物もの凄すごい違い和わ感かんが感じられた。

　周囲にいた他の刑務官達たちや、人じん語ごを解かいすカマキリさえも、不ふ思し議ぎそうな顔で少女の顔に視線を向けた。




　そして、一瞬の間。




「私、地獄になんか行きたくないよ？」

　自らが生み出した静せい寂じやくを破り、少女は底そこ抜ぬけに明るい声を響ひびかせる。

「だって私、何も悪い事してないもん！」

　悪びれた様よう子すがないどころか、自分の行動に絶対の自信を持った宣言を行った。

　──何もって……。

　刑務官の心の中に、眼前の少女が起こした所業が羅ら列れつされる。彼女は実際に見たわけではなく、あくまで書類に書かれた文字が羅列されるだけだったが──それでも、目の前の少女の罪を確定させるには十分なものだった。

　器き物ぶつ破は損そん、傷害、魔法管理官に対する公務執しつ行こう妨ぼう害がい……全て、彼女の魔法によるものだ。

　それらの罪を償つぐなう為の奉ほう仕し活動中に、彼女は何度も脱走を図る。

　脱走先は、決まって人間界かいだった。

　どういう意図があるのか、それも決まって日本という島国に限定されている。

　言葉は魔ま術じゆつでどうにでもできるのに、何な故ぜ彼女はいつも同じ国に行くのかは疑問の声もあったが、少女の脳に張られた魔術障しよう壁へきが心を読む事を許さない。

　訓練を積んだ魔ま法ほう師しの読とく心しんをも防ぐその才能に、国は興味と共に恐れを感じていた。

　無む理り矢や理り記き憶おくや精神を改かい竄ざんするという手もあったのだが、国はそれによって彼女の魔ま力りよくと才能が消えてしまうのを恐れたのだ。

　だが、それも限界が訪れた。

　人間界かいに足を運ぶだけならまだしも、その度に少女の奇き行こうがエスカレートし──ついには、民みん家かを魔法で生み出した爆ばく弾だんで吹き飛ばすにいたる。

　流石さすがに事態を重く見た政府は、少女を罪人として地じ獄ごくに送る事を決定した。

　──恐らくは、それも実験の一つなのだろう。少女の魔力を測る為ための。

　刑けい務む官かんは、実際に少女の顔を見てそう考えていた。どう見ても目の前の少女に『凶きよう悪あく犯はん』というレッテルを貼はる事ができなかったが故に。

　だが、それは間違いだった事を彼女は思い知る事になる。




　呆あきれて言葉を失っている面めん々めんの前で、少女はなおも言葉を紡つむぎ出す。

「私、ちょっと失敗しちゃった？　でも、大丈夫ですよ！　私はお姫様なんだから！　人間界での修行は立りつ派ぱにこなしてみせるもん！　それでね、悪あく魔まから人間界を護まもるんだから！」

　──『お姫様』？

　──『人間界での修行』？

　──『悪魔』？

　──『護る』？

　少女の口から吐き出される様々な単語。

　だが、刑務官達たちにはその意味が解わからない。

　人間界で修行する慣かん習しゆうなど無いし、悪魔などは古代のまじない師達の想像の産物だ。交流を禁じている人間界を護る理由もありはしないし、そして何より──

「何を言っているのですか？　貴女あなたはただの一般市民。姫などではありません。そもそも、この国が王おう政せいだった記録なんて──」

　そこまで言ったところで、彼女は異常に気が付いた。

　眼前の少女が、微笑ほほえみながら体の周囲に魔力の渦うずを練りあげていることに。

「……ッ！　抵抗はおやめなさい！　杖つえの無い貴女が『魔法』を使う事は──」

「杖？　違うもん」

　緊きん張ちようする刑務官達を嘲あざ笑わらうように、少女はその手を前に突き出した。

「これは、魔法のステッキ──ピリオリムって言うんだよ？　私が、名前を付けてあげたの！」

　すると次の瞬間、彼女の体を渦うず巻まいていた『温度の無い空気』が手の先に収束を始め──寄り集まった綱のように、刑務官の持つ杖へと伸びていく。

「!?」

　──他人の手しゆ中ちゆうにある杖つえに魔ま力りよくを!?

　通常、この国で『魔ま法ほう使い』と呼ばれる人間達は、自らの掌てのひらから魔力の増ぞう幅ふく装置である『杖』を通して魔法を形作る。

　だが、手に密着させた杖に魔力を送り込む事ですら、相当の集中力を必要とするのに対し、目の前の少女は、手から離れた他人の杖に対して魔力を送り込もうとしているのだ。

　しかも、無む邪じや気きに無邪気に微笑ほほえみながら──。




　その、どこまでも純粋な笑顔を見た瞬間、刑けい務む官かんは凍りつき、後こう悔かいし、理解した。

　目の前にいるのは、単なる魔力の強い少女などではなく──

　れっきとした、一人の怪物なのだと。




　そして──魔法の国に不ふ釣つり合あいな存在である『監かん獄ごく』に、やはり御お伽とぎ噺ばなしに不釣合いな爆発音が鳴り響ひびく。

　こうして、魔法少女の姿をした凶きよう悪あく犯はんは、まんまと野のに放たれたのだ。

　野──すなわち、魔法を持たない人間が住まう世界へと。





♪






「彼女はその純粋な才能ゆえに、自分が特別な存在だと勘かん違ちがいしてしまった……いや、実際彼女は特別なのだよ。危険という一点においてね」

　８９３号の脱だつ獄ごくを伝える刑務官を前に、男は小さな溜ため息いきをついた。

　大だい理り石せきのような石が敷き詰められている以外は、特に飾り気の無い狭い部屋。その奥に置かれた机を挟み、先刻８９３号と接触した刑務官と、彼女の上じよう司しである法ほう務む官かんが向き合っている。

　この『魔法の国』での法を司つかさどる役人の長ちようである法務官は、８９３号についての報告書に目を通しながら、先刻よりも深い溜め息をついた。

「私の任期になってから初めての『罪人』の結末が、まさか脱獄とはな。こんな事なら、裁判などせずに研究者達に引き渡してしまうべきだったか」

「……その場合、彼女は『地じ獄ごく行き』よりも辛つらい目に遭あうかと思いますが」

　報告をした刑務官の声には、今は同情の欠片かけらも見られない。あの異常な『魔法少女』の力を見た後では、人を人と思わぬ研究所すらも生ぬるいのではないかとさえ感じられる。

「法務官どの。あの８９３号は……いったいなんなのですか？」

「抽ちゆう象しよう的な問いだな」

　白はく髪はつの混じり始めた法ほう務む官かんは、部下の切り出した私的な疑問に答えてみせる。

「８９３号、本来の名前はこの世界から消去済ずみ。両親は彼女が生まれたと思われる時から行ゆく方え知れずで、10歳までは施設で育てられた。その後、幼くして一人暮らしを始めたわけだが──」

　そこまで言葉を紡つむぐと、法務官は机の上に数冊の本やビデオを置く。

「人間界かいとの交流を禁じられながら、こうした日用品の技術はしっかりと盗んでいるのだからな。狡こう猾かつというべきか、強したたかであるとほめるべきなのか……。ともかく、これらは彼女の部屋から発見されたものだ」

　刑務官がその資料の一つを手に取ると、彼女が内容を確認する前に法務官が口を開いた。

「漫画にアニメーション。それも同一のテーマのものばかり集められている。この国で製造されたものでは無い、人間界のものだよ。それも、日本という特定の国に限定された、な」





♪






「イタいイタいイタい！　ちょっとやめて！　お腹なかを握らないで出ちゃう出ちゃう中身が出ちゃうよう！」

　腹部を鷲わし摑づかみにされたカマキリが、自らを拘こう束そくする手の持ち主に抗議の声をあげる。

　だが、その声は風の轟ごう音おんに搔かき消されてしまった。

　周囲に風が吹いているわけではない。

　魔ま法ほう少女──８９３号と、彼女に摑まれたカマキリが、風のような勢いで移動しているのだ。

　８９３号は魔法で生み出した爆ばく弾だんを爆発させると、そのいざこざで奪い取った魔法の杖つえを駆く使しして、元もと相あい棒ぼうであるカマキリを摑み、空間転てん移いの魔法を使って逃げおおせたのだ。




　そして現在──

　彼女は、自由落下を続けていた。




　人間界の上に広がる大空の中を、少女と虫はただただ落ちる。

　空間転移魔法を使って、並行して存在する人間界との接点を『召しよう還かん』し、その壁を無む理り矢や理り切り裂いた先に現れたのは、目的地である島国の遥か遥か上空だった。

　頭を地に向けて落下する８９３号。

　抵抗する空気の圧力が体を劈つんざくのと同時に、自らの体液が物もの凄すごい勢いで偏かたよっていくのが感じられる。

　だが、少女が右手の杖に力を込めると、少女の周りに透明な防壁が現れ、少女の体にかかる空気抵抗をゼロにしてしまった。

　風切音が弱まった事に気付き、ここぞとばかりに無む脊せき椎つい生物が声を荒げる。

「まったくもう！　君はいったいなにを考えてるのさ！　君はいつだってそうだ！　他ひ人との都つ合ごうなんか微み塵じんも考えないで、いつも自分のやりたい事ばかり！」

「あッ！　見て見て、ティス！　あれ、きっと野球場だよ！　よかったぁ、上う手まくこの前の場所のそばにこられたみたい！」

「聞けよ！　そもそも、脱だつ獄ごくはともかく何でボクを連れてくる必要があったんだよ！　人ひと質じちのつもりか！　この凶きよう悪あく犯はんめぇ！」

　鎌かまをブンブンと振り回しながら訴える昆こん虫ちゆうに対し、８９３号は地上をまっすぐに見つめたままで言葉を返した。

「えー？　だって、人間界かいに行く魔ま法ほう少女には、お供の魔法生物がいなくちゃ駄だ目めなんだよ？　口うるさくて、可愛かわいくて、それで人間の言葉を喋しやべるんだよ？」

「そんな決まり、ボクらの国には──」

「新しいマスター、いい人だといいねえ」

「だから聞けよ！　第一、マスターって何さ！」

　わけが解わからないといったティスの問いに、魔法少女は無む邪じや気きな笑みで断言する。

「魔法少女は、屋根を突き破って落ちた家の人の事をマスターって呼ばなきゃいけないんだよ？」

「どこの地域ローカルルールだよ！　あとさっきから気になってたんだけど、その『魔法少女』って単語は何さーッ！」

　カマキリの根本的な疑問に対し、８９３号はなんの迷いも無く大たい言げんを吐く。

「魔法少女っていうのはね、魔法の国のお姫様で、人間界に修行に来て悪い魔ま界かいの人達と戦ったりする──私のことだよ？」

「黙れよ！　何が姫だ！　修行もなにも、あんた学校の授業でさえサボってばっかじゃないかぁっ！　君が使えるのは変身とか火か炎えんとか物質構こう成せいとかばっかりで、治ち癒ゆ魔法とか地味な魔法は欠片かけらも使えないじゃないか！」

「やだなあ、ティス」

　魔法少女はまっさかさまに落下しながら、談だん笑しようしている時のように首を振った。

「魔法少女は、派は手でな魔法しか使っちゃいけないんだよ？　だって、そうじゃないと誰も私の事を見てくれないよ？　テレビとかに映らないよ？　『げきじょうばん』になれないよ？」

　遠くを見つめながらわけの解らないことを言う少女を前に、節せつ足そく動物はその話を進展させることを諦あきらめた。

「……せめて、無事に落ちられますように……」

　ジャンボジェットのタービンに巻き込まれそうになった前回の落下を思い出し──拝み虫カマキリは静かに己おのれの両りよう鎌をすり合わせた。





♪






「人間界かいで言う『魔ま法ほうの国』という奴やつは──我々自身が思う以上に美び化かされたイメージで想像されているようだな」

　法ほう務む官かんは、パラパラとめくっていた漫画を机き上じように投げ出しながら呟つぶやいた。

「この、魔法で全てを誤ご魔ま化かしているにすぎない世界を」

　自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべると、人間界──日本という国の言葉で紡つむがれた漫画や小説、あるいはアニメビデオの数々を眺ながめながら、刑けい務む官かんへと話の続きを紡ぎだした。

「８９３号は、早い話が妄もう想そう癖へきだ」

「妄想癖」

「最初はどういう経けい緯いで手に入れたのか知らないが……８９３号はこの日本産の漫画や映像の数々にのめり込んだ。何度も何度も何度も何度も同じ本を読み漁あさり、作品の上うわっ面つらの部分だけをなぞるように食い入るように眺め続け──」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、机の前に直立している刑務官に対して同意を求めるように呟いた。

「漫画と現実の区別がつかなくなった『本物の』魔法少女……か。笑い話にもならん。なあ？」





♪






「ところでさ……君は、どうしていっつもいっつも日本に行くの？」

　地上の町並みが近付いてくる最さ中なか、ティスが当然の疑問を投げかける。

　無む理り矢や理り連れてきた相あい方かたの問いに対し、少女は静かに微笑ほほえみながら言葉を返した。

「ティスはさ」

「ん？」

「カマキリの癖くせにマブタなんか持ってて気持ち悪いよね？」

「人の言葉は婉えん曲きよくに回避しておきながら、その際に使用する言葉は実にストレート！　最悪だ！　最悪だよ！」

　ティスが抗議の声をあげる間にも、地上は更なる加速をもって迫り来る。

　そして──




　とある民みん家かの屋根を突き破り、彼女は再び人間界に舞い降りた。

　『魔法少女』は、確かに舞い降りたのだ。





♪






「彼女はこうした作品群の主人公を、自らの存在と同どう一いつ視ししている。困ったことがあるとすれば、彼女が本当に魔ま法ほうを使えるという事だが」

　机の上に広がっている資料を片付けながら、法ほう務む官かんは再び大きな溜ため息いきを吐いた。

「念ねん動どう力りきや具ぐ現げん化かといった魔法は学校でもトップクラス。その反面、治ち癒ゆや精神操そう作さといった──早い話が地じ味みな魔法に関しては、最低ランクの成績すらついていないな」

「授業自体に出ていなかったそうですから……なんでも、『魔法は派は手でじゃなくちゃダメ』だという信念があるとかなんとかで……」

　部下の報告に、男は静かに首を振る。

「逆ならばまだ押さえつけようもあったのだがな。……我々の用意していたマニュアルは、あくまで自分よりも魔ま力りよくの弱い、もしくは同等の者に対するものばかりだ。本当に、彼女のような存在は前例が無かったからな」

「はあ」

　上じよう司しの言葉に小さくうなずきながら、刑けい務む官かんは次の疑問を投げかける。

「それで、彼女の今後についてですが……」

「放っておけ」

「は？」

「いずれ、彼女の方が人間界かいから排除されるだろう。むこうの常識から大きく逸いつ脱だつした上に、完全に自分を見失っている存在だ。監かん視しだけはしておいて、また魔力を暴走させて位置が特定できたら身み柄がらを回収すればいい」

　持て余していたペットが逃げ出し、上う手まく他人に拾われたかのように、男は消失感と安あん堵どの入り混じった表情を浮かべてみせた。

「彼女を受け入れる場所など、もはや研究所か……それこそ、『地じ獄ごく』ぐらいのものだろうな」





♪






　法務官がそう呟つぶやいた、まさしくその瞬間──




　８９３号は、確かに地じ獄ごくにいた。

　地獄のような状況で、少女は初めて『死』というものを意識する羽は目めになる。




　衝しよう撃げき音おんと共に、瓦かわらの屋根と天井を大きく突き破る。

　そして、土つち煙けむりをバックにして、一人の少女が体を大きくクルリと回す。

「ヤッホ──！　魔ま法ほうの国からはるばると！　魔法少女……ええと……名前が無いんだった……とにかく、愛と平和の戦士、魔ま女じよっ子こなんとかちゃん、ただいま参さん上じようだよッ☆」

　衝しよう撃げきを緩かん和わするバリヤーを解ほどいて、聞いている方が赤せき面めんしそうな名乗りをあげる８９３号。

　だが──目の前にいたのは、突然の美少女の来訪に混乱する少年でも、家の破壊に戸と惑まどう少女でもなかった。

　更に言うならば、その男は一般人ですらなかった。

「……なんだ、お前？」

　凍るように冷たい視線を感じると同時に、８９３号の耳に冷静な問いが飛び込んできた。

「……あれ？」

　屋根を壊したことによって舞い上がった煙が晴れ、彼女の視し界かいには一人の男が浮かび上がる。

　畳たたみの床に障しよう子じに襖ふすま。典型的な和室の中で、その男は音も無く床に座り込んでいた。

　その男の姿を見て、８９３号のテンションが一時的に停止する。

「……屋根の上で猫と遊んでました……って雰ふん囲い気きじゃあねえな」

　己おのれの部屋の天井が破壊され、目の前に奇き妙みような格かつ好こうをした少女が現れたというのにも関わらず──男の声は、あくまで平静を保っている。

　だが、８９３号が動きを止めたのは、そんな些さ細さいな事ではない。

　重要だったのは、男の手入れしていたものだ。

　シンプルな木の柄えから、スラリと伸びた美しい銀色の棒ぼう状じよう。

　棒状の片面は薄く鋭く伸ばされ、触れただけであらゆる物を両断しそうな輝きを放っている。──要するに、日本刀に近い大きさを持つ、一本の長ドスだった。

　更に、正座をしている男の右側には、黒い拳けん銃じゆうが数個の弾だん丸がんと共に置かれている。

　ドスが模も造ぞう刀とうではないとするならば、おそらくはその銃もモデルガンの類たぐいではないだろう。

「ええと……」

「俺は、お前は何だ？　って聞いているんだがな……解わかるか？　ん……そもそも嬢じようちゃん、日本人か？」

　優しくはないが、殺さつ気きも怒ど気きも籠こもっていない男の声。この状況でそれだけ冷静にいられるのが、逆に８９３号には強い違い和わ感かんとして圧のし掛かった。

　男の年は30代半なかばといったところで、８９３号とは父と娘ほど年が離れていると思ってもいいだろう。

　手にしている長ドス以上に鋭い眼光。

　一いつ見けん整った顔立ちをしているが、顔面に走る大きな刀かたな傷きずが、対たい峙じする少女に有う無むを言わさぬ圧力を与えている。

「ちょっと、ヤバい雰囲気じゃない？」

　落下の際に投げ出されていたカマキリが、８９３号の背中に歩み寄りながら声をかけた。

　目の前の男には感づかれないような慎しん重ちようさで、更に言うならば、直ぐに飛んで逃げられるように羽を広げながら。

　落下の最中に、既にカマキリの言語中ちゆう枢すうは日本語に切り替えられている。８９３号は脱だつ獄ごくと同時にその処理を済ませていたようで、目の前の男の言葉も、日本語で呟つぶやかれた相あい方かたの言葉もはっきりと理解できていた。

　だが、彼女は即そく座ざに答えを返す事ができなかった。

　──み、見た事ある。見た事あるよ！

　自分の集めた漫画の中にあった情報から、彼女は目の前の男について分析する。

　──この人──『ちんぴら』っていう人だ！　怖い人達だ！　悪い人達だ！

　刑けい務む官かんに地じ獄ごく行ゆきを告げられた時でさえ取り乱さなかった少女の心に、少しずつ恐怖が芽め生ばえ始めていた。
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　彼女にとって、現実の一部──寧むしろ本当の現実よりも重きを置いていた人間界かいの漫画。

　魔ま法ほう少女を描いたもの以外もいくつか読み漁あさったが、その中で目の前にいるような人間が如い何か様ように描かれていたか──。

　任にん俠きよう漫画を読んでいたならばまたイメージが変わったかもしれないが、彼女が触れたのは幼い少年少女向けの作品ばかり。

　そうしたものの中で、目の前にいる男のような存在は、八割方かた恐ろしいものとして描かれている。

　言わば、『悪役』という存在だ。




　そんな彼女の思いを裏付けるように、部屋の外にいくつもの足音が駆けつけた。

「若頭カシラぁッ！　なんすか、今の音は！」

「何事です！」

　襖ふすまを開けて現れた男達は、スキンヘッドや角かく刈がり、パンチパーマといった髪型に、マオカラーのスーツや爬は虫ちゆう類るい革がわのベルト、派は手でなブレスレットやタイピンを身につけており、眼前の『若頭』と呼ばれた男よりも数倍強こわ面もての男達だった。

「ひッ……」

　恐れるべき存在が、『悪役』が自分の目の前にいる。現実と空想の区別がつかなくなった彼女にとって、現実にも空想世界でも怖い存在である彼らは、心を乱すには十分な理由だった。

「なっ……あ、兄あに貴き、こいつぁいってえ……」

　顔を引きつらせている少女を見て、若頭と呼ばれた男の仲間達は、一瞬の沈ちん黙もくの後、思い思いの声をあげる。

「若頭……やばいっすよ。いくらうちの組が金に困ってるからって、ガキぃ誘さ拐らうなんてマネは……。組長に知られたら絶ぜつ縁えんもんですぜ」

「若頭……もしかして隠かくし子っすか？」

「姐あねさんがなんて言うか」

「なんすかそのガキ、ビデオでも撮ってうちの資シ金ノ源ギのネットサイトにでも流すんすか？」

「若頭にそんな趣味があっらヴぁッ」

　最後の男は、全て言い切る前に横にいた男に殴なぐり倒された。

　彼女も馬鹿ではない。強面の男達が話している会話の内容は理解できた。

　そして、自分がいかに危険な状況にいるのかも。

「ええっと……」

「……で、お前はいったい何なんだ？」

　何事も無かったかのように尋たずねる『若頭』の前で、少女はしばし言葉に詰まり……

「いでよ！　リリカルハンマーッ☆！」

　冷や汗混まじりの笑顔を浮かべ、手に持った杖つえを高々と天井に掲げてみせた。

　自らが屋根を突き破って生み出した丸い穴。そこから顔を覗のぞかせた太陽が、少女の体を暖かく照らしている。

　光を浴びた植物が成長するかのように、少女の持つ魔ま法ほうのステッキの先に光がふくらみ──やがて、それは一つの凶きよう器きを形造った。

　黒く塗りたくられた鉄てつ塊かいに、白い文字でデカデカと『６６６ｔ』の文字が刻まれている。

　無む論ろん実際にはそこまでの重さは無いが、少女が大だい上じよう段だんから重さのままに振り下ろせば、軽く人を昏こん倒とうさせられるであろう大きさのハンマーだった。

　ステッキを小こ脇わきに抱え、生み出されたハンマーを天井高く振り上げる小こ柄がらな少女。

「えーい！　記き憶おくを無くしちゃえー☆」

　やけに芝しば居いがかった掛け声と共に、鉄の凶きよう器きを振り下ろす８９３号。

　今まで人間界かいに来た時は、不ふ都つ合ごうなことはこれで全て済ませてきた。

　誤って変へん質しつ者の家に落ちてしまった時、パニックを起こした住人に警察を呼ばれそうになった時、あるいは、自分を受け入れてくれなかった者への腹いせに。

　昏倒させた後で、魔ま法ほうを使って適当に記憶を改かい竄ざんさせる。通常では記憶の改竄は非常に難しいのだが、昏倒している状態ならば比較的に楽に行える。

　もっとも、この状況で一人を昏倒させた後でいったいどうなるというのかは解わからないが、今の少女の頭の中は、目の前の悪者から逃れる事で精せい一いつ杯ぱいだった。

　そして、取り返しのつかない一いち撃げきが、若わか頭がしらの脳のう天てんに叩たたき込まれる──筈はずだった。

　若頭は表情ひとつ変えぬまま、魔ま力りよくを伴い異常な速力を得たハンマーに手を伸ばし、真しん剣けん白しら刃は取どりの要よう領りようで、自らの頭の直前で凶器の進行を食い止めた。

「え……」

　ただ止められただけではなく、運動エネルギーの方向を上う手まく操あやつられ、少女の手から簡単にハンマーが放り出されてしまった。

　ドスリ、という重おも々おもしい音と共に、ハンマーが畳たたみに突き刺さる。

　明らかな、凶器。

　決してオモチャではない事を理解した周囲の強こわ面もて達の顔に緊きん張ちようが走り、８９３号は突き刺すような視線の中に晒さらされる事となった。




「こりゃ、本格的にヤバそうだね」

　既に羽を羽ばたかせ始めているティスの前で、少女は頰ほおに一ひと筋すじの汗を垂らしながら呟つぶやいた。

「や……やっつけなきゃ」

「え？」

　ティスが疑問の声を発するが、もはや８９３号の耳には届いていない。

　逃げる事がかなわなくなった彼女の心が、コメディタッチの魔ま女じよっ子こモノからシフトする。

　その場から逃げるよりも、寧むしろ悪あく魔まと戦う魔法少女達たちの物語、その主人公としての行動に心が惹ひき寄せられていた。

　──やっつけなきゃ！

　自分は魔法少女。

　魔ま法ほうの世界のお姫様。

　人間界かいを護まもる為ために、地球に修行にやってきた。

　──だから──やっつけなきゃ！

　様々な物語を組み合わせながら、少女は杖つえに強い魔ま力りよくを込める。

「みんな……みんな……」

「そ、それは──」

　慄おののくティスの言葉を聞かず、８９３号は一つの存在を具ぐ現げん化かさせた。

　ボウリングの球を思わせる黒い球体から、激しい火花を散らす縄なわが生はえている。

「吹き飛んじゃえーッ！」

　ゴキブリ退たい治じや脱だつ獄ごくの際に生み出した、昔のアニメに出てくるような典型的な爆ばく弾だん。

「お……おい……？」

　部屋の入口に溜たまっていた強こわ面もて達は、火花を散らす導どう火か線せんに一瞬心こころを奪われた。

「なんだってんだぁ、今の……」

　その爆弾が本物であるか否かという以前に、彼らは見てしまったのだ。

　何も無い空間から、少女が新たに物質を生み出すという異常な『奇き跡せき』を。

　ハンマーだけならば見けん当とう違ちがいだと思ったかもしれないが、今度の爆弾は、何も無い虚こ空くうから現れた事を皆が一いち様ように確認している。

　若頭カシラと呼ばれている男も、その様よう子すに一瞬だけ眉まゆをひそめた。

　だが、導火線を確認した瞬間には冷静な目を取り戻し、既に次の行動へと体を弾はじかせていた。




「バリ……」

　己おのれの体を爆ばく風ふうから護まもるバリヤーを張ろうとしていた８９３号は、目の前の男の瞬しゆん発ぱつ力りよくに体を強こわばらせる。

　男が動いただけで、部屋の中に風が渦うず巻まいた。

　若頭は畳たたみに置いていた長ドスを摑つかむと同時に、座ったままの頭の高さで、足だけを大きく前に踏み込んだ。

　次の瞬間、上半身がその体についていくように移動を開始、体の加速は腕の加速に圧のし掛かり、最終的には手に持った刃やいばの切きっ先さきの速度が、鋭い風かざ笛ぶえを生み出すまでに膨ふくれ上がった。

「あ……？」

　少女が魔力を杖つえに流し込んだその刹せつ那な、彼女の細い首には、銀色の刃が宛あてがわれていた。

　一ひと呼吸遅おくれて、眼前に転がる爆弾の導火線がポトリと落ちる。男はまだ火の達していない部分に狙いを定め、導火線を横よこ一いち文もん字じに切り捨てたのだ。

　そして、その刃を止める事なく、少女の首くび筋すじでピタリと止めた。

「あ……あ……」

　魔ま法ほう少女の頰ほおを、恐怖と絶望の汗が伝う。

　ちなみにティスは既に何ど処こかに逃げており、この空間には自分を助けてくれる者は誰だれ一人としていないという事も理解していた。

「嬢じようちゃん……火か薬やくは、子供のおもちゃじゃあねえ」

　既に、魔ま力りよくは杖つえに満たされている。

　彼女がほんの僅わずか意識を向ければ、魔法を発動させて目の前の男を吹き飛ばすことができるだろう。

　だが、今の彼女には、その僅かな動作すらもできなかった。

　目の前の男の眼光が、刃やいばが、息いき遣づかいが、彼女の動きも思いも神経すらをも完全に封じ込めてしまっていた。

　──殺される。

　自分は物語の主人公。

　だから、自分は絶対に死ぬことはない。

　現実と漫画を混同し続けていた少女は、無意識の内にそう考えるようになっていた。

　だが、今この瞬間、彼女は確かに『死』を感じ取っていた。

　彼女の心に、『現実』が一部戻ってきたのだ。

　この、最悪の瞬間に。




　──いやだ。




　男は左手に持った刃を首くび筋すじに当てたままで、右手をゆっくりと８９３号の首に近付ける。




　──死にたくない。




　近付く手を見つめながら、少女は己おのれの末まつ路ろを意識する。




　──死にたくないよう。




　このまま首を絞しめ上げられて殺されるのだろうか、それとも、襟えり首くびから服をビリビリに裂かれて辱はずかしめを受けてしまうのだろうか。

　外見に合わぬ意識で心を埋め尽くし、恐怖で小こ刻きざみに震えだす８９３号。

　だが、迫る手は止まらない。

　殺し屋の掌てのひらが、自らの命を摘つみ取ろうとして近付いてくる。

「あぅ……」

　少女の叫びは声にならず、目には涙が浮かび始めていた。

　男の手が迫る。

　目の前の景色から色が消える。

　荒くなった自分の呼吸音にあわせて世界の形が大きく歪ゆがむ。

　目の前の様よう子すが全く解わからなくなった、その瞬間──男の手が、彼女の体へと到達した。

「落ち着け」

「ひゃぁぁぁあああっぁ……あ……あ？」

　だが、男の手が触れたのは、少女の首ではなかった。




　ポフ、という擬ぎ音おんが描かれそうな調子で、男の手が少女の頭に添えられた。

「……ひぐッ……え……う」

　涙を喉のどに詰まらせながら、少女は何い時つの間にか閉じてしまっていた瞼まぶたを静かに持ち上げた。

　８９３号の目の中に、失われた世界が戻ってくる。

　歪ゆがんでいた視し界かいが徐々に整えられ、黒く反転していた色調が本来の色を取り戻す。

　目の前に現れた男の顔を見ると、相変わらずの鋭い目つきだったが、先刻までの鋭い光は消えている。

　気付けば既に首くび筋すじから刃やいばは離されており、彼女の周囲から『死』の匂においは薄らいでいる。

　少女はそのままゆっくりと膝ひざをつくと、表情の無い瞳で眼前の男を見返した。

　男は無言のまま背を向けると、横に下ろしていた長ドスを拾い上げ、滑なめらかな動作で鞘さやへと収める。

　強こわ面もての男達が、そんな彼を遠巻きに恐る恐る声をあげる。

「か、若頭カシラ……なんなんすか、このガキ……？」

　当然の疑問に、若頭は眉まゆ一つ動かさずに淡たん々たんと答える。

「畜ちく生しよう……丸まる跋ばつ組ぐみの奴やつら、まさかこんなガキを鉄てつ砲ぽう玉だまに寄よ越こすたぁな……。くッ、俺が油ゆ断だんすると思ったのかしらねえが、随ずい分ぶんとひでえ事をしやがる」

　──え？

　『鉄砲玉』という意味が解らず、キョトンとする８９３号。まだ喉の痙けい攣れんは収まっておらず、声をあげられないまま男の言葉を聞き続けた。

　何な故ぜ自分が助かっているのかも解らないまま、必死に状況を確認しようと心を落ち着かせようとする。

　ティスが逃げてしまっている今、周囲に自分の──魔ま法ほう少女という存在を知る者は誰一人としていなくなっている。何故か今は死なずに済んだようだが、今後はどうなるか解らなかった。

　再び自分の運命に不安を感じ始めた時、若頭がクルリとこちらに振り返る。

「ひッ」

　思わず声をあげてしまう８９３号に、若わか頭がしらは小さく首を振りながら呟つぶやいた。

「ああ、いいんだ。もういいんだ」

「あの、あ、あの……」

「お前が親に何言われたのかはしらねえが……もう、お前みてえな子供が得え物ものを振り回す必要はねえ」

　相手の言葉が理解できないまま、話が着々と前に進んでいる。

「嬢じようちゃん。名前は？」

　唐とつ突じよに浴びせられた質問に、８９３号は言葉を返す事が躊躇ためらわれた。まだ恐怖に囚とらわれていたというだけではなく、自分の名前が無いことを思い出したからだ。

「わた……し……名前が……無いの」

「あぁ？」

「ひっ……！　け……消されちゃったから……名前……どこにも……」

　事情を知らぬ者には意味の解わからない答え。下へ手たをすれば殺されてしまうかもしれない。そんな思いが湧わき上がって、少女はまた涙が溢あふれそうになった。

　だが、男の反応は少女の想像と全く違うものだった。

「そうか……お前は自分の名前を捨ててまで、家族を庇かばおうってのか……」

「？」

「だが、もうそんな家族の所に戻る必要なんかねえ」

「え？」

　言葉の意味が解らず、魔ま法ほう少女は必死に相手の意図を探ろうとする。

　目を見つめられた男は、そこで初めて表情を緩ませた。心なしか、少女には男が笑っているようにも見えた。

「安心しろ──ここには、お前を喧けん嘩かに巻き込むような奴やつはいねえ。約束してやる」

　その言葉に、背後にいた強こわ面もて達が顔を見合わせる。

「若頭カシラ、どうするつもりなんすか？」

「さあな。だが、ほっとくわけにもいかねえさ」

　振り返らぬまま答える男に、背後の男達はなおも食い下がる。

「ですが、なんだったんすか……その、さっきの……手品みてえに、爆ばく弾だんがこう……」

「知るか。そんな些細な事はこの際ほっとけ」

「でも兄あに貴き」

「男が子ガ供キの前でぐだぐだ抜かすんじゃねえ！」

　鋭く尖とがらせた若頭の言葉に、男達はそれ以上何も言わなかった。

　男の言葉に、８９３号もビクリと体を震わせたが──その様よう子すを見て、若頭は慌あわてて優しい言葉を紡つむぎだした。

「おっと、悪かったな。お前に怒ったんじゃねえよ」

　若わか頭がしらは静かに微笑ほほえむと、少女の頭に再び手を置きながら言葉を紡ぐ。

「じゃあ、お前の名前は──夕飯の時にでも考えるとしよう」

「え？　え？　──え？」




　こうして、地じ獄ごくを拒んで脱だつ獄ごくした魔ま法ほう少女は──阿あ巳み蛇だ組ぐみの客きやく人じんとして、組の屋や敷しきに置かれることとなった。




　本人の意思が、全く及ばぬままに。





♪






　阿巳蛇組は、市の外れを縄なわ張ばりとする、極ごく々ごく小さな組織だった。

　周囲には畑ばかりで、同じ市内なのに市街地とはまるで雰ふん囲い気きが異なり、本来ならばとてもヤクザの邸てい宅たくが存在するとは思えない場所だ。

　大おお昔むかしは大きな組織だったらしいのだが、気が付けば自分の縄張り以外の所に駅が建ち、町の発展から自分達の周囲だけが置いていかれる形となっていた。

　組長は代だい々だい抗こう争そうを嫌う性質の人間が続き、また、他の組織もなんの得とくもない縄張りに見向きもしなかった。

　数年前の法改正により、『ミカジメ料』という収入源が無くなった現在、近所のゴロツキを相手にした賭と博ばくや、表おもて向むきに作ったインターネットビジネスなどで細ほそ々ぼそと生計を立てているだけの、吹けば飛ぶような小さな組織だった。

　よって、他の組織と小こ競ぜり合いはあるものの、大きな衝しよう突とつは無いままの日々が続いていたのだが──

　今年の夏に、その状況が揺らめいた。

　組員の一人が、部屋に忍び込んでいた男に斧おので斬きり付けられるという事件が発生した。

　その斧おの男おとこは即そく座ざに捕らえられたが、男は薬物中ちゆう毒どくで、どうやら市街地の方にある丸まる跋ばつ組ぐみがばら撒まいている薬らしい事が解わかった。

　自分達の縄張りに勝手に薬物をばら撒かれている事が解り、若頭の銀ぎん島じまが自ら抗議に乗り込んでいった。その際、丸跋組が仕掛けてきたので若頭が返り討うちにしたのだが──それからいがみ合いが続くようになり、現在の組長は病気で床に伏せってしまっている状況で、若頭の銀島が中心となって組を支えているというのが阿巳蛇組の現状だった。




「結局、一いち度ど手を出したらどっちかの命が尽きるまで終わらねえんだ。こんな小さな組くみ同士のいざこざ、仲立ちして手打ちにしてくれるような大きな組もねえしな。この辺りにゃ」

　組の現状を語るスキンヘッドの男。

　その殺さつ伐ばつとした内容を、魔ま法ほう少女が真剣な表情で聞いていた。

　少女が屋根を突き破ってから４日──結局、８９３号はこの阿あ巳み蛇だ組ぐみの居候いそうろうという立場に落ち着く事となっていた。

「しかしあれだ、サマーちゃんも大変な時に来ちまったなあ……。人間の戸こ籍せきがありゃ、どこにでも預ける事ができんだけどよ……」

「ううん。いいの、マサさん。私、ここの家でお姫様の修行をする事に決めたんだから！」




　組員達たちは、既に彼女が人間ではない事を知っていた。

　最初に、自分が『魔法少女』であることを証明するのに１日かかった。

　大たい抵ていの事は手品と思われてしまうし、大掛かりな魔法を使えば、魔法の国に居い場所を感かん知ちされてしまうかもしれない。

　ティスを見せれば話は早かったのだが、最初の騒ぎの時に逃げたまま、いまだ戻って来てはいなかった。

　竹たけ箒ぼうきで空を飛んでみせ、投げられた石いし礫つぶてをバリヤーで弾はじき飛ばしたところでようやく信じてもらえたというのが現状だったのだが──組員達は、彼女の妄もう想そうである『魔法の国の姫が、人間界かいに修行の為ためにやってきた』という事まで信じてしまっていた。

　魔法という唐とう突とつな存在に、組員達の多くはパニックを起こしかけたが、若わか頭がしらの銀ぎん島じまと、『姐あねさん』と呼ばれる組長の娘がなんとか落ち着かせた。

　そして──『奥様は魔ま女じよ』が大好きだったという組員の言げんから、名前が『サマンサ』に決まりかけ、姐さんの、

「サマンサだとなんだか年寄り臭くさいから、もっと短くしてやりな」

　という言葉により、８９３号は『サマー』と呼ばれる事になった。４日経たった現在では、『サマー』派と『サマー＝夏』から『なっちゃん』と呼ぶ派に分かれている。




　２日目は自分が丸まる跋ばつ組ぐみとは関わりが無い事を示すのに追われ──３日目は、「ここにおいてください」と説得することで精せい一いつ杯ぱいだった。

　本来ならば、とっとと別の家を探して飛び出すところだろうが──８９３号──サマーは、あえてこの阿巳蛇組の屋や敷しきに残る事を望んだ。

「最初に飛び込んだ家においてもらわないと、修行失しつ格かくになるんです！」

　と、妄もう想そうの中だけの事実を必死で訴える少女。自分自身が信じているだけに、その瞳に噓うその色はなかった。

　そして、４日目の昼間──




　彼女は恐怖に陥っていた自分を助けてくれた銀ぎん島じまに憧あこがれのようなものを抱き、なんとしてもこの家で彼らの為ために力を使うつもりでいた。

　それが自分に与えられた使命なのだと、完全に信じ込んで。

　スキンヘッドから抗こう争そうの話を聞いた瞬間、彼女は反射的に口を開いていた。

「じゃあ、私がやるよ！」

「はぁ？」

　屋や敷しきの縁えん側がわで、日光を浴びながら目をキラキラとさせる魔ま法ほう少女。服装はきらびやかな魔法少女のままで、横にいるスキンヘッドも含めて違い和わ感かんがあることこの上ない。

　しかし少女は微み塵じんも気にせず、自分の言葉をストレートに紡つむぎだす。

「私が、魔法でその悪い人たちをやっつけてあげる！」

　自信満々に声をあげるが、スキンヘッドの反応は、喜ぶでも冷ややかでもなく、ただ、少し目を細めてこう答えた。

「気持ちはありがてえけどよ……そんなこと、姐あねさんや若頭カシラに言ったらひっぱたかれるから、気ぃつけろよ」

「え……どうして？　私が魔法使いだって知ってるでしょ？　だから、魔法でパーンって！」

　つい４日前に銀島達たちを『悪者』と判断してやっつけようとし、なおかつ返り討うちにあっている事も忘れて、魔法少女は不満の声をあげる。

　そんな少女に、スキンヘッドは困ったように笑いながら、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「俺らは世間様さまからみりゃ、そりゃどうしようもねえ連れん中ちゆうかもしらんけどなあ……お前みたいな子供を、こんな俺達の理り屈くつに巻き込んじゃあ、それこそお天てん道とう様に顔向けができねえや」

　まだ納なつ得とくできないような顔をする魔法少女を前に、スキンヘッドは誤ご魔ま化かすように、

「まあ、子供をこの屋敷に置くなんてこと自体、普通はありえねえんだけどよ。若頭も、やっぱガキには甘いよなあ」

「？」

「若頭はよ、元は都内の方の、もっとでけえ組の幹部だったんだよ。バリバリの武ぶ闘とう派はでさ、そのしつこさから『怨おん霊りよう』なんてあだ名つけられてよ、一つの組に拳けん銃じゆうと長ドスで突っ込んでって、トドメを刺すまで追い回して、何人もの返り血を……悪い、女の子にするような話じゃねえやな」

　スキンヘッドの男は気まずそうに顔をそらすと、思い立ったように少女に告げる。

「なんつーかさ、若頭はよ、二は十た歳ちぐらいの時にガキがいたんだ」

「えッ」

「いや、若頭本ほん人にんのガキじゃなくてよ、死んだ姉キだかが残したガキを引き取ったって話だが……結局その子も死んじまってな」

「……」

　その先の言葉は想像できた。

「丁ちよう度ど、生きてりゃサマーちゃんぐらいなんじゃねえかな。だから、ちょっと兄あに貴きも複雑なんだと思……いや、悪いな。これも、ベラベラと話すようなもんじゃあねえや。忘れてくれ」

　気まずいような顔をして舌した打うちすると、スキンヘッドはそのまま縁えん側がわを立ち去っていった。

　後に残された少女は、縁側にトサリと寝ね転ころんで、先ほどの言葉の意味を考える。

　──魔ま法ほうでなんでもできるのに。まだ、私、信用されてないのかなあ。

　そんな事を考えながら、そして、その考えに自分自身でも違い和わ感かんを覚えながら、少女は静かに眠りについた。
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　数日後。

　姐あねさんと呼ばれている女性が、８９３号に服を買ってきてくれた。

　流石さすがに１週間も同じ服を着っぱなしというわけではなく、魔法で洗せん濯たくしている間は着流しを借りていたのだが──今日渡されたのは、８９３号ぐらいの少女が着る様ような、普通の子供服だった。

「その格かつ好こうで外を出歩くと目立つでしょう？」

　姐さん──恵めぐ美みは、20代後半と思おぼしき和服美人だった。黒と紫むらさきを基き調ちようとした出で立ちは、同じ和服でも旅館の女将おかみなどとはひと味もふた味も違う雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　一見厳きびしそうな目をした彼女だが、きちんと筋の通った意見で組員同士のイザコザを収める女おんな丈じよう夫ぶだ。

　普段は男勝まさりな態度の彼女が、優しげな微笑を浮かべて服を差し出した。

　だが、魔法少女は素直に受け取る事ができなかった。

　スキンヘッドや他の組員から、この阿あ巳み蛇だ組ぐみの厳きびしい経営状況を耳にしていたからだ。

「あ、あの……組の人がお金に困ってるのに、私だけこんなの、受け取れないよう」

「こら、子供はそんなの気にするんじゃないよ」

「で、でも……あ、そうだ！　私のまほ──」

「魔法でお金を出すなんて言っても、受け取らないからね。あ、そんな奴やつはいないとは思うけど、組の若い奴らに言われても絶対金とか出しちゃダメだからね。そんな事したら、とっとと追い出すから覚かく悟ごしときな」

「あう……」

　先を読まれた発言に、８９３号は静かに顔を伏せる。魔法の国にいた頃の自分なら、どうして受け取らないのか理解できなかっただろう。

　だが、今の彼女にはなんとなくそれが理解でき始めていた。

　言葉には上う手まく表せないが、何か、自分の思想に違い和わ感かんを覚える。

「あ、ありがとうございます」

　服を受け取りながら、小さな声で呟つぶやく少女。

　──本当に、この服を受け取ってしまっていいのだろうか。

　──まだ何もしてない、ただの居候いそうろうの私なんかが、本当に……。

　そんな小さな葛かつ藤とうを心の中に渦うず巻まかせていると、恵めぐ美みが笑顔のままで８９３号の肩を摑つかんだ。

「御礼なんていいさ。……ところでなっちゃん」

「は、はい」

「うちの組が貧乏だのなんだの、そんな事をあんたに吹き込んだろくでなしは、一体どこのどいつなのかねえ……？」

　ニコリと笑った目のうちに、少女は初めてこの家に落ちてきた時以上の恐怖を感じ取った。
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　さらに10日後。

　恵美の言葉が気にかかっていた８９３号は、和室の大おお広間の中で若わか頭がしらに尋たずねかける。

「銀ぎん島じまさん……私、やっぱりまだ子供なのかな」

「なんだよ、藪やぶから棒ぼうに」

　神かみ棚だなの水を取り替えていた銀島に、８９３号は10日前のやり取りを話す。

「……」

　銀島はしばらく黙っていたが、神棚に向かって手を大きく二回叩たたくと、大きく息を吐きながら振り返った。

「まあ、魔ま法ほうで金を出せば俺らが喜ぶなんて思ってる内は、まだまだガキって事だ」

　自分の現在の主人は銀島だ。彼女の中ではそういう事になっている。

　その銀島に魔法を否定されたような気がして、８９３号は少し悲しくなった。

　そんな少女を慰なぐさめるように、銀島は鋭い目つきのままで優しげな声を出す。

「姐あねさんはお前の事を想って言ってるんだ。ガキ扱いされて大事に思われてる内が華はなさ」

　銀島が恵美の事を語るときは、やけにうれしそうな声こわ色いろになる。

　とても『怨おん霊りよう』と呼ばれていた男とは思えなかったが、８９３号は銀島に過去を聞くことはしなかった。特に誰に止められたわけでもなかったが、なんとなく触れてはいけないもののような気がしていたからだ。

　そして、彼女は銀島が嬉うれしそうにする理由をスキンヘッドの男から聞いて知っていた。

「銀島さんは、恵美さんの事が好きなんだよね？」

「まあな」

　隠かくしもしない。

　照れる事を期待していた８９３号は、肩かた透すかしを感じながらも、そのサバサバした対応に尊敬の念も抱く。

「姐あねさんを茶ちや化かしたりするなよ」

「恵めぐ美みさんは、銀ぎん島じまさんの事が好きなの？」

「さあなぁ……」

　どこか誤ご魔ま化かすような言葉に、８９３号は静かに問いかける。

「あのね、じゃあ、私の──」

　──私の魔ま法ほうで、恋をかなえてあげる！

　少し前の彼女なら、なんの躊躇ためらいも無くそう叫んでいただろう。

　だが、声は出なかった。

　何かが違う気がして、彼女は自分の声を喉のどの奥に押し戻す。

　その様よう子すに気付いたのか、銀島は静かに声をあげる。

「魔法で縁えん結むすびとか金かね儲もうけなんて考える内は、まだまだガキだな」

「あ……」

　──また、見み透すかされた。

　自分の心を簡単に見透かす面めん々めんに、もしかして皆も魔法使いなのではないかと疑問に思う８９３号。

　そんな疑問は直ぐに引っ込み、代わりに、どうしようもない無力感が湧わきあがってきた。

「ねえ……銀島さん。私、役立たず？」

「ん？　何言ってんだ。最初はなんもしてなかったが、最近は掃除とか洗せん濯たくも手伝ってくれてんじゃねえか。姐さん、喜んでるぜ」

「でも……私、魔法使いなのに。もっともっと凄すごいこともできるのに……！　まだ、私、なんにもしてあげられてないよ。魔法でしかできない事、なんにも……」

「魔法でしかできない事、か」

　銀島は目を静かに細めると、柱に寄りかかりながら静かに天井に目を向ける。

「それなら大丈夫だ。俺らだって、魔法は使えるさ」

「？」

　８９３号は銀島の言葉の意味が解わからず、思わず『彼女にとって』常識的なことを尋たずね返す。

「そんな、だって人間界かいの人たちには、魔ま力りよくがないじゃない。だから、無む理りだよ」

「あるさ」

　なんの躊躇いも無く答えると、銀島は居候いそうろうの魔法少女に目を向ける。

「いいか、サマー。お前がこの世界に修行に来てるのは──魔法を使うためじゃない。魔法の国ってのがどういうとこなのか、俺にはよく解らねえが……わざわざ、魔法とやらのねえこの地球に来たってことはよ、魔ま法ほうじゃできねえ何かを学ぶって事だろうよ」

「……」

「まあ、後はお前の問題だからな……悪いな。変なことを口出ししちまって」

　その言葉に、少女は何も答えることができなかった。ただ、心の中で一つの想いが渦うず巻まき続ける。

　──違う。

　──私は、私は──

　──本当は、お姫様でも修行に来たわけでもない。




　──私は、魔法少女なんかじゃ……
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　８９３号が阿あ巳み蛇だ組ぐみにやって来てから１ヶ月が過ぎた頃、唐とう突とつに相あい方かたが戻って来た。




　庭で洗せん濯たく物を干していた８９３号は、魔法ステッキを振り始めた。水を吸った洗濯物が大量に下げられた物干し竿ざおが、きれいな軌き道どうを描いて物干し台に下げられた。

　全ての物干し竿を下げ終わった後、自らの手で洗濯物の皺しわを伸ばしていると──

　唐突に、背後から声がかけられた。

「た、ただいまぁ～、８９３号ちゃん……」

「……ティス!?」

　声の主の存在に気付くと、少女は慌あわてて足元のカマキリを拾い上げる。

「ああ……人間みたいな格かつ好こうしてるから、最初解わかんなかったよ……でも、魔法の杖つえだけはそのままだったから……へへ」

「ティス！　どうしたの!?　大丈夫なの!?」

　目をふらつかせているティスに、少女は心の底から心配したように声をあげる。

　カマキリは少女の態度に何か違い和わ感かんを覚えつつも、とりあえず気力を持って体勢を立て直す。

「大丈夫……いやあ、まいったよ。逃げ出した後に色々この世界をさまよったけど、子供に追われるし犬に食われかけるし、人間に化けて歓かん楽らく街がいで遊ぼうとしたら、カマキリともあろうものが夜の蝶ちようさん達にもてあそばれて精せいも根こんも金も搾しぼり取られてフラフラのキュー」

　最後は完全に自じ業ごう自じ得とくな悲劇を語りながら、カマキリは静かに覚かく悟ごを決めていた。

「ああ、あの時は君を置いて逃げ出したから、さぞかしボクのことを恨うらんでるだろ？　ハハ、こんな酷ひどい目に遭あうなら、いっそ君の手に全てをゆだねようと思って戻ってきちゃったけど、まあなんだね、正しよう直じき君がまだ生きてるとは思わなかっ……」

　その言葉は、最後まで紡つむがれることはなかった。ティスは自分の頭に何かの雫しずくが落ちるのを感じ──次の瞬間、８９３号の胸に強く抱きしめられていたからだ。

「……めん」

「へ？」

「ごめん……ごめんね、ティス……私が、私が貴方あなたを無む理り矢や理り連れてきたばっかりに……」

「え……？」

　ティスは、自分にかけられている言葉の意味が理解できずにしばらく呆ほうけていたが──その意味を嚙かみ締めると、訝いぶかしげな目で呟つぶやいた。

「君……ほんとに８９３号？」







「じゃあ……君はもう理解したんだね？　自分で……自分自身のことを」

　縁えん側がわで腰を休めるカマキリの言葉に、８９３号は無言のまま頷うなずいた。

「自分がお姫様なんかじゃない事を、修行に来たわけでも、悪あく魔まと戦ってるわけでもない事をさ」

　やはり無言で頷く８９３号に、追い打ちをかけるようにカマキリは言葉を浴びせかけた。

「自分が脱だつ獄ごく囚しゆうだって事も、自分が前に人間界かいでやった事の意味も解わかってる？」

　三度目の頷きと共に、少女の目から涙が零こぼれ落ちた。

「ありゃりゃ、君が泣くのは初めて見たけど、こりゃどうやらマジっぽいね。たった１ヶ月人間界に暮らしただけで、現実と空想の区別が完全につくようになったのかい？　いやいや、それとも元からなかった『一般常識』って奴やつがようやく身についたって奴かな」

　カマキリは傷をえぐるようなことをここぞとばかりにまくし立てるが、それでも少女は顔をうつむかせたままだった。

「……本当に、反省してるみたいだね」

　一いつ旦たん言葉を切り、カマキリと少女の間を奇き妙みような沈ちん黙もくが支配する。

　少女の涙が収まった頃、ティスは静かに尋たずねかける。

「どうすんのさ。これから」

「わからない……わからないよ……」

　魔ま法ほう少女は小さく首を振ると、自分の心情を相あい方かたである魔法生物に吐と露ろし始めた。

「私……酷ひどいことたくさんしてきた……普通のカマキリだった貴方に魔法をかけて、そんな姿にして、無理矢理私のパートナーにしたり……」

「それはいいよ、もう別に恨うらんでないから」

「……ありがとう、ごめん……。でも、謝っても謝りきれないよ……前にこの世界に来た時に、家を吹き飛ばしちゃったあの人達……あの後、直ぐに『役人』さん達に連れ戻されたから、どうなったのか解らなかったけど……」

　そこまで言って、少女は大きく首を振る。

「……違う！　解わからなかったんじゃない！　知ろうとしなかった、知ろうともしなかったんだよ気にもかけなかったんだよ私は！　それなのに、自分が間違ってるとも思わないで……何もしようとしなかった！　何も感じなかったよ……！」

　少女の目から、再び涙が溢あふれ始める。

　カマキリは相変わらず無言のまま、静かに相あい方かたの言葉を受け入れ続けた。

「自分でも自分がどうしようもない奴やつだってわかったの……ここで暮らすようになって、いろんな事を知って、私がどうしようも無い奴だってわかったの」

「……」

「──でも……怖いの」

　そこで、少女の顔に悲しみと共に恐怖が浮かび上がってくる。

「自分がやった事が理解できたのに、それでも私は……魔法の国に戻る事が、地じ獄ごくに送られるのが怖くて、怖くて……怖…ひぐッ……」

　もはや涙を我慢しようともせずに、８９３号は堰せきを切ったように自分の思いを打ち明ける。

「今いま更さら罰を受けるのが、凄すごく凄く怖い。逃げたい、そんな自分がゆるせ……なくて……だけど、こわ、く、て……行きたく、ない……地獄に……ひぐッ……なんか、行きたく、ない……」

　後は言葉にならずに、少女の小さな嗚お咽えつだけが屋や敷しきの縁えん側がわに鳴り響ひびく。

　しばらく経たって、少女の喉のどの痙けい攣れんが収まった頃にティスが牙きばのついた小さな口を開いた。

「……それなら、魔ま法ほうの国の連れん中ちゆうにばれないように……もう強い魔ま力りよくは使っちゃだめだよ。洗せん濯たく物を干すぐらいならまだしも、前みたいに魔力で擬ぎ似じ的に物質構こう成せいした爆ばく弾だんを爆発させるとか、そういう事をしたら役人達はすぐに探たん知ちするからねえ」

「……」

　カマキリの言葉に、魔法少女は無言のままだった。このまま罰から逃げ続ける行為が許されるのかどうか、迷っている様よう子すだった。




　そのまま、永遠の沈ちん黙もくが訪れようかというその時──少女と昆こん虫ちゆうの背後から、淡たん々たんとした声がかけられた。

「おい、サマー」

「！」

　振り向かなくても解る。

　銀ぎん島じまだ。

　少女の心が強くしめ付けられる。

　──聞かれてた？　今までの話……全部？

　少女はその想像の結果が引き起こす事を恐れて、振り返る事ができなかった。銀島の顔を、目を、直視することができなかった。

　時間と心が凍りついた彼女に対して、銀ぎん島じまはやはり淡たん々たんと言葉の続きを紡つむぎだす。

「この前、醬しよう油ゆをこぼしたっつってクリーニングに出してたお前の服……いま届いたぞ」

　──……？

　──聞かれて……ない？

　そうは思えなかった。今まで背後の部屋に誰かが入ってきたような物音は聞こえなかった。恐らくは最初から部屋の中にいて、自分とカマキリの言葉を全て聞いていたのだろう。

　ふと見ると、畳たたみの上に銀島の長ドスが置かれている。どうやら、最初に８９３号が落ちてきた日と同じように、ドスの手入れをしていたようだ。

　とするならば、やはり会話を完全に聞かれていた事になる。

　だが、その事を確認する事ができなかった。

　少女は自分の罪を意識してさえもなお、この家を、手に入れた『現実』を手放すことを恐れたのだ。

　もはや、自分が物語の主人公などではないということを理解していたのにも関わらず、彼女はなおも、失う事を恐れたのだ。

　返事をすることも、振り向くことさえもできずにいる少女に対し、銀島は静かに問いかけた。

「散歩にでも行くか」

「え……？」

「いや、お前よ、この前テレビ見て『自転車に乗ってみたい』って言ってたろ？　そしたら物置で、姐あねさんが子供の頃に乗ってた自転車が出てきてよ……練習しなきゃ乗れないだろ？」

　彼女に、その言葉を断る理由は無かった。

　正確には、断るだけの気力が無かっただけなのだが──
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　所ところ沢ざわ航空記き念ねん公園。

　彼らの屋や敷しきから少し離れた所にある、市内最さい大だいの緑地公園である。

　日本で初めて造られた飛行場、米軍に一度接せつ収しゆうされた後、返還された跡地に造られた、埼さい玉たま県内でも有数の広さを誇る巨大な公園だ。

　木々に囲まれた遊歩道の中を、小さな自転車を押している魔ま法ほう少女と、それに付き添うように歩くヤクザの若わか頭がしら。

　奇き妙みよう極まりない組み合わせだったが、８９３号は現在は普通の子供服なので、魔法ステッキ以外は特に強い違い和わ感かんを感じさせない。

　魔法ステッキにしても、道行く人々は子供のおもちゃと思っているようで、皆なんの疑問も持たずに通り過ぎていく。

　周囲ではスケボーを走らせている若者達が多く見られたが、彼らも特に好こう奇きの視線を少女に向けるようなことは無い。

　自転車のカゴには子犬大だいのカマキリが入っているのだが、これもどうやらぬいぐるみか何かと思われているようだ。

「じゃあ、乗ってみるか」

　クリーニング屋の袋を脇に抱えながら、銀ぎん島じまが静かに声を出す。

　だが、少女は乗るに乗れなかった。銀島の意図が解わからず、かといって、こちらから先刻のことを問いただす勇気もなかった。

　なにより、ティスについて一言も言げん及きゆうして来ないのが怖くて仕し方かた無い。

　そして少女は、気を紛まぎらわす為ために全く関係のない質問をしてみせた。

　結果として、それが全てを知るきっかけとなったのだが。

「でも、どうして急に散歩なんて……？　銀島さん、今までは私と買い物とかにも来たこと無かったのに……」

「ん？　ああ。今までは、丸まる跋ばつとの喧けん嘩かが続いてたからな……だが、ここ１ヶ月派は手でな事も起きてないからよ。それに──お前にひとつ、伝えておこうと思ってな」

「……？　何を？」

　不安げな少女の問いに、銀島は僅わずかに目を逸そらしながら呟つぶやいた。

「結婚することになったんだ」

「──え？」

「姐あねさ……いや、恵めぐ美みと……」

　８９３号には、一いつ瞬しゆん言葉の意味が解わからなかった。だが、ゆっくりとその言葉を嚙かみ締めるにつれ──反応に困りつつも、少女はゆっくりと微笑ほほえんだ。

「そうなんだ！　おめでとう！　銀島さん！」

　心の中では不安は消えなかったが、それでもここは笑わなくては、喜ばなくてはいけないところだと思い、少女は笑いながら祝福の言葉を述べる。

　だが──その笑顔は、銀島の次の言葉で搔かき消される。

「お前さ……魔ま法ほうの国ってとこに、家族はいるのか？」

　その問いの意味はつまり、自分の噓うそがばれているという事だ。自分が姫でもなんでもないという事を、やはり先刻聞きかれていたという事だ。

　だが、少女の心はかえって落ち着いたようだった。どこか諦あきらめたように目を伏せると、銀島の顔を見ないまま、消え入るような声で呟いた。

「……やっぱり、聞いてたんだ」

「……」

「私を、追い出す？　それとも……」

　殺されてしまうんだろうか。少女の中に、最初に出会った時の光景が蘇よみがえる。だが、不ふ思し議ぎなことに、今いま思い出される銀ぎん島じまの目には、あの時ほどの強い恐怖は感じられなかった。

　では、今の目の前の銀島の目はどうか。

　確かめたかったが、彼女にはその目を見つめる勇気が湧わいてこなかった。

「私は……お姫様なんかじゃないよ。お父さんもお母さんも、私を産んで直ぐに死んじゃったって……だから、家族はいないよ」

　少なくとも殴なぐられる事を覚かく悟ごしながら質問に答える少女の頭に、１ヶ月前と同じ感覚が添えられた。

「え……」

　おそるおそる頭を上げると、そこには相変わらずの無表情があった。

　８９３号が頭に添えられた手を不思議そうに眺ながめていると、銀島は静かに言葉を紡つむぎだした。

「組長は、もう長くないらしい……自分でもそれが解わかったんだろうなあ、恵めぐ美み……いいにくいな、まだ姐あねさんでいいや……姐さんに昨日、自分が死んだら跡を継ぐ必要はねえって……今いま時どき完全な世せ襲しゆう制せいだったうちの組からすりゃ、事実上の解かい散さん宣言だ……世襲制ってわかるか？」

　少女が静かに頷うなずくと、銀島は少女の頭から手を離し、静かに遊歩道を歩き出した。

「そうか、ならいい……姐さんと結婚してよ……俺は、カタギになりてえんだ。娘が死んだ時、結局俺おれはこの道に戻って来ちまったが……」

　その言葉を聞いて、少女の脳のう裏りにスキンヘッドから聞いた話が蘇る。

「銀島さん……」

「ああ、俺はな、娘がいたんだよ。死んだ姉あね貴きから預かった娘だった……だが、俺のせいで娘は死んじまった。抗こう争そうに巻き込まれて、走ってきた車の中から銃をぶち込まれてよ。……それで、俺と並んで歩いてた娘だけが死んじまった」

　初めて聞く銀島の過去に、８９３号はただ言葉を受け入れることしかできなかった。自分にどんな言葉がかけられるのか、それを考えることすらできなかった。

「それから、俺は組を抜けて、都心を離れた。……だけどダメだったよ。俺には結局、こういう生き方しかできなかった」

　何かを後こう悔かいするように目を細めると、銀島は静かに息を吐き出した。

　冬の空気の中に、白い空気が滑なめらかに渦うず巻まく。

「今度こそ……今度こそ、俺は──家族ができるんだ、その家族と一緒によ……」

　そこまで言うと、銀島は前を向いたままで、少女に一言呟つぶやいた。

「なあ、サマー。お前も協力してくれないか？」

「え……？」

　今度は、いくら嚙かみ締めても言葉の意味が解らなかった。ただ、少女は不思議そうな顔をして銀ぎん島じまの次の言葉を待つ。

「俺と、姐あねさんが結婚して夫婦になったらよ、俺達の養よう子しにならねえかって言ってんだ」

「……え？」

　銀島から告げられた唐とう突とつな提案に、少女は完全に言葉を失った。

「まあ、戸こ籍せきとかはこっちでなんとかするさ……姐さんもお前の事が好きだからな、反対はしないさ」

「どうして……」

「帰るところ、ねえんだろ？　ああ、言っとくが一いつ時ときの同情でこんなこた言わねえぞ、俺は。ちゃんと言葉に責任は取る」

　それでも不ふ思し議ぎそうな顔をする８９３号に、銀島は頭を搔かきながら言葉を紡つむぐ。

「言ったろ、俺も姐さんも、お前の事を気にいってんだよ。それに──」

　目を逸そらし、照れくさそうに──

「家族は、一人でも多い方がいい」




　８９３号は、暫しばらく言葉を失っていた。

　無言のまま自転車を押し続け、次に口を開いた時、魔ま法ほう少女は僅わずかに目を赤くしていた。

「ありがとう……ありがとう銀島さん」

　本当にうれしそうにそう呟つぶやいた後、少女は本当に悲しそうな目をして首を振った。

「でも、ダメだよ、銀島さん。聞いてたなら知ってるでしょう？　私は──」

「罪を、一人で背負うな」

「えッ……」

「俺は──お前のその罪をまとめて引き受けてやるっつってんだ。……償つぐなう必要が無いとは言わねえよ。だが──お前が罪を償うことを、少しでも手伝ってやる事ができるってことだ」

　そこまでを力強く言葉に変え、その後の一言は独り言のように呟いた。

「……俺に、その資格があればだけどな……」

「？」

「いや、なんでもないさ。……そうだな、まずは、お前が爆ばく弾だんで吹っ飛ばしたってえ家を探してみるか」

　その言葉を最後まで聞くと、少女は今度こそ涙を我慢する事はなかった。

「銀島さん」

「なんだ？」

　少女は溢あふれ出す涙を止める事無く、自転車のカゴからティスを抱えあげた。

「この子も、一緒でいい？」

　唐突に会話に加えられたティスは、驚きながら銀島の眼めを見つめ──その鋭さに思わず眼を逸そらしてしまう。

「カマキリか、エ……飯めし代だいがかかりそうだな」

　餌えさと言いかけたのをやめた事から、悪い印いん象しようを持っていない事は明らかだった。

「ティスは草食主義だから大丈夫だよ！」

「え、ええまあ、一応自分ベジタリアンっす。キュウリと蜂はち蜜みつがあればメロン風味に生きていけるっす」

　目を逸らしながら言うティスに対して、銀ぎん島じまは相変わらずの無表情のままで呟つぶやいた。

「そうか──菜さい食しよく主義のカマキリと友達なんて、学校で自慢できるな、おい」

　学校──その単語に、８９３号は思わず希望を抱いてしまった。

　ほんの一瞬、ここしばらく悩み続けた自分の罪を忘れてしまった。




　その僅わずかな一瞬すらも許さないというように、天てん罰ばつは確かに彼女に訪れた。

　だが、その罰は果たして彼女に対してなのか、それとも銀島に対するものだったのか───







　スケボーの音が鳴り響ひびき、銀島の背中に軽い衝しよう撃げきが走る。

「あ、すいませんー」

　青いニットキャップを目ま深ぶかに被かぶった少年が、ペコりと頭を下げながら、緩やかな坂道を下っていった。

「気ぃつけろ」

　銀島は特に怒った様よう子すもなく、その背中を見送ったのだが──

　背中を襲おそう唐とう突とつな違い和わ感かんに気付き、右手を背中に回し──そこで、熱い脈みやく動どうを手と背中に同時に確認する。

「キャヤァァァァぁぁぁぁぁッ！」

　８９３号が悲鳴を上げ、銀島の左手に抱えられていたクリーニング屋の袋が地面に落ちた。

　右手を戻した銀島は、深く赤い液体が、自分の掌てのひらにベッタリとついている事を確認する。

　その刹せつ那な──背後から再びスケボーの音が聞こえて来た。

「ひゃっほー！　やっぱり銀島だぁ！　俺らひょっとして大だい金きん星ぼしぃ？」

　銀島と８９３号が振り返ると、そこにはスケボーの上に直立した若者──先刻とは色違いの赤い帽ぼう子しを被った少年が、手に小さな黒い塊かたまりを持ってこちらに接近してくる。

「ガキと屋や敷しきを出たって情報どおりーっ……と。ィヤッホゥーッ！」

　それが拳けん銃じゆうだと解わかった８９３号は──なりふり構わず、銀島を庇かばうように立ち塞ふさがった。

　スケボー上の少年は一瞬だけ困ったような顔をするが、そのまま銃身に力を込めた。

　──大丈夫、守れる！

　しばらく使わなかった魔ま法ほうだが、彼女の体はしっかりとその発動の仕方を覚えている。

　彼女の体を覆おおう魔ま力りよくが、空気の障しよう壁へきとして構成され、目の前に展開されようとしていた。

　──護まもるんだ！　私が、銀ぎん島じまさんを──

「バリ……」




　その瞬間、彼女の前に影が立ち塞ふさがる。

　大きな背中だなと、少女は思う。

　この緊きん迫ぱくした状態だというのに、彼女は何な故ぜかそんなことを考えてしまっていた。

　だが、その背に赤い染みを確認した時──

　そして、銀島の体が銃じゆう弾だんの衝しよう撃げきに細かく揺れた時──




　無力な魔ま女じよは、大きな大きな悲鳴を上げた。
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「いやだ、いやだよ銀島さん！　しっかりしてよ、死んじゃいやだよぉ！」

　倒れ伏した男の前に、少女の体が小さく折り重なる。

　既にスケボーに乗った殺し屋の姿は無く、周囲には道路の脇に生はえる木々だけがうっそうと茂っている。

　柵さくを一つ越えれば、国道４６５号線がある。少し道を先に行けば、公園内の売店がある。

　だが、人通りは見当たらず、少女の泣き声だけが公園の片かた隅すみにこだまする。

「なんで！　どうして……私、魔法を使えるのは本当だって知ってたのに、あんな弾たまなら防げるって知ってたのに！　どうして、どうして！」

　少女の叫びに、銀島は静かに口を開く。

　どうやら急所や肺は外れているようで、言葉を紡つむぐことはできるようだ。

　しかし、危険な状態には変わりない。

　そんな状態の銀島だが、泣き叫ぶ８９３号にゆっくりと言葉を絞しぼり出す。

「ああ……悪いな……娘が死んだ時の事を思い出して、ついつい体が先に動いちまった……」

「そんなッ……」

「それにな、約束した……ろ？　うちの組には、お前を喧けん嘩かの道具にしようなんて奴やつはいねえって……よ……。お前がどんなに……凄すごい魔法が使えたとしてもだ……お前はまだ、ガキだからな……」

「銀島さん……ッ」

　涙が眼鏡めがねの内側に落ちて、前が殆ほとんど見えなくなる。

　そして──横にいて声を失っていたティスだけが、銀ぎん島じまが僅わずかに笑っている事を確認した。

「ああ、これは……バチがあたったんだなあ……過去に何人も人を傷つけてきた俺が、人並みの幸せを、お前や姐あねさんを手にしようとしたから、そのバチがあたったんだな。ハハ……」

　強がってはいるが、銀島の声は徐々に弱くなっていく。

「もう喋しやべらないで！　銀島さん言ってた！　男が子供の前でぐだぐだ言うなって！　だから銀島さんも、静かにしてなきゃ駄だ目めだよぉ……」

「はは……そうだな……俺としたことが……情なさけねえ愚ぐ痴ちを言っちまった……」

　自じ虐ぎやく的に笑いながら、銀島は少女の顔をまっすぐに見つめている。

「すまねえな……やっぱり俺には、お前の償つぐないの手伝いをする資格なんてなかったみてえだ」

「そんな事ない！　だから、だから！　もう、もうしゃべっちゃ駄目だよ！　血が、血が……」

　言葉を失う少女に対し、銀島は手を伸ばして頰ほおの涙をぬぐいさる。

「泣くな……俺は、この道に入ってそれなりに無む茶ちやしたからなあ……こんな死に方するってのは覚かく悟ごしてたんだよ……だから……お前が泣く必要はねえ……ん……だ……」

　そこで、言葉が途と切ぎれた。

　まだ僅わずかに息はあるものの、血の染みは服の上に無む尽じん蔵ぞうに広がっていく。
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「嫌だ……いやだよ……」

　魔ま法ほう少女は、泣きながら魔法のステッキを銀島に向ける。

「８９３号ちゃん、なにをする気なの？」

　ティスがおそるおそる言葉を紡つむぐが、少女の耳には入らない。

「私は、覚かく悟ごなんかしてない！」

　杖つえの先が光を放ち、銀ぎん島じまの体を包み込む。

「そんな覚悟したの、銀島さんだけだよ……私は、銀島さんがこんな死に方するなんて覚悟してないよ！　だから、だから……」

　光が包む、光が包む。

　優しい光が周囲を照らし、まるで一つの奇き跡せきのような光景が広がった。







　──だが、それだけだった。







　光が包むだけで、銀島の傷は一向に治らず、顔色も土つち気け色いろをしたままだ。

「お願い……お願い……お願い……！」

「無む理りだよ……」

「無理じゃない！　お願い、お願いお願いお願いお願いお願いお願いお願いお願いお願いお願いお願い、お願い、お願い、お願い……」

「治ち癒ゆ魔ま法ほうは、『治れ』って願えばできる魔法じゃないんだ。基礎を知らないと絶対にできないよ」

　背後からかけられるティスの言葉に、それでも彼女は魔ま力りよくの放出を止めなかった。

　しかし、やはり銀島が元気に立ち上がるような奇跡は起こらない。

　──どうして、どうして私は治癒の魔法が使えないの──

　自じ問もん自じ答とうし、その全ての責任が自分にあることを思い出す。

　憎い、自分自身が憎い。

　もしも自分に時間移動の魔法が使えるのならば、今すぐに過去に戻って自分自身にありとあらゆる攻撃の為ための魔法を叩たたき込んでやりたい。そして、今の自分自身にも──

　だが、時間を超える魔法などは存在しない。

　もしも本当に存在するのならば、彼女は銀島が刺される瞬間に戻るだろう。

　そんな思いを全て封じ込めながら、自らの魔力を全て目の前の男に注そそぎ込む。

　しかし、無む駄だな努力は無駄にしか終わらない。

「違うよ……こんな話、私の見たマンガには無かったよ……」

　そこで彼女は本当に気付いてしまった。

　気付かなければ幸せだった事を。

　ここが、本当に本当に現実なのだという事を。

「そうだ、きっと、魔ま法ほうの服を着てないから……だから力が出ないんだよ……」

　そして今、現実さえもが壊れていく。

　彼女が手に入れた、妄もう想そうと決別して手に入れた『現実』が、彼女の目の前で音を立てて崩れていく。

　実際は服には何の効果も無かったが、それでも彼女はそう信じざるを得なかった。

　魔法のステッキが小さく振られると、少女の服が即そく座ざにクリーニング袋の中のそれと入れ替わる。

　──お願い、今だけで、今だけでいい。

　──私を、私を本当に物語の主人公にして、本物の魔法少女にしてください──

　何に対して祈りを捧げているのか、彼女は自分でも理解できないまま、ただ力を注そそぎ続けた。

　しかし、結けつ局きよく彼女は悲劇の主人公への道をまっすぐに歩む。

　背広から地面へと染み出す血は止まらず、銀ぎん島じまの息が次第に弱くなっていくのが解わかる。

「助けて……誰か……誰か……」

「あああ、僕らはこのへんの何ど処こに医者があるか解らないし、そ、そうだ、誰か人を呼んだ方が……」

　ティスの言葉と同時に、目の前から光が消え失うせる。諦あきらめたわけではなく、純粋に彼女の魔ま力りよくが尽きたようだ。

　彼女はすっくとその場を立ち上がると、そのまま道を駆け出した。

　──お願いです、誰か、誰でもいいから──

　とにかく人の姿を探して駆け回る魔法少女。

　もしも人に出会えても、自分のような格かつ好こうをした者の言う事をまともに相手してくれるかは解らない。それは、彼女自身もはっきりと理解していた。

　しかし、それでも彼女は走る。

　奇き跡せきを諦めることができず、とりあえず人の姿を求めて──

　売店とは全く逆の方角に走っていた彼女は、そこでようやく奇跡に出会う。




　散歩中と思おぼしき人の姿を見つけ、大声をあげながらその人物の前に駆け込んだ。

「あの、お願いで────」

　そして、８９３号は凍りついた。

「君は……」

　眼鏡めがねをかけたその男は、誰にも憎まれないような、何者にも嫌われないような、そんな顔をしていた。

　『憎めない顔』というものを突き詰めればそうなるであろうという、一切の嫌いや味みの込められていない表情。

　眼鏡めがね以外には殆ほとんど造形的な特徴の無い顔ではあったが、その『憎めない』という特徴ゆえに、彼女は明めい瞭りように覚えていた。

　彼女が１ヶ月半程ほど前に、爆ばく弾だんで粉こな々ごなに吹き飛ばした家の主あるじの顔を。

「針はり山やま……さん……」




　これが、自分の罪なのか。




　これが、私への罰なのか。




　彼女の心の中に、今度こそ絶望の影が伸び始める。

　己おのれの罪を自覚してから、最も会いたくなかった人間、最も罪を償つぐなわなくてはならない人間に──よりにもよって、最悪のタイミングで。

「あ……あぁ……」

　彼女は自分の全身から、力が一気に抜けていくのを感じていた。

　現実も空想も、彼女を支えていたものが全て崩れ去ろうとしていた。人に希望を与える『魔ま法ほう少女』。その衣装を纏まとう本物の魔法使いが、自らを絶望のふちに追い込んでいく。

　──もう、駄だ目めだ。

　それまでかろうじて保たれていた彼女の心が、完全に折れようとしていた。

　──もう、御お終しまいだ。

　彼女の膝ひざがガクガクと震えだし、そのまま膝をつこうと前に傾きかけた、その刹せつ那な──

『針山さん』が、ハッキリとした声で言葉を投げかける。

「良かった……」

「……？」

　崩れかけた足が止まる。

「無事だったんだね！　本当に良かった！」

「え……」

　少女は自分の耳に入ってくる言葉が信じられずに、目の前の男を見上げる。

　その顔には怒りは微み塵じんも感じられず、ただ、心の底からの安あん堵どの表情で８９３号を見つめている。

「良かったよ……いやー、あの爆発の後、君の姿が家の残ざん骸がいのどこからも見つからなくて……爆弾で吹き飛んじゃったんじゃないかって、娘も息子むすこも凄すごい心配してたよ。カミさんなんかはワンワン泣いちゃってさ……いや、でも本当に良かった、無事で本当に良かったよ、うん」

　気のせいか、僅わずかに瞳が潤うるんでいるようにも見える。恐らく彼自身も、本気で彼女の事を心配していたのだろう。

　──自分には、この優しさを受け入れる資格はない。でも──

「針はり山やまさん……ごめんなさい……私……」

　少女は自分の浅ましさを呪のろいながら、目の前の男に向き直る。

「ああ、いいのいいの。家の事なら、保険に入ってたし、家族は誰も怪け我がなかったし……そんなことより、君が無事で本当に良かっ……」

　そこまで言って、針山さんは言葉を止める。

　少女の纏まとう、ただならぬ雰ふん囲い気きに気が付いたのだ。

「助けて……ください」

　──今は、この人の優しさに頼らせて欲しい。利用させて欲しい。

「お願いです……銀ぎん島じまさんを……銀島さんを助けてください────」
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「いや、大学病院がそばにあって本当に良かったねえ」

　公園のそばにある大学病院。その緊急搬はん入にゆう口ぐちの前で、針山さんは静かに笑う。

　あのあと直ぐにやってきた救きゆう急きゆう車しやに乗って、魔ま法ほう少女はこの病院にやってきた。

　ビルのように巨大な病院の中で、魔法少女の服装をした彼女は非常に浮いていたが──重じゆう傷しよう人を前に、医者や救急隊員は誰も少女の服装に気を取られてはいなかった。

　よって、初めて不ふ思し議ぎそうな目で見られたのは、医者の口から『命に別状は無い』と告げられた後だった。

　もう少し出血が多ければ危なかったそうだが、何な故ぜか想像よりも血の量が多く体内に残っていたのだそうだ。

　彼女の魔法は、傷口を治すことはできなかったものの、念ねん動どう力りきによって傷口を押さえ、血が多く流れる事を防いでいたようだ。

「やあ、とにかく良かった良かった」

　針山さんが、やはり心の底から安あん堵どしたように声をかけた。

　彼にとって銀島は全くの他人の筈はずなのだが、心の底から命が保たれた事を喜んでいるようだった。

「そうそう、君の自転車は駐ちゆう輪りん場じようの端はしに止めておいたよ。これ、カギ」

　救急車に８９３号が乗った後、彼は自分のＲＶ車まで自転車を運び、この病院までわざわざ一緒に乗せてきてくれたのだ。

「あ……ありがとうございます！」

　まだどこかぎこちない笑顔を向ける８９３号。家を破壊した罪だけではなく、ここで大きな借りまで作ってしまった。

　少女が一生をかけて返していこうと思っていると、医者の一人が歩み寄って来て、銀ぎん島じまの家族について問い合わせて来た。

　見ると、病院の中に警官が入っていく。銃による傷きず痕あとなので、おそらく銀島本人をはじめ、阿あ巳み蛇だ組ぐみの面めん々めんは色々と聴ちよう取しゆを受けることになるのだろう。当然ながら、８９３号も色々聞かれる事になるだろう。

「あ、は、はい！　私が連絡します！」

　少女は慌あわててそう言うと、病院内の公衆電話まで行って阿巳蛇組の屋や敷しきの番号に電話する。

『はい、どちらさんで』

　聞き覚えのある声がでた。スキンヘッドの兄あに貴き分である、芝しば里ざとという角かく刈がりの男だ。

「芝里さん……私です、サマーです」

　銀島のことをどう切り出そうか迷っていると、電話の向こうから明るい声が返ってくる。

『おお、嬢じようちゃんか。丁ちよう度ど良かった』

「え？」

『今、嬢ちゃんに客が来てるぜ』

「え？　え？」

　──私に、お客さん？

　心当たりがまったく無い。混乱する少女に芝里は驚きよう愕がくの一言を浴びせかけた。

『なんだかヘンテコな格かつ好こうしててよ、８９３号を引き取りに来たとかわけわかんねー事いってんだけど、きっとあれだろ、魔ま法ほうの国ってとこの奴やつらだろ？』

「──ッッッ！」

　ガチャリ

　驚いた勢いで、思わず受話器を置いてしまう。

　──どうして──

　一瞬だけ考え、疑問はあっさりと氷ひよう解かいした。

　銀島が撃うたれた直後、彼女は自分のありったけの魔ま力りよくを治ち癒ゆに注そそぎ込んだ。

　治癒は全く成功しなかったものの、その放出された魔力は針はり山やまさんの家を吹き飛ばした爆ばく弾だんを遥かに上回る量になるだろう。１ヶ月経たった今でも監かん視しされていたのだとすれば、気付かれない方がおかしい。

　しかし、何な故ぜ屋敷の場所が？

　その疑問も、即そく座ざに解決する。

　──そういえば……ティスは？

　銀島を見ていた筈はずの相あい方かたが、救きゆう急きゆう車しやを呼んだ時にはいなかった事に気付き、彼女は再び深い深い絶望に囚とらわれた。
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　ほんの僅わずかに回復した魔ま力りよくを注そそぎこんで、魔ま法ほう少女は──自転車に乗っていた。




　初めて乗る補助なしの自転車。バランスの問題は、箒ほうきに乗って空を飛ぶ要よう領りようで制御できた。

　体の筋肉ではなく、あくまで魔法の力を使ったバランス制御だ。残念ながら、箒や自分自身を浮かせるまでは力が回復しておらず、こうして自転車の左右の重心を調節するので精せい一いつ杯ぱいだ。しかも、右手にステッキを握りながらの走行なので、通常の運転では危険極きわまりない。

　あとはペダルを漕こぐだけで、乗りなれた人間と同じように動かすことができた。石などに乗り上げるたびに、箒ではない感覚にバランスを崩しかけるが、それでも彼女は止まらなかった。

　病院を出る際に、彼女は針はり山やまさんにペコリと一度だけ頭を下げると、あとは自らの自転車に乗って一いち目もく散さんに阿あ巳み蛇だ組ぐみの屋敷へとペダルを漕いだ。

　ティスはおそらく攫さらわれたのだろう。

　昔はあの役人達に恐怖を感じたことはなかった。地じ獄ごく送りを命じられた時にも、脱だつ獄ごくする時でさえも。

　だが、今は怖くて仕方が無かった。

　彼女が最後に連れ戻された時に、魔法の国から来た役人達は、吹き飛ばされた家屋にも、その家に住む家族にも全く興味を示していなかった。

　そして、彼女が罪人として仕立て上げられた最大の理由は、人間界かいの一部を破壊した事ではない。『破壊を生み出す程ほどに強大な魔法を使った事そのもの』が原因だ。

　人間の事など、本来は眼がん中ちゆうにないのだろう。

　死のうと生きようと彼らには関係なく、その結果として人間界から魔法の国へと『干かん渉しよう』されるのを恐れているにすぎない。

　だからこそ──８９３号は恐ろしかった。

　自分という存在と、１ヶ月にも渡って交流した人々──阿巳蛇組の面めん々めんが、もしも役人達に『魔法に深く関わった』と見なされれば、一体どうなってしまうのか。

　記き憶おくを消される？

　それだけならば問題は無いだろう。

　彼女にとって物もの凄すごく悲しい結末だが、それでも最悪には程ほど遠とおい。

　もしも、記憶を消すだけでは安心できず、自分に関わった物を一いつ切さい合がつ財さい無かった事にしようとしたら──

　『８９３号』と引き換えに奪われた、自分自身の名前のように、存在自じ体たいを無かった事にされてしまったら──

　自転車を漕こぎながら、彼女はそれ以上想そう像ぞうすることを放ほう棄きした。
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「驚いたな。まさか戻って来るとは」

　８９３号が屋や敷しきの前まで来ると、黒い背広の男が意い外がいそうな表情で出迎えた。

　その男自体には見覚えが無かったが、背後にいる数人の女性には見覚えがあった。

　彼女が脱だつ獄ごくする時に居合わせた刑けい務む官かん達だ。という事は、おそらくはこの背広の男も魔ま法ほうの国の関係者だろう。

「我々が居るとわかった時点で、どこか遠くに逃げるものかと思っていたが……それとも、今の君の描いている主人公像ぞうは『話し合えば万ばん事じ上う手まくいく』という性格なのかね？」

　嫌いや味みったらしく言う男に、少女は早速嫌けん悪お感かんを覚えていた。生まれてこの方、これほどの嫌悪を感じたのは初めてだった。

　男の背後の刑務官達は、皆みな魔法の国と同じ格かつ好こうをしている。男だけが黒いスーツを身に纏まとっている。

「あなたは……誰？」

　少女の問いに、男はオヤオヤ、といったジェスチャーと共に言葉を紡つむぐ。

「裁判の時に一度顔を見せている筈はずだが……ああ、この服装では解わからないのも無む理りは無いな」

　そこまで聞いて、彼女はようやく相手の声を思い出した。

「法ほう務む官かん……」

　刑務官達の上に立つ役職名を口にすると、男はやれやれと言った口く調ちようで呟つぶやいた。

「名前ぐらいは覚えていて欲しかったが、まあ君に改めて教える必要は無いだろう」

　何か意味ありげな事を言うと、少女に対してこれ見よがしにスーツの襟えりを正して見せる。

「どうかね？　近場の店で購入した、最高級品のスーツだが」

「お金はどうしたんですか……？」

　いやいやながら敬けい語ごを使う８９３号。

　彼らの背後から門の中を窺うかがうが、誰も出てくる様よう子すがない。阿あ巳み蛇だ組ぐみの面めん々めんの安全を確認するまでは、言う事を聞いた方がいいと判断したのだ。

「ん？　おかしな事を言うね。金など、魔法でいくらでも作り出せるだろう」

「……だったら、服も自分の魔法で作れば済む話じゃないですか」

　正論と思われた８９３号の言葉を、法務官は笑いながら否定する。

「馬鹿なことを言うな。この『本物』の手て触ざわりがいいのではないか。魔法で擬ぎ似じ構成された物質とは一ひと味あじもふた味も違う。そう、天然物だからこそ意味があるのだよ」

　何な故ぜか、法務官の言葉の一つ一つが引っかかる。８９３号はいらだたしげにステッキを握り締めながら、重要な事を尋たずねかけた。

「……ティスは、何ど処こですか」

　彼女がそう尋たずねると、法ほう務む官かんはちらりと後ろに目をやった。

　視線を向けられた刑けい務む官かんの女が無表情のままで頷うなずくと、彼女の服の袖そでの中から、手品のようにティスの姿が現れる。

「……ッ」

　地面に放り出されたティスは、見るも無む残ざんな姿となっていた。

　足の何本かは途中で折れ曲がり、外がい骨こつ格かくが割れて筋肉が露ろ出しゆつしている。

　羽も所々ボロボロになっており、外そと羽ばねの一部には明からに靴の裏と思おぼしき痕あとが見えた。

「ティスッ……！」

　完全に気き絶ぜつしてるのだろう、８９３号の呼びかけにも返事は無い。

　即そく座ざに駆けより、膝ひざをついてカマキリを抱えあげる少女を見下ろしながら、法務官は淡たん々たんとこうなった経けい緯いを告げた。

「我々はただ、君の潜せん伏ぷくしている場所を聞いただけなのだがな。隠かくし立てするので少し痛めつけさせてもらったよ。それでも吐かなかったので、結局は魔ま法ほうで心を覗のぞかせてもらったがね」

「そんな……なんで！　最初から魔法で心を読めば、こんな事する必要ないのに……！」

「我々は君とは違って、魔ま力りよくが貴き重ちようなんでね」

　法務官の言葉に強い怒りを覚えると共に、８９３号はえもいわれぬ違い和わ感かんを感じていた。

　先刻から、この男は自分のことを必要以上に攻撃しているような気がする。やはり自分が罪人だからだろうか。

　しかし、それにしては雰ふん囲い気きが違う。

　そもそも、どうして法務官自らが自分のような者の連行に同行しているのだろうか？

　様々な疑問は湧わき上がるものの、ティスの姿を確認した今、次に気になるのは阿あ巳み蛇だ組ぐみの事に他ならない。

「家のみんなは……どうしたんですか」

　おそるおそる尋たずねた言葉に、刑務官達は顔を見合わせ、法務官が面めん倒どう臭くさそうに口を開く。

「ああ。皆みな、中で寝てもらっているよ。民みん家かにしては随ずい分ぶんと人が多かったような気がするが」

　その答えに、８９３号はとりあえず安あん堵どする。今のところはみんな無事でいるようだ。

「……安心したまえ。記き憶おくや存在を消去するとでも思ったのかね？　言っておくが、記憶や存在の消去には思ったよりも魔力を使う。君の名前の存在を消した時にも、相そう当とう大掛かりな事をやったのだからね」

　ごちゃごちゃと苦労話のようなものを始めるが、やがてふと思い立ったように、懐ふところからマッチを取り出した。

「ただ──証しよう拠こを消すというだけならば、この家の者達を全員焼き殺せば済む事だが」

　淡たん々たんと紡つむがれるその言葉を聞いて、８９３号は自分の顔から血の気が引くのを感じていた。

　魔ま法ほうによってもたらされた眠りだとしたら、一定の時間が経たつまでは、少しの事では目覚めない。

　例え、マッチ一本から始まった火事であるとしても──

「やめて！」

　思わず大声を上げてしまい、信じられない程ほどの冷や汗を流している自分に気付く。

「……お願いです、大人おとなしく地じ獄ごくでも何ど処こにでも行きますから、だから、だからみんなには手を出さないで……ッ！」

　泣きそうな顔で懇こん願がんする少女に対し、法ほう務む官かんは明るい笑顔で首を振る。

「ああ……いいんだ。もう君は、『地獄』に行く必要なんか無いんだよ」

　奇き妙みような事を言い出す法務官に、８９３号は訝いぶかしげな視線を向ける。

　男の背後にいる刑けい務む官かん達は、流石さすがに以前のように同情交まじりの視線ではこちらを見ていないが──それにしても、異常に冷たい視線が向けられているように思える。

　罪人というよりも、寧むしろ何か故障した機械や腐ったケーキを見るような視線。

　違い和わ感かんが恐怖に変化を始めた時──法務官が笑いを止め、刑務官達の視線の意味を告げる。

「君はもう囚しゆう人じん８９３号じゃあない」

「……？」

「２週間ほど前、正式な囚人８９３号が登録されたよ。もう、とっくに地獄に送られているがね。罪状は──まあ、一つは経歴の捏ねつ造ぞうか……既に死んだ夫婦に、さも子供がいたというようにね」

　法務官の言葉の意味が、少女には全く理解できなかった。

　こちらに来てから相手の意図が解わからないことは多々あったが、同じ魔法の国の住人相手では初めてだ。

「おかしいと思ったよ。現実と漫画を重じゆう度どに混同させるその精神構こう造ぞう……人間界かいにもそういう者はいるらしいが、君はあまりに異常だった」

　どうやら自分のことを言われているらしい。

　だが、それと『新しい８９３号』とやらに、どんな関係があるというのだろうか。

「たった数冊の本を読んだだけで、自分がその主人公だと同一視しする。影えい響きようを受けたというには、あまりに早すぎた……。それで、研究所の連れん中ちゆうが独自に探りを入れたらしい」

「なにを……言ってるんですか？」

「こちらは医学も魔法頼だよりなのでね。人間界のようにＤＮＡだのなんだので検査すれば、直ぐに解ったのかもしれないがね」

　やはり相手の言っている意味が解らない。

　いや、予想はできているのかもしれない。しかし、答えを思い浮かべる事を体が拒否しているような──そんな不安が元８９３号の全身にまとわりつく。

　その様よう子すを見て満足したのか、背後に居る刑けい務む官かんの一人に、事実の報告をするように促うながした。

　刑務官の女は無表情のまま頷うなずくと、少女に向かって、死刑宣せん告こくにも等しい言葉を投げかける。

「結論から言います。囚しゆう人じん８９３号……そのような国民は、最初から存在しませんでした。よって、囚人８９３号は一時的に欠番となり──」

　一瞬の間を置いて、女は何の同情も躊躇ためらいも無く言葉を紡つむぎだした。

「代わりに、貴方を造った魔法使いが──本当の８９３番目の罪人として投とう獄ごくされました」







「え……」

　少女の心臓を、見えない何かが鷲わし摑づかみにする。

「どういう……こと……ですか？」

　口はそう尋たずねるが、本当はどういうことなのかは理解している。

　ただ、受け入れたくなかっただけだ。

　自分がそこに、物質的には存在していないという事実を。

　そして、同時に理解する。

　先刻までの、法ほう務む官かんの言動から感じていた違い和わ感かんの意味を。

　魔ま法ほうで造ったものではない背広にしろ──あれは自慢していたのではない。少女に、あてつけていたのだ。

「どういう事もなにも、そういう事さ。地じ獄ごくに送られた魔法使いは、研究という名の自己満足の為ために、一人の赤あか子ごを作り出したのだよ、君が爆ばく弾だんを魔ま力りよくから構成するように、魔力を物質に──肉と血と骨に変換させてな」

「……ぁ……」

「魔法使いは、たまたま事故で死んだ夫婦に目をつけ──その夫婦に、実は子供ができていたということにしたのだよ」

　淡たん々たんとした言葉だが、その中にはどこまでも深い色が渦うず巻まいていた。

「そして、魔力から造られた偽にせ者ものの物質にすぎない君に、我が国の戸こ籍せきが与えられたというわけだ」

　男は刑務官の言葉を補足して、少女に事実をつらつらと並べ立てる。

「君は、実に複雑な構成の魔法で生み出された存在だ。誰よりも強い魔力を得られるように、周りに必要以上に流されやすい、移ろう心と引き換えにな」

「いや……」

「お前は、魔法で擬ぎ似じ的に構成された存在にすぎない。お前が前に人間界かいの民みん家かを吹き飛ばすために生み出した爆弾と同じように、あるいは、一瞬で消え去る魔法の炎ほのおと同じように──」

「いや……」

　受け入れたくない事実。

　彼女はその現実から逃げようと、膝ひざをついて耳を塞ふさぐ。

　だが、言葉は法ほう務む官かんの魔ま法ほうによって、少女の頭に直接語られる。

　真実を纏まとう現実は、彼女を決して逃がしはしなかった。そして──妄もう想そうの中の主人公に変身させることも許さなかった。

「人間界かいの漫画をお前が読んでいたのも──全ては８９３号の策さく略りやくだったわけだ。お前のことではなく、今の８９３号のことだが」

「いぁ……ぁあ、あぁぁ……」

　言葉にならない嘆なげきと共に、屋や敷しきの門の間で泣き崩れる少女。

「お前は、『魔法少女』などではない」

　涙の理由は悲しみではなく、純粋な絶望。

「お前はただの──『魔法』にすぎない」







「いやぁぁぁぁぁあああああ…ぁぁ……ぁッ……あぁぁあッ……」

　泣き声とも悲鳴ともつかぬ声をあげる少女。

　彼女自身は気付いていなかったのだが、少女の体に戻りかけていた魔ま力りよくが、今は殆ほとんど感じられなくなっていた。

　その様よう子すを見て、法務官は冷や汗を隠かくしながら小こ声ごえで呟つぶやいた。

「研究所の予想通りだな。影えい響きようを受けやすい精神というだけはある……言葉攻ぜめだけで簡単に上う手まくいった」

　刑けい務む官かん達も顔を見合わせ、少女に気付かれないように安あん堵どの笑みを浮かべてみせた。

「この『魔法』から魔力を奪うには、絶望させるのが一番だと……。フフ、開き直って暴れる可能性もあったが、こうなってしまえば単なる泣き袋ぶくろだな」

　自分達が改めて優位に立った事を確認すると、法務官は改めて笑みを浮かべた。

「さて……君は地じ獄ごくではなく、研究所預あずかりとなる。なんせ、我々の国には『魔法』自体を裁く法は無いのでね。代わりに保護する法も無いのだが」

　皮ひ肉にくを言いながら、刑務官達に視線を流して合図を送る。

　刑務官の女達はそれに頷うなずくと、少女を拘こう束そくする為ために動き出す。

　少女は絶望に嗚お咽えつし、カマキリは気を失ったままで、阿あ巳み蛇だ組ぐみの面めん々めんも屋や敷しきの中で眠ったままだ。

　──もう、誰も彼女を助けるものはいない。

　──わざわざ私が出向いた甲か斐いがあるというものだ。……いい服も買えたしな。

　そう考えて、法務官は心の底からの笑みを浮かべようとした。

　その刹せつ那な──




「待てやぁコラぁっ！」




　力を持った声が、屋や敷しきの周辺に響ひびき渡る。

「手前てめえら……俺の娘に何してくれとんだ？　あぁ？　この……ゴンダクレがぁっ！」

　その叫びが響いた途と端たん、泣き崩れていた少女が嗚お咽えつをピタリと止めた。

　刑けい務む官かん達は何事かという顔で足をすくめ、声の主ぬしの方に目を向ける。

　そして──元８９３号も、何かを信じるような目で声の方を振り向いた。

　そして──少女の願いは現実となった。

「銀ぎん島じま……さん……銀島さん！」

　少女の視線の先にいたのは、紛まぎれも無く若わか頭がしらの銀島本ほん人にんだった。

　腹には血の染みた包ほう帯たいを巻いており、腹ふく部ぶ以外に外傷はないものの、満身創そう痍いという言葉が似に合あう顔色の男が、確かにそこに立っていた。

「なんだね、君は」

　法務官が訝いぶかしげな顔をするが、銀島は全く相手にしない。

　彼は少女の元に歩み寄ると、その肩を強く抱きしめた。

「大丈夫か……」

　すると少女は、顔をクシャクシャにしながら言葉を返す。

「こっちのセリフだよう、銀島さああん……」

　嬉うれしそうな泣き顔を見せると、少女も銀島の体を強く抱きしめる。

　だが、銀島の服は病院の匂においと血の匂いが混ざっており、それが少女を再び不安にさせる。

「銀島さん……病院は？」

「おう、輸血してたら警官の姿が見えてよ、やべえって思って、裏うら技わざぁ駆く使しして抜け出した。……そしたらよ、俺を助けたってえ眼鏡めがねの男がいてよ、お前が組に電話した後、血けつ相そうを変えて飛び出してったって聞いてな……すぐそこまで車で乗っけてきてもらった」

　あきれるばかりの行動力を語り終えると、銀島は静かに息を吸い込み……眼前の少女に語りかける。

「ああ……事情は大体、塀へえんとこ歩きながら聞こえてた」

　その言葉に、少女はビクリと体を震わせた。

「銀島さん、私……私……人間でも……魔ま法ほうの国の住人でも無くて……」

　自ら事実を認める事に強い恐怖を覚えたが、彼女の銀島に対する信頼がそれを上回った。

「私は……ただの魔法の……かたまりで……」

「安心しろ。俺だってただの肉の塊かたまりだ」

　少女の言葉を最後まで待たず、銀ぎん島じまはニヤリと笑いながら言い切った。

「お前がロボットだろうがなんだろうが、お前には魂たましいがある」

　そして、呆あつ気けに取られる法ほう務む官かん達に向かって吐き捨てるように呟つぶやいた。

「だが……俺の見る限り、あの連れん中ちゆうには魂ってやつぁねえな。欠片かけらもだ」

　あまりにもストレートな割り切り方に、少女だけではなく法務官と刑けい務む官かん達も一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「手前てめえらよ……まさかこのまま、無む傷きずで『魔ま法ほうの国』とやらに帰れるたぁ思ってねえよなあ？」

　その声を聞いて、法務官達は身を強こわ張ばらせた。

　男の言葉には、確かな力が存在した。言った事を現実にするような、そんな言葉だった。

「安心しろ、あんな下げ衆すどもに、お前を渡したりなんかしねえよ」

　その言葉にも、力が籠こもっていた。

　まるで魔法をかけられたように、少女の心が安あん堵どに包まれていく。

「言ったろ？　人間もよ、魔法が使えるってなあ……それを今から、証明してやる」

「魔法だと？　はっ！　馬鹿を言うな、貴き様さまのような魔ま力りよくも無い人間どもに！　なおかつ杖つえすらも持たずに！　魔法が使えて堪たまるものか！」

　銀島の言葉に、法務官があざけるように声をあげる。

「……それで？」

「ぐっ……」

　気け圧おされている状況を一いつ変ぺんさせるための言葉だったのが、銀島は欠片も怯ひるまない。

「魔力とかいうわけ解わかんねえもんは俺にはねえかもしれねえ」

「なっ……」

「ねえかもしれねえが──魂なら、ある」

　満足に輸血もしきれていない体は青白く、足取りもおぼつかない。

「俺は『怨おん霊りよう』だからな。魂だきゃぁ豊富にあるつもりだ」

　吹けば飛ぶような状態の筈はずなのに──法務官達は、目の前の男に勝てる気がしなかった。

　魔法を使えば簡単に吹き飛ばせるような男の筈なのに、どうしても、その魔法が発動できる自分がイメージできない。

「おい……待て、話を聞いていたのならば解るだろう!?　その娘は、生物ですらないんだぞ？」

「……で？」

「今はお前になついているかもしれんが、それはその『魔法』の性質上、お前という存在に感かん化かされているだけだ、影えい響きようを受けているだけだ！　いいか、そいつは人形なんだぞ？　お前の許もとを少しでも離れれば、また別の誰かに影響されるような、その程度の存在なんだぞ！」

　法務官の弁べん舌ぜつに、銀島は静かに微笑ほほえんだ。

「離しゃしねえよ。少なくとも、嫁よめの貰もらい手が見つかるまではな」

　気が付けば、銀ぎん島じまは既に法ほう務む官かん達まで三歩の距離へとたどり着いていた。

　まだ、全員で一いつ斉せいに魔ま法ほうを使えば撃げき退たいできるかもしれない。

　だが、最初に魔法を放とうとした者は確実に殺される。そんな予感がして、彼らは迂う闊かつに魔法を放つことができなかった。

「銀島さん」

　その均きん衡こうを崩すかのように、銀島の背中に少女の声がかけられる。

「私も……手伝う」

「何度も言わせるな。ガキを喧けん嘩かの道具に──」

　力の込められた銀島の言葉を、今回は少女の言葉が抑え込んだ。

「これは、私の喧嘩でもあるから……！」

　力強い言葉。

　その言葉を紡つむぐ少女の周りには、先ほどまで失われていた魔ま力りよくの渦うずが、確実に復活の兆きざしを見せている。

「……しゃーねえなぁ……」

　魔力の渦は見えないが、少女の目をチラリと見た銀島は、一言だけ告げる。

「じゃあ……お前の魔法で、俺の魔法のステッキを取ってくれや」

「!?」

　法務官達は、男の言葉の意味が解わからない。

　だが──少女は理解した。

　元８９３号は即そく座ざに銀島の言葉の意味を理解し、誰よりも早く魔力を己おのれの杖つえへと流し込んだ。

「──っ！」

　法務官達は一いつ斉せいに警けい戒かいするが、少女のステッキから放たれた光は、その場にいる誰にもあたる事は無く──庭を素す通どおりして、縁えん側がわの部屋にあるモノに直ちよく撃げきし──

　刹せつ那な、銀色の棒ぼう状じようが銀島の真上に飛ひ来らいした。

　クルクルと回るその棒状の、柄つかの部分をパシリと握りしめると、不ふ敵てきな笑みを浮かべて、




「こいつが──俺の魔法のステッキだ」




　長ドスを構えてニヤリと笑うと、銀島は法務官達たちの懐ふところに飛び込んだ。

　何者よりも速く、銀色の稲いな妻ずまが駆け抜ける。

　音よりも速く、風よりも速く、

　魔法のように、魔法のように──





♪






「銀ぎん島じまさん……私……」

　全てが終わった後、銀島と元８９３号は縁えん側がわに座って阿あ巳み蛇だ組ぐみの皆が目を覚ますのを待った。

　ティスも徐じよ々じよに傷が快復しつつあるようで、徐々に息が安定しているのが確認できた。

　少女は安あん堵どの息を漏らしながら、先刻の光景を頭の中に蘇よみがえらせる。




　あの直後、銀島は長ドスで法ほう務む官かん達たち全員の魔法の杖を切り捨てた。

　一いつ切さい合がつ切さいの魔ま法ほうが使えなくなった彼らは、一いち目もく散さんに逃げていった。

　しかし、杖つえが無ければ魔法の国に戻ることもできないし、魔法を発動させて魔法の国からの援えん護ごを呼ぶ事もできない。

　警察に捕つかまれば恐らくは国こく籍せき不明の不ふ法ほう入国者として処理されるだろう。

　少女はそんな彼らの末まつ路ろを想像して、名前を奪われた自分と同じ立場になるのかと、少し複雑な気分だった。

　だが、今の彼女には名前がある。

　銀島サマー。

　変な名前だが、彼女は気に入っていた。

　誰よりも、どんな名前よりも──




　縁側に座りながら、サマーは少しだけ悲しそうに口を開く。

「ごめんね、銀島さん」

「なにがだ」

「結局、私……魔法で何もできなかったね、銀島さんが怪け我がした時も、私、何もできなかったよ……」

　サマーの言葉に、銀島は静かに首を振る。

「魔法は、俺を助けてくれたさ」

「え？」

「俺が喋しやべれなくなった後も──ずっと、お前の声が聞こえてた」

　泣き喚わめいていた時の自分を思い出し、サマーは少しだけ照れたように顔を赤らめた。

「お前は言ったよな？　人間を助けるために使うのが魔法だってよ」

「あれは──漫画の受け売りだよ」

「だとしても──俺は、お前のあの声に救われたんだ。こりゃお前、大した魔法だぜ」

　その言葉に、サマーは何も答えなかった。

　なんだか涙が溢あふれてきて、困ったような笑顔で銀ぎん島じまの顔を見た。

「お前、意い外がいと泣き虫だな」

　銀島は笑いながら、そっと少女の涙をぬぐってやった。





♪






　背後で組員達のあくびが聞こえ始めた頃、銀島は立ち上がりながら少女に告げる。

「なあ、これからは、魔ま法ほうは無む理りに人の為ために使おうなんて気張らなくていいんだ。お前の好きなように使えばいいさ」

「……うん！　ありがとう銀島さん！　あのね、もう、私のやりたい事は決まってるよ！」

「ほお……どんな事だ？」

「内ない緒しよ内緒！　銀島さんや姐あねさんに言うとひっぱたかれるから、内緒だよ！」

「……なんだそりゃ？」





♪






　夜──丸まる跋ばつ組ぐみの事務所。




「結けつ局きよく銀島の命は取れなかったか……」

「まあいいさ、重じゆう傷しようなのは違えねえんだ。これを機に一気に──」

　若い人員で構成されている丸跋組が、阿あ巳み蛇だ組ぐみを潰つぶす算さん段だんをしていると──唐とう突とつに事務所の窓ガラスが割れ、小さな原色の影が転がり込んだ。

「何だ!?」

「ここ、四階だぞ!?」

　組員達が懐ふところに手を入れながら視線を集中させると──土つち煙けむりの中から、一人の少女が現れた。

「どうもー！　自分のミカタ、魔ま女じよっ子サマーちゃんさんじょおーっと！」

　カラフルな服を着た眼鏡めがねの少女に、その場にいた極ごく道どうとも言えないようなごろつき達が動きを止める。

　全員が頭に疑問符ふを浮かべる中で、少女は高らかに腕を上げ、その先に握った魔法の杖つえを振りかざす。

「それじゃあみんなー。死なない程度に、吹き飛んじゃえーっ！」

『は？』

　少女を除いた全員の声が一致し、奇き妙みような重じゆう奏そうを生み出した。

　それと同時に、部屋のあちこちに光が生じ、砲ほう丸がんのような黒い球体に導どう火か線せんが生はえ──




　ビルの中に、建物の壁が吹き飛ばない程度の爆発が起きた。

　その爆ばく風ふうを背景に、自転車に乗った少女が空を飛ぶ。まるでＥＴのワンシーンのように、月をバックに自転車が飛ぶ。

　一つ違うのは、自転車のカゴにいるのが子犬大のカマキリだということだろうか。




　それは、たったひとつの魔ま法ほうだった。

　魔法の国の政府機関で、魔法『少女８９３号』という名で記録されていた研究対たい象しよう。

　単なる『魔法』に過ぎなかった筈はずの存在は──こうしてこの日、自分の存在を手に入れた。

　『魔法少女』という現実を、彼女は確かに手に入れたのだ。




　リリカルにマジカル。

　ファンシーにファンタジー。

　その姿はまさしく、漫画の主人公であるかのように──





『魔法少女８９３号』──完
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「やあやあ、我こそは２４５８６代目のカロナプリートの勇ゆう者しや……」

「よし、死ね」

　淡たん々たんとした声と共に、背広姿すがたの自じ称しよう『勇者』の頭にコンクリート製のブロックが振り下ろされた。

「ブピッ……」

　小動物の鳴き声のような悲鳴をあげて、自称勇者のサラリーマンは額ひたいをパックリと割って地面に倒れ伏す。

　夜の闇やみに包まれながら、コンクリートブロックを手にした『魔ま王おう』は静かに呟つぶやいた。

「ああ、いい夜だなあ……」

『魔王』はおもむろにしゃがみ込むと、既に動かなくなった『勇者』に対して、何度も何度もコンクリートブロックを振り下ろす。

　完全に沈ちん黙もくしたサラリーマンを引きずりながら、魔王は夜の闇の中へと呟いた。

「この辺り焼しよう却きやく炉ろとか埋立地みたいなのってあるのかな……」




「……まあいいや。明日、針はり山やまさんにでも聞いてみよう」





○　●






10日前　東京都光ひかり島じま　都立光島高校







「私、実は勇ゆう者しやなの」




　夕暮れの淡いオレンジ色に包まれた、放課後の教室。

　仲の良かった幼おさな馴な染じみの彼女に呼ばれて、窓から外を眺ながめながら二人きり。

「あぇ？」

　我ながら、マヌケな声を出したもんだ。

「……ああ、そうか。新あら手てのギャグか」

「真ま面じ目めに聞いて！」

　笑いながら相あい槌づちを打とうとした俺に、彼女は凛りんとした声を叩たたき付けた。

　……俺が何をした？

　大おお真面目に、『ギャグなんだな』と思って言葉を返したというのに、一体なんの落おち度どがあったというのか。




　俺は、てっきり告白されると思ったんだ。

　だってそうだろ？　このシチュエーションで告白以外の何がありえる？　何を期待する？

　今までは友達同士として付き合っていたが、そろそろ互いを強く異性として意識し始めていたころだ。少なくとも、俺はそのつもりだ。

　もしも向こうが告白するつもりじゃないなら、俺の方から告白したって良かったんだ。

　だけど、その思いは彼女の一言によって完全に打ち砕かれた。

「私ね、古代の聖せいミレニアム大陸に召しよう喚かんされたナームバージャ神に仕える光の神しん託たく戦士の生まれ変わりなの！」

　セミロングの黒くろ髪かみが、夕日を反射して艶なまめかしく輝いている。しかし、その言葉は余りにも生々しく、それでいながら現実味みを帯びていなかった。

　そう。別の意味で生々しいのだ。ある意味『香こうばしい』と言ってもいいだろう。

　彼女の名前は磯いそ島じまマヤ。俺の幼馴染みであり……そして、俺の好きな子でもある。

　俺は別に、電波系けい少女が好みなわけでも、キャラになりきるまでに向こうに行ってしまったマニア系女が趣味なわけでもない。

　昨日まで、彼女は本当にまともだったのだ。





○　●






　俺達の住むこの光ひかり島じまは、島民二千人程ほどの離れ島だ。福ふく島しま県のいわき市から東に３００キロ強。日本海かい溝こうを越えたところにポツンと存在してる。周りには他になんの島もなくて、15平方キロメートルの面積にそこそこの人口が詰め込まれている。

　一いち応おう東京都所しよ属ぞくではあるものの、特に観光の目玉も無い島で、外部の人間が定期的に訪れるのは、せいぜい日本海溝を研究するグループが決まった時期に島を訪れるぐらいだ。定期便も無く、本ほん土どと行き来するのは郵便屋と販売業者ぐらいだ。

　かといって、島が発展していないかと言えばそうでもない。

　俺も中学校の修学旅行で本土に行った事があるぐらいだが、雑誌などと比べても、それほど街の雰ふん囲い気きが違うようには思えない。

　最近、ようやく衛星を利用したブロードバンド設備が設置され、島にもインターネットの波が訪れたところだ。ちなみにうちにはまだネット環かん境きようは無い。

　都立高校もちゃんとあるし、各学年に三十人前後の生徒もいる。学年ごとに一クラスだけだが、寂しくはない。テレビなどを見ていると、一学年に一人といった学校もあるらしいし、逆に、一学年に数百人などという学校を見ているとめまいがしてくる。

　本土の人間はそんなに記き憶おく力がいいのだろうか？　俺はクラスの奴やつの名前を覚えるので精せい一いつ杯ぱいだというのに。




　そんな中、俺が同級生の中で一番最初に名前を覚えたのが──この磯いそ島じまマヤだ。

　彼女は島の中央にある光こう来らい神社の神かん主ぬしの娘で、正月や島の祭りの日には巫み女こ装しよう束ぞくを着て島民の相手をしている。

　家が神社の近所だった俺は幼稚園に入る前からの顔かお馴な染じみで、よくこいつが犬に泣かされていたのを助けにいったりしたもんだ。

　もちろん、俺も犬に嚙かみ付かれて死ぬような目にあったのだが。

　過去を振り返れば、マヤの小さい頃の泣き顔ばかりが思い浮かぶ。俺も同じぐらい泣いてたから、きっと向こうも同じような調子だろう。

　そう思っていたのだが──




　この瞬間、俺はその自信がなくなった。

「お前が……なんだって？」

「だから、勇ゆう者しやなの！」

「ヘラクレス？」

　マヌケな受け答えだとは思ったが、俺はこの時点でも、まだマヤが冗じよう談だんを言っているのであってくれと思っていた。

　問題としては、冗談にしてはちっとも面白くない事と、マヤがそういう冗談を言う奴やつではないという事だ。

「違うよ。古代ミレニアム大陸のね」

「ストップ。そこで一いつ旦たんストップだ」

　俺が手で制すると、マヤが目をキョトンとさせながら口を閉じた。

「まず、千せん年ねん紀き大陸ってなんだ。あと古代ってなんだ。近代ミレニアム大陸もどっかにあんのか？」

　俺はこの問いで、マヤが本気なのか冗談なのか確かめるつもりだった。だが、返ってきた答えは俺の想像と全く食い違うものだった。

「──それでね、ナームバージャ神様が夢ゆめ枕まくらに立ってこう言ったの！　『汝なんじ、月の道を歩いて闇やみを滅ぼす為ために蘇よみがえれ』って！　そしたら私、レトムージュの魔ま力りよくを感じて過去の記き憶おくが全部蘇ったの！」

　無視かよ。

　ヤバイ、しかも目がマジだ。

　ちょっと待ってくれ。

　いいから待ってくれ。

　頼むから待ってくれ。

　聞いた事はある。世の中は広い。こういう『自称、転てん生せい戦士様』が何人かいるってのは聞いた事があるんだ。

　ある奴はレムリア大陸だのアトランティス大陸だかの末まつ裔えいだか転生体だかで、またある奴は宇宙人からの啓けい示じを受けるらしい。

　それが本物かどうかは解わからない。まあ、実際目めの前で手からビームでも出したら嫌でも信じざるを得ないだろうが、俺はそんなもの見たくない。

　だがよ、だけどよ。

　ちょっと待ってくれ。

　マヤがそれってのは……なしだろ？

　いや、無しだ。アリかナシかで言ったら、絶対にナシだ。

　昔からこいつがどっかから何かを受信してたってんなら解る。いや、解りたくは無いんだが。

　しかし、マヤにそんな兆ちよう候こうは見られなかった。今までそんな話はしたこと無かったし、なにしろ神かん主ぬしの娘の癖くせに超ちよう常じよう現象や幽ゆう霊れいに対して否定的だったぐらいなんだからな。

　昨日だって、ようやく神社に衛星ブロードバンドを経由したネット環かん境きようが整ったって喜んでたんだ。『これからは神社仏ぶつ閣かくもＩＴ化の時代だよ！』って、インターネットを見ながら色々興こう奮ふんしていたというのに。

　俺はまだ目の前の少女の言葉が信じられなくて、抵抗するように声をあげる。

「待ってくれよマヤ。ちょっと待ってくれ。ってことは……アレか？　わざわざ放課後に俺を呼び出してそんな事を言ってるってこたー、俺もそのなんたらの戦士の生まれ変わりだとか、そういうオチか？」

　ああ、いいさ。こうなったらとことんまで付き合ってやるよ。マヤが『ゴメンゴメン、からかっただけなの！』って言うまで根こん競くらべだ。

　俺はまだ、諦あきらめていない。

　彼女が冗じよう談だんを言っているだけだという希望にすがり続ける事にしたのだ。

　ただ、一方では『もしかしたら頭を打ったりしたのかもしれない』と本気で心配し始めている自分もいる。

　心の隅すみには『彼女が本当におかしくなった』という選択肢しもあったのだが、俺はあえてそれを無視する事にした。

「で、俺は何のチカラを持ってる戦士様なんだ？　火を自在に操あやつれるのか？　空を自由に飛べるのか？　人類の終末を予言できちゃったりするのか？　……なあおい、なんか答えてくれよ」

　対するマヤは、暫しばらく沈ちん黙もくを保っていた。

　俺とマヤの周りを、気まずい静せい寂じやくが包み込む。

　やはり、冗談なのだろうか。

　だとすれば、今の俺の台詞せりふは寒いことこの上ないものになる。だから、マヤは思い切り引いてしまっているのかもしれない。

　いや、そうであってくれ。

　俺には耐えられない。

　マヤの心がおかしくなっただなんて。

　これが何か別の問題だったら、俺は自分の身を削けずってでもマヤを救おうとしただろう。だが、心の問題は正直どう対処すればいいのか解わからなかった。

　カウンセラー……それが一番いい手なのかもしれない。重度の妄もう想そう癖へきを治す方法など、俺は知らないのだから。……今から勉強するという手もあるにはあるが、そんな悠ゆう長ちような事を言っている暇ひまがあるのかどうか……今の無む知ちな俺には、それすらも判断できないのだ。

　だが──俺がそんなくだらない事を迷っている内に、マヤはもっと真剣な事を悩んでいたようだ。

　暫く俯うつむいていたかと思うと、何かを決意したように口を開いた。

「ううん。違うの。将しよう馬まはただの人間だよ。火を操る力も、予言の力も無いただの人間だよ」

「……ああ、そう」

　俺は落らく胆たんしながら返事をした。

　彼女がいよいよ本気であるらしいという思いだけではなく──仮にも好意を寄せている幼おさな馴な染じみから『ただの人間』と呼ばれた事に落らく胆たんしたのだ。

　まるで、マヤにとって俺なんかいてもいなくてもどうでもいいと言われたような気がして。

　ああ、それで落胆するという事は、俺もマヤのことを本気で気にかけているということなのだろう。

　……そんな事を考えなければやってられない状態だ。

「じゃあ、なんでそんな事を俺に言うんだ？」

　もうどうでもいいといった口く調ちようで俺が言うと、マヤは少しだけ頰ほおを赤らめながら呟つぶやいた。

「……好きだから」

「え？」

「将しよう馬まには、本当の事を知っておいてもらいたかったの。私が光の戦士だって事、父とうさんにも母かあさんにも言ってないから……」

　俺は混乱した。

　いや、混乱する要素など無い。マヤは今、俺の事を好きだと言ったのだ。

　勇ゆう者しや云うん々ぬんの話は忘れろ、俺。あれはきっと、告白をする際の照れ隠かくしだったに違いない。

　そう期待したのも束つかの間ま、マヤは俺の気持ちを無視して自分の事だけを語り続けた。

「せめて、好きな人にだけは知っていて欲しかったの」

[image: ]

　マヤはそのまま照れを隠かくすように微笑ほほえむと、自分の鞄かばんを手にとって肩にかけた。

「私が島を出る、ホントの理由を──」

「えッ？」

　俺が声をあげた時には、既に彼女は走り去った後だった。

　気が付くと既に夕日は沈んでいて、教室の中にはすっかり闇やみが訪れていた。

　蛍けい光こう灯とうもつけない薄暗がりに一人取り残され、俺は呆ほうけた顔をしながら口を開く。

「なんだよ……。まるで、島を出るみたいな言い方しやがって……」

『みたいな』ではない。どう考えても『島を出る』というストレートな発言だった。

　だけど俺は、その意味を問いただす事ができなかった。

　追いかけて引き止める事もできなかった。

　様々なことをいっぺんに言われすぎて、自分の心の整理がつかなかったからというのが言い訳になるだろうか。

　仕方が無い。明日、詳しい事を聞いてみよう。

　ともかく今日は、俺の方も心を落ち着ける必要があるだろう。

　俺がここまでのんきだったのは、未だに彼女の言葉に現実味みが得られなかったからだ。

　そして俺は、その選択を直ぐに後こう悔かいすることになった。







　あれから１週間。

　教室から走り去る後ろ姿を見送って以来──

　俺はまだ、マヤに再会していない。





○　●






　警察に捜そう索さく願いが出されたのは、マヤが行方ゆくえ不明になってから３日後の夜のことだった。

　遅すぎるとも思えた対応だが、俺に文句を言う資格はない。

　彼女の両親や警察に事情を聞かれた時、俺は彼女との最後の会話の事を話さなかった。

　──マヤが、『貴方あなたにだけ知っていて欲しかったから』と言っていたからだ。だから、他の人に話すのはマヤに対する裏切りだ。

　……解わかってる。

　そんなのは所しよ詮せん建たて前まえにすぎない。

　本当は、彼女の心がおかしくなったと思われるのが嫌だった。俺が噓うそをついているんじゃないかと思われるのが嫌だったんだ。

　彼女が普段からああだったら、俺の証言も有用だったことだろう。だが、あの放課後までのマヤは本当に普通の女の子だったんだ。俺が『彼女が突然自分の事を勇ゆう者しやだと言い出して……』と言っても信じてはくれないだろう。

　それどころか、恐らく俺が疑われる事になるだろう。そんなのは御ご免めんだ。

　しかし、マヤがいなくなってから１週間。

　彼女の存在を失う事によって、俺はどうしようもない喪そう失しつ感に囚とらわれていた。

　ああ、なんだ。

　やっぱり俺は、マヤの事が好きだったんだな。

　どうしてもあいつを護まもりたいと思う。声を聞きたいと思う。いや、無事でいてさえくれればそれでいい。俺の前にまた元気な姿を見せてくれればそれでいい。

　その上で、俺の告白を受け入れてくれればなお素晴らしい。

　今いま更さらながらの再確認。ついでに、自分がどうしようもない俗ぞく物ぶつだというのも確認した。

　俺は、俺だけが知っている彼女の言葉を思い返し、マヤの行方ゆくえを自分なりに考えてみる事にした。

　しかし、考えても結局答えは出てこない。彼女の言葉を信じるならば、『勇者だから旅立った』という事になるのだろうが──

「……なんの為ためにだよ。ラスボスはどこよ。あいつは何から世界を護るってのよ」

　俺は苛いら立だたしげに呟つぶやきながら、自分が過去に触れてきた漫画やゲームの話を思い出す。

　もちろんその中には、ある日恋人や突然現れた美少女に『私は勇者です』とか『神の使いです』とか言われる話もあるにはあった。

「……じゃあ、俺みたいな立ち位置の奴やつはどうなってたっけか……」

　思い出してみると、大たい抵ていの場合は『その主人公も実は凄すごい勇者』とか『平へい凡ぼんな人間だが、やがて事件に巻き込まれて、それをきっかけにして少女と親密になっていく』という感じのものだったような気がする。

　じゃあ、俺はこれから魔ま王おうの手て下したとかそういう奴に襲おそわれたりするわけか。

　もういい、いっそ襲ってくれ。

　そうすれば、マヤの頭がおかしくなったわけじゃないって事になるからな。

　いや、もうマヤが正気だろうが狂ってようが、勇者だろうが村人Ａだろうが関係ない。ただ、俺の前にまた戻ってきてくれればそれでいい。それでいいんだ。

　だからこそ……願わくば、魔王の手下よ現れてくれ。俺に襲い掛かってくれ。

　マヤが最高のタイミングで、俺を助けにきてくれるように────







　だが、甘かった。




　確かにこの一件は、本当に現実から乖かい離りした出来事だった。

　しかし、それは俺の想像したようなものとは全く異い質しつで、気持ちの悪い事じ象しようだったのだ。




　もっとも、それが解わかった時には、何もかもが手遅れだったのだが。
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「まだ落ち込んでるのかよ、将しよう馬ま」

　マヤがいなくなってから７日後の昼休み。

　窓まど際ぎわの席で机に突つっ伏ぷす俺に、級友の池いけ本もとが声をかけてきた。

　結局今日もマヤの手がかりは無く、恐ろしい事に、俺は徐々にマヤのいない生活に慣れ始めていた。

　その事実に気付いた俺は、自分自身が嫌になって机に突っ伏していたのだが──

「もう磯いそ島じまの事は忘れろよ。な？　その方がお前の為ためだって」

　うるさい。お前に何が解る。

　そう叫びたかったが、今の俺にはそんな気力もない。そもそも、本気で俺の事を心配している人間にそんな事を叫んだら、ますます自分を嫌けん悪おする結果となるだろう。

　池本は中学校の時からの親友で、俺が落ち込んだ時はいつだって慰なぐさめてくれる。

　だから、俺はただ一言だけ言葉を返した。

「……ほっといてくれ」

「そう言うなよ。お前は運が良かったんだ」

「？」

「犠ぎ牲せいは少ない方がいい……磯島がお前を引き込まなかったのは幸運だと見るべきだ」

　……ああ、そうか。

　『あなたも勇ゆう者しやの生まれ変わりなの！』とか言われて、勇者ごっこに引き込まれなかっただけマシだという事だろう。

　ん？

　あれ？

　おかしいな。俺は勇者云うん々ぬんの事は池本には言っていない筈はずだ。

　ならば、どうしてこいつがその事を知っているのだろう？

　疑問に満ちた目を向けると、池本はにっこりと微笑ほほえみながら言葉を続ける。

「君はきっと、祝福されてたんだよ」

　その微笑は全く裏うら表おもてが無く、まさしく天使のような笑顔だ。何な故ぜか俺はそんな事を考えた。そう思わせる程ほどの笑みだったのだ。

「祝福？」

「ああ、そうさ。君は護まもられたんだ。でも、一度身を堕おとした磯いそ島じまは、もう俺の力をもってしても助け出すことはできない。忘れた方が君の為ためだ」

「あぁ……？」

　なんだって？

　何を言っているのかさっぱり理解できない。それ以前に、なんで池本はこんなに嬉うれしそうに笑っているんだ？　こいつも磯島とはそこそこ仲が良かったはずだが。

「なに言ってんだよ池いけ本もと。お前、マヤがどこに行ったか知ってるのか？　あいつがどうなっちまったのか知ってるのか!?」

　俺の問いかけに、池本は微笑ほほえみを絶やさぬまま、つらつらと言葉を紡つむぎだす。

「ああ、彼女は鵜う頭ず瑠るの禍まが津つ神かみに心を支配されて、国くにつ神かみ浄じよう土どの尖せん兵ぺいになったんだ。でも、俺の存在を察さつ知ちして島から逃げ出したんだろうな」

「……うずるのまが……？　なんだって？」

　俺には池本が何を言っているのかさっぱり理解できない。思想がどうこう以前に、単語が全く理解できなかった。

「鵜頭瑠の禍津神。かつてシャドラード星雲から飛来したデルトマトライティスの星の欠片かけらが人間の悪意に触れて意思を持ったんだ」

「待て、ちょっと待て！」

　覚えがある。覚えがあるぞ。

　このシチュエーションには覚えがある！

「ごめん、そのうずるなんとかはどうでもいい。マヤはなんで逃げ出したんだって!?」

「ああ……ここだけの話だけどさ、俺はベグアシジョウェシウィジョファジイアという星から来た宇宙人と人間の間に生まれた存在なんだ」

「お前のオヤジさんもオフクロも日本人だろうが！」

　違う。

　今はそんな所にツッコミを入れている場合ではない。だが、俺は言わずにはいられなかった。

　少しでも話を逸そらして、今、俺の眼前で繰り広げられている言葉の渦うずから逃げ出したかったのだ。

「そんな些さ細さいな事はどうでもいい！　とにかく、俺は自分の使命に従って、鵜頭瑠の尖せん兵ぺいはすべて始し末まつせねばならないんだ……」

　ああ、こいつもか？

　こいつもなのか？

　そうか、やはりこれは冗じよう談だんだ。

　マヤと池本が組んで、俺を担かついでいるに違いない。いや、寧むしろそうであってくれ。

　だが、俺を事情聴ちよう取しゆした警察の顔が思い浮かび、マヤの失しつ踪そうが決して冗じよう談だんではない事を再確認させられた。

「おい……池いけ本もと……どこで俺とマヤの話を聞いてたのか知らないけどよ……そういう冗談は、俺本ほん気きで怒るぞ？」

　自分でも驚くほどに穏おだやかな声が出せたと思う。だが、その一方で、俺の両手は固く固く握られている。爪が皮ひ膚ふに食い込んで痛い。だが、強く握らずにはいられなかった。

　力を解放した瞬間、目の前の親友に殴なぐりかかってしまいそうで。

　どんな理由があろうと、言っていい冗談と悪い冗談があるだろう。

　俺は怒りに震えながらも……心の隅すみでは、怯おびえていた。

　長い付き合いだから解わかる。

　池本も──目がマジだ。

「冗談じゃないんだ、受け入れろ、そして諦あきらめろ将しよう馬ま。磯いそ島じまはもう帰ってこないんだ」

「やめろ」

「ずっと未み練れんを残し続けると、奴やつらはそこにつけ込んでくるかもしれない。磯島がお前を誘ゆう惑わくするかもしれない」

「やめろっつってんだろ！」

　叫んだ瞬間、俺は池本に殴りかかっていた。

　だが、奴はそんな俺の拳こぶしをヒョイと避けると、悲しそうな目をして俺に語りかける。

「……ああ、お前ならそう言うだろうと思ったよ。だけど安心してくれ、俺はお前を悲しませるような真ま似ねはしない」

「黙れ、いいから黙ってくれ、マジで」

「磯島がお前の前に戻ってくるその前に──俺が、全部終わらせるから。お前の目の届かないところで……」

　今度は、言葉の意味を直ぐ理解した。

　俺はなんとしてもこいつを殴り倒して、今度こそ病院に担かつぎ込んでやろうと思った。正気だろうが病気だろうがどうでもいい。『マヤを殺す』と言ってる奴を病院に叩たたき込んで何が悪い。病院が駄だ目めなら警察に叩き込むまでだ。

　俺がそう決意して池本を睨にらみ付けた瞬間──

　池本は既に踵きびすを返しており、教室からとっとと駆け去っていくところだった。

「じゃあな、将しよう馬ま。俺がいつか、この世界に平和を取り戻したら──その時は、また俺と仲良くしてくれるか？」

「するわけねえだろ！　ちょっと待て！　おいコラ！　池本！」

　慌あわてて後を追おうとしたが、残念な事に俺よりも池本の方が足が速い。

　みるみるうちに間を離され、気が付けば既に池本は廊下の角を曲がろうとしているところだった。

　消えゆく親友の背中がやけに遠く見える。

　色々な意味で遠くなってしまった気がする。

　そして──それ以来、俺は池いけ本もとを見ていない。

　池本の捜そう索さく願いは、翌よく日じつには警察に届けられていた。
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　翌日、俺は混乱する頭を抱えてなんとか教室までたどり着いた。

「……？」

　何かおかしい。教室にはいつもの半分程ほどしか人数が集まっていない。

　マヤと池本が立て続けに失しつ踪そうしたから、警けい戒かいでもして学校を休んでいるのだろうか？

　俺は気になって、傍そばにいたクラスメイトの真ま壁かべに声をかける事にした。

　何か雑誌を読んでいる。「電でん撃げきｈｐ」とかいう、ティーンズ向けの小説が多く載っている雑誌だった。学校で堂々と読むとはこいつも相当な筋すじ金がね入りだな。光ひかり島じまの本屋にはその雑誌は入荷しないので、こいつが個人で取り寄せている筈はずだ。数少ない小説の娯ご楽らくとして、俺なんかも良く読ませてもらっている。

「よお真壁。なんか今日、人ひと少なくね？」

「んー？」

　真壁は雑誌から俺の顔を見上げると、それで気が付いたとでも言うように教室の中を見渡した。

「ほんとだ。こりゃもしかして……」

　──まさかこいつも、魔ま王おうだの邪じや神しんだのの仕し業わざで皆が休んでるとか言う気じゃねえよな？

　俺は少し不安になったが、返ってきたのは至し極ごく真っ当な答えだった。

「インフルエンザかもしれないね。最近本ほん土どで流は行やってるっていうから……とうとうこっちにも来たんじゃないかな？」

　何の解決にもならない答えだったが、俺は物もの凄すごく安心した。

　どうやら必要以上に神経質になっているみたいだな。気を落ち着かせないと……。

　そんな事を考えていると、教室に担たん任にんの教師が入ってきた。どうやら本気でこの人数しか来ていないらしい。

　担任は教きよう卓たくに出席簿ぼをバンと叩たたきつけると、神しん妙みような面おも持もちで口を開いた。

「あー、ちょっと皆に言っておく事がある」

　集団欠席や池本の失踪について、なんらかの説明が担任からなされるのだろう。そう思い、俺は珍しく教師の言葉に真剣に耳を傾ける事にした。

　だが──

「実はな、今、世界に未み曾ぞ有うの危機が迫っているんだ」

　その言葉に、ざわつきかけていた教室が水を打ったような静けさに包まれた。

「先生が過去に封ふう印いんした暗あん黒こく神しんジャジャ・モティシウスが復活したんだ。先生は再び戦いに赴おもむかなくてはいけないんだ」

　ざわざわざわ

　その言葉に、教室中がざわめいた。

　ただ一人、俺だけが絶望的な表情で沈ちん黙もくを続けている。

　……カンベンしてください。

　いいからもう、カンベンしてください。

　謝りますから。

　誰に謝ればいいのか解わからないけど、とにかく謝りますから！

　叫びだしたい衝しよう動どうを必死で抑えていると、突然クラス委員長の女子が立ち上がった。

「先生、一いつ体たい何を言っているんですか？」

　おお、そうだ。頑がん張ばれ委員長！

　俺はもうこの手の話に反論する気力はない。俺の分まで頑張ってやり込めてくれ！

　と、俺が期待したのも束つかの間ま──

「いいですか！　今日来ていない皆は、デッドバウト星から来た宇宙山さん賊ぞくなんです！　いまこそこのクラスの皆で防ぼう衛えい隊を組織してください！　私の力で巨大な聖せい戦士を────」

「何をわけの解らない事を言っているんだ！　宇宙山賊なんているわけないだろう！　非常識な！」

「先生こそ、暗黒神なんて非科学的な事を言わないでください！」

　いいかげんにしてくれ！

「いいかげんにしてくれ！」

　気が付いたら、心の声を口に出して叫んでしまっていた。

　俺は机に両手を叩たたきつけながら立ち上がると、そのまま荷物を持って教室を後にした。

　一体なにがどうなっているのだ。

　さっぱり理解ができない。

　何が起こってるんだ。

　俺の周りで、一体何が起こってるんだ？




　ああ、この時、俺はまだ甘かった。

　この不ぶ気き味みな『何か』が、俺の周りの極ごく々ごく一部だけで起こっているのだろうと。

　俺はその後、自分の見けん識しきの甘さを嫌というほどに思い知らされる事となった。

　単に嫌と叫ぶだけでは、済まされないほどに。
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　結局学校を飛び出した俺は、行くあても無いので家に帰る事にした。父も母も今の時間は漁りように出ている筈はずだ。サボった事を咎とがめられることは無いだろう。

　家に帰る道の途中、やけに人だかりができていたことが気になった。

　どうやらケンカが起こっているようで、警官が止めに入ったりしているのが見えた。

　ああ、俺の周りの勇ゆう者しやとやらがみんな本物だというのなら、まずは身近なケンカを止めてくれと言いたい。

　そんな事をブツブツと呟つぶやきながら家の玄関を開けると──そこには父と母の靴が並んでいた。

　帰っているのだろうか。だとすれば、こんなに早く家に戻って来た理由を捏ねつ造ぞうせねばならないだろう。教師とクラス委員長が伝説の勇者になっただなんて、いくら事実だとしても決して言い訳には使えないだろう。

「ああ、ちょっと体調が悪くなってさ……」

　適当な言葉を並べながら居間の扉を開くと、そこには神しん妙みような顔をした父親が座っていた。

　いかにも漁りよう師しといった体格の父は、大きな目を更さらに大きく見開きながら俺に声をかけた。

「おお、将しよう馬ま……丁ちよう度ど良かった。お前に大事な話がある」

　体調が悪いと言っているのに、父は欠片かけらも俺の身体からだを気にかけない。だが、真剣な表情に気け圧おされして、俺はしぶしぶながら居間のテーブルの前に正座した。

「なんだよ、親父おやじ」

「実は、お前に話しておかねばならない事があるのだ」

「えッ……」

　嫌な予感がした。

　多分この予感は的てき中ちゆうするだろう。

　父の目が『マジ』だからだ。

「実はな、我が家は裏うら徳とく川がわ家けに代だい々だい仕えてきた忍しのびの一族の末まつ裔えいなのだ」

「はあ」

「真ま面じ目めに聞きなさい。突然の事で無む理りもないだろうが、事態は一刻を争うのだ。実はこの島に、裏織お田だ家と裏豊とよ臣とみ家を始めとして、裏小こ早ばや川かわ家や裏シャクシャイン家など様々な裏うら大だい名みようの放った草が潜せん入にゆうしているのだ……そこで、お前にもそろそろ光こう骸がい流忍にん術じゆつの秘ひ伝でんを授さずけようと思うのだ。明日からバンバン他の草どもを始し末まつしてもらわねばならんのでな」

　──忍術って、一晩で身につくもんなのか？

　俺はそう思ったが、もはや突っ込む気力もない。やっぱりこれはドッキリカメラか何かなのだろうか？

　マヤも池いけ本もとも先生も委員長も親父おやじもみんなグルで、俺の事をどこかからテレビカメラで撮さつ影えいしているに違いない。

　もう、そうとしか説明できない。あるいは、俺が悪い夢を見ているかだ。

「あら、帰ってたの将しよう馬ま」

　すると、居間の反対側の扉から母が出てきた。

　母は俺の方を見ると、ニッコリと微笑ほほえみながら口を開く。

「おめでとう、将馬」

　また嫌な予感がした。

　昨日きのう池本が俺に見せた微笑と、全く同質の表情だったからだ。

「私はすべての記き憶おくを取り戻したの。私は天てん界かいから遣つかわされた天使で、人間と結婚してこの世に身を潜ひそませていたの。でも、地じ獄ごくの蓋ふたが開こうとしている今、私は偉大なる主のお導きで心を取り戻したのよ」

「む？　何を言っているのだ母かあさん」

　母の言葉に、父も混乱したように首を捻ひねる。

　お前ら、グルじゃないのかよ？

「だから将馬、貴方あなたも私の血を引いているのよ。天使の血族の仲間になれるのよ！」

「何をわけの解わからぬ事を！」

「……御ご免めんなさい、あなた。今まで貴方を欺あざむいていた事になるわね。でも、天使の血が無い貴方は来るべき世界に生き残る事はできないの……本当にごめんなさい」

　なんだか妙みような流れになってきた。

　やっぱりドッキリカメラか。

「むう！　貴き様さま！　さては裏うら織お田だ家けの草かッ！　おのれ、本物の妻をどこへ隠かくしたッ！」

　そう叫ぶが早いか、親父が懐ふところから船上で魚を捌さばく包ほう丁ちようを取り出した。

「答えろ！　さもなくば、この名刀光こう骸がい丸まるの錆さびにしてくれる！」

「あなた!?　どうしたの!?　……も、もしかして、既に悪あく魔まに心を乗っ取られているのね!?」

　母はそう言うと、懐から父と同じ包丁を取り出した。

「安心して、この聖せい剣けんは邪じや悪あくな魂たましいだけを斬きるの！　大人おとなしく斬られれば貴方に傷はつかないわ！」

「戯たわ言ごとを！」

　聖剣も名刀も、俺から見れば同じ型の包丁だ。

　だが、父も母も全く違う構えでお互いに刃やいばを交こう錯さくさせる。

　一瞬だった。

　それらはあまりにも唐とう突とつで、状況にも二人の言葉にもちっとも現実味みが無くて、

　俺はただ──

　俺はただ、聖せい剣けんと名刀の煌きらめきを眺ながめ続けた。

　いや、包ほう丁ちようなんだけどな。

　……。

　……。

　……。

　そう、ただの包丁だ。

　包丁なんだ。

　……。

　つまり、危ないよな？

　この状況、すげえ危ないよな？

　人を殺せるんだぞ？

　解わかってるのかよ、親父おやじ、御お袋ふくろ。

　なんだって、そんな……息子の前で殺し合ってるんだよお前ら！

　ようやく我に返った俺が、やめろと叫ぼうとしたその瞬間────

　親父の持つ刃やいばが、御袋の喉のど笛ぶえを斬きり裂いた。

　あまりにも唐とう突とつに訪れたその光景は、やはり俺に欠片かけらの現実味みも感じさせなかった。

　ただ、噴ふき出す血の赤さだけが俺の現実に入り込んできて────







　気が付くと、俺は走っていた。

　何かを叫びながら家を飛び出した俺は、とにかく家から一歩でも遠くに離れようと、ただひたすらに走っていた。

　そうだ、逃げたのだ。

　俺は自分の家族から逃げたのだ。




　ドッキリカメラじゃなかった。

　イタズラなんかじゃなかったんだ！

　トリックなどでは絶対ない。

　今、俺が目の前で感じた『死』は確かに本物だった！

　イタズラなんかじゃない。

　御袋は死んだ！　たった今、確かに死んだ！

　なら、もう夢しかないじゃないか。

　俺に残されてる逃げ道は、夢しかないじゃないかよ畜ちく生しよう！

　夢だ。

　夢だ夢だ夢だ夢だ。

　夢だろ？　そうだろ？

　なあ、教えてくれ。

　誰でもいいから、教えてくれ。

　……夢って、どうやったら醒さめるんだ？
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　とりあえず警察を目指して走る俺の前に、尚なおも悪あく夢むは襲おそい掛かる。

　俺の家はマヤの住んでる神社の傍そばにあるので、市街地とは少し離れている。

　だから俺は、とりあえず警察を求めて街に走った。とりあえず商店街まで行けば、携帯のアンテナも立つ筈はずだ。

　そう思ったのも束つかの間ま────

　俺の目に飛び込んできたのは、街のビルの合間から昇り立ついくつもの煙。

　耳を劈つんざくのは、人々の怒ど号ごうや悲鳴。

　鼻をつくのは血の匂におい、そして油の漏れ出したような刺し激げき臭しゆう。

　なんだよ。

　何が起こってるんだよ。

　待てよ。待ってくれよ。

　夢だろ？

　なんで、まだ終わらないんだよ。

　混乱しながら商店街に足を踏み入れると、そこには地じ獄ごく絵図が広がっていた。

　暴動。

　結果だけを見れば、そうとしか見えない光景が広がっていた。

　車があちこちで衝しよう突とつを起こし、その内の何台かは派は手でに炎えん上じようしたり、あるいは既に黒こげになっていたりする。

　人と人が殴なぐり合ってる。互いに何かを罵ののしり合っている。でも、みんなの目は希望に満ち溢あふれている。それぞれが、自分の信じる何かの為ために戦っているかのように。

　警察はどっちだっただろう。

　だけど、警察に行って、俺は何をすればいいんだろう。おやじがおふくろを殺しました。なんてことを言えばいいんだろうか。

　いやちがう、これは夢だ。だからなにも言う必要なんかないんだ。あれまてよ、じゃあおれなんで警察なんかにむかってるんだろう？

　そうこうしているうちに、めのまえに警官が一人現れた。

　ええと、おまわりさん、ええと──
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「大丈夫か！　ここは私に任せて、安全な場所に逃げたまえ！」

　おまわりさん、どうして抜き身の銃を構えているんですか？　いくらなんでも危ないじゃないですか。

「大丈夫、ここだけの話だが、私は銀ぎん河が連れん邦ぽうから派は遣けんされた宇宙刑事で、この銃に殺さつ傷しよう能力は──ぐぁッ！」

　おまわりさんの後ろから現れた男が、石で何度も何度もおまわりさんの頭をおうだしている。

「宇宙だと!?　貴き様さまさては宇宙人の仲間だな！　地球特とく捜そう隊たいのメンバーとして、貴様らの暗あん躍やくを許すわけには────」

　おとこがなにかを言ってるまえであたまから血をながすおまわりさんがおとこにじゅうをむけてひきがねを────




　────ッ！




　その銃声は、混乱に煮たっていた俺の頭を完全に覚かく醒せいさせた。

　しかし、だがしかし────町の悪あく夢むは、未だに終わりを見せてはいなかった。

　……いっその事、狂ってしまった方が楽になれるんだろうか？　俺は、倒れた男の頭を踏みつけている警官に背を向けながら、その場を後にすべく一いち目もく散さんに駆け出した。




　まるで、島しま自体が血を流しているようだった。

　町には鉄の錆さびた匂においが充満している。死の匂いだ。死の匂いだ。死の匂いだ。

『この悪あく魔まの手先め！』『お前もズジャ星人なんだな！』『結けつ社しやめ！』『独どく裁さい国家の犬がッ！』『地底人なんかに負けはしないッ！』『我が来らい光こう拳けんを受けてみよ！』『我こそが本物の勇ゆう者しやだ』『私が勇者よ』『俺が勇者さ』『僕が』『ワシが』『自分こそが』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』『勇者』…………

　そんな現実離れした声ばかり聞こえてくる。

　ああ、良かった。

　ここはやはり現実じゃないんだ。

　夢だ夢だ夢だ夢だ夢だ現実じゃない夢だ夢だ全部全部全部虚きよ構こうで噓うそで夢で噓で夢で虚構で幻まぼろしで全部噓で夢で幻で噓で虚構で噓で夢で幻で幻で幻で夢な幻は噓で虚構なんだ。

　御お袋ふくろは死んでない。

　死んでなんかいない。

　刺されてなんかいない。

　御袋なんかいない。

　親父おやじなんかいない。

　誰もいない。

　いないいないいないいないいないいない。

　なにもない。ほら、なにもない。俺の中にはなにもない俺の外にも何もない。

　俺の

　　俺の

　　　俺の俺の

　　　　　　俺の俺の俺の

　　　　　　　　　　あぁっぁ

　うぁぁぁっぁぁぁぁぁっぁぁぁぁっぁああああぁぁあぁぁあぁああぁああぁあぁ──

「うああああぁっ俺ぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁっぁぁぁぁぁ噓あああぁぁぁぁっぁぁぁ」

　　　　ぁぁぁ　　　ぁ　　　　　ぁ

　　　ぁぁ　　　　ぁ　　「ぁぁぁ」　ぁあ

あぁぁ　「」　ぁ　　　　　ぁ　　ぁぁあ

　　　　　　「ぁ　　ぁ」　　　　　　　ぁ

「将しよう馬ま、おい将馬」

　　　あっぁぁ　　　ぁぁ　「ぁ」

「将しよう馬ま！」

　ぁぁ……ぁぁあ……。……？

「将馬！」

「……真ま壁かべ……か……？」

「しっかりしろよ。どうしたんだよ、突然悲ひ鳴めいをあげたりして……」

　恐きよう慌こう状態から正気に戻った俺の前に、こちらの顔を覗のぞき込んでくる級友の姿があった。

「いや、お前が教室を飛び出した後、色いろ々いろ大変だったんだぜ、学校の中が暴動みたいになっちまってさ……俺はなんとか逃げ出してきたけどよ……」

「なんの勇ゆう者しやだ」

「え？」

「お前は、なんの勇者なんだ？」

　もう慣れた。諦あきらめたと言ってもいい。

　どうせ夢なんだ。虚きよ構こうなんだ。ああ、真壁はどんな神様に仕える勇者様なんだろうな。

　半分開き直りながら尋たずねかける俺に対して、真壁はある意味期待通りの答えを返してきた。

「え……どうして知ってるんだ？　俺は確かに、選ばれた勇者で」

「ああ、そう」

　やっぱりか。

　俺はもうこのまま発狂してしまいたい気分になったが──その後に続いた真壁の台詞せりふに僅わずかな違い和わ感かんを感じ取り、意識を現実に引き止めた。

「ええと……そうだ、俺は、マヨネイ王国の選ばれた勇者で……いや、違う。内ない陣じん会かい病院の黒服……な……麒麟きりんの血を引く……右手の幻想殺しイマジンブレイカー……で……あれ？　ちょっと待て……待ってくれ……」

「？」

「俺は……俺は……なんだ？　どれなんだ？」

　言うが早いか、真壁は何かに操あやつられるように鞄の中に手を伸ばし、一冊の本を手に取った。

　それは、今け朝さ真壁が読んでいた、様々な冒険小説の類たぐいが詰まっている雑誌だった。

　真壁はそれをペラペラとめくりながら、何かをブツブツと呟つぶやいている。

「あぁ……やっぱりマヨネイ王国の勇者……かな……黒こく竜りゆうを……倒しに……？」

「貸せ」

　俺はすばやく本を奪い取ると、真壁が読んでいたページに目を落とす。するとそこには、真壁が今言っていた単語のいくつかが書かれているではないか。

　──どういう……ことだ？

　俺は何がなんだか解わからなくなり、必死で頭の中を整理する。

　そして、俺はふと、一つの可能性に気付き──クラスで一番漫まん画がや小説に詳しいと思われる、目の前で混乱している少年に問いかけた。

「おい……真ま壁かべ。お前さ、『古代ミレニアム大陸』って単語に聞き覚えはあるか？」

　それは、マヤが呟つぶやいてた言葉の端はしに出てきた単語だ。これだけは冷静に突っ込みを入れたので良く覚えている。

「え？　……ああ、知ってるよ……『ナームバージャの牢ろう獄ごく』っていう少女漫画に出てくる、主人公が前世で暮らしていた大陸の名前だよ」

「……ッ！」

　ビンゴだ。そういえば、『ナームバージャ』という単語にも聞き覚えがある。

　俺は更さらに真壁を問い詰めて色々聞きだしたが、どうやら、あのマヤの言葉は完全に自分のオリジナルというわけではないらしい。

　この情報だけでは、何も解わからないのも同然だ。

　しかし、確実にマヤへの繫つながりは手に入った。どんな些さ細さいな情報であろうと、この事態を解決する可能性がある事は否定できない。

　俺は真壁に本を放り返すと、そのまま脚あしを元もと来た方へと折り返した。

　ただし、目的地は自宅ではない。

　この島で一番古い建物──光こう来らい神社。

　つまり、マヤの住んでいた場所へと────




　夢から醒さめる方法でもいい。

　これが現実だと言うのならば、島を元に戻すだけの方法でもいい。母を生き返らせる方法でもいい。なんでもいい。

　ただ、手がかりを──このばかげた悪あく夢むを終わらせるための、何らかの手がかりを求めて────
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　神社へと続く長い石段を登り切ると、そこにはいささか時代を感じさせる木もく造ぞう建築があった。

　島の丁ちよう度ど中央に位置する、光来神社だ。

　荘そう厳ごんな気配を感じさせる神社の奥には一転して近代的な建造物が二軒建っている。

　島の郷きよう土ど品や歴史を伝える小さな資料館と、神かん主ぬしの一家が住む家屋──つまり、マヤの家だ。

　一体この島に何が起こってるのか、それは解らない。いや、島に何か起こってるわけじゃない。何か起こってるのは俺の方だろう。

　一体どうして、俺はこんな悪夢を見ているのだろうか。

　そうだ、考えてみれば、みんなが変になったというより、俺一人が変になったと考えればすべてつじつまが合うではないか。

　だが、俺は正気だ。

　正気の筈はずだ。

　だから、これは夢に違いない。

　目さえ覚ませば、またいつもの生活が始まるんだ。マヤと一緒に学校に通えるし……ああ、そうだ。目が覚めたら、マヤにちゃんと告白しよう。この夢の中で、俺はマヤに対する自分の気持ちが解わかった事だしな。

　……そうだ。夢だ。

　絶対に夢だ。

　その証しよう拠こに、俺はまだ痛みを感じていない。

　しかし、自分の頰ほおを抓つねるという、この上なく簡単な行為が、俺にはどうしてもできなかった。

「……いや、怖いんじゃない。夢の中でも痛みを錯さつ覚かくとして感じるかもしれないからな……きっと意味が無いだけだ」

　自分でも論ろん理りが繫つながらないと思う事を口にしながら、俺は神社の横を通り過ぎ、マヤの家のチャイムを押し鳴らした。




　暫しばらくの間があって、中からマヤの父親が現れた。白を主体とした神かん主ぬしの装しよう束ぞくを纏まとっており、生せい気きの薄らいだ目で俺を見つめてきた。

　ああ、娘が行方ゆくえ不明になってもう１週間以上経たつんだから当然だろう。

　……と、寝てる俺は思っているんだ。だからこんな顔で俺を見ているんだ。そうさ、これは夢なんだからな。

　……解ってる。無む理りがあるのは解っている。

　だけど、こうでも思わなければ、俺はもう一歩も先に進めない。血まみれになった御お袋ふくろの顔が俺の前に俺の前にやめろやめろやめろ…………考えるなッ！

　……。くそ。

　雑ざつ念ねんを振り払うと、俺は神しん妙みような顔をしながらマヤの父親に頭を下げる。

「あの……こんにちは」

「やあ……将しよう馬ま君。どうしたのかね」

　俺は『何かマヤの行き先の心当たりを思い出すかもしれない』と適当な理由をでっち上げて、彼女の部屋に入れてもらう事に成功した。




　マヤの部屋はとても綺き麗れいに整理されており、几き帳ちよう面めんだった彼女の性格をそのまま表現しているようだった。

　机の上には可愛かわいらしい便びん箋せんが何枚か広げられており、誰かに手紙を書いた後のようだった。

「……娘がいなくなってから、そのままにしてあるんだよ……。勝手に動かしたりしたら怒るからね……」

「ええ」

　適当に相あい槌づちを打ちながら、俺は部屋の中を見渡した。……決して闇やみ雲くもというわけではなく、ある本を探して。

　そして、それは直ぐに見つかった。

　部屋の奥にある本棚の上に、赤色の帯をかけられたコミックスが並んでいる。

　背せ表紙には『ナームバージャの牢ろう獄ごく』の文字。

　間違いない。これが……マヤの心を壊した本に違いない。

「？　その本がどうしたのかね？」

　神かん主ぬしは不ふ思し議ぎそうな顔をして、本棚から漫画を取り出す俺を見た。

　俺は特に答えず、無言のまま最初の一冊目を開いてパラパラと読み漁あさる。

　想像通り、そこにはナームバージャだの古代ミレニアム大陸といった、マヤが俺に語った単語がいくつか見受けられた。

　やはり──あの『勇ゆう者しや』の設定の数々は、唐とう突とつに湧わき出したものではなく、どこかから得た情報だったのだ。

　一人で納なつ得とくしていると、本の間から何かが落ちた。本のサイズよりも一回り小さい封ふう筒とうで、そこにはマヤの文字で

『将しよう馬まへ』

　と書かれている。

「え……？」

　唐突に現れたその手紙に、俺は一いつ瞬しゆん呼吸を奪われた。それは彼女の父親も同じだったようで、驚いたように手紙と俺の顔を交こう互ごに見比べた。

「これは……」

　迷うことはなかった。俺は封筒を即そく座ざに開き、中から数枚の便びん箋せんを取り出した。








『拝はい啓けい　将馬へ




　あ、将馬？

　この手紙、読んでくれてるのかな。手紙なんて滅めつ多たに書かないから、どう書いていいのか良く解わかりません。拝啓ってこういう使い方でいいんですか？　あと、敬けい語ごはやっぱり変だから普通の喋しやべり方がいいかな？　いいよね？




　将しよう馬まがこの手紙を読んでるっていう事は、私はもうこの島にはいないのかな？　もしかしたら、この世にすらいないかもしれない。

　だんだん、自分の中で何かが変わっていくのが解わかるの。なんて言ったらいいのかな、自分が、世界を救わなくちゃいけないような──使命感っていうのかな、そういうのが私の身体からだの中に押し寄せてくるの。

　今までもそういう事はあったんだけど──今日は違う。凄すごく具体的に、私の意識を変えようとしてるの。世界の敵を倒せって、私を伝説の勇ゆう者しやにしようとしてるみたいに。手紙が最後まで書けるかわからなくなってきたから手て短みじかに言うね。

　もしも私がいなくなったり、変な事を言ったりしたとしても、今、この瞬間の私は、将馬の事が好きだよ。だけど、変わっちゃった後にこの思いが残るかどうか、凄く不安なの。だから手紙に書いておくね。

　将馬なら、きっとこの手紙を探してくれると思ったから。それでね』






　便びん箋せんの一枚目はそこで終わっていた。

　ああ、安心してくれマヤ。

　お前はあの日、俺の事が好きだってちゃんと言ってくれたよ。

　だけど、今はその事は後回しだ。

　まずは、このどうしようもない事件の原因を探らないといけない。……もう一度、マヤに会う為ために。

　それにしても……意識が変えられたって、どういう事だ？　催さい眠みん術とか洗せん脳のうとか、そういう類たぐいのことだろうか。

　俺は二枚目の便箋を読もうとしたが、その前に、背後にいるマヤの父親から声をかけられた。

「……将馬君。君は──なんともないのか？」

「え？」

「君は……その、なんだ。自分の事を特別な存在だとか、そう思ったりはしないのか？」

　俺はそこでようやく気が付いた。

　神かん主ぬしが、まともなままだという事に。今回の事件の事を、客観的に理解しているという事に。
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「将馬君は……この島の成り立ちについてどのぐらい知っているかね？」

　資料館の中に俺を案内すると、神主は妙みような事を言い出した。

　もともと無人島だった光ひかり島じまは、江え戸ど時代の中期に人が入にゆう植しよくし始めて、最初は数十人だった島民が徐々にその人数を増やしていったと聞いている。最初の数十人は流る刑けい者だったという噂うわさもあるが、確か正確な記録はあやふやだった筈はずだ。

　その事を伝えると、神かん主ぬしは静かに首を振る。

「違うんだ将しよう馬ま君。その数十人……正確には三十六人だが……彼らは流刑者ではない。正確な記録はこの神社に伝わっているんだ」

「？　でも、俺らが授業で使ってる資料集には……」

「まともな教科書や辞書には出ていない。申告できる筈はずもない……。そもそも、江戸時代の中期まで、この島は無かったんだ」

　神主は神しん妙みようというよりも寧むしろ沈ちん痛つうといった顔つきになり、俺に対してとつとつとこの島を取り巻く真実を語り続けた。

「その三十六人は──供物だよ」




　神主の語った話によると、この島の正確な成り立ちは次のようなものだった。




　数百年も昔の事になるが──本ほん土どが想像を絶する飢き饉きんに覆おおわれた時（一部には物もの凄すごい魑ち魅み魍もう魎りようが現れたという記録もあるらしい）──とある高名な呪まじない師が、『神かみ呼よび』と呼ばれる儀ぎ式しきをしようとしたのだそうだ。

　呪い師は神しん託たくに従って、三十六人の生いけ贄にえを指定された海域に重石おもしをつけて沈めた。無む論ろん、『生贄』の名の通り、生きたままで……。

　偶然か必然か、その海域はこの島の直ぐ西──日本海かい溝こうの一番深い所の真ま上うえ辺りだったということだ。

　供く物もつもささげ、いよいよ神、もしくは神の使いの……いわゆる『光の勇ゆう者しや様』をこの世界に召しよう喚かんするという段階に入ったのだが──

　海の上に現れたのは、小さな岩が一つだけだった。

　確かに、それまで何もなかった海上に岩が出現するのは奇き妙みようであったが、呪い師は超ちよう常じよう現象を望んでいたわけではない。

　落らく胆たんした呪い師は、一度はその岩場を後にしたのだが──。

　数ヶ月後、どうしてもその岩が気になった呪い師が再び長い船旅の果てに同じ場所にたどり着くと──

　そこには、一つの島ができており、海に沈めた筈はずの三十六人の生贄達が暮らしていた。




「その呪い師は、そのままここに神社を造ったんだ。だから、この神社は実は神しん道とうとは関係がなかったと言ってもいい」

　神主はそう言いながら、資料館の中央にある光ひかり島じまの模も型けいの前に移動した。

「だから、この島の住民の殆ほとんどは──その時の三十六人と呪まじない師の末まつ裔えいにあたる。よくもまあこれだけの人数になるまで増えたものだ。……もっとも、三十六人の事を思えば、本当に我々が──この島の住民が人間なのか怪しいものになるのだがな」

「……怖いこと言わないでくださいよ」

　地球の人間が異い世界に召しよう喚かんされて勇ゆう者しやになる。そんな話は物語でよく見かける。

　だが、このケースは逆だ。地球に、他よ所その世界の存在を召喚しようとしたわけだ。ところが、人間や神様ではなく、ただの海中にそびえる岩山を呼び出してしまったというわけだ。

　そう……恐らくは、『闇やみを祓はらえ』という召喚者の『契約』をその身に宿したままで。

「私の中にも、常に島の魂たましいが──『使命』が流れ込んでくる。世界を救え、闇を祓えと。……だが、そこに意思なんてものはない。所しよ詮せん島は島、岩の塊にすぎん。ただ、使命だけが魂に刻み込まれているのだ。……私の父も祖父も、この声を一いつ手てに引き受けながら、島の真実をひっそりと伝えて来た。だが、どうして突然こんな事になったのか……私にはさっぱり心当たりが思い浮かばない」

　神かん主ぬしはそう言うが──実は、俺には心当たりがあった。

「……島が、世界と繫つながったから……」

「何だって？」

「今までは──意思のない島の『魂』があるとして、世界の闇を祓えと言った時に、まず世界の概がい念ねんが解わからなかった。だけど、島の住人を通して、本や文ぶん献けんから世界の存在を徐々に認識していったとしたら」

「……それならば、もっと早くにこうした事件が起こってもいいだろう」

　当然の疑問だが、俺は首を横に振った。

「……文献や電話、船の出入りだけじゃ、世界の知識はついても世界の『広さ』を認識できない。でも、擬ぎ似じ的に──世界というものに触れる機会ができたとしたら──」

　俺はそう言いながら、神社から少し離れたところにある高い鉄てつ塔とうを見た。

　鉄塔の上には巨大なパラボラアンテナが設置されており──俺は、ブロードバンドの象しよう徴ちようであるそれを……今の瞬間だけ、憎にく々にくしく睨にらみ付けた。







「……そうか。それで世界の広さを知った『島』は──街の住民の意識に入り込んでいったのか……それならば、理解できる」

　神主によると、どうやら島に宿る『魂』は、住人達の中にそれぞれある『勇者像ぞう』を使って……彼ら自身をその勇者であると錯さつ覚かくさせたのだろうという事だ。

　英雄や勇者は、別段ゲームや漫画の中にだけあるわけじゃない。ぶっちゃけた話、桃もも太た郎ろうや大おお岡おか越えち前ぜんだって人によっては『勇者』だと言っていいだろう。

　ある程度の人生を生きれば、殆ほとんどの人間はそれぞれの『勇ゆう者しや像』を生み出すのだろうから。

「じゃあ……なんでおじさんは何ともないんですか」

「それは当然……私にとっての英雄は、この島の神かん主ぬしだからな。変わる必然性などない」

　なるほど。それならば納なつ得とくできる。

　ただ──どうせなら、マヤにも神主を勇者だと思っていて欲しかった。

　そうすれば、島を出る事はなかったかもしれないのに……。

「あッ……」

　そこまで考えて、俺は肝かん心じんな事を神主に尋たずねる事にした。そうだ、それこそが重要なのだ。

「あの……、結局、皆を元に戻す方法っていうのは……」

「それが解わかっているのならば、私が娘を取り戻す為ためにとっくにやっておるよ」

「……そうですよね」

　俺は心の底に絶望を抱きながら、島の模も型けいを囲むガラスケースに腕を置いて俯うつむいた。

　──くそ、ここまで来て……結局俺は何もできないのかよ！

　悔くやしさに歯を食いしばっていると、背後から先刻までと調子の違う神主の声が聞こえてきた。

「だが……今、その方法が解ったよ」

「えッ!?」

　絶望は即そく座ざに希望に変わり、俺は半分喜びの笑みを浮かべながら神主の方を振り向き──凍りついた。

　神主の顔に浮かんでいたのは、笑顔だった。

　池いけ本もとや俺の母が浮かべていたような、あの、何の迷いも無い──それでいてどこか不ぶ気き味みな笑顔。

　神主の手には血に染まったナイフが握られており──それを、俺に向かって勢い良く振り下ろした。




　甘かった。

　今の状況を、単純に絶望とか希望なんて言葉で割り切ろうとした俺は、なんと甘かったのだろう。

　赤く煌きらめく刃やいばを見ながら、俺の全身にかつてない緊きん張ちようが走り────
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　血が、血が溢あふれ出す。

　止まりそうもない。

　いや、俺の身体からだの話じゃない。

　足に怪け我がを負ったようだが、思ったよりも浅かったようで、派は手でな出血は殆ほとんど見られない。

　今、血が溢あふれ出して止まらないのは────神かん主ぬしの胸の傷だ。

　激しい揉もみ合いになったところまでは覚えている。それからは無む我が夢む中ちゆうで、何を考えていたのか良く思い出せない。

　ただ、確かなのは──俺が、この手で神主の……マヤの父親の胸を刺したという事だ。

「お、おじさん……」

「……やってくれたな……将しよう馬ま君……」

「違……いや、あの、俺……俺……」

　心の整理が追いつかない俺を落ち着かせたのは、その瞬間に神主が見せた歪いびつな微笑ほほえみだった。

「これで、君は『闇やみ』になった」

「えッ……？」

「ああ、解わかる。島の魂たましいに身を晒さらして来た私には解る……君は──たった今……この……島に……『闇』だと認識……され……た」

　何を言っているんだ。

　そんなことより、早く血を止めなくては……理り屈くつではそう思うのだが、身体からだが動こうとしない。本能のすべてが、神主の最後の言葉に意識を向けさせる。

「何言ってんだよ、何言ってんだよおじさん！　おじさんだけはまともだって思ったのに、なんで……ッ！　『闇』ってどういう事だよ！」

「お前……は。この……光ひかり島じまの使いである……光の勇ゆう者しやである……私を殺したのだから……ああ、島は、島の魂は……今、まさに見つけたのだ、認識したのだよ、『敵』を……」

「なッ……」

「だから……敵である君を……『勇者』の誰かが殺せば……このばかげた祭りは……終わ……る……娘も……マヤも……元に……もど……」

　言いたい事は解った。

　言いたい事は、嫌というほど解った。

　だが、何な故ぜ俺なのだ。どうして俺じゃなければいけなかったんだ？

　そうだ……そもそも、どうして俺だけが『勇者』じゃないんだ？

　その疑問を見み透すかしたかのように、神主が俺に向かって言葉を搾しぼり出す。

「君、は、知らない、かも、しれない、が……君、に、この、島の、血は、流れて、いない。……君、は、海かい溝こうを調べる研究を、して、いた、大学生、の、カップル、が、産み落として、神社、の前、に、捨て、て、行った、子、で…………」




　神主の言葉はそこで途と切ぎれ、二度とその口が何かを紡つむぎだす事はなかった。




　……。

　そりゃないだろ。

　そりゃないだろうがよ。

　『君は実は本当の息子むすこではなかったのだ』なんてよ、それこそベタベタな『勇ゆう者しや像』じゃねえかよ！　なんで、なんでそこで俺にそんな……なんで……。俺は勇者なんかじゃ……ああ、勇者じゃないのか。そうだよな、逆だよな。俺が勇者の血を引いてたんじゃなくて……俺だけ、勇者の血を引いてなかったんだからな。

　俺は……『闇やみ』なのか……俺は、俺は──みんなの敵なのか？　俺はただ、マヤを……あれ……俺……マヤの親を……殺し……え？　そんな、待てよ。待てよ待てよ待てよ！




「と……とにかく……マヤのおばさんに教えないと……」

　何をどう伝えるべきか悩んでいて──俺はふと気が付いた。俺に襲おそい掛かってきた時、神かん主ぬしのナイフには既に血がついていた。

　もし、俺の家や街で起こっていた惨さん状じようが、ここでも起こっていたのだとすると……。

　動かなくなった神主を見て、俺は途と端たんに怖くなった。今までに感じたことの無い恐怖が、俺の全身を駆け巡った。

　どうしようもない吐き気が全身を襲おそい、両目からはボロボロと涙が溢あふれ落ちる。

　あぁああああぁぁぁぁぁあぁああぁぁあぁ

　絶ぜつ叫きようは、声には出せなかった。汚お物ぶつと涙が俺の喉のどを塞ふさぎ、俺は声を出すことも叶かなわない。

　いっその事、発狂してしまえば楽になったのかもしれない。

　だが、足を襲う激げき痛つうが俺を無む理り矢や理り現実に繫つなぎ止める。

　俺は、発狂する事すら許されなかった。




　痛い。

　熱を伴う痛みが、ズキズキと俺の神経を駆け巡る。

　ああ、夢じゃなかった。

　夢じゃなかったんだ。

　本物だ。この痛みは──紛まぎれも無く現実だ。




　俺は何に吐き気を催しているんだろう。

　どうしてこんなに涙を流しているんだろう。

　母の死が現実だったと受け入れざるを得なくなったからだろうか。それとも、俺が、この手でマヤの父親を殺したからだろうか。あるいは、マヤの母親が恐らく既に死んでいると確信してしまったからだろうか。

　解わからない。

　今の俺には──何も解らない。

　……。

　……いや。

　たった一つだけ、解る事はあった。

　ただの一般人で、予言の力など欠片かけらも無い。

　自称勇ゆう者しやのマヤは、俺について確かにそう言っていた。

　だけどよ、マヤ。

　俺にもできるぜ、予言。

　ああ、一つだけ、確実に予言できる。




　──この島は……もうお終しまいだ。







　……




　……マヤ。

　ツッコミを入れてくれよ。

『それは予言じゃなくて予想だよ、将しよう馬ま』

　……って、俺の間違いを指摘してくれよ。

　なあ、マヤ。

　俺達の街がメチャクチャになってるって時に……お前の家族や友達が死んだり苦しんだりしてるって時に……お前は一体、どこの平和を護まもりに行ったんだ？

　答えてくれよ、助けてくれよ。

　光の勇者様よお。

　ナームバージャ神とやらに仕える、光の神しん託たく戦士様よお！




「マヤ……」

　俺は床に腰を落とし、資料館のカウンターにもたれながら──さっきとは違う理由で、さめざめと泣いた。

　泣いてる自分が情なさけなくて、更さらに泣いた。




　街の方角には先せん刻こく以上に火の手があがっており、血や、何かが焦こげる匂においが風にのって神社にまで漂ってきていた。

　もう、戻らないのか。

　戻れないのか。

　俺はなんだ。

　俺は一体なんなんだ？

　考えても答えは出ずに、ただ、俺は島の中央で泣き続けた。

　ただ一人、もうこの島にはいない幼おさな馴な染じみの顔を思い浮かべながら────。
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２日後




埼玉県　所ところ沢ざわ市し　午後




「へえー。島民が全員行方ゆくえ不明だって。怖いなあ……何があったんだろうね？」

　昼過ぎに起きてきた男は、新聞の一面を見ながら不ふ思し議ぎそうな声で呟つぶやいた。

　眼鏡めがねをかけたその男は、誰にも憎まれないような、何者にも嫌われないような、そんな顔をしていた。

　『憎めない顔』というのを突き詰めればそうなるであろうという、一切の嫌いや味みの込められていない相そう貌ぼう。

　眼鏡以外には殆ほとんど造形的な特とく徴ちようの無い顔に浮かぶ表情には、不安とも恐怖とも、どこか他ひ人と事ごとであるとも受け取れる、なんとも薄うす味あじな色が浮かんでいる。

　新聞記事には、１日前から連絡の取れなくなった光ひかり島じまに救助隊が向かったところ──そこには島民の姿が無く、街のあらゆる場所に大おお勢ぜいの人間が争った形けい跡せきが見られたとの事だ。

　男がＴＶをつけてみると、一部の局を除いて皆一いち様ようにその事件を伝えており──大きな災害があった時のような様よう相そうを見せていた。

　だが、異常性という点では災害を上回っており、午後のワイドショー等では『現代のマリーセレスト号』等と称して不安を煽あおり立てている。

　テレビもまだ殆ほとんど情報が摑つかめていないようで、同じ内容と映像の繰り返しだ。男がインターネットで情報を調べようかと思ったその時──不意に、玄関のチャイムが鳴った。




「こんにちは。ええと……はじめまして」

　玄関の扉を開けると、そこには高校生ぐらいの少年が立っていて、手に何かの包みを持ったままペコリとお辞じ儀ぎをした。

「すいません、俺……いや、私は雑ざ魚こ島じま将しよう馬まといいます。今け朝さ、隣となりのアパートに引っ越して来たもので……」

　少年の言葉に、男は心しん中ちゆうでポンと手を打った。

　──そう言えばゆうべ、隣となりに建っているアパートの大おお家やさんが、急に入居者が決まったとか言ってたっけ。

「これ、引っ越し蕎そ麦ばです」

「あ、これは御ご丁てい寧ねいにどうも。ありがとうございます」

　差し出された包みを受け取りながら、男は新しい『御近所さん』に軽く自己紹介をした。

「私は針はり山やま真しん吉きちって言います。えーと、近所の町内会の役員をやってて……在宅デザイナーなんで、平日も家にいますから、何かあったらお気軽にどうぞ」

　社交辞じ令れいではなく、本当に『お気軽にどうぞ』という思いが込められた、無用心とすら取れる一言。

　それを聞いて、少年は安心したように言葉を返す。

「そうですか！　ありがとうございます！」

　必要以上にハキハキとした受け答えを聞いて、針山さんは何気なく少年に尋たずねかけた。

「君、うちの娘と同じぐらいに見えるけど……学生さん？」

「いいえ……」

　少年は少し寂しげに首を振ると、次の瞬間には、微笑ほほえみながら自信に満ち溢あふれた声をあげた。




「勇ゆう者しやと魔ま王おうを──兼けん業ぎようでやってます」
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　不ふ思し議ぎそうな顔をしていたが、どうやら俺の事を『頭のおかしい奴やつ』とは思わなかったらしい。のんき過ぎる気もするが、俺にとってはありがたいことだ。

　針山と名乗ったあの男は、一いつ戸こ建ての主にしては、想像以上に若い人だった。とても俺と同じぐらいの子供がいるとは思えない。

　しかし、今は隣の人よりも俺自身の今後を考えるべきだろう。




　あの後、島を脱出した俺は──そのまま真っ直ぐにこの『所ところ沢ざわ』という土地に辿たどり着いた。

　埼玉県の西部にある街で、西武ライオンズの本ほん拠きよ地ちとして有名なところだ。

　決して、何のあても無く来たわけではない。

　感じたんだ。

　何か、異い質しつな気配を。

　島を出て気が付いたが、あの島から、何か独特の気配を感じる。島の人間からも、同じような気配を感じるんだ。

　そして、この街に……俺が故こ郷きようの島に感じ続けたのと同じ──この世界ではない、何か、別の世界から現れたようなものの気配を。

　ただ、光ひかり島じまと全く同じ気配ではない。もしかしたら、召しよう喚かんされたあの島がいた世界とは、更さらに別の世界から来た存在なのかもしれない。凄すごく良く似ている『気配』だ。

　他に手がかりが無い以上仕方が無い。俺は暫しばらくここに留まる事にする。




　ああ、少しずつだが──『島』の気配も感じ始めた。

　懐なつかしい気配だ。島の皆だ。

　『光の勇ゆう者しや』の気配だ。

　まだとてもとても遠くにいるけれど──少しずつ少しずつ、こちらに近づいているように感じる。どうやら、気配を感じる力は俺の方が遥かに上のようだ。

　ああ、戦いを避けるのならば、ずっとずっと世界を転々としながら逃げ回った方がいいのかもしれない。

　だけど俺は、この街に留まる事にした。

　俺の居い場所を教えてやるんだ。

　勇者達が、島のみんなが、俺を殺しに来るように。

　いつか、いつの日か──マヤが、俺のことを殺しにくるように──

　そうすれば、会えるから。

　もう一度、マヤに会えるから。

　そしたら、俺は告白するんだ。俺を殺そうと、ナームバージャの聖なる剣で俺の胸を突き刺しにきたあいつを……抱きしめてやるんだ。

　ギュッと、ギュッと抱きしめてやる。

　それで、好きだと叫んでやるんだ。

　何度でも。何度でも。

　たとえその瞬間、マヤの剣が俺の心臓を貫つらぬいていようとも。

　邪じや魔まはさせない。マヤ以外の勇者を何人殺してでも──俺は、マヤを待ち続ける。

『勇者』を始し末まつする事に罪ざい悪あく感は無い。

　もう、この手は血に染まっているのだから。

　あれから島を脱出するまでに、既に十人前後は殺したと思う。中には、見覚えのある顔もあった。

　だけど、俺だって必死だったんだ。もしもあの状況をビデオで映してたら、裁判官はきっと俺の正当防ぼう衛えいを認めてくれるだろう。そのぐらい危ない状況だった。

　ただ……勇者を殺すたびに、俺の身体からだから溢あふれる『気配』が濃くなっている気がする。まるで、殺した勇ゆう者しやから魂たましいを吸い取っているかのように……。だからと言って、決して力が溢あふれてきたりはしないのだが。

「俺は──闇やみの勇者ってわけか。いや、それとも魔ま王おうかな」

　俺は空を眺ながめながら、懐ふところからマヤが残した手紙を取り出した。何度も何度も読み返した為ために、既にクシャクシャになってしまっている。




　二枚目の便びん箋せんには、次のような事が書かれていた。





『私はもうすぐ、この島からいなくなるんだと思う。本当にそんなのがあるのか解わからないけど、闇を祓はらわなきゃいけないの。解りやすく言うと、魔王みたいな存在を倒さなきゃいけないらしいの。

　本当にそんな存在がいるのか解らない、もしかしたら、一生戻ってこられないかもしれない。

　ううん。御ご免めん。戻ってくる。

　絶対戻もどってくるよ。

　だから、お願いがあるの。

　私は世界の平和を護まもるから──将しよう馬まは、島の人達を護って欲しいの。特に、私がいなくなった後、父とうさんと母かあさんを慰なぐさめて欲しい、護ってあげて欲しい。

　ごめん。こんなこと頼むのはあつかましいとは思うけど──もしも無事に戻れたら、この埋め合わせはするから、きっとするから！

　だからその時──聞かせて欲しいな。

　将馬が、私の事をどう思ってるのか────』






　手紙はそこで終わっていた。

　この部分を読んだのは──俺が島を脱出した後だ。

　……マヤの父親を、俺がこの手で殺した後の事だ。




　俺は結局、マヤからもらった手紙に返事を書いていない。何しろマヤの住所も解らないのだから仕方が無い。

　そう、彼女は今も日本を、世界を飛び回っているのだろう。自分が打ち滅ぼすべき『闇の権ごん化げ』を探して。

　つまり──俺の事を探して。

　どうしようもない寂しさに包まれた俺は、その思いを誤ご魔ま化かす為ために、手紙を書く事にした。

　心の中で、これから現れるであろう『光の勇者』達に向けて、ただひたすらに書き続けた。

　ペンも紙も持たず、ただ、自分の心に刻みつける。

　今の俺の思いを、心の傷として刻み続ける。







　──拝はい啓けい、光の勇ゆう者しや様。

　俺は、これから貴方あなたを殺します。

　貴方達を、殺します。

　もう、何度でも殺します。

　それが、俺の望みだから。

　でも、あれだ。

　別に大丈夫だろう？

　光の勇者様は、何回死んだところで、教会や寺院や王様や神様が生き返らせてくれるんだからな。

　だから、俺も安心して殺す事ができるんだ。

　俺は闇やみの勇者。そして魔ま王おうでもある。

　だからきっと、俺は一度死んだら生き返れないのだろう。

　だから、もっともっとレベルを上げなきゃな。




　クエストを。

　どうか俺にもっと、クエストを────




　俺は正常だ。

　あの島の中で、俺だけが正常だった。

　だからきっと、これからも俺は常に……。

　正気さ！

　狂ってなんかいない！

　俺はただ、マヤを愛しているだけなんだから。

　人を愛しているだけなんだ。

　だから俺は正気なんだ。

　なあ、そうだろ、マヤ。

　そうだろ、光の勇者様？




　俺は正常だ。

　俺は、きっと正常だ。




　クエストを。

　どうか俺にもっと、クエストを────





『拝はい啓けい、光の勇ゆう者しや様』──完
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　──ねえねえ、ムー。

「なんだい？　ルル」

　──こんな都市伝説……知ってる？

「どんな？」

　──あのね……路ろ地じ裏うらの魔ま王おう……って話なんだけどさ……








　ある時、路地裏でたむろしていた不良達たちが、一人の少年に絡みかかった。

　軽く脅おどして小こ銭ぜにを稼ごうとした不良達に対し、少年は静かに問いかける。

「貴方あなた達は、勇ゆう者しやですか？」

　頭がおかしい奴やつなのか？　不良達が互いに顔を見合わせていると──どうみても路地裏には似に合あわないサラリーマンが、『勇者は私だ、その罪なき民衆達を放せ、悪あく魔まめ！』と叫び声を浴びせてきた。

　自分達が悪魔と言われたのかと思ったが──不良達は即そく座ざにそれが間違いであると気付く。

　サラリーマンの手には、キャンプで使用するような大型のナイフが握られており──その切きっ先さきは、まっすぐ少年の方に向けられていたからだ。

　不良達たちは不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きに気け圧おされ、そのまま路ろ地じ裏うらから逃げ出したのだが──

　直後、路地裏から悲鳴が聞こえた。

　だが、それは少年の声ではなく、あのサラリーマンの悲鳴だと彼らは気付く。

　そして、恐る恐る路地に戻ると──そこには既に誰の姿も無く、後にはサラリーマンが握っていたナイフと……地面に広がる大量の血けつ痕こんだけが残されているだけだった。

　異常な光景に思わず身を強こわばらせた不良達。

　その背中に、感情の消え去った声がヒヤリとのしかかる。

「貴方あなた達は……勇ゆう者しやですか？」




　噂うわさによると、サラリーマンはオンラインゲームのやり過ぎで現実とゲームの区別が完全につかなくなった『廃はい人じん』なのだという。一方、そうした自称『勇者』である彼らを殺す少年は、同じくオンライゲームの中で、他の勇者を狩り続けたＰプレイヤＫキラーと呼ばれるプレイヤーが、同じように『廃人』と化した姿であり──勇者達に『魔ま王おう』と呼ばれて恐れられているのだと。

　殺し合いは延々と続けられる。

　勇者は魔王を倒すまで、延々と延々と。

　魔王は──現実の耳にレベルアップの音が響ひびくまで、延々と延々と──









　──それでね、ムー。この都市伝説って、決定的に他のやつと違うところがあるんだよ？

「……なにが違うの？」

　──この都市伝説が流は行やってるのって……この街だけ……所ところ沢ざわだけなんだよ？　ネットとかで調べたんだけど……この話はまだ全然伝わってないの。どこの都市伝説サイトにも載ってないんだよ。

「……でも、この街では噂になってる」

　──そう。だから……この都市伝説は、生まれたばかりなんだよ。




　──もしかしたら……この都市伝説は、本当にこの町で……今も──────










阿あ弥み陀だ組ぐみ管理倉庫




「本当に、この倉庫でいいんだな」

「……はい、間違いありません」

　どこか焦しよう燥そう気味の男の言葉に、傍かたわらにいた若い女が即そく答とうする。

　すっかり夜もふけた所ところ沢ざわの郊外。

　電でん飾しよくの明かりと人の喧けん噪そうに包まれた市街地とは違い、外がい灯とうすらまばらな道沿いは、闇やみと静せい寂じやくが圧倒的な勢力で周辺の空気を支配していた。

　その闇の中で、一人の男を中心として、数人の人ひと影かげが一つの建物の前に並び立つ。

　中央の男を除けば全員女性で、皆みな一様に日本人離れした顔をしている。ではどこの国の人間かと問われれば、それすらもおぼつかない顔つきで、国こく籍せき不明といった表現が一番しっくりくる顔つきだった。

「くそ……何な故ぜ我々がこのような盗とう賊ぞく紛まがいの真ま似ねをこそこそと！　真の罪人は……いや、人ですらない小こ娘むすめはのうのうと日々を暮らしているというのに！」

「落ち着いてください」

　だが、彼らの交わす言葉は間違い無く日本語であり、忌いま々いましげな感情と共に語られる言葉はどう聞いても日本人の物としか思えなかった。

　部下と思おぼしき女性達になだめられ、男はなんとか落ち着きを取り戻す。だが、相変わらず不ふ機き嫌げんな顔を隠かくそうともせずに言葉を吐き出した。

「この国では戸こ籍せきすらない我々は、生き延びる為ために非合法なパブなどで働くハメになったというのに……！　あんなチンピラの若わか造ぞうどもにこき使われる形でな！」

「……働いているのは私達だけですが」

　冷静に指摘する女の言葉を黙もく殺さつし、男は静かに倉庫の方へと向き直る。

「……とにかく、ここにあるのは確かなんだな？」

「いいえ、確定はできません。ですが、あの与よ太た者もの達は自分達の扱う重要な物資を、すべてこの倉庫に隠しているらしいという事は確認済みです。……あれからも阿弥陀組周しゆう囲いの廃はい棄き物ぶつ収集場を交代で監かん視ししていましたが、あれが捨てられる事はありませんでした。焼しよう却きやく不可能な物質ですから、燃やされて処分されているという心配もありません」

「そうか……。何にせよ、我々は何としてもあの『杖つえ』を取り返さねばならん。真っ二つに斬きられたとはいえ、魔ま力りよくの触しよく媒ばいとしての効果は失われていない筈はずだからな」

　魔力。

　唐とう突とつに現実離れした単語を用いた男は、更さらに浮き世の土から足を踏み外す言葉を口走る。

　文脈は普通だったのだが、ある一語だけが──この地上の何ど処こにも存在しない言語で紡つむがれたのだ。




「我々の故こ郷きようである……∮……Б￡‡＊……に帰る為ためには、あの杖つえが必要不ふ可か欠けつなのだからな」





○★♪☆●






　そんな妙みような集団を遠とお目めに監かん視ししながら、一人の青年が携帯電話を手に取った。

　まだ少年の雰ふん囲い気きも残る顔で、ギンギンに染め上げた髪をニット帽ぼうで包み込んでいる。傍かたわらの塀へいにスケートボードを立てかけており、何を考えているのか解わからない笑みをニヤニヤと浮かべながら口を開く。

「課長ー。課長ー。あいつら、阿あ弥み陀だ組ぐみの関係者が管理してる倉庫に入ってったっすよ」

　しばしの沈ちん黙もくが流れ──携帯電話の奥から、低く重い声が響ひびき渡る。

『……そうか。怪しい連れん中ちゆうだとは思っていたが、阿弥陀組の関係者だったとはな。……前に事務所を吹っ飛ばしたガキと雰囲気が似ていたから、もしやとは思っていたが……』

「ねぇ。国こく籍せき不明だってのを拾ってやったと思ったら、阿弥陀組の、あー、なんつーんすか？　スパイ？　スパイっすか？　今いま時どきそんな言い方すんですかね？　ともかくそれだったわけだ。……でも課長。変なガキが窓から飛び込んできて爆ばく弾だんで事務所吹っ飛ばされたって、あれってマジでマジなんすかぁ？　ガスの不ふ始し末まつとか誤ご魔ま化かしてるんじゃないでしょうね？」

　ケラケラと笑いながら話す若者に、上じよう司しと思おぼしき男は電話越ごしに言葉を返す。

『貴き様さまの腕が良くなければ、今の発言で多た摩ま湖こに沈めてるところだぞ。……とにかく、真ま面じ目めにやれ。いいか、その倉庫から出てきたら直ぐに攫さらってこい』

「了りよう解かいしやしたー……っと」

　不ふ真面目極まりない態度のままで電話を切ると、スケボー男はニヤニヤと笑いながら背後を振り返った。

「じゃ、仕事だ。殺しじゃあねえけど、あいつらが何を吐くかによっちゃ、また楽しめるってわけだ」

　背後には路ろ地じに隠かくれるように、数人の若者達が立ち並んでいる。その内の一人は、電話をしていた青年と同じようにスケートボードを手にしており、反対側の手では柄えの長い折りたたみ式のナイフを弄もてあそんでいる。

　ナイフの少年は首をコキリと鳴らすと、少しだけ不ふ機き嫌げんそうな声で呟つぶやいた。

「こないだは、あの銀ぎん島じまって奴やつを殺やり損ねたからねぇ」

「あー。あれは俺の責任だよ。悪わりぃ悪ぃ」

　ナイフ少年よりも少しばかり年上と思しき電話青年は、懐ふところから黒い塊かたまりを取り出し、笑いながら反省の言葉を口にする。

「ちゃんと……頭を撃うち抜いておくべきだったな」





○★♪☆●






「この倉庫になければ、後はあの屋や敷しきしか選択肢しが無くなるわけか……」

「そうなる事だけは避けたい物ですが……」

　不安げに話しながら倉庫に侵入したのは、『魔ま法ほうの国』の法ほう務む官かんとその部下の女性陣じん。




　彼らは阿あ弥み陀だ組ぐみでの騒そう動どうの後、魔法を使う為ための触しよく媒ばいである杖つえを失った為に、魔法はおろか、自分達の世界へと帰ることすらできなくなってしまっていた。自分達が戻らなければ他の役人達が異常に気付くだろうが、こちらが魔ま力りよくを使わなければ向こうも位置を特定する事ができないだろう。当時、８９３号の魔力を感かん知ちして慌あわてて飛び出してきた為に──『日本』という国名は書類に残してきたものの、正確な位置座ざ標ひようは向こうの世界に残っていない筈はずだ。

　普通に考えれば、役所の人間としてはありえないミスだ。しかし、犯罪すらろくに起こらずに、殆ほとんどの問題を魔法で片付けて来た彼らにとっては、そうした緊きん張ちよう感かんがゆるんでいたとしても仕方のない事かもしれない。

　結局、国こく籍せき不明である彼らは街のキャッチに引っかかって、そのまま街の外国人パブで働く事となったのだが──

　それから耐えること数週間。

　彼らは地じ道みちに集めた阿弥陀組に関する情報を元に、ついにこの倉庫に忍び込んだのだ。




「……あ……ありました！」

　電気をつけるわけにはいかないので、懐かい中ちゆう電灯を持って倉庫を漁あさること数分。

　僅わずかそれだけの時間で、女の一人が自分でも驚いたというような声を張り上げる。

「なにッ!?」

　意い外がいと複雑に広がった倉庫の中で、こんなにも早く見つかるとは思わなかったのだろう。

　黒いスーツを羽は織おった『法務官』は、驚きと喜びが複雑に入り交じった声をあげる。

　慌ててそちらに駆け寄ると、刑けい務む官かんの女が、棚の上に無む造ぞう作さに置いてあった麻あさ袋ぶくろを引きずり下ろす。

　法務官が麻袋の中を懐中電灯で照らすと、その中には確かに自分達が使っていた『杖つえ』が、真っ二つになった状態のままで納められていた。

「おお……よし、どうだ？　魔力は増ぞう幅ふくできそうか？」

　法務官の言葉に、刑務官の女は暫しばらく『杖』を持って何か意識を集中していたが────

[image: ]

「ダメです……この状態では、いつもの半分も増幅できませんから、時じ空くう転てん移いは不可能です。ですが、長い時間をかければ、この杖つえ自体を修しゆう復ふくできる可能性もあります」

　部下の淡たん々たんとした報告に法ほう務む官かんは僅わずかな落らく胆たんを見せる。だが、首を左右に振ると前向きな方向で事態を進める事にした。

「……そうか。だが、まずはこれで良しとしよう。修復できる可能性があるだけで儲もうけ物だ。さて……ものはついでだ、何か犯罪の証しよう拠こになるような物はないか？　何かあればそれを警察に通報してあの男と８９３号に一いつ矢しを報いるとしよう」

　しばらく人間界かいで慣れない暮らしをしたせいか、随ずい分ぶんとみみっちい復ふく讐しゆうを思いつく。

「まだこちらの国の法律はよく解わからんが、過か剰じような武器か麻ま薬やくの類たぐいでも出てくれば恐らくは大丈夫だろう……」

　そんな事を考えて周囲を見渡すと、別の棚の上に一本の斧おのが置かれているのに気が付いた。

「斧か……流石さすがにこれでは凶きよう器きとは見られんだろうな」

　刃やいば自体は小ぶりだが、柄えが長めに造られた斧を見て、




　倉庫の他の場所を探している刑務官の女達を召しよう集しゆうしようと口を開いたのだが──

　次の瞬間、男の呼び声よりも先に、鋭い悲鳴が倉庫の中に木霊こだまする。

「ヒィァァァァァァァッ！」

「……ど、どうした!?」

　法ほう務む官かんや他の刑けい務む官かん達は、慌あわてて悲鳴のあがった方向に駆け寄った。

　複雑に棚が配置された倉庫の最さい奥おう部。

　棚の後ろに隠かくされるように配置されたドアが開かれ、その前で一人の刑務官が腰を抜かしてへたり込んでいた。

「何事だ……？」

　駆けつけた法務官の声に、刑務官は口をガクガクと震わせながら、目め線せんをドアの奥から動かさずに言葉を絞しぼり出す。

「あ、あの、棚の後ろに……隠し扉を、見つけまして！　そ、それで、もしかしてここにと思ってドアを開けたら────！」

「……？」

　報告の内容を最後まで聞くことなく、法務官は手にした懐かい中ちゆう電灯を扉の奥へと差し向けた。

「……うッ!?」

　そこで彼が見た物は────




　全身にありとあらゆる苦痛を刻みつけられたというような、椅い子すに縛しばり付けられた一人の人間の姿だった。

「だ、誰だ、これは……？」

「わ、解わかりません！」

　男か女か即そく座ざに判断できないほどに全身が傷つけられていたが、身体からだつきからようやく男だという事が判別できる。

　何より異常だったのは、体中に太い鎖くさりが巻かれ、部屋の中を走る水道管と思おぼしきパイプや棚、あるいは床に打ち込まれた杭くいに縛り付けられていたという事だ。

　後頭部から背中にかけて大きな火傷やけどの痕あとがあり、肩や足には大きな刃は物もの傷きずが残されている。包ほう帯たいで無む理り矢や理り血を止められたような感じで、傷の周囲は壊え疽そを起こし始めている状態だ。

　他にも、何かの拷ごう問もんによるものと思しき傷が体中に刻みつけられており、暗がりの中ではまるでゾンビであるかと勘かん違ちがいするかのような状態だった。

「と……とにかく、この国では殺人は重罪の筈はずだ。思ったよりも大きな犯罪の証しよう拠こが出てきたな……」

　以前に言葉責めの為ために８９３号に対して『阿あ弥み陀だ組ぐみの面めん々めんを焼き殺す』と言った事のある法務官達だったが、異なる世界の存在とはいえ、実際に殺人を行う程ほどの度ど胸きようも覚かく悟ごも理由も無い。カマキリや魔ま法ほうで生み出された少女にはいくらでも残ざん酷こくになれるのに、人間相あい手てではどうしても一歩引いてしまう。それが彼の性格だった。

　あくまでも魔法の国の『法の側』にいる彼らにとって、実際に目の前にこうした存在を突きつけられ、多少どころではなく動どう揺ようしてしまったようだ。

　そして、その状況に追い打ちをかけるように────

「グ……グ、ガ、ググ、ァ」

　死体だとばかり思われた男の喉のどから、呻うめき声がかすかに絞しぼり出された。

「!?」

「ほ、法ほう務む官かん殿！　い、い、生きていますよ!?」

　異常事じ態たいの連続ながらも、法務官は目の前の物が死体ではなかった事に驚きながらも、心の底では安あん堵ども覚える。

　──阿あ弥み陀だ組ぐみに攫さらわれた債さい務む者しやか何かだろうか？　それとも、彼らの中に潜せん入にゆうしていた捜そう査さ官か、あるいは阿弥陀組と敵対する他の組織の人間だろうか。

　ともあれ、阿弥陀組の敵ならば、ここで治ち癒ゆしてやれば何かの役に立つかもしれないし、情報を引き出せるかもしれない。

　法務官はそう考え、部下の刑けい務む官かん達に麻あさ袋ぶくろを差し出し、命じる。




「丁ちよう度どいい……とりあえずこの斬きられた杖つえでどこまで魔ま力りよくが増ぞう幅ふくできるか。この男に治癒魔ま法ほうをかけてみろ。……四人で一本ずつ杖の片割れを持って、魔力を重ねてみよう。そうすれば元の杖の一本分ぐらいの魔力は出せるかもしれん」




　だが……彼らは考えもしなかった。

　目の前の男が、阿弥陀組や８９３号以上に危険な存在であるという可能性を。

　彼らにとって阿弥陀組は法を破る悪であり、その彼らの敵ならば治癒して解かい放ほうした方が得だろうと考えてしまったのは、やはり犯罪自体が少ない『魔法の国』の役人ならではの発想だったのだろうか。

　ともあれ、刑務官達たちの手によって、鎖くさりに縛しばられたままの男は、現在の医学では再起不能ではないかと思われる身体からだを、この世ならざる原理によって治癒される事となった。

　そして──────




　男は静かに目を覚ます。

　かつてこの街を恐怖に陥おとしいれた、一人の殺人鬼きが目を覚ます。

　阿弥陀組の制せい裁さいによる痛みと恐怖により、今まで以上の狂気を伴って。

　歪いびつな魔力の重ねがけによって、異常なほど強きよう靱じんに治癒された肉体を伴って────





○★♪☆●






「いいか、扉が開いたら一気に押さえ込め。女が四人に男が一人。楽勝だろ？」

　倉庫の入口で、ヘラヘラと笑いながら周囲の若者達に指示を出す拳けん銃じゆう青年。

　ナイフの少年は無表情のままでナイフを回し続けるが、その他の若者達は無む駄だのない動きで入口をはさみ、息を殺して内部の様よう子すに聞き耳をたてている。

　若者達は一いつ見けん普通の格かつ好こうをしていたが、明らかに堅かた気ぎの人間とは一線を画した雰ふん囲い気きを身に纏まとい、人の一人や二人殺しているといったような目を光らせていた。

　だからこそ、なんの容よう赦しやも躊躇ためらいも無く今回も仕事をこなすだろう。結果的に死ぬ事にはなるだろうが、直接殺すという命令ではない、ただ人を五人ばかり攫さらってこいという命令に、彼らが罪ざい悪あく感かんを覚える事はないだろう。

　拳銃青年はそんな手て下した達の姿を見ながら、この仕事は簡単に終わるだろうと確信した。

　だが──その瞬間、彼の確信は一つの轟ごう音おんと共に搔かき消される。




　がああぁぁぁぁおぉぉぉぁおおあおあおおあぁおああおおあぁぁぁおあぁおあおあぁあおあおあおあぁおあおああおあああぉぉぁおおあおあおおあぁおああおおあぁぁぁおあぁおあおあぁあおあおあおあぁおあおああおあああぉぉぁおおあおあおおあぁおああおおあぁぁぁおあぁおあおあぁあおあおあおあぁおあおああおあああ────────────




　何かのサイレンか何かと錯さつ覚かくしたが、それは紛まぎれもなく、人間の『声』だった。

　怒りとも悲しみとも悲鳴ともつかない絶ぜつ叫きよう。

　なんの感情も無く、ただ単に声の限界を三段階ぐらい踏み越えたところまで絞しぼり出したというような、異常としか感じられない絶叫が倉庫の中から響ひびき渡ったのだ。

「なんだぁ!?」

　絶叫は途と切ぎれ途切れになりながらも入口であるこちらへと近づいて来て、あと数メートルといった距離にまで近づいた時点で完全に途切れ、刹せつ那な的な沈ちん黙もくが彼らの周囲を包み込んだ。

　油ゆ断だんできる状況ではなくなった。

　青年は懐ふところから拳銃を取り出し、いつでも入口に弾だん丸がんを叩たたき込めるように息を整える。

　ナイフ少年も手で弄もてあそんでいたナイフを軽く握りこみ、集団から一歩離れた場所で様よう子すを窺うかがうように足を止めた。

　だが、やる事は変わらない。入口から出てきた人間をどんな手を使ってでも取り押さえるだけだ。若者達は緊きん張ちようの増した空間で息を吞みながらも、倉庫の唯ゆい一いつの出入口である扉に全ての神経を集中させる。

　そして──そんな彼らを嘲あざ笑わらうかのように、『彼』は外へと飛び出した。

　扉ではなく──その横の壁を、倉庫の内側から破は砕さいして。




「!?」




　若者達が体勢を整える前に、中から飛び出してきた『彼』は腕を大きく振るう。

　次の瞬間、赤い液体が倉庫の壁に飛び散り、赤い水玉模も様ようを広々と描き込んだ。

「ぎゃああぁッ!?」

　悲鳴をあげたのは入口を取り囲んでいた若者の一人で、袖そでがまくり上げられた腕から派は手でに血を噴ふん出しゆつさせていた。

　『彼』は返り血に怯ひるむことなく、寧むしろ血を見てエンジンがかかったように、更さらなる速度で腕を振るう。

　それと同時に別の若者から悲鳴があがり、新しい水玉模様が倉庫の壁に上書きされる。

　状況を離れた場所から見ていた拳けん銃じゆうとナイフの若者は、倉庫から飛び出してきた男の外見を冷静に把握する事ができていた。

　ボロボロの服を身に纏まとったその男は、体格はそこまで大おお柄がらというわけではなかった。闇やみ夜よの中で激しく動き回っている為ために顔はよく解わからなかったが、男が手に持っている物は理解できた。

　ホームセンターで売っているような、一本の柄えの長い斧おの。力のあるものならば片手でも扱えるであろうアウトドア用品を、目の前の怪人が凶きよう器きとして自分達に対して振り回している。

　何な故ぜ倉庫の中からこのような存在が出てきたのかは解らない。

　明らかに中に入っていった面めん々めんとは別人であり、それまでに倉庫が使用されていた様よう子すも見受けられない。

　確実なのは、恐らく先刻の絶ぜつ叫きようはこの男であろうという事。

　そして、このままではパニックを起こした手て下した達が全ぜん滅めつするであろうという事だ。

　拳銃青年とナイフ少年は同時にそう判断し、即そく座ざに自分達の仕事をする為に動きだす。

　少年は離れた場所から斧男の側そばまで歩み寄ると、一瞬の隙すきを縫ぬうように、振り上げられた腕の間から男の脇わき腹ばらにナイフを抉えぐり込んだ。

　斧男の動きが一瞬止とまり、その隙を逃す事無く──離れた場所から、青年が拳銃を立て続けに撃うち放つ。

　消音器をつける時間も余よ裕ゆうも無く、激しい弾だん丸がんの破裂音が夜の空に響ひびき渡った。

　弾丸は斧男の背中へと数発叩たたき込まれ、赤い穴が穿うがたれる度に、斧を振り上げたままの身体からだが鈍く振動する。




　おおぉぉぉぉおぁぁぁぁおぉぉぉぁおおあおあおおあぁおああおおあぁぁぁおあぁおあおあぁあおあおあおあぁおあおああおあああぉぉぁおおおあぁぁぁおあぁおあおあぁあおあおあおあぁおあおああおあああぉぉおおぉぉおおぉぉぉぉおお────────────




　それでも男は倒れる事なく、先刻と同じような絶叫をあげたかと思うと────

　顔を確認するように拳けん銃じゆう青年とナイフ少年を睨にらみ付けたかと思うと、そのまま物もの凄すごい勢いで夜の道へと消えていった。

　それは、人間の限界を超えたような速さだった。

　先せん刻こく壁を突き破った事といい、拳銃青年はその男の運動能力に度ど肝ぎもを抜かれ、追いかける事すら忘れてしまった。

　ナイフ少年は斧おので斬きりつけられた若者達の状態を確認したが、どうやら即そく死ししている者はいないようで、救きゆう急きゆう車しやを呼ぶべきか、あるいは自分達で処理するべきかを問うために、拳銃青年の方に目を向けたのだが──

　拳銃青年は拳銃をクルクルと回しながら、先刻以上に口元を歪ゆがませ──嗤わらう。

「面白いじゃん？」

「……兄あに貴き？」

　実の兄弟なのか、それとも敬けい称しようのような物なのか──ともあれ、自分の事を兄貴と呼んだナイフ少年に対し、拳銃青年は実に楽しそうな笑みを浮かべてみせた。

「いいか？　俺らはただ、ここを歩いてただけだ。なのに、阿あ弥み陀だ組ぐみの倉庫から出てきた阿弥陀組の奴やつが──突とつ然ぜん斧を持って俺の仲間を斬り捨てて逃げたわけだ。俺達は何もしないのに」

　青年の言いたいことが解わかったのか、少年は理解したというように口を噤つぐむと、手に持ったナイフを再びクルリと回し始める。




「課長や社長に対する口こう実じつができた。これで堂々と──阿弥陀組に……銀ぎん島じまに『報ほう復ふく』できるだろよ？　……組の人間を、好きなだけ使えるってこった。ま、あの斧男は……とりあえずほっとこうぜ」





○★♪☆●






所ところ沢ざわ市し　某ぼう路ろ地じ裏うら




　──気配がする。

　──近い、近い、とても近い。

　──もうすぐ、もうすぐなんですね。

　──ナームバージャ神様。




　──島を出た後……ニュースで見ました。

　──光ひかり島じまが、光島があんな事になるなんて……。

　──誰もいなくなったって言っていますけど、攫さらわれただけですよね？

　──そうなんですね？　ナームバージャ神様。

　──レトムージュの魔ま物ものが、この街に居るんですね。

　──この夜に、出会うんですね。私と──世界に根付いた闇やみの種しゆ子しが。

　──どうか、どうか力をください。

　──私に世界を……島のみんなを、父とうさんと母かあさんを救う力をください。

　──いえ、たった一人だけでも……。

　──将しよう馬まだけでも、助けられる力を……私にください。

　──……自分が凄すごく卑いやしいことを考えているのは解わかっています。世界の平和より、たった一人の無事を願うなんて……。だけど……だけど！　ああ、たった一つ、このたった一つの我わが儘ままだけは許してください。ナームバージャ神様。




　自じ問もん自答を繰り返しながら、少女──磯いそ島じまマヤは闇の中を走っていた。

　しかし、その自問自答は彼女の中ではれっきとした『ナームバージャ神』との『会話』である。もっとも、端はたから見ればその神の名は『ナームバージャ』ではなく『電波』と呼ばれる類たぐいの物なのだが。

　最初にその『神の声』を聞いたのは、彼女が自分の心に起きた異常に気付き始め、幼おさな馴な染じみである少年……片想いの相手である将馬に手紙を書いた夜の事だった。

　その『神の声』を聞いた瞬間、彼女は文字通り『覚かく醒せい』した。

　今までの自分が全て夢だったとでも言うかの如ごとく、疑問混まじりだった『世界を救わなくては』という使命感が、まるで生まれる前から確定された運命として彼女の心に刻み込まれた。

　ありもしなかった、前世の記き憶おくと共に。

　そして今、あの時と同じように、頭の中に神の声が鳴り響ひびく。

［過去から前ぜん途とに至る全ての時代において、人と光を惑まどわす闇を生みいだししレトムージュの魔ま、汝なんじの光の刃やいばを持って斬きり清めよ］

　妙みように解りにくい言い回しの神しん託たくだったが、マヤには自分が何をすべきか完全に解っている。

　闇の気配は直ぐそこだ。

　自分のすべての力をもって、この路ろ地じの先にいる魔を打ち払うのだ。

　──例え、私の命に代えても。

　決意するのとほぼ同時に、闇の気配の位置が特定できた。一つ先の角を曲がった、人ひと気けの無い路地だ。左右の建物は工場か何かだろうか。自分以外に人が出歩いている様よう子すは窺うかがえない。

　──将馬を……将馬を助けなきゃ…………

　神の声が響いて『前世の記憶』が蘇よみがえるにつれ、マヤは次第に島での思い出や自分が経験した本当の思い出が記憶の隅すみに追いやられていった。

　それでも、幼い頃から仲の良かった少年の顔だけは今でもはっきりと思い浮かぶ。

　野の良ら犬に襲おそわれた時、身体からだをはって自分の事を助けてくれた少年。

　世界を救う勇ゆう者しやとなったマヤ。世界にとっての勇者が彼女ならば、彼女にとっての勇者こそが将しよう馬まという存在だったのだろう。




　──将馬……お願い、私に力を────




　想い人の顔を思い浮かべながら角を曲がると──そこには、『罰』が待っていた。

　ナームバージャの神は、自分という『神』以外の存在に力を求めた彼女に一つの天てん罰ばつを与える事となる。意図してか、それとも単なる偶然かは誰にも解わからぬまま。




　彼女が曲がり角の先、外がい灯とうに照らされた路地で見た物は────





○★♪☆●






　外灯の下で、血ち飛沫しぶきが舞い上がる。

　街の中心部から数キロ離れた、林と住宅街の狭はざ間まにあるような路地裏うらで──雑ざ魚こ島じま将馬は、手にした鉄パイプで一人の男の頭を叩たたき割っていた。

　一いち撃げき目めは丁ちよう度ど相手の目の上に直ちよく撃げきし、その身体からだを仰のけ反ぞらせながら半回転したところを、こちらに向いた後頭部へと次なる一撃を喰らわせる。

　後は簡単だった。地面に倒れたところを、鉄パイプの先せん端たん、角になっている部分を相手のこめかみに打ち付ける。手で頭を覆おおう暇ひまも、うつぶせにする暇も与えない。もっとも、最初の一撃で既に脳のう震しん盪とうを起こしかけていたようで、『勇者』はもはや身動きしない。

　それでも尚なお、将馬は鉄パイプを振り下ろす。




　何度も　　　何度も　　　何度も　　　何度も　　何度も　何度も　何度も何度も何度も




　リズミカルな調子で振り下ろされる鉄パイプ。ガツリという乾いた音が響ひびく度に、錆さびかけた銀色に赤い液体がまとわりつき、次第にそれは鉄パイプとは異い質しつな物へと成り果てていった。

　やがてガツリという音がグシャリという表現に変わるようになり、仰あお向むけに倒れた『勇者』の胸の上下が完全に止まる。

　相手が完全に息いき絶たえた事を確認すると、将馬は鉄パイプを力なく地面に垂らした。

　外灯の下で返り血を浴びながら、将馬は静かにその死体を見下ろし、考える。

　この死体を、如い何かにして隠かくすべきかを。

　──朝まで隠す必要は無い。

　少年は淡たん々たんとした目で肉にく塊かいを見下ろしながら、いつもと同じ事を頭に思い浮かべる。

　──一晩だけ見つからなければ、それでいい。

　一見奇き妙みような事を考えつつ、彼は死体を側そばの林にでも運び込もうとして手を伸ばす。

　その瞬間、将しよう馬まは自分の背後に足音を聞く。

　少し離れた位置だが、足音が止まるのと同時に、激しい息づかいが聞こえてくる。恐らくは走ってここまで来て、角を曲がってきた瞬間に足を止めたというところであろう。

　──誰だ？　一般人？　いや、この時間にここをジョギングしてる奴やつなんていない筈はずだ。

　後ろを振り向かぬまま、相手の正体を探り見る。

　普段ならば光ひかり島じまの『気配』を感じる事ができるが、今は足下の死体から漂う光島の残り香で正常な判断ができなくなっている。

　もしも一般人であれば、このまま顔を見せずにダッシュで逃げるべきだろう。だが、仮に相手が新あら手ての『勇ゆう者しや』であるならば──確実に、この場で始し末まつしておかねばならない。

　相手の反応で判断するしかないと思った瞬間、待つ必要もない速さでその闖ちん入にゆう者しやは声をあげた。高らかに高らかに、勇者としての口こう上じようを。

「……そこまでです！　レトムージュの悪あしき魔ま物ものよ！　今宵こよい、ナームバージャの名の下に──虚うつろなる夜へと帰りなさい！」




　──？

　──？　！？

　──？　……！？　？？！！？！？？！？！？？？！？！？？！？？！？！！？！？？！

　──！！？？！？！？！？？！？！？！？？！？！？！？？！？！ッッッッッッッッ

　一瞬だった。

　彼の心は混乱の渦うずに叩たたき込まれ、時間が凍り付いたかのようにその身体からだが静止する。

　まず、声が彼の耳に飛び込んできた。続いて、ナームバージャという忘れたくとも忘れられない単語が耳じ朶だを打つ。そして──自分に対する明らかな敵意の感情が叩きつけられたが、声を聞いた瞬間から、将馬にとってはもはや別の次元の出来事のように心の中を素す通どおりする。

　やはり、一瞬だった。

　自分の心の流れを理解するよりも先に、涙るい腺せんから激しく水が溢あふれ出る。

　視し界かいが即そく座ざに歪ゆがみ、外がい灯とうの光をキラキラキラキラと反射させ、彼の世界を煌きらびやかに包み込んだ。

　気が付くと、鉄パイプは地面に音を立てて落ちていた。唯ゆい一いつの武器はその手を離れ、今いまし方がた殺した『勇者』の首に挟まるように転がった。

　しかし、もはや全てがどうでもいい事だった。

　幼おさな馴な染じみに悪あく魔まと口くち汚ぎたなく罵ののしられる事も。

　この後、その少女に殺されるだろうという事さえも。

　だから、彼は振り返った。

　ゆっくりと、ゆっくりと、今の瞬間が夢む幻げんだとしても、それを搔かき乱す事の無いように。

　少年は──無言のまま、涙に溢あふれた顔を彼女──磯いそ島じまマヤへと振り向かせた。

「やっと……やっと会えたな、マヤ」




「え……？」

　外がい灯とうの下に晒さらされた顔を見て、マヤの動きが一瞬止まる。

　自分の名を呼んだその声は、聞き覚えのある、忘れようのない振動。

　その言葉を紡つむいだ顔は──涙を頰ほおに伝わせる、先刻まで頭の中に描いていた彼女にとっての『勇ゆう者しや』の素す顔がおそのものだった。
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　刹せつ那な、少女の心臓が跳ね上がる。

　もしも、ここが光ひかり島じまだったならば──

　彼女も涙を流しながら彼の元へと駆け寄り、精せい一いつ杯ぱいの笑顔で「ただいま」と告げただろう。

　もしも、彼の身体からだから『邪じや悪あくの気配』を感じなければ──

　素直に自分の気持ちを打ち明けた事だろう。

　もしも、彼の足下に血ち塗まみれの死体が転がっていなければ──

　彼女は、彼の手を強く握った事だろう。人の温かさを感じ取る為ために。

　自分も将しよう馬まも無事に生きているという証しよう拠こを、その手の中に感じ取る為に。

　だが、『もしも』は一いつ切さい起こらなかった。

　目の前の事実だけが、少女の心を貫つらぬき壊す。

「……将……馬？」

　震えるような声。

　声だけではなく、彼女は自分が全身を震わせている事を理解する。目の前に突とつ如じよとして現れた現実を、どうしても受け入れる事ができなくて。

　しかし──迷う時間など、彼女には与えられる筈はずも無かった。

［滅めつせよ］

　混乱する彼女を無む理り矢や理り後押しするように、『神』は感情の無い声で彼女に電波を送り込む。

　確実に、確実に、今までよりも力強い声で。

　それと同時に、将馬の身体からだから感じられる『闇やみの気配』がより一いつ層そう色濃く感じられる。まるで、自分の心にだけ響ひびく神の声に呼こ応おうしたかのように。

［彼かの者を滅ぼし、世界を闇から解かい放ほうするのだ］

　──待って、待ってください、ナームバージャ神様。どういう……これはどういう事なのですか!?

　しかし、声は同じような言葉を繰り返すばかりで、彼女の疑問に答えようとはしなかった。

　──もしかしたら、目の前の少年は偽にせ者ものなのかもしれない。

　つい先刻まで、将馬の顔を思い浮かべていた為に──悪魔がその心を読んで、彼の姿を模のつとって目の前に現れたのではないだろうか。寧むしろそうであって欲しいと考えながらも、マヤは彼の頰ほおを伝う涙に完全に惑まどわされた。

　それも含めての幻げん惑わくなのだろうか？　仮にそうだとして、自分に打ち破る事はできるのか？　もしかしたら、島から攫さらわれた彼は、操あやつられているだけなのではないか？

　様々な可能性とそれに対する自分の覚かく悟ごを想そう定ていしていくマヤだが、肝かん心じんの事を忘れていた。いや、彼女の脳がそれについて考えるのを拒否したと言ってもいいのかもしれない。

　──本当に……本当に、将馬が悪魔だったとしたら。

　──島のみんなを攫ったのが、将馬だったとしたら。

　本来ならば最初に思い浮かべねばならない事じ象しようを、彼女はあえて考えようとはしなかった。

［今こそ闇の権ごん化げに侵された大地を斬きり清め、世界に光を］

　だが、それを責め咎とがめるかのように、『神』の声はより強く彼女の心にのしかかる。

［光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光────────────────］

　それはもはや、一つのノイズだった。

　神の言葉は疑う心を壊すノイズとなって、彼女の全身に木霊こだまする。

　彼女の葛かつ藤とうに気付いたのか、目の前の将しよう馬まの姿をした存在は、片手で涙をぬぐいながら静かに言葉を紡つむぎ出す。

「……ああ、やっと……やっと来てくれたんだな、マヤ」

　聞きたかった声。見たかった笑顔。そのすべてが自分の目の前に存在するのに、それが逆に恐怖となって彼女の脳のう髄ずいを惑まどわせる。

「手に持ってる果くだ物ものナイフ……それが、マヤの『聖なる剣』かい？」

　優しい声で呟つぶやきながら、少年は彼女に一歩近づいた。

　彼の放つ『気配』と自分の中の混乱が同時に増ぞう幅ふくし、マヤは思わず一歩飛びすさる。

「こ……こないで！」

「……」

「貴方あなた……誰、誰なの？　将馬の姿をしてるけど……将馬じゃない！　だって、島を出る時の将馬からは、こんな邪じや悪あくな気配なんて感じなかったもの……！　それに……それに将馬は人殺しなんて絶対にしない！」

　状況から考えられる事というよりも、こうであれという希望を声に乗せて相手に叩たたきつけるマヤ。それが真実となるように、そして──本物の将馬がまだ無事でいる事を祈りながら。

「貴方は将馬の姿を模のつとって私を殺すつもりなんでしょ……？　一体……一体何なん人にんの人間を同じように殺して来たの……ッ！　……そこに倒れている人も、貴方が今、そうやって殺したんでしょう！　私が今見てるみたいに……誰か、その人の大事な人に化けて……！」




　自分でも信じ切れない言葉を吐き出す幼おさな馴な染じみに対し、将馬は静かに微笑ほほえんだ。そして、懐ふところから封ふう筒とうを一枚取り出し、彼女に向かってかざしてみせる。

　それは、彼女にとっても見覚えのある封筒。

　だが、今の今まで完全に存在を忘れていた封筒。自分が神の声を聞く直前に、将馬へ向けて想いを綴つづった手紙を入れたものだ。

　どうして今まで忘れていたのだろう？　そもそも、どうして私あんな事を書いたのだろう？　ナームバージャ神様を疑うような事を。神様は前世からずっと私達を見守って来てくださったというのに。

　──だけど、あの手紙に書いた……将馬への想いは変わらないよ……。

　自分が幼馴染みの少年に抱いている感情を再さい確認しながらも、目の前の『悪あく魔ま』がその手紙を持っている事に寒気を覚える。

　まさか、という思いが頭をよぎり始める。もしかしたら、本当に目の前の悪魔は将馬本ほん人にんなのではないだろうかと。

「……これ、手紙……読んだよ」

　そんな彼女の思いを見み透すかすように、少年は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。目に浮かぶのは後こう悔かいか、それともマヤか己おのれに対する哀れみか。

「だけど……ごめん。読むのが遅かった……。だから、マヤの頼みを受ける事はできなかった」

　言葉の意味が解わからず、マヤは自分が手紙に書いた内容を詳しよう細さいに思い出す。そして、心当たりのある文章が思い当たった瞬間、彼女の脳のう裏りに急激な不安が湧わき起こった。

　そんな彼女の不安を現実世界に具ぐ現げん化させるべく、『悪あく魔ま』は静かに声をあげる。

「マヤのお父とうさんとお母かあさんは、もう────」

「やめてッ！　私を、私をまだ惑まどわす気なの!?　本物の……本物の将しよう馬まは何ど処こ！」

「……俺は、本物の将馬だよ。でも……今は君の言う悪魔になった。……いや、されたって言うべきかな。あの……光島の奴に」

　奇き妙みような事を言う『悪魔』に、マヤは尚なおも警けい戒かいを緩めず、手に持った小さなナイフをまっすぐに構えている。だが、彼女は隙すきだらけの『悪魔』に突進しようともせず、彼の紡ぐ言葉を、真剣な表情で聞き続けた。

　だが、その冷静さも次の言葉で終わる。

「俺が……おじさん……マヤのお父さんを殺した時から」

「──────ッ！」

　殺した。

　ある種しゆ現実離ばなれしたその言葉は、彼の足下にある死体によってどうしようもないリアリティを伴っていた。マヤは一瞬だけ身体からだをビクリと震わせた後、虚うつろな目をして口を開く。

「……噓うそ」

　──違う。違う違う違う。やっぱりこいつは将馬なんかじゃない！　将馬の筈はずがない！　こいつの、こいつの言ってる事は全部噓よ！

「噓じゃない。俺が、マヤの親父おやじさんを殺した。……そして、俺は本物の……いや、もう偽にせ者ものでもいいか。どっちでも関係無い事かもしれないからね。……あと、多分……マヤのお母さんも、もう死んでると──────」

「やめてぇぇぇーッ！」

　噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ

［光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を光を］

　噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓
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　噓うそだ［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］

［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］噓だ［光を］噓だ

　彼女の心に『神の声』が歪いびつに同調し、搔かき乱された想いを一つの方向へとねじ曲げる。

　だが、それは最初の目的に戻るだけの話だったのだが。

「わあぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」

　他の勇ゆう者しやと比べ、なんとも弱く人間らしい声をあげながら──マヤは、手に持ったナイフをこちらに向けて、一直線に突進してきた。

　しかし『悪あく魔ま』はそれを避けようともせず、両手を開いて彼女の到着を待ち受ける。だが、目を閉じて突進してくるマヤの瞳には、もはやその幼おさな馴な染じみの姿は映らない。

　短い刃やいばが己おのれの胸元に吸い込まれようかというその時に、『悪魔』は優しい笑顔で呟つぶやいた。

「あぁ……これで……終わるんだ」




　だが……その言葉は、背後から聞こえてきた呻うめきによって搔き消される。




「オン……ナ……」




　刹せつ那な、『悪魔』は自分の後ろから微び弱じやくな『気配』を感じとる。勇者ではない。将馬には勇者の気配を感じる事はできない。だが、人間とも明らかに違う気配が──光ひかり島じまを出た時に、この街から感じた妙みような『力』……彼がこの街に来る事になった原因の力と似たものが、自分の背後から重く鋭く突き刺さる。

「……え？」

　呟いた瞬間、『悪魔』の身体からだが横よこ殴なぐりに弾はじき飛ばされる。

　衝しよう撃げき音を聞いたマヤは、ビクリとして思わず目を開き──

「オンンンんんんナァァァァァァッァァァッァ」

　彼女は、今まで目の前にいた将馬の姿が搔き消え──その代わりに、将馬とは似ても似つかない不ぶ気き味みな男が、こちらに向かって高々と斧おのを振り上げているのが目に映る。

　──ああ、よかった。

　自分に向かってくる銀の軌き跡せきを見ながら、マヤはただ、ぼんやりと笑う。

　──やっぱり……今のは、将馬の偽にせ者ものだったんだ。

　勢い付いて止まらなくなった少女の身体は、まるで自ら斧の刃やいばへと吸い込まれるように──




「マヤぁぁぁぁぁぁッ！」




　少年の絶ぜつ叫きようと少女の血ち飛沫しぶきが、同時に月夜の路ろ地じ裏うらに舞い散った。





○★♪☆●






所ところ沢ざわ市し某ぼう所しよ　阿あ弥み陀だ組ぐみ　本ほん邸たく




　斧おの男おとこが逃げ出した。

　その知らせを受けた銀ぎん島じまは、阿弥陀組の組員を総そう動員して斧男の姿を追い求める。

「くそ……なんてこった」

　所沢の郊外にある阿弥陀組の屋や敷しきで待機しながら、銀島は今後の事に考えを巡らせる。

　──やっぱり、早めに始し末まつしておくべきだったか……。

　部下の芝しば里ざとの家に潜ひそみ、彼の命を狙ったという斧男。芝里達が捕らえて、その後は組が管理する倉庫で『少しばかり』痛めつけ、背後関係を探っていたのだが──元からなのか、それとも痛みと恐怖によるものなのか、銀島が顔を合わせた時には、既にマトモに話ができる精神状態ではなくなっていた。

　丸まる跋ばつ組の手の者という可能性もあるが、やはり頭に思い浮かんだのは、最近この街を騒がせていた『連続殺人鬼き』の事だ。

　斧を持っていたという特とく徴ちようも当てはまるし、何より殺し屋だったとしたら、ベッドの下に潜むという意味が解わからない。

　だが、仮に殺人鬼だったとしたら──自分達の縄なわ張ばりで好き勝手な真ま似ねをした上に、組の人間にまで手を出したのだ。どちらにせよただで帰すわけにも、警察に引き渡すわけにもいかない。

　そもそも銀島が辿たどり着いた時点で、芝里達が過か剰じよう防衛もいいところな『制せい裁さい』を加えていたので、警察に突き出したらどちらが加害者か解らない。あの男が連続殺人犯はんであるという明確な証しよう拠こでもあれば話は別なのだが。

　とりあえずは『……組長も長くねえから、血ち生なま臭ぐさい真ま似ねから遠ざけてやりてえ』という事で、しばし監かん禁きんして様よう子す見みという事になったのだが────まさか、逃げ出す程ほどの体力が残っているとは思わなかった。足も壊え疽そしかけて、歩く事すら不可能だと思われたのだが。

　──厄やつ介かいな事になったな。

　現在の状況を顧かえりみて、銀島は斧男を直ぐに始末しなかった事を後こう悔かいした。

　あっさりと殺す事に躊躇ためらいがあったのは、単に組長の事だけが原因ではなく──堅かた気ぎになろうとしている段階で、あまり自分の手を汚したくなかったという手て前まえ勝手な理由もあった。

　殺そうとするたびに、一人の女の顔が思い浮かぶ。

　婚約者である組長の娘の顔ではない。彼女も長くこの世界に足を置いている為ために、人を殺すの殺されるの覚かく悟ごはできている。

　むしろ、彼の脳のう裏りに思い浮かんだのは、堅気になる事を決意させた一人の少女。空から落ちてきて、『魔ま法ほう少女』と名乗った──現在は自分の娘である眼鏡めがね少女の姿だった。

「……やれやれ。それが、こんな結果になっちまうとはな……」

　逃がしただけではない。結果として、娘である彼女が危険にさらされる可能性もある。友人の家に遊びに行っていた彼女が心配になって電話したところ、その友人の親が車で屋や敷しきまで送ってくれる事となった。

　とりあえず娘の安全が確保された事に安あん堵どしながら、銀ぎん島じまは現在の状況に頭を巡らせる。

　銃声が聞こえたという話を聞いて、倉庫街へと飛んだ組員の話によると──既に警察が周囲を取り囲んでおり、何人かの男が救きゆう急きゆう車しやで運ばれていたという。

　あの倉庫には、昔は警察沙ざ汰たになるとまずいものばかり入れていたが、組の財政が傾くにつれて、そういう物は全て処分済みの筈はずだ。

　だが、あの隠かくし部屋の中にある血けつ痕こんなどが見つかれば少々厄やつ介かいな事になる。こうしたゴタゴタは久しぶりだが、今の組の力ではもみ消すのも一ひと苦労だろう。とりあえず倉庫の仮かり所有者となっている男には、『倉庫は最近使っていないが、夜にたびたび怪しい連れん中ちゆうが出入りしていたようだ』と警察に伝えさせる事にした。

　事実、あの倉庫は阿あ弥み陀だ組ぐみの管理下であるというのは有名だが、最近では殆ほとんど使用していないのも事実だった。このまま収入の為ために本当に貸倉庫にしてしまおうかという案もあったぐらいである。

　──最後に、斧おの男おとこの監かん視しと拷ごう問もんと世せ話わ以外で誰かあそこに行かせたのは……ああ、あの魔法の国の連れん中ちゆうの『ステッキ』を放り込んだ時か。

　あの日、ステッキを全て斬きり捨てて敵を追い払った後──『魔法の国』の物を燃やすのも捨てるのも躊躇ためらわれ、とりあえず倉庫で保管する事にしたのだ。

　しかし警察もバカではない。全てを倉庫に侵入していた架か空くうのチンピラ達の仕し業わざとするのには無む理りがある。

　どうやって隠し部屋の事を誤ご魔ま化かすかと思し案あんしていたところで、彼の懐ふところの携帯が鳴った。

『若頭カシラ、どうも』

　携帯電話から聞こえてきたのは、スキンヘッドが印いん象しよう的な若い組員の声だった。

「マサか、どうした」

『聞いた話だと、警察が来たとき、倉庫から国こく籍せきのよく解わからねえ男女が五人いて、慌あわてて逃げ出したそうで。どう見ても日本人じゃなさそうだったって話ですが……』

「……。五人だと？　外国人っつっても……アラブ系とか中国系とか色々あるだろ」

『ええと、白人っぽかったらしいんすけどね。髪とか目の色が妙みようだとかなんとか』

　マサの話を聞いて、銀島の脳のう裏りには一組の集団が思い浮かぶ。それを確認するように、彼は電話口に向かって真剣な表情で一ひと言こと告げる。

「警察と一緒に現場検けん証しようやってる奴やつに……左側の一番奥にある棚から、麻あさ袋ぶくろが無くなってねえか調べろっつっとけ」

『連絡取るの難しそうすけど……なんとかします。で、その麻あさ袋ぶくろの中身ってのは？』

「……サマーが使ってる、『ぴりおりむ』と同じ形の杖つえだ。……まあ、サツになんか聞かれたら、姐あねさんが子供の頃に大事にしてた玩具おもちやとでも言っとけ」

　それだけ言うと電話を切り、斧おの男おとこを捜す為ために街に散った組員達の報告を待ちわびる。

　だが──待つまでもなく、電話を机に置いた瞬間に着信メロディが鳴り響ひびいた。

　先刻とは違う組員──組の幹部待たい遇ぐうである、角かく刈がりの男の電話番号だ。

　通話ボタンを押すと、相手の緊きん迫ぱくした様よう子すの声が聞こえてきて、銀ぎん島じまも気を張りつめて電話の内容に集中する。

『芝しば里ざとです』

「どうした」

『……今、霊れい園えんの側の路ろ地じ裏うらなんすが……変な悲鳴が聞こえたから、慌あわてて駆け込んだんすけど……いました』

「斧野郎がか!?」

　朗ろう報ほうを期待した銀島だったが、その答えは最悪の結果だった。

『いえ、ここに居んのは、被害者だけです』

「被害者……だと？」

『ガキとサラリーマンっすね。ガキは女で、……なんでしょう、こんな路地裏で逢あい引きでしてたのか解わかりませんが、ともかくリーマンは顔をグチャグチャにされて死んでますわ。女も肩口を斬きられてて……そこまで深い傷じゃなさそうっすけど』

　死んでいる。

　その言葉を聞いて、銀島は携帯電話を強く握り締めた。

　自分の判断により、堅かた気ぎの人間に死者が出たという事に口を閉ざしながらも、銀島は冷静さを失わない。そこまでモラリストでは無いというのもあるが、罪ざい悪あく感かんに囚とらわれたところで事態は何も好転しないという事を知っているからだ。

　事態を把握する為に、引き続き部下の報告を聞く銀島に、芝里は尚なおも緊迫した声で言葉を紡つむぎ続ける。

『……もう一人、男のガキがいたんですが、そいつは……斧男を追っかけて消えちまいました』

「あん？　どういう事だ？」

『いや……よくわからんのですけど、俺らが悲鳴のした路地についたら、あの斧野郎とそのガキが揉もみ合ってて……俺が駆け寄ったら、斧野郎がえらい勢いで駆け出しましてね……。人間たぁ思えない速さでした。奴やつの足の腱けんは俺が確かに叩たたっ斬ってやったんですがね……』

　芝里は口く惜やしいといった感情を隠かくそうともせずに告げるが、直ぐに声の調子を戻して次なる言葉を紡ぎ出す。

『で、そのガキが俺の姿を見るや、「お願いです、この子に救急車を……！」って叫んで、後は斧おの野郎の飛んだ方に駆けていっちまいやした。もちろん、一緒だった若い衆しゆうの二人に後を追わせてますが……ガキはともかく、斧野郎に追いつけるかどうか……。こっちにはあと一人若いのを残してます』

「……そうか。解わかった……公衆電話から救きゆう急きゆう車しやを呼んでやれ。携帯は使うな。この状況で阿あ弥み陀だの組員が第一発見者だと、タイミングがまず過ぎるからな……」

『この辺、公衆電話なんてありましたっけ』

「ねえなら手前てめえらが車で病院の前まで運んで、人が出る前にずらかって来い」

　そこで『なら放っておけ』と言わないところが銀ぎん島じまの……あるいはこの組の甘いところなのだろう。だからこそ衰すい退たいするのだと呆あきれる一方、芝しば里ざとは年の離れた自分の妹の事を思い出し、ニヤリと笑って『はい』と一言だけ言葉を返した。

　電話を切りながら、銀島は考える。自分の周りで、一体何が起こっているのだろうかと。

　あの斧男は、まともな動きのできない身体からだの筈はずだった。それなのに、今は前以上の動きを、それどころか『人間離れした』とまで言わしめる動きをしているのだという。

　これは一体どういう事なのだろうか？　そもそも、斧男を逃がしたのは一体何者なのか？　若者が何人か救急車で運ばれたという話だが、そいつらは一体何な故ぜ、こんな夜よ更ふけにあんな倉庫の前にいたのか？

　様々な情報が錯さく綜そうする中、銀島は外国人らしき男女の集団というのが気にかかっていた。もしも、それが例の『魔ま法ほうの国』の面めん々めんだとするならば──この事件に、サマーが関わる事になる可能性もあるのだろうか？

　彼はこの場にいない娘の顔を思い浮かべながら、強く強く拳こぶしを握り締め続けた。

　誰よりも固く握られた拳の中に、自分自身の無力さを感じ取りながら。





○★♪☆●






　傷口の痛みに目を覚ます直前、マヤは一つの夢を見た。

　意識を失う直前の光景が、そのまま夢となって彼女の中に繰り返される。

　斧を持った悪あく魔まに斬きられて、痛みが全身を駆け抜けた後────自分を斬りつけた悪魔に、一つの人ひと影かげが躍おどりかかった事を。

　人影が叫ぶ声が耳に届く。マヤ、と、自分の名を呼んでくれているのが解った。

　その声が──間違い無く将しよう馬まのものだという事も理解する。

　将馬の名前と姿を騙かたった悪魔と同じ声。だが、彼女にはそれこそが将馬の声だと感じられた。

　なぜなら、将馬は立ち向かっていたからだ。自分よりも身体の大きい、自分が持つ『聖なる剣』より何倍も何倍も凶きよう悪あくな斧を振りかざす敵に、落ちていた棒切れで必死に立ち向かっていたからだ。

　実際は棒切れではなく彼自身の用意した鉄パイプだったのだが、事実は夢の中で微び妙みようにねじ曲げられ、それが真実として彼女の記き憶おくにすり込まれる。他の大部分が事実の再現なので、その噓うそはより強く彼女の心に刻み込まれた。

　──ああ。同じだ。

　──犬に襲おそわれた時と同じだ。将しよう馬まが、将馬が助けてくれた。

　──やっぱり将馬は……私にとっての勇ゆう者しやなんだ。




　そう思った瞬間、虚うつろだった彼女の意識は、全身を駆け抜ける痛みによって現実へと引き戻された。暫しばらく何が起こったのか解わからずにいたが、手にナイフを握りしめたまま、何か椅い子すの上に座っている。瞳の中に映り込んだのは、見たこともない車の中の様よう子すだ。

　……いや、正確に言うならば、マヤには見覚えがあった。意識を完全に失う直前に乗せられた車だ。外を見ると、どうやらどこかの屋や敷しきの敷地内のようだ。

　それに気付くと同時に、夢と現実の続きが正確に思い出され始める。

　──確か、私は斬きられた後にこの車に乗せられて────

　彼女が意識を巡らせると同時に、外から二人の男達が何かを言い合う声が聞こえてきた。

「おい待て芝しば里ざと。ここに連れてきてどうするつもりだ？　あ？」

「しょうがなかったんですよ、若頭カシラ。このアマ、自分の首にナイフ当てて、病院や警察は敵がいるからダメだとかなんとかわけの解わからないこと言いまして……病院で悪あく魔まの手に落ちるなら自殺するとか何とか騒ぎだしたから、しょうがなく……」

　──そうだ、怪け我がをした自分を、後から来た角かく刈がりのおじさんが助けてくれて……でも、病院まで運んでくれるなんて言うから……。ダメ、ダメだよ。病院も警察も、既にレトムージュの魔ま物ものの手が回っているんだもの。だから絶対にダメ。

　以前に何かあったのか、彼女は公共設備や病院の類たぐいを完全に疑っているようだ。もっとも、警察は光ひかり島じまの住人と知っただけで態度を豹ひよう変へんさせて根ね掘ほり葉は掘ほり色々と聞こうとするだろうし、病院にしても同じ事だろう。さらにそこで「ナームバージャ神様の命で、早くレトムージュの悪魔を殺さなくてはならないのです」等と言えば、結果は自おのずと想像できよう。

　更さらに意識がはっきりしてくるにつれ、彼女は自分の足下に違い和わ感かんがある事に気が付いた。車内にしてはやけに床が高いような感かん触しよくを覚え、足下に目を向けると──そこには、膝ひざを折られた男の身体からだが横たわっていた。

「ひッ……」

　生命活動が感じられない肉の塊かたまりに悲鳴を上げかけるが、彼女は即そく座ざに、それが自分自身が原因で積まれたものだと思い出す。

　同時に、車の直ぐ横から言い争いの続きが聞こえてくる。言い争いというよりも、完全に叱しつ咤たとそれに対する言い訳のように感じられた。

「……それは百歩譲ゆずったとしてもだ、なんでこの死体まで持ってくる!?　もうすぐここにも警サ察ツが来るんだぞ!?」

「俺もそう思いましたよ！　でも、やっぱりこのアマが、『まだ生きているかもしれない』だの『ナームバージャの神しん託たく戦士として見み過すごすわけにはいかない』だの……」

「あぁ？　なんだ、その神託戦士ってのは……」

「いや、ほら、俺だって馬鹿な話とは思ったんですがね……なっちゃんの件もありますから」

　顔に大きな傷が走る重々しい凄すごみのある男に対し、どこか気まずそうに言い訳をする角かく刈がりの男。だが、角刈りが『なっちゃん』と言った瞬間、傷顔の凄みが一瞬怯ひるむ。

　なんだろうと思いながらも、マヤは自分の足下に倒れる身体からだに意識を集中させた。そうだ、死んでいるとしても、ナームバージャ神様の御ご加か護ごで魂たましいを現世に取り戻せるかもしれない。

　脳内に声を送り続けるはた迷めい惑わくな神。だが、彼女はそんな神に欠片かけらも悪意を向けず、ただ信心を持って目の前の男の復活に祈りを捧ささげようとした。

　だが、祈りを捧げる為ために目の前の男の身体を改めて見た、その瞬間────







「ともあれ、問題はこの後どう処理するかだ。ガキはナイフを取り上げて病院に────」

「イヤ……ャァァッ！」

　銀ぎん島じまが冷静さを取り戻しながら呟つぶやくのとほぼ同時に、車の中から悲鳴があがる。

　何事かと芝しば里ざと達が後部座席のドアを開くと──そこには、下を向きながら口に手をあてて震えている少女の姿があった。

　死体に悲鳴をあげているのだろうか？　銀島は一瞬そう考えたが、死体の様よう子すを見て、どうやらそうではないらしいという事を感じ取る。

　ピクリとも動かない筈はずだった死体に、あからさまな変化が起きている。

「……なんだ？」

　座席の間にはまった身体が、やけに暗く感じられる。いや、正確に言うならば服はそのままで、露ろ出しゆつしている肌はだの部分に、何か影のような物が染み込んでいるような感じがする。

　銀島達が見ている間にも、影はみるみる男の肌を侵食し──

　次の瞬間、僅わずかな光の粒りゆう子しが弾はじけ飛んだように見えた。影に喰われてすかすかになった身体が、自じ重じゆうに耐えきれずに崩ほう壊かいしてしまった。そんな印いん象しようを銀島達に与え、男の死体は粉こな々ごなに砕け散り──宙を舞った粒子も火花のように消え失うせて、空気の中へと溶け込んでしまった。

　後に残されたのは男の身につけていた服と靴、腕時計のみで──顔があった辺りに転がっている銀色の塊かたまりは、恐らく歯の詰め物か何かだろうか。

　何よりも不ぶ気き味みだったのは、その人物が存在した証しよう拠ことなる服から、ベットリとついていた血液が綺き麗れいに消え失うせていた事だ。

「……どうなってる」

　銀ぎん島じまは独り言のように呟つぶやいて眉まゆを顰ひそめるが、後部座席に座る少女は更さらにショックを受けてるようだった。

「どう……なってるの？　これも……レトムージュの魔ま力りよくなの!?」

　奇き妙みような事を呟きながらガクガクと震える少女。年ねん齢れいはまだ16前後といったところだろう。

　銀島がなんと声をかけるべきかと迷っていると──懐ふところにしまっていた携帯電話がタイミング良く鳴り響ひびく。

　無視すべきかとも思ったが、今は斧おの男おとこの件の方が重要だと判断し、車から少し離れて携帯電話の通話ボタンを押し込んだ。

『ヤバイっすよ、銀島さん』

「……？　どうした」

　電話口から響いてきたのは、スキンヘッドの組員、マサの声だった。麻あさ袋ぶくろの有う無むが解わかったという報告かと思われたが、彼の声は妙に強い緊きん張ちように包まれている、

『斧野郎に斬きられたっつー、若い連れん中ちゆうがいるじゃないすか』

「あぁ……死んだのか？」

　マサの言うヤバイというのは、死者が出る事によって事件がより大おお事ごとになる事なのかと銀島は推測した。だが、彼の言う『ヤバさ』は、銀島が想像した物とは全く別種の物だった。

『丸まる跋ばつ組ぐみの、若い連中だそうです』

「……ッ！」

　刹せつ那な、背中の刺し傷と腹部の銃じゆう創そうがキリリと痛む。

　銀島は相手の言葉を嚙かみしめながら、いくつかの指示を出して電話を切った。

「……厄やつ介かいだな」

　何な故ぜ、あの倉庫の前に丸跋組の人間がいたのかは解らない。特に重要性の無い場所だし、盗とう聴ちよう器きや放火、極論を言ってしまえば爆ばく弾だんをしかけたりするのだとしても、あの倉庫では全く割に合わないだろう。

　だが、そんな事はもはや関係ない。

　阿あ弥み陀だ組の管理している倉庫にいた『存在』が、丸跋組の人間に危害を与えたという事だけは、どうしようもない程に事実なのだから。

　銀島が撃うたれ、丸跋組の事務所が謎なぞのガス爆発を起こしたという事が重なり、事実上じよう丸跋組との抗争は停てい戦せん状態になっていた。だが、互いの戦力が消えたわけではなく、何かのきっかけを探り合っているような状態だったのだが──

　今回の件は、確実に起き爆ばくスイッチとなりえるだろう。例えそのきっかけを作ったのが、阿弥陀組とは無関係の斧男だったとしても。若い人間が集まる、ヤクザというよりもギャングといった雰ふん囲い気きが近い丸まる跋ばつ組ぐみにとって、『報ほう復ふく』のきっかけなどその程度の事で十分なのだ。

　そうなれば、ターゲットになるのはまず間違い無く自分だろう。以前に自分を殺し損ねた殺し屋達は、あるいは自分の面子メンツを護まもる為ために再び銀ぎん島じまを狙うかもしれない。

　銀島は、そんな事に周囲が巻き込まれる場面を想像して目を細める。自分の命が狙われる事など欠片かけらも恐れぬ『怨おん霊りよう』が、婚約者や娘が巻き込まれる可能性を考え、思わず背中を汗ばませた。




　それから数分、事態をどうするべきか考えてた銀島の耳に、車のエンジン音が響ひびき渡る。

　パトカーか、あるいは丸跋組の襲しゆう撃げきが？

　しかし丸跋組とてそこまで無む茶ちやはすまい。警察だとしても早すぎるし、事前に繫つながりのある刑事から連絡があっても────

　そんなことを考えている間に、高い塀へいの中に口を開く門前に、一台のＲＶ車が停車する。

　見覚えのある車だと銀島が思ったのも束つかの間ま──

「銀島さん！　ただいまー！」

　底抜けに明るい声が聞こえて来たかと思うと、一人の少女が銀島の前に飛び出てきた。野球部員がバットを入れるような細長いバックを背負いつつ、眼鏡めがねの奥で無む邪じや気きな笑いを浮かべている。

「サマー……」

　素直に喜べない心境ながらも、銀島は安あん堵どした表情で緑りよく髪はつの少女──銀島サマーを出迎える。

　銀島が車の方に目を向けると、運転席から一人の男が降りて、サマーの自転車を車の後部から下ろしているところだった。

　男の肩には子犬ほどの大きさもある、ぬいぐるみのような造形のカマキリが乗っており──男に対してペコペコと頭を垂れながら謝礼の言葉を呟つぶやいている。

「いやもう、すんません。ほんとすんません。ここまで送ってもらっちゃって！　なのにサマーちゃんったら自転車を下ろすのも手伝わないで本当にもう！」

「ははは、別に構いませんよ。乗せたのも私なんですから」

　明らかにこの世の物ではない生物と談だん笑しようする男。銀島は彼の姿を認めると、サマーの手を引いて真剣な面おも持もちで歩み寄った。

「あー……針はり山やまの旦だん那な」

　やけに神しん妙みような銀島の言葉に、男はノンビリとした調子で振り返った。

「や、銀島さん。すみません、遅くなってしまって……」

　眼鏡をかけたその男は、誰にも憎まれないような、何者にも嫌われないような、そんな顔をしていた。

　『憎めない顔』というのを突き詰めればそうなるであろうという、一切の嫌いや味みの込められていない相そう貌ぼう。

　眼鏡めがね以外には殆ほとんど造形的な特とく徴ちようの無い顔に浮かぶ表情には、堅かた気ぎではない上に相当の強こわ面もてである銀ぎん島じまの顔を目にしても、恐れや気後れなどは欠片かけらも浮かんではいなかった。

　銀島にとって彼は命の恩おん人じんであり、先週から学校に通い始めたサマーの同級生の父親という関係でもある。

　とはいえ、今はまだ堅気と関わりを持つ事を避けようとする銀島としては、恩おん義ぎは忘れてはいないが積極的に交流する相手というわけでもない。

　だが──そんな彼に、銀島は頭を深々と下げる。

　自分達の世界の都つ合ごうを、これからまっとうな堅気の人間に押しつける。いや、自分達の世界の理ですらない。それに吞み込まれる事を恐れた、一人の保護者としての我わが儘ままを押しつけようとしている事に対する謝罪の黙もく礼れいだ。

　突然頭を下げられた事にキョトンとしている針はり山やまさんに、銀島は普ふ段だん他人に見せないような言葉使いで話かける。

「……ヤクザもんの俺が、堅気のあんたに物を頼むなんて図ずう々ずうしい事だってのは解わかってます……だが、だが、針山さん、一つ頼まれてはくれませんか」

「なんです？」

　相手のただならぬ様よう子すを酌くみ取とったのか、少しだけ真剣な表情になる針山さん。そんな彼に、銀島は横にいたサマーの背を押すと──

「……何日かだけでいい。サマーを……預かっちゃくれませんか」

「え？　何？　何？」

　突然の展開に目をキョロキョロさせるサマー。神しん妙みような表情の銀島を見ると、それを元気づけるかのように明るい笑顔を浮かばせる。

「さっき電話で言ってた『へんしつしゃ』って奴やつの事？　だったら大丈夫だよ！　私だって魔ま法ほうがあるし、ティスだっていつも一緒だし！」

「所しよ詮せん子犬程度の大きさで毒もない節せつ足そく動物に、そんな過度な期待をされても困るんだけど」

　針山さんの肩からサマーの頭上へと飛び移り、あからさまな抗議の声をあげる大カマキリ。

　そんな一人と一匹に、銀島は僅わずかに優しい笑みを浮かべながら首を振る。

「いや、ぶっちゃけた話をするとな、もうすぐここに警察が色々調べに来るかもしれねえ……ほら、お前、学校には魔法で書類を誤ご魔ま化かして入ったけどよ……戸こ籍せきはまだないだろう？」

「ええッ!?　銀島さん、捕まっちゃうの!?」

「そういう心配はないから安心しろ」

　丸まる跋ばつ組ぐみの事は一いつ切さい話さずに、その後もいくつかの言葉でサマーを説得する銀島。一方で肝かん心じんの針山さんは、既に車に下ろした自転車を積み直している状態だ。

「……すいません。恩に着ます。食費とかは、後で必ず……」

「いやいや、気にしないでくださいよ。サマーちゃんとは、元は一緒に暮らしてたんですから」

「……たった半日で家を吹き飛ばしたけどね」

　ティスのツッコミに針はり山やまさんはアハハと笑いながら、針山さんはサマーが乗る助手席の扉を開けた。

　だが──そこで針山さんは、少し離れたところに止まっている車に目を向けた。

「……銀ぎん島じまさん、あの子は？」

「？」

　銀島が背後を振り返ると、そこでは組の車から出ようとする少女を、芝しば里ざとが必死に押し戻そうとしている姿だった。

「……いや、喧けん嘩かに巻き込まれたのをうちまで連れてきたんですが。なんだか『病院には連れていくな』って騒いでましてね……」

　押し問もん答どうとなっているその少女を見て、サマーはなにやら不ふ思し議ぎそうな顔をして考え込んでいたが──不意に、銀島に向かって大声を張り上げる。

「銀島さん！　私が一緒に連れて行くよ！　ほら、私なら少しは治せるかもしれないし！」

「バカ、何言ってんだお前」

「私、治ち癒ゆの魔ま法ほうを覚えたんだよ!?　まだ、病気を治したりとか、そういう難しい事はできないけど……。怪け我がとかだったら、少しは治せるよ！」

　以前、治癒魔法を学んでいないという理由で銀島を失いかけた彼女は、その後『魔法の国』の授業の様よう子すを手製のコンパクトの鏡に映して基礎を学び始めていた。遠えん視しを行う為ための魔ま力りよく構成は非常に複雑な技術が入り、なおかつ世界の壁を隔てた遠視など、『魔法の国』でもそうとう高等な『技術者』にしか使えない魔法らしい。サマーはそれをなんなくこなしながらも、治癒や物体修しゆう復ふくに関してはズブの素人しろうとという状態だった。

　ほんの、数週間前までは。

　驚くべき速度で知識と技術を吸収してくサマーの手によって、銀島も背中と腹部の傷の治りが目を見張る程ほどに早くなった。

　だが、銀島はだからといって魔法に全てをおもねるような男でもない。

「そういう問題じゃねえ。針山の旦だん那なをこれ以上こっちのごたごたに────」

「私なら構いませんよー」

　にこやかな笑みを返してくる針山さんに、銀島は深く溜ため息いきをついた。おそらくは針山さんがそう答えるであろう事を計算して、サマーは必要以上の大声で話しかけたのだろう。

　子供の癖くせに計算高くなりやがってと、サマーをジロリと睨にらもうとしたが──彼女の目が普段とは比べ物にならない程に真剣であることに気付き、銀島はそれ以上何も言わなかった。

　代わりに、とうとう芝里に対して果くだ物ものナイフを取り出した。

「は、離れてください！　すみません……でも、私は、私は行かなくてはいけないんです！」「おいおい……そんな玩具おもちやで何しようってんだ。素人しろうとさんが刃は物ものなんざ振り回すもんじゃねえ」

　自分の妹より少し年下と思おぼしき少女に対し、芝しば里ざとは呆あきれたように溜ため息いきをついた。

　その背後から銀ぎん島じまが近づくのを見て、少女は命がけといった目つきで言葉を紡つむぐ。

「やめてください！　病院と警察はダメ……あの人達は既に操あやつられているんです！」

　妙みような言動にもナイフの刃やいばにも微み塵じんも怯ひるむ事は無く、銀島は気を張りつめさせた少女に近付き────呼吸の隙すき間まをつくように、瞬しゆん時じに右手を差し伸ばす。

「解わかったから、とりあえずこいつは預かっておくぞ」

「え……？」

　気が付くと、彼女の手中から既にナイフは失われていた。

　トン、と軽い衝しよう撃げきが走ったのまでは覚えているが、その瞬間には既にナイフは銀島の手の中に収まっていたのだ。

「刃物は子供の玩具じゃねえんだ」

　前にもこんな事を言ったなと思いつつ、銀島はあっけにとられる少女の腕をとり、引きずるようにして針はり山やまさんの車へと連れて行った。

「すいません。もしもヤバそうだったら、この子は病院に運んでやってください。この詫わびと礼はいずれ必ず……！」

　深々と頭を下げる銀島に対して、針山さんは小声になって自分の望みを紡つむぎ出す。

「御お礼れいか……じゃあ、うちの息子むすこにサマーちゃんをお嫁さんに貰もらえますか？」

「そいつはちょっと。……親の借金のカタに、娘を売るわけにはいきませんや」

「ハハ、冗じよう談だんですよ」

　人によっては激しい不快感を与えかねない冗談だが、針山さんの柔にゆう和わな表情と態度は、そうしたマイナス要素を見事なまでに打ち消してしまう。

　そんなやりとりを見て、とりあえず針山さんという男に危険が無いと判断したのか、ナイフを奪われた少女はしぶしぶながらも車に乗る事を承しよう諾だくした。




　助手席の扉を閉め、自らも少女と同じ後部座席へと移動しようとしたサマーに、頭上に乗ったカマキリが問いかける。

「……ねえ。やけに真剣な顔してあの子のこと見てたけど……どうかしたの？」

「んー。えっとね、あのお姉ちゃん……なんだか、不ふ思し議ぎな感じがしたから……」

　自分でも上う手まく考えがまとまっていないのか、彼女は途と切ぎれ途切れに答えを紡ぐ。




「魔ま法ほうの国の人みたいな、そうじゃないような……えっとね、この地球の人とは違う……私と似たような力を感じたの！」





○★♪☆●






　こうして──警察の手を逃れる為ために？　彼らは一路、針はり山やまさんの自宅へと向かう事となった。

　だが、針山さんは気付いていなかった。サマーも、マヤも、危機に敏びん感かんなティスでさえも。

　車の背後に、一台のバイクが付かず離れずで追って来ているという事に。

　その運転手が、ヘルメットに仕込まれた無線で、何者かと不ふ穏おんな会話をしているという事に。




「了りよう解かい──俺らも直ぐに追うからよ。そのままガッチリガッツリと見張っておけ。見失ったら多た摩ま湖こに沈めてやっからそう思え」

[image: ]

　ＲＶ車を追っていったバイカーと連絡を取りながら、赤いニット帽ぼうの青年は楽しそうに拳けん銃じゆうをクルクルと回す。安全装置がかかっているのかいないのか、まるで素人しろうとのような手つきで拳銃という名の凶きよう器きを弄もてあそぶ。

　その横では、青いニット帽の少年が、気だるげな目でナイフの刃やいばを見つめていた。鋭利な煌きらめきを眺ながめているのか、その側面に映る己おのれの姿を眺めているのか、その判断は他人にはなかなか難しい物がある。

　妙みような二人をリーダー格とする集団は、先せん刻こく倉庫の前で数人欠けつ落らくした筈はずなのだが──現在は、その数倍の人数が一つの場所に集中していた。

　数台のバンに分ぶん乗じようした異い様ような若者の集団は、ニット帽ぼうの二人組の元で的確に動いていた。

　丸まる跋ばつ組ぐみの仇きゆう敵てきである、阿あ弥み陀だ組ぐみの銀ぎん島じま。

　彼をおびき出す為ための『餌えさ』を得る、ただそれだけの為に。

「でも兄あに貴き。本当にあの子供は、銀島の娘なのかい？」

「さぁな。どうだっていいやな。要は、あいつがあのガキを大事にしてるって事はわかってんだからよ……」

　赤ニットはそう呟つぶやいて笑いながら、数週間前の光景を思い出す。

　自分がサイレンサー付きの銃を向けた時、眼鏡めがねをかけた少女がターゲットの前に立ちはだかり──ターゲットがさらにその前に回り込んで少女を庇かばうという、奇き妙みよう極まりない状態になったあの瞬間を。

「……生きてたのは計算外だったけどよ……これも、楽しみが増えたと思えばポジティブにいけるってもんだ」

「そうかな。寧むしろ俺らが返り討うちにされる可能性が増えてダークなまでにネガティブなんだけど。銀島って、入院中でも丸跋組の人間を全部叩たたき返したんだろう？　この人数全員でかかっても勝てるかどうか……」

「ポジティブっていいよな。お前、高校に復学してポジティ部とか作れよ」

　弟の忠ちゆう告こくを完全に無視しながら、赤ニットは拳けん銃じゆうを懐ふところにしまい込んで、バンの後部から運転席にケリを入れる。

「おら、行け」

「……」

　無言のまま車を発進させる手て下したを連れて、バンは静かに夜の街を走り出す。

　車が揺れ始める前に青ニットはナイフを折り畳たたみ、再び同じ内容を繰り返した。

「正面からやって勝てるのかい、あいつに。……俺だって、確実に急所を刺した筈はずなんだけど。どういうわけか今はピンピンしてる。正面からやり合ったんじゃ、ちょっと勝てる気がしない」

「あーもーガリガリガリガリうるせえなあ」

　うっとうしそうに言いながらも、赤ニットの顔は相変わらずのニヤつきのまま言葉を紡つむぐ。




「だから、正面から正せい々せい堂どう々どうと──あのガキを攫さらおうってんだろ？」





○★♪☆●






　針はり山やまさんが阿弥陀邸ていを出発してから１００メートル程ほど進むと、彼らの乗るＲＶ車が数台のパトカーとすれ違った。

　恐らくは阿あ弥み陀だ組ぐみに向かう車両だろうが、明らかに組の車と違うＲＶ車を止めるような事はせず、サイレンも鳴らさずに黙々と夜の道を進んでいく。

　そんな状況を確認しながら、助手席にいたカマキリが後部座席の相あい方かたに声をかけた。

「間かん一いつ髪ぱつだったね……もう、サマーちゃんが警察に捕まったりしたら、また爆ばく弾だんで牢ろう屋やを噴ふき飛ばしたりしかねないからね！」

「うう……あの時の事は反省してるよう……」

　悲しそうな顔で俯うつむきながら、後部座席に正座の形で座ったサマーは、背中のバット入れから花をイメージさせるデザインの『（サマー曰いわく）魔ま法ほうのステッキ・ピリオリム』を取り出した。

「…………。…………。………………ッ！」

　瞬間的に表情を引き締め、手で握った部分から杖つえの表面に淡い光を走らせる。杖の先端に到達した光は、まるで一本一本の植物の蔓つるのように蠢うごめき、怪け我がを負った少女へと伸び進む。







　少女──磯いそ島じまマヤはその光景に一瞬驚おどろいたが、自分に迫る光のうねりに敵意が感じられないような気がして、静かに目を閉じながらそれらを全て受け入れる事にした。

　寧むしろ、光からは自分に対して語りかける『神の声』に近いような気配を感じながら……。あるいは、昔からそれを知っていたような懐なつかしさを感じながら────

　柔らかい力が傷口に触れる。その瞬間、彼女の身体からだから瞬しゆん時じに痛みが消え始めた。

「……！」

　驚いている間にも傷はみるみる塞ふさがり始め、そこから失われていった熱と感覚が彼女の全身に舞い戻る。

「これ……は……」

　──もしかしたら、この子も神しん託たく戦士の一人!?

　そんな思いもあったが、しかし『神の声』はマヤに対して何も伝えてはこない。ただ、今までと同じように彼女自身に与える使命を繰り返すのみだった。

　と、神の声を確認する間に、マヤは身体からはほぼ完全に痛みが失われている事に気付く。

「傷が……？」

　傷きず痕あとは少々残ったものの、痛みと出血が完全に止まった自分の身体を見て、マヤは不ふ思し議ぎそうな顔で眼前の少女に尋たずねかけた。

「貴女あなたは……何者なの……」

「えへへ……愛と勇気と希望と欲望の魔法少女、彩さいの国くに埼さい玉たま略してサイキックサマーちゃんだよ！」

　自信満々に名乗るサマーに対し、助手席から呆あきれたような声が投げかけられる。

「前と違うし長いしダサイし語ご呂ろ悪いし『キッ』がどこから出てきたのかさっぱり解わからないしそもそも略す前の『彩さいの国くに埼さい玉たま』って全然君の名前じゃないし」

「……じゃあ、所ところ沢ざわの夏、とっとこサマーちゃん？」

「ヤバイヤバイヤバイそれはヤバイから色々と！　そしてまた『と』が一つ多いし！　そもそもさっきも今のも『ちゃん』まで入れれば寧むしろ元より長くなってるし！」

「じゃあ、とっても所沢夏なつ娘むすめ…………」

「元を長くしてどうするの!?」

　当然のツッコミを入れ続けるカマキリの声を聞き──マヤは全身をビクリと震わせながら瞳を大きく見開いた。

「カマキリの玩具おもちやが……喋しやべってる？」

「玩具とは失礼な！　僕はティス！　多た分ぶん地球上に一匹しかない超ウルトラＣ級の希き少しよう生物なんだから、ワシントン条約もビックリな待たい遇ぐうで扱って貰もらいたいね！」

　寧むしろその待遇は窮きゆう屈くつなんじゃなかろうかと思いながら、針はり山やまさんはただニコニコと笑い続けるだけだった。

　ミラー越しにそんな運転手の表情を見て、マヤは冷静さを取り戻し──懇こん願がんするような声を張り上げる。

「と……止めてください！」

「はいはい」

　あっさりと言いながら、針山さんは車を路ろ肩かたに寄せてハザードランプのスイッチを入れる。車のサイドランプが両方同時に点灯し、完全な停車態勢を整えながらＲＶ車は徐々に速度を落とし始めた。

　まさか簡単に承しよう諾だくされるとは思っていなかったマヤは、面めん食くらったような顔でミラー越しの顔を見つめ直す。その表情は相変わらず柔にゆう和わに笑い続けるだけだったが、その口が不意にマヤに向かって開かれた。

「降りるのは構わないけど、これからどうするの？」

「それは……この世界を救う為ために、一刻も早くレトムージュの悪あく魔まを倒さなくちゃいけないんです！」

「え？」

「私は古代ミレニアム大陸で、ナームバーシャ神様から力を授さずかりました。それで────」

　混乱した頭だったが、それだけは何の迷いもなく答える事ができた。今まで何度となく繰り返してきた言葉だったし、頭の中に響ひびく『神の声』が後押しをしたせいだ。

　マヤの言葉は２分以上も続く。それでも自分の使命を語り足りないぐらいだったが、息切れを起こして一いつ旦たん言葉を止める事となる。それほどの熱ねつ弁べんを勢いよく振るってみせる。

　だが──最初に返ってきたのは、カマキリのストレートな反応だった。

「げぇー!?　落ち着いた女の子かと思ったら、サマーちゃんの同類ですかぁーッ!?」

「え……同類って……、や、やっぱり貴女あなたもナームバージャ神様の!?」

　話が嚙かみ合わない彼らの言葉に、サマーはキョトンとして一人と一匹の顔を見比べる。

「もし貴女も戦士の一人なら、私と共にあの悪あく魔まを……ッ！」

　そう言いながらドアを開こうとするマヤだったが、そのドアの鍵かぎが唐とう突とつにロックされる。

　止まろうとしていた車は速度を上げ、いつの間にかハザードランプは消されていた。

「な、何を……？」

　警けい戒かいした声で問いかけられた針はり山やまさんは、相変わらずの表情のまま答えを返した。

「いやいや、ちょっと気になっただけなんだけどね」

　法ほう定てい速度よりもやや遅い速度で車を走らせながら、針山さんはまだ名前も知らない少女に一つの疑問を投げかける。

「さっきの怪け我がはさ……もしかしてその、レトなんとかの悪魔にやられたのかい？」

　マヤはその言葉にしばし俯うつむいて沈ちん黙もくし、針山さんはそれを肯定と受け取った。

　ほんの数拍の沈ちん黙もくの後、運転手は変わらぬ調子の声で言葉を紡つむぐ。

「……車を降りる前にさ、少し、君の話を聞かせて貰もらっていいかな」

「……そんな暇ひまは……！」

「何か策はあるの？」

「えッ……？」

　思わず顔を上げたマヤは、いつのまにか、運転手の笑みにはどこか真剣な色が加わっている事に気が付いた。考え無しな笑いではなく、誰かを安あん堵どさせる為ためのような笑みにも感じられる。

「ただ突っ込むだけなら、同じ事の繰り返し……下へ手たをすれば今度は死んじゃうんじゃないかな。一度倒した筈はずの君が、再び自分の前に立ちはだかるんだからね。……その悪魔っていうのにしたら、念入りにとどめを刺そうとするんじゃない？」

「それは……」

「だったら、少しでも策を考えてから行った方がいいと思うよ？　私はしがないデザイナーだから、君みたいにすごい目的も、サマーちゃんみたいな魔ま法ほうの力も、銀ぎん島じまさんみたいな強さも無い。せいぜい『話す』ことぐらいしかできないんだ。だけど……話す事で君が何かを思いつく事の手助けはできるかもしれないし、君からすれば、サマーちゃんの魔法の力を借りられるように説得できるチャンスでもある」

　一般人である針山さんの言葉に、マヤは思わず息を吞む。

　考えて見れば、これまで幾いく度どとなくこんな話をしてきたが、ここまで真剣な言葉を返してくれたのは、これが初めてだったかもしれない。

　──ダメ、期待したらダメ。

　ここまで真しん摯しな言葉ではないものの、今までもこんな事は何度かあった。皆、真剣な表情で話を聞くふりをして、気が付けば病院や警察に自分を連れて行こうとするのだ。だが、ナームバージャ神の声が聞こえない平へい民みんだと思えば、それも仕方のない事だとは感じられる。

　──それでも、裏切られるのは……辛つらい。

「そんな事を言って……本当は私の言う事なんて信じていないんじゃないですか？　適当に話を合わせているだけなら、私は──」

「うーん。まあ、『どっちでもいい』っていうのが正直な思いではあるんだけどね。だけど……本当だとしても、不ふ思し議ぎだとは思わないなあ」

　年ねん齢れい不ふ詳しようの運転手は、マヤに対して淡たん々たんと自分の事を述べ始める。

「……私は昔ね、目の前で知り合いが宇宙人に攫さらわれた事があるんだよ。……その後、その人は不意に戻ってきて『地球を救った』なんて自慢してたけどね？　後は……世界的な大だい怪かい盗とうに盗みに入られた事もあるし、私の部屋に空からとても可愛かわいい女の子が降ってきた事もあるんだよ？」

　最後の一言に、サマーがどこか恥ずかしげに目を逸そらす。そんな隣となりの娘の様よう子すにも気付かずに、マヤは少しムッとしながら口を開いた。

「ふざけてるんですか？」

「やっぱり信じて貰もらえないか……うん、まあ、そうだよね。適当に話を合わせることすらしてくれないんだから、こりゃ少々手て厳きびしいもんだよねえ」

　少し寂しそうに笑う運転手の顔をミラー越しに見て、何な故ぜかマヤはどうしようもない罪ざい悪あく感かんに囚とらわれる。

　いつの間にか立場が逆転してしまっている事に気付き、はぐらかされたなと思いながらも──話をそらす為ために『策』について自分の意を述べる。

「……将しよう馬まが……」

「え？」

「さっきは……将馬っていう幼おさな馴な染じみが、私を助けてくれたんです。だから、将馬もこの街にいる筈はずなんです。……あれ？　……でも、悪あく魔まも最初は彼の姿をしていて……でも、邪じや悪あくな気配が……え？　あれ……？　すいません、少し混乱しているみたいです」

　自分があの斧おのの悪魔から助けられた時、邪悪な気配は一体どちらから流れていただろうか？

　その辺りの記き憶おくがハッキリしない。夢の中では、確かに将馬は自分にとっての勇ゆう者しやだった。だが──現実のあの時、目の前の斧男から気配を感じる事ができただろうか？

　──あの時、確か凄すごい音がして……。気配が……横に……飛んだ？

　思い出してはいけない事を思い出そうとしている。ダメだ。思い出してはダメだ。

　だが、次の瞬間、『神の声』が再び脳のう裏りに響ひびき始める。敵を滅ぼせと、光を世に照らせと。まるで、どのような現実にも惑まどわされるなとでも言うかのように。

　『神の声』が再びノイズとなりかけたその瞬間──

「ショウマって……」

　『単なる一般人の声』は、彼女を瞬間的に正常な思し考こうへと引き戻した。




「……雑ざ魚こ島じま将しよう馬ま君？」
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所ところ沢ざわ市し　某ぼう駐車場




　霊れい園えんから幾いくばくかの距離を進んだ場所にある、大型量販店の駐車場。

　その片かた隅すみ、深い雑ぞう木き林ばやしと駐車場の間のフェンスに寄りかかりながら──斧おのを持った怪かい人じんは、息を大きく吸い込んだ。

　もはや理性が殆ほとんど残っていない頭で、自分の身に起こった事を考える。

　痛みと痛みと痛みが繰り返される中、初めて自分が他者に与えてきた恐怖が自分へと跳ね返ってきた。どうしてあのような事態になったのかは理解できない。そして、どうでも良い事だ。

　ただ、今の彼が感じる物は──圧倒的な解放感！

　耐え続けた長き苦痛に対する代だい償しようとでも言うかのように、全身にどうしようもない程ほどの力がみなぎっている。

　試しに斧を振るうと、決してヤワではなさそうな男達が、驚く程にもろく倒れ、自分の前に屈くつ服ぷくしていった。

　ベッドの下に潜ひそみ、闇やみに紛まぎれて殺さつ戮りくを行った時とは比べ物にならない快感が全身を駆け巡る。圧倒的な力でねじ伏せる。それがここまでの悦えつ楽らくを自分にもたらすとは。

　だが、心は満たされたというのに──身体からだが飢うえている。

　一体自分の身体に何が起こったのかは解わからない。だが、あの若者達の悲鳴では、身体が飢えを感じるのみなのだ。

　しかし──あの不ふ思し議ぎな感覚を纏まとう少女を斬きった時は、その飢えが一瞬満たされた。自分と同じ存在のような──他の人間達とは別の力で動いているかのような、そんな気配を纏った少女。その理由も正体も理解していないが、自分の本能は嫌という程に理解できる。

　彼女はもはや、自分の歪ゆがんだ性せい癖へきを満足させる為ための『獲え物もの』ではなく──

　人間とは微び妙みように異なる存在となった自分の存在を満たす為の『餌えさ』だった。




　そして、怪人は歩み出す。

　極ごく上じようの餌の匂においのする方へと、一歩、また一歩──徐々に足の回転を速めながら。

　彼はさらに理性を捨て、自らの飢えに対する本能に意識を集中させる。

　本能は、餌の居い場所を感じ取る。彼にとって、実に嬉うれしい情報を伴って。




　餌えさの気配の直ぐ横に────その数十倍は強い『餌』の気配を感じ取って。
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針はり山やまさん所有　ＲＶ車内




「……だから、私にはもう……解わからないんです。将しよう馬まが……本当に……悪あく魔まになったのか……」

　自分の名前に始まり、島を出た経けい緯いから今日の出来事に至るまで──話すべき過去のほとんどを話し終わったマヤは、疲れたように座席の背にもたれかかった。

　話を聞いていた針山さんは沈ちん黙もくを保ち、サマーはドキドキしたような目でこちらの顔を窺うかがっている。ティスに至っては、『聞かなきゃよかった』という目で助手席の上に丸まっている。

　何か優しい言葉を期待していたわけではなかったので、マヤは車内の沈黙に対して特に不快感も抱かない。ただ……マヤには一つだけ、針山さん達に語っていない事があった。

　つい先刻、あのヤクザの屋や敷しきで見た光景を。

　悪魔が……将馬の姿をした悪魔が殺した死体が、車の中で……自分の足下で跡あと形かたもなく消え去った、あのおぞましい光景を。

　人はしばし『理解のできないもの』に恐怖する。死体消失の謎なぞが理解できないマヤは、心の中でナームバージャの神に問うてみるのだが──神の声は、それについては何も語りはしなかった。

　いや、それだけではない。

　今日、将馬の姿をした悪魔……もしくは将馬本ほん人にんに出会ってから、『神の声』は自分の使命──敵を滅ぼせという事以外、具体的な道を何も示してくれなくなってしまった。

　これはきっと、使命を果たすまでは他に何もしてはいけないという事に違い無い。

　そうやって自分を納なつ得とくさせていると、それまで沈黙していた針山さんが口を開く。

「ああ……ええと、自己紹介が遅れましたが、私は針山っていいます。そっちの子がサマーちゃんで、こっちのカマキリがティス君」

「はぁ」

　場違いな事を言っているなあと思いながらも、マヤは素直に頷うなずき、それぞれの名前を記き憶おくに刻みつける。そんな彼女の様よう子すをミラー越しに見て、針山さんは運転を続けながら言葉の続きを紡つむぎだした。

「それで……どうするつもりなのかな？」

「どうするって……」

「将馬君と会ったら。まさか、問もん答どう無用で斬きりかかるってわけじゃないでしょう？」

「それは……」

　先刻は、父親を殺したという相手の言葉に逆上してしまった。

　だが、それは今だって同じだ。相手の言葉が真実だとしたら、自分を抑える自信はない。

「もしも……本当に父とうさんが……。いえ、本物の将しよう馬まが父さんを殺したんだとしたら……」

「それが本当かどうか確認してからでも遅くはないでしょう」

「……」

「話を聞くと……敵意は無かったんだよね。もちろん、磯いそ島じまさんの事を騙だますつもりだったのかもしれない。だけど、違うかもしれない。つまり、何も解わからないってことだよ。本当に悪あく魔まになったんだとしたら、あるいは悪魔が化けているんだとしたら、どうして父親の事を磯島さんに伝えたのか……。どうせなら、悪魔に操あやつられているフリでもした方が人ひと質じちを演じる事ができて楽なのに」

　ハンドルを握りながら客観的に考えを整理する針はり山やまさん。その言葉を聞きながら、彼女は幾いく分ぶんか心に落ち着きを取り戻していた。そして、尚なおも考えを整理し続ける針山さんに向かって、初めて自分から将馬の事を問いかける。

「本当に……将馬は、針山さんの隣となりに住んでるんですか……」

「うん。彼は礼れい儀ぎ正しくていい子だよ。どこか寂しそうな感じはするけどね。なんだか最初に来た日……何かを兼けん業ぎようでやっているとか言ってたなあ……」

　彼女の意図を汲くんで、質問する前に答えの大たい半はんを返してしまう針山さん。

「そうですか……」

　普通の生活を送っているという将馬。自分が来るよりも以前から彼がこの街にいたのならば、自分の心を読んで将馬に化けたという可能性はゼロになる。

　複雑な表情になったマヤの様よう子すを見て、針山さんは柔にゆう和わな声で言葉を紡つむぐ。

「まあ、あと少しでうちにつくから、そこでゆっくり考えるのも────」

　針山さんは言葉を途中で止め、少し急な感じで車を減速させる。サマーは前のめりにバランスを崩し、ティスは助手席の上から車の床へと転がり落ちた。

　だが、マヤには針山さんがブレーキをかけた理由は解っていた。

　──感じる。邪じや悪あくな気配を、レトムージュの闇やみが放つ悪あしき波動を。

　先刻から近づきつつあるというのは解っていたが、まさかこんな──

　──道路の中央で待ち伏せするとは思わなかった。




　いくら車通りが少ないとはいえ、ずっと待っていれば他の車に轢ひかれるか、あるいはちょっとした騒ぎになる可能性は大きい。

　つまり、自分が彼の邪悪な気配を感じ取れるように────彼もまた、こちらの気配を感じる事ができるのだろう。

　完全に停車したＲＶ車の前には、鉄パイプを持った将しよう馬まが立っていた。

　立ち塞ふさがるような感じで車を止めた将馬は、運転席の顔を見て少し驚いたような顔をしていた。どうやら、針はり山やまさんの隣となりに住んでいるというのは間違い無いらしい。

　マヤはそれを確認すると、車のノブに手をかける。

「ちょっ……鉄パイプ持った奴やつの前に出るのはヤバイんじゃないの!?」

　ティスが慌あわてて止めようとするが、サマーがその声に代わりに答える。

「大丈夫だよ、ティス」

「なにがさ？」

「私も一緒に外に出るから」

「余よ計けいダメだよ!?　ちょっ、まっ、ほら、本当に悪あく魔まだとしたらサマーちゃんの魔ま法ほうも効かないかもしれないんだよ!?　そんなことになったら……」

　自分の事を心配してくれるカマキリの言葉を嬉うれしく思いながら、サマーは力強く胸を張る。

「大丈夫だよ！　私達には、なーむばーじゃの神様の御ご加か護ごがあるんだから！」

　その言葉を聞いた瞬間、ティスはサマーの悪い性質を思い出しながら絶ぜつ叫きようをあげた。

「影えい響きようされてる───────っ!?」
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「驚いたな……まさか、針山さんの車に乗ってるなんて……」

　車から降りてきたマヤと、頭に大きなカマキリを乗せた少女を前に、少年は優しげな声で呟つぶやいた。その目はやけに澄んでいて、様々な感情の籠こもった目でマヤの姿を見つめている。

　『何か』を覚かく悟ごしている目だ。恐らくは、命のやりとりのような物を。ただし、それが自分の命なのかマヤの命を奪う事なのかまでは解わからなかったが。

「……!?　あれ、怪け我が……そうか、斬きられたのは服だけだったんだな？　……血は、錯さつ覚かくだったのか……」

　サマーの魔法を知らない彼は、素直に先刻の光景が勘かん違ちがいだったと誤ご解かいする。

「良かった……」

　涙が出そうな程ほどに安あん堵どしたという表情を浮かべながら、将馬は静かに言葉を紡つむぐ。

「そっちの子は？」

　マヤの隣に立つサマーを見ると、声をかけたのと同時に少女は動き始めていた。

「ナームバージャ神のお抱えサマナー、ナムナムサマーちゃん……変身！」

　意味の解らないかけ声と共に、少女の身体からだが光に包まれる。

　すると次の瞬間、彼女の姿が即そく座ざに変化するではないか。それまでの地じ味みな子供服とは一転して、ピンク色を基調とした、アニメのキャラクターのようなコスチュームに身を包む。

　手品のような早はや着替えを謎なぞの光と共に見せられ、将しよう馬まは僅わずかに目を開く。

「……かけ声だけなら、光ひかり島じまのお仲間かと思ったけど……なにそれ？　どうやって着替えた？」

　不ふ思し議ぎな光景と共に、将馬は少女からある『気配』を感じながらも──ぼんやりとした表情のままで、眼前の二人にゆっくりと尋たずねかける。

「確かに、気配を感じるけど……なんだ？　他の勇ゆう者しやとはちょっと違うような……。それに、その頭の上のカマキリ、それ本物かい？　ねえ……どうなんだよ？　マヤ」

　どこか心ここにあらずといった将馬に対して、マヤは先刻から無言を貫つらぬいていた。

　怒りを抑えていたわけでも、かける言葉を探していたわけでもない。『神の声』が彼女の脳内で荒れ狂い、それを抑えるのに必死だったのだ。

［光を　　　　　光を　　　　光を　　　光を　　　光を　　光を　光を　光を光を光光光光］

　ノイズは彼女の心を蝕むしばみ、将馬への想いをすべて殺意へと変えようとする。

　言葉巧たくみに心を動かそうというのではない。物量作戦のように、怒ど濤とうの『声』が押し寄せ、彼女の心を壊すところから始めようとしているらしい。

「将馬……」

　なんとか言葉を絞しぼり出し、それを皮切りとして、彼女は将馬の声に耳を傾ける。

　決して勇者としての使命に反逆したわけではない。ただ──真実を知りたいだけ。覚かく悟ごを決めたかっただけなのだ。……神に仕える為ための覚悟か、あるいは────

「ああ……本当に良かった、マヤが無事でさ……だから、今度こそ俺を……」

　将馬の声が聞こえる。その声を搔かき消そうと、神の声は尚なおも激しく響ひびき続ける。

　だが、負けない。

「教えて……本当の事を……」

「え……？」

「光島で、何があったの!?　将馬に一体何が起こったの!?　どうして……どうしてお父とうさんは……。母かあさんに何があったの!?　お願い、それを聞いてからじゃないと……将馬を殺す事も、将馬に殺される事もできないよ……！」

　涙を流しながら訴える彼女に、将馬は口を噤つぐんで目を逸そらす。

　そんな将馬に、マヤは尚も訴えかける。

「教えてよ……。将馬だけが覚かく悟ごするなんてずるいよ……。私にも覚悟を決めさせてよ……！　将馬を殺すか……それとも、将馬に殺されるか……その覚悟を私にも決めさせてよ……答えを聞きたいなら、問題を出してよ！」

　彼女の叫びを受け止めた将馬は、なおも沈ちん黙もくを続けていたが────

「マヤは……島の『呪じゆ縛ばく』が弱くなってるのか？」

「え……？」

「そんな事を聞いてくるなんて……。俺と、話をしようだなんて……。今までの『勇ゆう者しや』達の時は、そんなことはあり得なかった。もしかしたら、その横の女の子から感じる妙みような『力』で電波が弱くなってるのかな……。いや……俺への愛で、だったら凄すごく嬉うれしいんだけど」

　自じ虐ぎやく的に呟つぶやいたかと思うと、彼は静かに鉄パイプを横に落とす。

　カラン、という乾いた金属音が響ひびき──それと同時に、少年の目にうっすらと涙が滲にじむ。

「俺の話を聞いて……信じてくれるかい？　マヤ……」




　そして──少年はすべてを打ち明ける。

　自分の中にだけ封じ込めてきた、光ひかり島じまの真実を。

　あの日、島でどのような恐ろしい事が起こったのか、どのようにして……マヤの父親が死んだのかを。

　すべて、すべて、何一つ隠かくそうとせずに。




「そん……な……」

　彼女はすべての話を聞き終えた後、ゆっくりと路ろ肩かたに膝ひざを落とす。

　自分の心に響く声が、すべて『島』の歪ゆがんだ妄もう想そうであるという事。そして──自分達の祖そ先せんが、いや、自分達の肉体すらも──光島という『異い形ぎよう』の身体からだの一部であるという事。

　そして──やはりどんな理由があれ、将馬が人を殺したという事実を受け入れる事ができなかった。父親と母親が死んでいるであろうという事も含めて……。

「噓うそよ……。この街で島の人達を殺してきたなんて……。だって、もしも本当にそんなに殺してたとしたら……死体は何ど処こに隠すの？　そんなに殺して、殺して、殺して……。そ、そうよ、それに……光島でも沢たく山さん人が死んだっていうなら、その死体はどこに消えたの!?　ニュースだと、島には血の一滴も残ってなかったって……」

　それは、根こん本ぽん的な問いだった。

　いくら死体が身元不ふ明めいだとしても、現在の日本で通とおり魔ま的に人を殺し続けて、それが捕まらずに済むという事などあり得る筈はずが無い。第一、死体を隠す場所だけでも一ひと苦労だし、そこまで運ぶ手段が彼にあるとは思えない。

　だが、マヤには、その答えの予想はついていた。

　しかし、それを簡単に認める事ができなかったのだ。

　──さっきの死体……。あれも、光島の人だったって言うならば……。

　手足として生み出された、『島の一部』である生いけ贄にえ達の子ら。

　そのすべてが『勇者』として覚かく醒せいさせられ、それが死して役に立たなくなったとすれば……島の立場からすれば、死体の血けつ肉にくを構成させ続ける力は無む駄だとなる。

　自分の想像に吐き気を覚えながらも、マヤは自分の想像が正しいであろう事を思い知る。

「だから……だから、マヤ」

　そんな彼女に追い打ちをかけるように、将しよう馬まは両腕を広げながら、マヤにとって信じられない言葉を吐き出した。

「俺を……殺してくれ」




「え？」

　想い人の唐とう突とつな言葉に、少女の周囲の空気が一瞬にして凍り付く。

「なに、なに言ってるのよ将馬」

「マヤが俺を殺せば──きっと、それですべて終わる。お前は──マヤは元に戻れるんだ。マヤは俺という悪あく魔まを殺した『英雄』だからな。島もきっとマヤを祝福するさ」

「そんな……そんなのって……」

　普段の彼女ならば……勇ゆう者しやとして目覚める前の彼女ならば、そんな事を言われたらバカとでも叫んで将馬の頰ほおを張っている事だろう。だが、『神の声』と将馬の語った『真実』によって半なかば壊された状態の彼女の心には、その言葉はナイフのように鋭く心に突き刺さる。

　だが、次の瞬間、将馬はズボンのポケットから本物のナイフを取り出した。

　身体からだをビクリと震わせるマヤにはもはや『神しん託たく戦士の心』は残っておらず、そんな彼女に向かって彼は自分の喉へとそのナイフを突きつける。

　つい先刻、阿あ弥み陀だ組ぐみの組員に対して同じ事をしたマヤが、心臓が止まりそうな思いでその光景に息を吞む。

　違う事は、この場に銀ぎん島じまがいない事。ナイフを奪い取る事のできる人間がこの場にいない事だった。サマーの魔ま法ほうならばあるいはなんとかできるかもしれないが、マヤが知っているのは治ち癒ゆ魔法の一部のみだ。

　完全に動きを止めたマヤに、将馬は悲しみと謝罪と……恋れん慕ぼの情を込めた瞳を向ける。

「ああ……こんな事なら、マヤには狂信者でいて欲しかった。もしもマヤが殺してくれないってんなら……俺が、自分で始し末まつをつける」

「!?　ど、どうして……！」

「多分……それでマヤは自由になると思う。俺が……光ひかり島じまに『悪の権ごん化げ』と認定された俺が死ねば……全部、全部終わるんだよ！　この馬鹿げた『勇者の伝説』は!!」

　語気を強めながら言い切ると、彼はお別れだとばかりにマヤの目を見つめ、ナイフを持つ手に力を込めながら、ゆっくりとゆっくりとその口を開く。

「最後に……最後に一つだけ言わせてくれ。……マヤ、俺は……お前のこと……」




「それは……ちょっと違うんじゃないですか？」




　その声は、唐とう突とつに将しよう馬まとマヤの世界に踏み込んできた。

　いつの間にか車を降りていた針はり山やまさんが、事態を不安げに見守っていたサマーの横から声をあげる。

　それまで存在すら忘れていた男の横よこ槍やりに、将馬は暗い声で言葉を返す。

「針山さんには関係無い話ですよ……！」

「いや、ははは。そう言われると困りますけど……」

　いつも通りの笑いを浮かべた後、少しだけ真剣な表情になって、針山さんは言葉を紡つむぐ。

「じゃあ、誰なら関係があるのかな？」

「……！」

「君は同じ島の住民すら殺し続けて、磯いそ島じまさんにだって一方的に関係を押しつけているだけに見えるよ。少なくとも、今の瞬間だけ見れば……」

　特に迫力のある声でも、重みのある言葉でもなかった。

　だが、針山さんの静かな声は、他ひ人と事ごとだからこそ──将馬とマヤの耳に、温度の違う言葉として鋭い刺し激げきを与えてくる。

「私には確かに全く関係の話だけどね、うん。だけど……関係無いからこそ客観的に見た意見を言いたいんだけど。だから今だけ、町内会の役員として、将馬君に関係を押しつけて意見を言わせて貰もらうよ」

「なんですか……今いま更さら命を大事にしろとか言わないでくださいよ……？」

　苛いら立だたしげに告げる将馬に対し、針山さんはあくまで淡たん々たんと淡々と────

「君の話を聞くに、『光ひかり島じま』は……昔の魔ま術じゆつ師が召しよう喚かんしたんだろう？　願いをかなえる為ために。だけど、闇やみを祓はらったら、もう『光島』は役目を終える。少なくとも島自身はそう判断するとしたら────島が、元の世界に返るとしたら────」

　針山さんは、それ以上言葉を紡がなかった。

　その続きを想像し、将馬とマヤは完全に身体からだを強ばらせる。

　残ざん酷こくな真実が、そこにはあったからだ。

　もしも『島』が役目を終えたと判断すれば──磯島マヤという『勇ゆう者しや』は、もはや必要無くなる。闇を祓うのは一度だけ。それで島が『召喚の契約』を履り行こうしたと判断すれば──

「私は……消える……？」

「そんな事はない！」

　将馬は思わず叫びを上げる。確信があるわけではない。寧むしろ真ま逆ぎやくだ。真実を無む理り矢や理り否定する為の精せい一いつ杯ぱいの反抗。今の彼の叫びには、その程度の説得力しか存在しなかった。

　そんな将馬に追い打ちをかけるように、淡々と、ただ淡々と針山さんは言葉を紡ぐ。

「君みたいな優しい子を『悪の権ごん化げ』に設定するような、事務的なポンコツの神様に……君は、一体何を期待してるんだい？」

　その言葉にとどめを刺されたように、将しよう馬まはナイフを持った手を力なく垂らす。

「ええと……まあ、ごめん、言い過ぎたかもしれないけど、気にしちゃだめだよ？　君らほら、まだ若いんだから」

　路ろ肩かたで完全に動きを固めた将馬とマヤに対し、針はり山やまさんは運転席に乗り込みながら普段の笑顔を浮かべて話しかけた。

「とりあえず、二人ともうちに来なさい。今晩はゆっくり休んだ方が……」

　だが──針山さんの言葉は、数台の車のエンジン音によって搔かき消された。

　駅からも遠く、大通りから外れて交通量が劇的に少ない道路上。この時間帯に三台も連続して車が通るとは珍しいと、針山さんは不ふ思し議ぎそうにその車を見たのだが──

　そのまま通り過ぎるかと思われた大型のバンは、三台とも針山さんのＲＶ車を取り囲むように停車した。

「おや？」

　困ったような顔で運転席に引っ込む針山さんと入れ替わりに、停車したバンからそれぞれ六人か七人ずつ……全部で二十人程度の人間が降り立った。

　皆、手には一見して何も持っていないように見えたが──それぞれの腰には、特とく殊しゆ警棒やナイフ、太い鎖くさりといったグッズが装着されている。一見してまともな連れん中ちゆうではなかったが──

　最後にバンから現れた青いニット帽ぼうの少年と赤いニット帽の青年を見て、サマーが場の空気を一変させるような大声を張り上げた。

「あ……あ……ああああああ────────────っ！」
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　少女の叫びに、頭上にいたカマキリが目を回しながら抗議の声を紡つむぎ出す、

「ちょっ……さ、サマーちゃん!?　どうしたのさ急に!?」

「この人達……この人達、銀ぎん島じまさんを刺して撃うった奴やつらだよ……っ！」

「え？　……ゲーっ!?　そう言えば!?」

　漫まん才ざいのようにめまぐるしく動くカマキリに、バンから降りたチンピラ達の動きが一瞬止まる。互いに顔を見合わせて目の前の現象の説明を求めるが、当然ながら明確な答えは返ってこない。

　ただ、赤ニットが欠伸あくびをしながらサマーとティスの姿を見て、気だるげな声で呟つぶやいた。

「おうおう、嬢じようちゃん、腹ふく話わ術で遊ぶのもそこまでだぜっ……と」

「兄あに貴き、あれ、どうみても腹話術じゃないんだけど。玩具おもちやでもなさそうだよ」

「ああん？　じゃああれか。ありゃカマキリの形したオウムかなんかか？　そういやぁオウムの色と似てるしな」

「……まあ、いいけどね」

　青ニットは兄に対して諦あきらめ混じりの溜ため息いきを吐つくと、不ふ思し議ぎそうな目をティスに向けたまま、部下達と共にサマーと将馬達たちを取り囲む。

「え？　え？」

　何が起こったのか解わからない将しよう馬ま達に赤ニットが懐ふところから銃を取り出しながら歩み寄る、

「……!?　銃……!?」

　将馬が本物の銃を見るのは、光ひかり島じまで警官が撃うっていたのを見て以来だ。

　その時の銃声が頭の中に木霊こだまして、あの日の地じ獄ごくが頭の中に蘇よみがえる。

　しかし、目の前の赤ニットからは『勇ゆう者しや』の気配など全く感じられない。むしろ、一般人丸まる出だしといった特とく徴ちようだ。

　だが……銃を持ったチンピラは、今の将馬にとっては勇者達の何倍も恐ろしい相手だ。

　そもそも、自分達への態度から味み方かたではないというのが解る程度で、相手の正体すら全く理解していない状況だ。

　混乱する『勇者達』を前に、『単なる殺し屋』は圧倒的な余よ裕ゆうで言葉を紡つむぐ。

「こぉんばんはぁー」

　将馬とマヤの前まで辿たどり着くと、赤ニットはガキ大将のような笑顔で銃をクルクル回し続ける。銃口がこちらを向く度にどうしようもない緊きん張ちよう感かんに包まれ、彼らは静かに相手の言葉を聞き続けた。

「いやいやいやいや、や、や、や、お兄さん達超ラッキーです。まさかこんな車通りの少ないところで、わざわざ車を止めて待っててくれるなんて超ラッキーです」

　あくまでも巫ふ山ざ戯けた調子の赤ニットに、マヤは先刻受けたショックを引きずりながらも、精せい一いつ杯ぱいの胆たん力りよくを振り絞しぼって言葉を紡つむぐ。

「あ、貴方あなた達は……？」

　シンプルな問い。返る答えもやはりシンプルに。

「通りすがりの、悪者ですよ……と」

　恭うやうやしく一礼をしながら、赤ニットは膝ひざをついたマヤに顔をぐい、と近づける。

「いや、姉ねえちゃんよ、あんたも阿あ弥み陀だ組ぐみの中から出てきたよねえ？　ハーイ皆まで言わない皆まで言わない。解わかってる、俺はちゃんと解ってるから。ま、つまり、姉ちゃんなかなかいい女だしな。あのガキと一緒に攫さらうって魂こん胆たんだから、ＯＫ？」

「おい兄あに貴き、関係無い奴やつは……」

「顔見られてるじゃん。俺ら。それってかーなーりヤバクね？　つまり攫うしかないって事じゃね？　ま、最初からそのつもりだから俺ら顔も隠かくさずに来たわけだけどさ……」

　裏を読めば読むほどに絶望的な言葉を吐きながら、赤ニットは奇き妙みような体勢で上じよう半身をさらにマヤの顔に近づける。

　そのまま彼女の顔に口を近づけると、眼球に向かって艶なまめかしく舌を伸ばす。顔の造形がなまじ整っているだけに、その変質的な行為が物もの凄すごく歪ゆがんだ行為として感じられる。

「や……やめろよこの野郎！」

　舌が彼女の瞼まぶたに届きそうになった瞬間──将しよう馬まが、拳けん銃じゆうの呪じゆ縛ばくからいち早く解かれ、目の前の男に殴なぐりかかる。

　相手の死角を責めるような軌き道どうで放たれた拳こぶしだったが……赤ニットはギリギリでその拳を躱かわしながら、カウンターを決めるような形で、将馬の眉み間けんに黒光りする銃口を突きつけた。

「……っっっ！」

「おっといい動き。ちょいといい動き。俺が素人しろうとだったら今のでぶっ倒されてるかもねぇ。……でも、残念。銃の扱いは素人臭くさいっつわれるが……殺しは、素人じゃあねえんだよっ……と」

「いや……将馬っ！」

　慌あわてて飛びかかろうとしたマヤに対して、反対側の手が突きつけられる。

　その手にもいつの間にか小型の拳銃が握られており、マヤの目と目の間に恐ろしい程ほどの圧迫感が突きつけられた。

「ざ・ん・ね・ん☆」

　あくまで巫山戯た調子で話す男は、首を必要以上に激しく振りながらベトついた笑いを将馬に向けた。

「で、男に用はないわけだ。……だからまあなんだその。凄くわかりやすく二文字ぐらいで君の運命を表現すればあれだ──────死ね」

　引き金にかかった指が動くのを見た瞬間、将馬は死を覚かく悟ごする。その瞬間、彼は神に祈っていた。よりにもよって光ひかり島じまの神社を思い浮かべながら──自分が死んでも、どうか、どうかマヤの存在を消さないでくれと。







　だが……赤ニットは引き金を引かなかった。

　彼の耳に、聞き覚えのある轟ごう音おんが聞こえてきたからだ。

　一瞬、側そばの道路を通るエンジン音かと思ったのだが──

　再び同じ音が、先刻よりも近い位置から響ひびき渡る。

　その音は道路の脇にある林の奥から、あり得ない速度でこちらに接近し──────
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「危ないところだったな」

　黒スーツの法ほう務む官かんは、共に逃走する刑けい務む官かん達に声をかけた。

　彼らの手にはそれぞれ『杖つえ』の切れ端はしが持たれており、刑務官達の顔から完全に血の気が消え失うせていた。

「ま、まさか……あんな、恐ろしい事になるなんて……！」

　倉庫にいたあの男に治ち癒ゆの魔ま力りよくを注そそぎ込んだ途と端たん──恐ろしい雄叫おたけびをあげたかと思うと、完全に正気を失った目で、物もの凄すごい勢いで鎖くさりを引き千ち切ぎり始めたのだ。

　危険を感じた法務官は、即そく座ざに部下に命じて姿と気配を消す魔ま法ほうを使わせた。

　折れた杖でどこまで身を隠かくせるかは解わからなかったが、制御が簡単な魔法だという事もあってか、なんとか怪かい人じんは自分達に気付かずに外に飛び出していったようだ。

　倉庫の中に躍おどり出た男は、棚にあった斧おのを摑つかんだかと思うと──そのまま物凄い雄叫びを繰り返して倉庫の壁をぶち破った。

　あとは、即そく座ざに逃げ出したのでどうなったのかは解わからない。

　彼らにしてみれば、杖つえを奪だつ還かんできただけで大だい金きん星ぼしのようなものなのだから。

「一応、もう一度気配遮しや断だんの魔ま法ほうをかけておこう。察さつ知ちされる可能性がある」

「え……？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をする刑けい務む官かんの女性に、法ほう務む官かんは忌いま々いましげな調子で言葉を紡つむぐ。

「倉庫内で一いち度ど魔法を解いた時、奴やつがものすごい勢いでこちらを振り返ったのを見なかったのか？　……一種の刷り込みのような物かは解らんが……。奴の身体からだはお前達の魔法の暴走で再生されて、この世界というよりも……我々の身体に共通する組そ成せいとなったらしい。……いや、我々の魔ま力りよくに敏びん感かんになったというべきか。……あいつ、我々の気配を感かん知ちしていたぞ」

「で、でも……それなら、私達はとっくに見つかって追いかけられてなきゃおかしいんじゃ」

「……鈍い奴らだな。俺達よりも遙かに強い『魔力の気配』を放つ存在が、この街には存在するだろう」

　冷や汗を流しながら語る法務官の言葉に、刑務官達も背中をしめらせながら一人の存在を思い出す。自分達をこんな境きよう遇ぐうに追い込んだ、一つの実験的な『魔法の塊かたまり』を。

「あの怪かい人じんにとっては恐らく──」

　恐怖を紛まぎらわせるように、皮ひ肉にくを込めた口く調ちようで法務官はその存在の名を口にした。




「……８９３号は、格かつ好こうのエサだろうな」
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　──大変！　お姉ねえちゃん達を助けなきゃ……！

　自分もチンピラ達に囲まれている状態だが、頭上のカマキリが鎌をブンブンと振り回して威い嚇かくしているせいか、不ぶ気き味みがってなかなかチンピラ達が近づこうとしていない。

　その隙すきに杖つえを振りかざし、マヤ達を助けようとしたのだが────

　彼女が魔法のかけ声を口にしようとしたその瞬間、禍まが々まがしい絶ぜつ叫きようによってその行為は完全に封じ込められた。
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「!?　な、なに、なあに、これ!?」

　嫌な声だった。

　聞いただけで自分の命が奪われていくような錯さつ覚かくを覚える、呪のろいという概がい念ねんに満ちた重苦しい絶叫。そして──その雄叫おたけびの主は、実際に命を奪うつもりだった。

　自分自身の力を保つ為ための餌えさとして──本能的に、サマーという魔ま力りよくの塊かたまりを嗅かぎつけた怪かい人じんが。

　雄叫おたけびが止み、その場にいた者達が沈ちん黙もくしたかと思うと、その静せい寂じやくを打ち破るかのように、黒い影が一台のバンの上に舞い降りた。

　ドゴ、という鈍い衝しよう撃げき音に、その場にいた全員が振り返る。

「な……なんだこいつ……？」

　先せん刻こく倉庫の前にいなかったチンピラが、唐とう突とつに自分達の車を踏みつけた怪人に目を凝こらす。

　特別に巨きよ漢かんであるわけではないし、背中に蝙こう蝠もりの羽が生はえていたり鋭い牙きばを持っていたりするわけでもない。だが、その男は明らかに異常な存在として周囲の人々の視線を自分自身に縫ぬい止めた。

　限界まで見開かれた巨大な目には理性の光は感じられず、右手に持った斧おのだけが彼という存在の全てを物語っている。

「あの野郎……!?　どうやって俺らを嗅ぎつけやがった!?」

　赤ニットが、将しよう馬ま達に拳けん銃じゆうを突きつけたまま言葉を紡つむぐ。彼は先刻傷きずを与えた自分達に復ふく讐しゆうするためにここに現れたと考えているようだが──肝かん心じんの斧男は、赤ニットの方など見向きもしていない。さらに言うならば、傷も殆ほとんど治りかけている。

「ば、化ばけ物もの……」

　ニット帽ぼうの二人以外は完全に逃げ腰になっており、サマーやティスから完全に視線を外している。これがただ『斧を持った危ない男』ならば、彼らは職業上怯ひるみはしなかったかもしれないが──明らかに目の前の男は『危ない』とか『麻ま薬やく中毒者』のレベルではない事が解わかる。

　人間の姿をしながら、人間ではない。人間であってはならない。そんな空気をチリチリと焼き付かせながら、斧男は再びその場で咆ほう哮こうをあげる。




　ぉぉぉぉぉおおおおぉおおぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおぉぉぉおおおぉぉぉぉおおおおぉ




　聞く者全てを震わせる叫びを耳の中に響ひびかせながら──ナームバージャの神しん託たく戦士は、更さらなる混乱に陥おとしいれられていた。いや、将馬の言葉と合わさって、正気を取り戻しつつあったと言うべきだろうか。

　……どうして？

　横にいる将馬からは──自分をたった今も守ろうとしてくれている将馬からは、先刻と変わらぬ『邪じや気き』を感じ続けている。

　……それなのに……それなのに……！

　吐き気を催すような存在である赤ニットの男からも、絶対的な恐怖を撒まき散らす斧を持った怪人からも──邪じや悪あくな気配は、欠片かけらも感じはしないのだ。

　ナームバージャにとっての『悪』とは、つまりは彼女の世界の価か値ち観かんとは無関係に定められるものらしい。

　──そんな神様に、一いつ体たい何の価か値ちがある［光を］の［光を］［光を］か［光を］［世界に］［闇やみを］［祓はらえ］［滅ぼせ］［滅ぼせ］［滅ぼせ］［滅ぼせ］────

　僅わずかな疑念も許さないと言うように、『神の言葉』は彼女の心を搔かき乱す。ノイズの一つ一つが鋭さを増して頭痛さえ感じられる事から、もはや搔きむしると表現した方がいいかもしれない。

　そして、そのノイズが『殺せ』と言い続ける相手は──

　自分の命を狙っている筈はずの少女を守る為ために、元より投げ捨てるつもりだった命を、彼女の為に消費する事にしたようだ。

　三度目の咆ほう哮こうが響ひびき渡り、赤ニットの意識が完全に斧おの男おとこへと移行した隙すきをついて──将しよう馬まは傍かたわらに落としていた鉄パイプを手にとった。そして、首だけを斧男の方に向けている青年の後頭部に、手にした武器を躊躇ためらう事こと無なく振り下ろす。

　鈍い音が響き、赤ニットが身体からだを大きく揺らめかせた。殴なぐった際の衝しよう撃げきで引き金が引かれ、両手の拳けん銃じゆうから想像よりも小さい破は裂れつ音が響き渡った。銃じゆう弾だんはそれぞれ将馬とマヤの横をかすめ、アスファルトに跳ね返って夜の闇やみへと吸い込まれていった。

「てめ……」

　殴られた衝撃で将馬達に完全に背を向ける形となった赤ニット。振り返り様ざまに二発目を放とうとした青年は、今いまし方がたの銃声に斧男がこちらを勢いよく振り向いたのを目に止め、本能的にそちらを一瞬警けい戒かいしてしまう。一方の将馬は斧男を完全に無視して立ち上がり、赤ニットの背中を思い切り蹴けり倒した。

「うおッ!?」

　殴られた事によって平へい衡こう感覚が揺さぶられていた赤ニットは、将馬の蹴りでいとも簡単に足をもつれさせ、そのままうつぶせに倒れ込んでしまった。

　そして、赤ニットが起きあがって振り返った時には──数台ある車のいずれかの陰に隠かくれたのか、将馬とマヤの姿はどこにも見あたらなくなっていた。




　そんな赤ニットの失しつ態たいなどには興味が無いと言うように──斧を持った怪かい人じんは、視線をチンピラ達の中心にいる少女へと注そそぎ込む。自分の狂った性せい癖へきを沈める為に、そして、自分の身体を維持する『力』を取り込む為に、餌えさである少女を見み据すえ、咆哮を止めると同時にバンの屋根を蹴り込んだ。

　人間とは思えない程ほどの跳ちよう躍やく力。自分の身長の倍ほどの高さを飛んだかと思うと、それにバンの車しや高こうを加えた高さを一直線に落ちてくる。

　片手に斧を振り上げ、本能のままに、過去にずっとずっとそうして来たように──彼にとっては極ごく々ごく自然なフォームで、カマキリが乗った少女の脳のう天てん目がけて一直線に斧を振り下ろした。

「──え？」

　跳ちよう躍やくした斧おの男おとこの姿を見失っていたサマーが上を振り向いた時には、既に眼前まで男の身体からだが迫っており──気付いて悲鳴をあげようとした瞬間、その身体が大きく後ろに引き寄せられた。

　刹せつ那な、物もの凄すごい音と共に斧がアスファルトに激げき突とつする。強い勢いで引かれたため、バランスをくずしたティスが道路の上に転がった。

　目の前を明確な『死』が通過した事に気付き、サマーの感覚は恐怖を通り越して、魔ま法ほう生物として生まれた彼女の本能は、自らを一時的にマヒさせる事によって感情の爆発を抑え込む。

　そんな中、背後から聞こえてきた声は──自分の事を引っ張って助けてくれた少年の声。

「下がってろ」

　一瞬サマーは、自分を助けたのは将しよう馬まという少年だと思って振り向いたのだが──

「……人ひと質じちを殺されると、困る」

　そこに立っていたのは、青いニット帽ぼうの少年だった。

「あ、ありがとう、ナイフのお兄にいちゃ……え、あれ、でもこの人は銀ぎん島じまさんを刺した人で……」

　混乱に混乱が重なるサマーの心しん中ちゆうが混乱する中──獲え物ものを横取りされた事に怒り狂った斧男は、周囲の邪じや魔ま者から片付けようと、斧を青ニットに向けて振るうべく、凶きよう器きを持つ右手を背中まで水平に引き戻す。

　身体のバネが最大限にまで溜ためられた状態で──その身体に、幾いくつもの赤い穴が穿うがたれた。

　事態を瞬しゆん時じに理解した青ニットは、振り返らないまま背後にいる兄へと尋たずねかける。

「兄あに貴き……大丈夫か？　あの二人は？」

　何気なく尋ねただけだったのだが──兄の様よう子すは、いつもと少し違っていた。

「……もういい」

「え？」

　疑問の声を発しながらも、青ニット達は斧男から目を離さない。

　いや、目を離す余よ裕ゆうなどは欠片かけらも無い。

　身体の正せい中ちゆう線せんをなぞるように穿たれた弾だん痕こんからは血が止まり──斧男は、先刻にも勝る怒りを双そう眸ぼうに湛たたえて雄叫おたけびを上げた。




　ぎぃぃぃぎぃぃぎいあぁぁぁぁぁぎぃぎぉぉぉおおぉおおおおぉおぉおぉおぉぉぉぉぉお




　人間はおろか、この世に存在するあらゆる音からかけ離れたその叫びを聞いて、チンピラ達は再び背後に後じさるのだが────

「……ギイギイギイギイ……ギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイギイうるせえなあおい」

　同じように目に怒りを湛えたまま、赤ニットは力の抜けた笑顔を見せ──自分自身に言い訳するように呟つぶやいた。

「もういいよ。疲れた。超ちよう疲れたし痛えし恥搔かかされたしよ……」

　笑ったまま、笑ったまま、引き金を引く指に狂気を籠こめて。

「面めん倒どうだからここにいる奴やつら全員殺やっちまおうぜ」

　赤ニットはそう言いながら首をコキリと鳴らす。痛みに動きを止めている斧おの男おとこを余よ所そに、周囲をじっくりと睨ねめ回す。チンピラ達は、斧男とは違う類たぐいの怖さをそのサラリとした挙きよ動どうに感じ、板いた挟ばさみにされた形となって己おのれの身を強こわばらせた。

　唯ゆい一いつ、青ニットの少年だけが溜ため息いきをついて冷静に見守る中──赤ニットは、自分が先刻立っていた所に一つの特とく異い点を見つけ出す。

　車のライトに照らされたそれは──アスファルトの上に赤黒い反射として照らされながら、一台のバンの裏に回り込むように転々と続いていた。

　それが先刻少年か少女をかすめた弾だん丸がんの傷による血けつ痕こんだろうと気付き──瞳に溢あふれる怒りはそのままに、楽しそうに楽しそうにその口元をつり上げた。

「さぁて……どっちからぶっ殺そうか……？」

　軽々しくも禍まが々まがしい怒りに己の身を打ち振るわせながら、赤ニットは特に意味も無く空へと弾丸を撃うち放つ。

　消音器によって驚くほど抑えられた発射音だったが──事態を動かす合図には十分だった。

　乾いた音と共に、斧男が勢いよく足を踏み込み、食事の邪じや魔まをする無ぶ粋すいな輩やから達へと兇きよう刃じんを振るう。相あい対たいする若者達も弾はじかれたように動きだし、斧男への恐怖を背後に控えるリーダー……さらにはその背後にいる丸まる跋ばつ組ぐみに対する恐怖で抑え込み、半なかば自じ棄きとなって目の前の『殺人鬼き』へと躍おどりかかった。

　だが、銃で撃うたれた事などまるで影えい響きようが無いとでも言うように、先刻と何ら遜そん色しよくのない勢いで斧を振り回す狂気の怪かい人じん。タイミング良く斧をくぐり抜けたものの、その常じよう人じん離れした膂りよ力りよくによってはじき飛ばされる──そんな事が繰り返された。何度も、何度も、何度も。まるで、その場で早回しのビデオを見続けるように……滑こつ稽けいで、だからこそおそろしい光景だった。

　降って湧わいたような混乱と喧けん噪そうの中心で──混乱したサマーは、ただその状況を見守る事しかできなかった。

　自分が何をすべきなのか解わからず、助けなくてはならない仲間の姿は見あたらず────




　魔ま法ほう少女は、久方ぶりに自分の無力を痛つう感かんさせられた。





○★♪☆●






「ひ、ひ、ひいッ、こ、このままじゃサマーちゃんが殺されちゃう！　もしくはあの変な連れん中ちゆうに捕つかまって、東南アジアあたりに売られちゃう！」

　混乱を極め始めた状況の中で、針はり山やまさんの車の中に一匹の虫が逃げ込んできた。後部座席のドアから飛び込んできたティスは、懇こん願がんするような目つきで針山さんに声をかける。

「は、は、針山さん、大人おとななんだからなんとかしてよ!?」

　ティスに助けを求められた針山さんは、運転席で身体からだを縮こまらせながら、困ったような顔で周囲の状況を見渡した。

「いや……さっきも言ったけど、私は単なる一般人だからねえ、大した事はできないんだよ」

「だってさっき宇宙人がどうとか！」

「いやあ……不ふ思し議ぎな経験はしてるけど、恐いものは恐いよ。いや本当に」

　情なさけない事を言う針山さんに、ティスは思わずいくじなしと叫ぼうとしたのだが──

「だけどね、ティス君。一般人じゃないとできない事ってあるんだよ、こういう時って」

「……え？」





○★♪☆●






　将しよう馬まとマヤは、チンピラ達の乗っていたバンの陰に隠かくれて道路側の様よう子すを窺うかがっていた。

　不思議なことにこれら三台のバンの後ろに車は通過しておらず、この広い道路は完全に孤立している状態だ。

　先刻の弾だん丸がんが僅わずかにかすっていたのか、将馬の腕の辺りで服の布が弾はじけ飛び、その下から赤い液体がこぼれ落ちているのが見えた。

　マヤは慌あわてて声をかけようとしたのだが──その前に、将馬の方が力強い言葉を紡つむぐ。

「なんとかして……あの女の子を助けないとな……。くそッ、針山さんはまだ無事か？」

　怪け我がを負っているのは自分の方だというのに、彼はまだ他人を助けようとしている。隣となりに住むという針山さんはともかく、今日初めて出会ったばかりの少女まで。

「なんとか隙すきを作るから、マヤはあの子を連れて、針山さんと車で逃げろ」

「そんなこと……ッ！　そんなことできないよ！　将馬も一緒に逃げなきゃ……！」

　迷う事こと無なく、その言葉が口から漏れだした。

　もはや心の中では迷ってはいないのだろう。将馬を殺さないという選択肢しに、完全に彼女の心の針は振れきっているようだ。

［殺せ殺せ殺せ、お前の存在価か値ちを示す為ために示す為に示す為に殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ］

　彼女の選択に過か剰じよう反応するように、神の声は、もはや神の形を取り繕つくろってはいなかった。

　半分脅おどしともとれる神しん託たくが少女の中を反はん響きようし、心よりも先に鼓こ膜まくが破れてしまうのではないかという錯さつ覚かくに陥った。もっとも、この神託が鼓膜を通じて脳に届いているのかは怪しいものだったのだが。

　感情はもはや答えを選び、あとは理性だけが将しよう馬まを受け入れる事を迷っていた。正確には、将馬を受け入れるという事よりも、神の声を裏切るという行為の方が躊躇ためらわれた。長い期間では無かったが、この『声』は確実に彼女と同化しつつある。それを完全に裏切った時に一いつ体たい何が起こるのか……それ以前に、やはり彼女は自分が『神しん託たく戦士である』という事を疑う事ができなかったのだ。前世の記き憶おくはしっかりと脳に焼き付いており、その時にナームバージャの神に受けた恩おん恵けいも、その時に自分が救った古代ミレニアム大陸の人々の笑顔もハッキリと心の中に思い浮かぶ。

　──これが全部……島が造った幻まぼろしだなんて……！

　信じたくなかった。同時に、将馬の言葉を信じたかった。板いた挟ばさみに迷うマヤだったが、残念ながら自分達を取り巻く状況は、ゆっくりと答えを考えさせてはくれないようだった。




　マヤが自分の心に迷う間、将馬はなんとかこの状況から抜け出す策を考えていた。

　車の裏側から幾いく度ども幾度も斧おの男おとこの怒ど声せいが響ひびき渡り、それに合いの手を打つかのようにチンピラ達の怒声や悲鳴が木霊こだまする。時とき折おりナイフを持っていた少年の冷静な指示が周囲に飛ぶぐらいで、車一台隔へだてた向こうが地じ獄ごくに繫つながっている。そんな錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　しかしここに狂気はない。斧男に正気が残っているのかどうかはともかく、チンピラ達は人間としての理性のままで、人間としての欲望の為ために逃走を行っている、人を殺そうとしている。

　純粋なまでに意味の無い殺意が、自分とマヤに叩たたきつけられた事を思い出しながら、将馬は怒りと共に先刻の男の事が気になった。

　赤いニット帽ぼうの男もまた、斧男と殺し合いをしているのだろうか？

　そう思って、自分達に絶望を与えかけた男の位置を確認しようと顔をあげると──

　絶望は、そこに立っていた。

　音もなく、気配もなく、ただ、気が付いたら銃口だけが目の前にあった。

　将馬が驚きよう愕がくに目を見開くのを待っていたとでも言うかのように、赤ニットの青年は満足そうな笑みを浮かべてその口を開く。

「さて、と。舐なめた真ま似ねしてくれたじゃん？　罪を償つぐなう準備はＯＫか？　できて無くてもまあそのなんだ、殺すけどな」

　将馬達に銃口を向けるその男の目には、先刻には無かった怒りが込められている。先刻のような理由の無い殺意ではない。明確な憎しみによる殺意が、赤ニットの体中に漲みなぎっていた。

「おっと……他の車が通りかかって通報してくれるかも、なんて甘い事は考えるなよ？　……通行止めの看板を路の真ん中に置いてきたからな。おかしいと思って通報された警察が来るまで、あと10分はかかるんじゃねえか？」

　仲間の一人が念のため警察無む線せんを張っているが、この混乱の中では連絡が取れたところでどうしようもないだろう。もしかしたら今にでも警察が来るかもしれないのだが、赤ニットにとってはもはやどうでもいいことだったようだ。

「……心臓を撃うち抜かれても、アドレナリンが出てりゃ10秒ぐらいは走れるらしいぜ？　試しに病院まで走ってみるか？」

　つり上げられた口元から悪意と殺意を同時に吐き出しながら、赤ニットは静かに銃の狙いをつけた。

　将しよう馬まではなく──その隣となりで固まっていた少女に対して。

「大事な彼女を担かついでなぁ」

「────ッ！」

　銃声が響ひびき渡るのと、将馬が勢いよく身体からだを跳ね起こしたのは……ほぼ同時の出来事だった。

　次の瞬間──自分の方を向いた銃口に気付いて硬直したマヤの顔に、赤い鮮せん血けつが降り注そそぐ。

　自分を庇かばう形で前に飛び出した将馬の肩が、えぐれるように弾はじけ飛ぶ。どうやらまた表面をかすっただけのようだったが、それが功こうを奏そうしたのかどうか……とにかく、弾だん丸がんはマヤの髪を掠かすめた後に、アスファルトに激げき突とつして完全に砕け散る。

「……ッッッ！」

　将馬の身体からだが前後に激しく揺さぶられるが、それでも、彼は倒れなかった。尚なおもマヤを護まもるように銃口の前に立ち塞ふさがると、眼前の赤ニットを強く強く睨にらみ付けた。

　だが──次の瞬間、絶望は更に深みを増した。

　将馬に対して更なる挑ちよう発はつを続けようとした赤ニットの目が急に細まり、その視線が将馬の背後に投げかけられる。

　同時に、背後にどうしようもなく嫌な息づかいを感じ──バンを挟んだ反対側から、『飛んだぞ！』『糞くそ、反対側だ！』『……！　兄あに貴きがそっちに！』『急いで回れ！』というチンピラ達の怒ど声せいが聞こえてきて──その声は、直ぐにこちら側に現れた。

　自分達をチンピラが取り囲んだのは即そく座ざに理解できた。そして──自分の背後に、何がいるのかも。だが──今のマヤにとって重要なのは、将馬が自分を庇って銃で撃たれたという、その一点だけだった。

「しょう……ま……将馬ぁッ！」

　ようやく状況を理解して悲鳴を上げたが……

　その悲鳴を打ち消すように、再び、ノイズが──────。

　響ひびき渡るノイズは、一いち々いち理解する必要も無かった。

　神の声は……自分を庇った将馬を、これがチャンスとばかりに殺せと言い続けている。赤ニットについては、ただの一言も触れてはいない。

　これほどの悪が、これ程ほどの闇やみが目の前にいるのに。

　神は尚も、将馬を殺すことしか考えていない。

　それが──世界の運命だとでも言うかの如ごとく。

　──だったら、私は神しん託たく戦士なんかじゃなくていい……！　世界を救う勇ゆう者しやなんかじゃなくていい！

　心の中で少女がそう叫んだ瞬間────

「俺……は……、勇者に……なりたかった」

　自分に背を向けたまま、将しよう馬まはこちらの心を読んだかのように呟つぶやいた。

「え……？」

　無む論ろんそれは気のせいで、将馬は、自分自身にその言葉を言い聞かせていた。大だい事じな者を守る為ために、自分自身を奮い立たせるべく。

「何度も何度も何度も思い続けていた。光ひかり島じまを出た後、勇者なんて、と何度も思った。だけどよ……俺は、勇者って単語を見捨てる事ができなかった。嫌いにはなれなかった」

　言葉の最中、マヤは背後に立つ者の息づかいが変わるのを感じた。外灯によって地面に映った影が、斧おののシルエットを高々と振り上げる。

　その一方で、チンピラ達は赤ニットに睨にらまれて動かない。

「俺はただ、俺は、俺はただ────ゲームや漫画の勇者みたいになってさ……」

　斧の影を、果たして将馬も見ていたのだろうか──将馬は最後の一言を紡つむぎ出すと、振り返り様ざまに斧男へと向かって思い切り身体からだを走らせた。

「……マヤに、かっこつけたかっただけなんだよ」




　だが──マヤは見た。

　将馬が動いたのと同時に、赤ニットがニヤリと笑いながらその背中に銃口を向けるのを。

　彼女が反射的にどう動くのか、神の声は……光島は即そく座ざに理解したのだろう。もはや言葉にすらなっていない絶ぜつ叫きようのようなノイズが、全身を支配するように脳のう味み噌そを揺さぶったが──




　──黙れ。神様。




　マヤはそのノイズを強制的に振り払い──その意志の力を全て神経に上うわ乗のせさせる。身体を無む理り矢や理り引き起こし、先せん刻こく将馬が自分に対してそうしたように────自らの身体を、将馬の盾たてとするように銃口の前に躍おどり出た。

　その一方で、将馬は──マヤを殺そうとして斧男が振り上げた一いち撃げきを遮さえぎる為ために、やはり彼女の盾となる。

　互いが互いの盾となり、確実に死ぬかと思われた。

　二人の勇気が、全く意味の無い茶ちや番ばんに成り果てようかと思われたその時────

　ナームバージャの神は、最後の最後に彼らを助けた。

　正確には──自分がナームバージャの戦士の一人だと思いこんだ、魔ま法ほう少女の一撃が。




　魔ま法ほうのステッキから生み出された衝しよう撃げき波はは二匹の大だい蛇じやの形をとって、激しいうねりを生じて斧おの男おとこと赤ニットを弾はじき飛ばした。

　唐とう突とつの事になすすべもなかった赤ニットと斧男は、それぞれ将しよう馬ま達から遠ざかるように倒れこんだ。

「……あ、あぁ……あ……」

「……何だよ、今の……」

「化ばけ物もの……？」

　将馬達を助ける為ために、反射的にとった行動だったが──周囲のチンピラ達の声を聞きながら、サマーはどうしようもない恐怖と緊きん張ちように包まれていた。

　今まで丸まる跋ばつ組ぐみの事務所を爆ばく弾だんで吹っ飛ばしたりしてきたものの──明確な殺意を持つ相手と闘うのも、敵意をあらわにしたこれほどの人数と闘うのも初めてだった。

　──恐い。

　今まで見る必要の無かった物が、ハッキリとサマーの視し界かいに飛び込んでくる。自分に対する歪ゆがんだ殺意を向けてくる斧男の目。人を射い殺ころすような鋭い目つきで睨にらんでくるニット帽ぼうの兄弟。そして、『魔法』を使った自分に対して好こう奇きと動どう揺よう、そして畏い怖ふの入り交じった目を向けてくるチンピラ達。将馬とマヤは何が起こったのか解わかっていないようで、まだサマーの方に視線を向けてはいなかったが──果たして二人はどんな目を自分に向けるのだろうか。

　その全てがどうしようもなく恐ろしく、移ろい易やすい少女の心を猛もう然ぜんと搔かき乱す。

　──恐い……恐い……よ……。

　どうしようもない恐怖が足下からこみ上げてきて、少女の身体からだは徐々に硬直していった。果たして次に斧男が自分に向かって襲おそいかかって来たら、今と同じように魔法を使って撃げき退たいする事はできるのだろうかと。

　にわか仕込みで崇すう拝はいされたナームバージャの神様は、サマーには何の助けも、言葉すらも与えようとはしなかった。

　そして──斧男が、ゆっくりとその腕を振り上げたその瞬間────

「サマぁぁぁ───ッ！」

　彼女にとって神様以上の救いの声が、夜の闇やみに高らかに高らかに響ひびき渡った。
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ＲＶ車内




　時間は、僅わずかに巻き戻る。




　妙みような事を言い出した針はり山やまさんに対し、ティスは訝いぶかしげな目をして首を傾かしげる。

「一般人にしかできない事……？」

「しか、ってわけじゃないけどね。まあ、ヒーローならあまりやらない事だよ」

　困ってはいるものの、絶対的な危機感も諦てい念ねんも含まれていない言葉で、針山さんはティスに対してゆっくりと語りかける。

「そう……伝えるだけ。僕らはせいぜい、観客として伝えることしかできないんだよ」

「……？」

「現在の状況を……携帯電話とかで」

　そんな事を呟つぶやきながら懐ふところから取り出した携帯電話には……『通話中』の文字が運転席の闇やみの中に煌こう々こうと浮かびあがっていた。

「例えば、娘さんを預かるっていう貸しがある、知り合いのヤクザ屋さんとかに……」
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　声は、確実に夜の闇とサマーの迷いを切り裂いた。

　激しいエンジン音と共にこちらに迫った車が一台。ドリフトのような形で車体を横に滑らせながら集団の真ま横よこに迫ったかと思うと────車が完全に止まる前にその扉が開き、中から長い棒状の物体を手にした男が飛び出した。

　その男の顔はチンピラの間でも有名なようで、男の顔に走る大きな刀かたな傷きずを見るや否や、数で圧倒的に勝る彼らの間に、これでもかという程ほどに動どう揺ようが走る。

「ぎ、ぎ……」

「銀ぎん島じま……」

　一人冷静なままの青ニットが呟くが、その顔色は流石さすがに余よ裕ゆうというわけにはいかなかった。

　当の銀島は滑るようにサマーの眼前に立つと、チラリと後ろを振り返りながら──一ひと言こと告げる。

「大丈夫か？」

「銀島さん……ッ！　うん！　私は大丈夫！　だけど、お兄にいちゃん達が……」

　すっかり普段の調子に戻ったサマーに安あん堵どすると、銀島は眼前の状況に目を向ける。

　針山さんとティスの姿は見えないが、先刻の高校生らしき少女が、見覚えのない少年と背中を合わせて身構えている。男の方は肩と腕に怪け我がを負っており、どうやら銃じゆう弾だんが掠かすめたらしいと判断する。斧おの男おとこが振り上げている斧は、果たして誰に振り下ろす為ためのものなのだろう。

　だが、それより何より──以い前ぜん自分を撃うった赤ニットが目の前にいるではないか。

　彼らが自分ではなくサマーの前に立ち塞ふさがっていた。その意味を銀島は即そく座ざに理解し──憎しみの叫びではなく、怒りの眼光でもなく──自らの中に生じたあらゆる感情を喉のどに込めて、全てを含んだ言葉を淡たん々たんと紡つむぎ出した。

　それは──実に冷静なトーンでチンピラと斧おの男おとこの耳を打つ。

「お前ら……生きながら三さん途ずの川ぁ渡る覚かく悟ごぁできてんだろうな？」

　銀ぎん島じまの言葉は、強い力を持っていた。

　言葉の意味が、声が、空気が、その全てが強大な圧力となってチンピラ達に叩たたきつけられる。

　それは恐怖ではない。赤ニットや斧男のような恐怖で自分達を吞み込んでいるわけではない。

　恐怖は所しよ詮せんは感情の流れに過ぎないが──銀島の言葉には、確固たる『力』が存在した。マヤの心に響ひびいていた神の声などよりも、何倍も何倍も強い魂たましいを感じさせながら。

　若いチンピラ達を完全に萎い縮しゆくさせただけには止まらず、その言葉は完全に発狂していると思われた斧男の動きすらも抑え込み、振り上げたままの斧が空中でピタリと止まっている。あるいは、本能的に銀島の声に生命の危険を感じたのかもしれない。

　当の銀島は怨おん霊りようのような瞳で眼前の敵達を射い抜ぬくと、手にした長ドスを構えながら、威い風ふう堂々と言葉を紡つむぐ。

「……サツの聴取を振り切って来ちまったからな……。パトカーが追いつくまでに、全部終わらせるつもりだ」




「だから手前てめえら……俺の前に立つってんなら……手て加か減げんは期待するな」
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　あとは、酷ひどいものだった。

　圧倒的、という言葉はまさにこのためにあるのだろうか。

　手に手に武器を持った……かなり喧けん嘩か慣なれしていた者達が、斧男と互ご角かくに渡りあっていた者達が、そして何より、人間離れした膂りよ力りよくを持つ斧男自じ身しんが──まるで銀島の相手にならない。

　銀島は必要最さい低てい限げんの動きで敵の懐ふところに潜もぐり込んだかと思うと、長ドスを鞘さやから抜き放つ事も無く、鞘に収めたままその全てを叩き伏せた。鞘のまま闘えば簡単に壊れてしまいそうだが、銀島は絶ぜつ妙みような力加減で長ドスの鞘の先せん端たんをチンピラ達の顎あごや喉のど、鳩みぞ尾おちやその他の急所に的確にヒットさせていく。

　期待するなと言いつつもしっかりと手加減している辺りが銀島の甘い所なのだが──そんな甘さなど問題にならないほどに、銀島の力は圧倒的だった。

　銃を持った赤ニットに至っては──周囲にいた誰もが、銀島が銃じゆう弾だんをはじき飛ばすぐらいはするのではないかと想像したのだが、実際には引金を引く暇すら与えられなかった。

　銀島の背後から腰部を狙って弾だん丸がんを撃うち込もうとした赤ニットだったが──次の瞬間、まるで肩の関節が外れたかのような勢いで銀島の腕が背後に回り、長ドスの先端が銃を握る手を強したたかに打ち付けた。

「がッ……！」

　骨が粉ふん砕さいされた感かん触しよくが伝わり、反射的に銃を地面に落としてしまう。それどころか、折れた手の甲こうが異常なまでに腫はれあがり──今のままでは手を握る事すらも叶かなわないだろう。それほどまでに強烈な一いち撃げきだった。

　右手を押さえて呻うめく赤ニットを、銀島は冷れい酷こくな目つきで見下ろした。

「……もう、今日のところは引け。本当なら全殺しにするところだが……手前てめえらの仲間がうちの倉庫に入り込んでいた奴やつにやられた事を酌くんで、今日はこれで見逃してやる」

「なん……だ……と……？」

　甘い事を呟つぶやく銀ぎん島じまに対し、赤ニットは自分のプライドが踏みにじられたような屈くつ辱じよく感かんを味わった。殺し損ねたとはいえ、自分が撃うった男が、まるで情なさけをかけるかのように『見逃してやる』と言っているのだ。

「銀島……」

　赤ニットの歪ゆがんだ性格上、それはこの上ない屈辱となって脳内の理性を弾はじき飛ばす。

「銀島ぁぁぁああぁぁ────ッ！」

　激しく叫びながら、もう片方の手に収められた銃を銀島に向けようとしたのだが──

　次の瞬間、喉のどに鋭い冷たさを確認し──湧わき上がった感情が強制的に冷却された。

　見ると──横にはいつもと同じ、感情の無い目で冷静に状況を見続けている弟の姿があった。

「……引くぞ、兄あに貴き。これ以上は無む駄だに殺されるだけだ」

「あ、あぁ……」

　喉元にナイフを当てられた赤ニットは、即そく座ざに冷静さを取り戻して弟に従い、銀島を睨にらみ付けながらバンの中へと逃げ込んだ。他のチンピラ達も、動ける者が即座に負傷者を抱えてバンの中にたたき込み──捨て台詞ぜりふを吐く暇ひまもなく、彼らのバンは法定速度を30キロ程ほど超ちよう過かしながら、逃げるように夜の闇やみへと消えていった。実際、逃げ出した事には違い無いのだが。

　銀島はそれを無む理りに追うことはしなかった。これ以上は何をやっても泥どろ沼ぬまだという事が解わかっていたからというのと──まだ一人、最大の問題がその場に残っていたからだ。

　銀島が背後を振り返ると──それまでピクリとも動かなかった斧おの男おとこが……再び地面に手をつき、立ち上がろうとしているところだった。

　──終わらせるか。……しかしこいつ、どうやったら倒せるんだ。

　何度斬きり伏せたところで、即座にその傷が治って立ち上がる。そんな人間の姿をした化ばけ物ものを相手にどうしたものかと思し案あんする。流石さすがに首を刎はねれば止まるだろうが、サマーの前でそれを行うのは流石に躊躇ためらわれた。

　──だが、そんな甘い事を言ってられる相手でもねえか……。

　銀島は一いつ旦たん腕を止め、改めてサマーを庇かばうように前に立つ。

「大丈夫かサマー。いいから後は下がって……いや、針はり山やまさんの車の中にいろ」

　気き遣づかったつもりの言葉だったが──珍しく、サマーが銀ぎん島じまに異い論ろんの声を紡つむぎ出す。

「違うよ……銀島さん」

「？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をする銀島に微笑ほほえみかけながら、少女は魔ま法ほうの杖つえを高々と振り上げる。

「銀島さんが来てくれたから──私はこれから頑がん張ばれるんだよ？」

　そしてサマーは、銀島に散さん々ざん斬きられながらも、尚なお立ち上がる化ばけ物ものじみた斧おの男おとこに目を向けた。

　斧男の双そう眸ぼうには銀島への恐怖と怒りが混在した光が宿っており、自分に対しては先刻と変わらぬ歪いびつな殺意が向けられている。先刻までは身が竦すくむ程ほどに恐ろしかった視線だが──今は、恐いとは感じても決して気き後おくれしたりはしない。

　──後で、ちょっとだけ甘えられる人がいる。自分の話を、いつもと変わらずに聞いてくれる人がいる。

「だから……今、こんなに頑張れるよ！　銀島さん！」

　次の瞬間、カメラのストロボのような光がサマーの持つステッキの先端で光ったかと思うと──収束した光が周囲に風を巻き起こし、その風の間を縫ぬうようにして、光の帯が斧男の全身へと撃うち放たれた。




　お、お、ぉ、ぉ、お、ぉ、ぉ、ぉ、ぉ、ぉ、お、お、お、ぉ、ぉ、ぉ、ぉ、お、お、お、ぉ




　光が当たると同時に、斧男は自分に何が起こったのか解わからないとでもいうような雄叫おたけびをあげる。その雄叫びが、スローモーションのように鈍くなったかと思うと──唐とう突とつに光が消え失うせ……それに合わせて、斧男の姿もまた、影も形も無くなっていた。まるで、光と共に夜の闇やみへと溶けてしまったかのように。




「今のは……サマーちゃんの力？」

　恐ろしい程の力の奔ほん流りゆうを感じる。神の声よりも、『光ひかり島じま』の意志などよりも遙かに強い力の流れを、将しよう馬まとマヤは確かに感じ取っていた。

　静せい寂じやくを取り戻した闇やみの中で、将馬は今と似たような感覚を思い出す。

　ふと、将馬は気付く。

　自分はあの日──この少女の魔ま力りよくに引かれてこの町にやってきたのだと。

　そして今、己おのれを導いた少女の手によって、自分達が救われたのだという事を────。




「おい、サマー……今の斧男、一体どこに吹っ飛ばしたんだ？」

　もしもどこか別の街などに飛ばしたのだとしたら、今度はそこにいる住民が危険にさらされる事になる。そんな事が解わからないサマーではないと信じていたが、それでも斧おの男おとこの行方ゆくえが気になって、銀ぎん島じまは確認するように問いただした。

　するとサマーは、子供らしい無む邪じや気きな笑みと共に──その笑顔とはもっとも縁えん遠どおい言葉を口にする。

「地獄だよ！　銀島さん！」




　──地じ獄ごく。

　その土地は住人の魔ま力りよくを吸い取り、全ての気力を奪い去るのだという。およそ生きる為ための最低限の活力を与えられ、魔力を吸い取られながらも逃げ出す気き概がいすら湧わき起こりはしないのだという。魔ま法ほうの国の『罪人』が送られる場所であり──本来サマーが行く筈はずだった場所。

「あいつの身体からだから、なんでか知らないけど私と同じ力を感じたから……だから、あの場所に送れば」




「魔法の国に、地獄なんてあるんだ」

　車内から外の様よう子すを窺うかがっていた針はり山やまさんは、いつの間にか肩に乗っていたティスに興味深ぶかそうに尋たずねかけた。ティスは自分の知っている知識を問われたのが嬉うれしいのか、あるいは緊きん張ちようが解けた反動だろうか──必要以上に胸を張りながら、流りゆう暢ちような言葉で答えを返す。

「うん。なんだか魔力がこっちの世界に漏れやすい場所らしくって……。昔からそうだったんだけど、３００年ぐらい前に突然岩いわ山やまが一つ無くなってから、ますます力の吸い取り具合が激しくなっちゃったんですよー」

「岩山？」

　尚なおも不ふ思し議ぎそうな顔で尋たずねる針山さんに、ティスは淡たん々たんと答えを返し続ける。

　その答えがどんな意味を持っているのか──残念ながら、それが解るのは外にいる将しよう馬まとマヤの二人だけだった。




「多分、こっちの世界に『召しよう喚かん』されたんだろうって。……なんだって岩山なんて召喚したのか、意図はさっぱり解りませんけどねえ、ほんとに」
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針山宅たく　庭




　針山さんが日曜大だい工くで造ったと思おぼしき木製のベンチに、将馬とマヤが夜空を見上げるような形で並び座っていた。

　あの後、サマーが『早く離れないと、魔ま法ほうの国の役人さんがここを調べに来て見つかっちゃうよう！』と言った為ために、慌あわてて彼らは車に乗り込み、とりあえずという事で針はり山やまさんの自宅まで来る事になったのだ。

「一応、適当に理由をつけて医者にも診みて貰もらうといい。なんなら裏の医者を紹介する。……万が一、弾たまが身体からだに残ってるとヤバイからな」

　サマーが将しよう馬まの傷を治した後、銀ぎん島じまがひとしきりの礼と共にそんな事を言っていたが──マヤはそれをどこか遠い世界の国のように聞いていた。

　ただ──音は、物もの凄すごく鮮明に聞こえる。こんなに頭の中が静かなのは、一いつ体たい何日、何週間ぶりの事だろうか。

　神の声はもう聞こえない。

　完全に自由となったマヤは──自分に起こった変化に気が付いた。

　自分の身体から、何かの気配のような、熱のような物が放たれている事に。最初は、いよいよ『島』に見捨てられた自分の身体が崩れ去るのかと不安に思ったが──それは直ぐに、安あん堵どへと変わる。

　己おのれの身体から放たれる気配が──将馬から感じられる『邪じや気き』と全く同じものであると気が付いたのだから。

「将馬……」

「ああ。気付いてる」




「ごめんな……俺のせいで……お前まで追われる側になっちまった」

「それはいいよ。私こそ……ごめん。色々と」

　ようやく自然に話せた。心の底からそう思うと同時に──今まで堰せき止められていた別の感情が湧わき上がり、マヤの身体を小こ刻きざみに震わせる。

「マヤ……？」

「ご、ごめん、将馬。なんとか、落ち着こうと思ったんだけど、考えても答えなんか出ないなんて解わかってるんだけど……だけど……」

　震えは徐々に大きくなり、双そう眸ぼうにうっすらと涙の色が浮かび上がる。

「だけど……恐いよ……自分が……自分が人間じゃなくて……何かに造られた存在だったなんて……！　自分を造りだしたその大おお本もとの『島』からも見捨てられて……私……本当に……このまま生きていけるのかな……」

　将馬はどう答えを返していいのか解らないといった様よう子すで、暫しばらく答えを返さずにいたのだが──何い時つの間に側そばにいて話を聞いていたのか、普段着ぎに着替え終わったサマーが、将馬の代わりに明るい笑顔で答えを返す。

「大丈夫だよ、マヤお姉ねえちゃん！」

「あ……」

「魔ま法ほうで生まれた身体からだだって、ちゃんと生きてれば、きっと元気にやっていけるよ？」

「サマーちゃん……」

『貴女あなたに私の気持ちは解わからないよ』。一瞬そう考えたが、年下の子供に対して言うのも大人おとなげないだろう。マヤは晴れない心のまま、サマーに対して苦く笑しようを返そうとしたのだが────

　少女はなんの負い目も躊躇ためらいも感じない声で、大きな声でこう続けた。

「だって、私もそうだもん！」




「えッ……？」

　どういう事か尋たずねようとしたが、その時には既にサマーは家の縁えん側がわの方に走りさっており、そこに立っていた針はり山やまさんの家族と思おぼしき少年と楽しそうに話し始めていた。

　マヤは少女の言葉の真意が解らずに、将しよう馬まと共に不ふ思し議ぎそうな顔でサマーの後ろ姿を眺ながめていたのだが──不意に、彼女の足下から申し訳なさそうに声がかけられる。

「もしもし、ええとその、神しん託たく戦士のお嬢じようさん？」

　下からの声に驚いて視線を下げると、そこには緑色のぬいぐるみのようなカマキリがいた。

「あー。ちょっと余よ計けいなお世話かもとは思うけどね？　サマーちゃんがあんな気になる事だけ言い残してったらその、寝ね覚ざめが悪いでしょう？」

　そして、お節せつ介かいなカマキリは語り出す。

　サマーという少女の生まれた理由と──彼女が辿たどってきた人生を。

　マヤという存在よりも、尚なおも不安定な綱の上を渡り続ける少女の物語を。




　言いたい事だけを言ってサマーの方に飛んでいったカマキリを見送りながら、マヤは暫しばらく呆ほうけたような表情をしていたが……横から将しよう馬まの視線を感じ、それをきっかけに──どこか吹っ切れたような表情になって呟つぶやいた。

「……サマーちゃんは、強いね。私なんかよりも、ずっとずっと……」

「……私『達』なんかよりも……だろ？」

　自分自身に対してあてられた皮ひ肉にくに苦く笑しようする将馬に、マヤも静かに微笑ほほえみ返す。

　──神しん託たく戦士にはなれなかったけど──勇ゆう者しやには、まだなれるだろうか。

　神にしか選ばれない勇者の称しよう号ごうなどはいらない。

　ただ──ただ、将馬と共に生き続ける勇気さえあればいい。将馬にとっての勇者でありさえすれば、私はそれでいい。

　わだかまりが無いわけではない。例え事故とはいえ、将馬が父親を殺したという事は事実だ。幸いな事に憎しみにまでは至らなかったが──心の奥底には、どうしても負の感情が残っている。

　それに──自分を殺しに来たというのが解っていたとは言え、同じ島の住人達を……将馬が殺してきたというのも事実なのだ。幸いな事に、まだクラスメイトなどはいないらしい。それを良かったと安あん堵どする自分も最低だと思い、マヤの心にますます負の感情が湧わき上がる。

　今はただ、その事実と自分の中に湧き起こる感情を包み込む勇気が欲しかった。そして、その勇気を自分にくれるのは、紛まぎれもない将しよう馬ま本人の存在だ。

　未来も希望もないマッチポンプの関係の中で、少年と少女は静かに互いを見つめ合う。

「……これから、どうする？」

　困ったような笑みを浮かべる将馬の問いかけに、マヤもやはり困ったように笑いながら──

「……まだ、解わからないよ。今はただ、将馬と話がしたい……それだけだよ」

「……俺は……戦い続けるよ、あの忌いま々いましい光ひかり島じまと」

　──『島と戦い続ける』。その日常からかけ離れた台詞せりふがやけにおかしくて、将馬はかつてのマヤの姿を思い出す。全てが終わって、全てが始まったあの日の事を。

「俺『達』は、でしょう？」

　幼おさな馴な染じみの少女がそう言って笑ったのを見て──将馬は糸が切れたように──




　気力を使い果たしたのか、自分にもたれかかって来た将馬の身体からだを支えながら──かつて勇ゆう者しやだった少女は、自分の臆おく病びようさに苦く笑しようした。

[image: ]




　好きな人を抱きしめる事に、これほど勇気がいるとは思わずに。
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所ところ沢ざわ市し郊外　針はり山やまさん、自宅




　全てが終わった後──針山さんは特に特別な事をする様よう子すもなく、寝ね間ま着きに着替えて机の上の日記帳へと手を伸ばす。

　赤い表紙の冊さつ子しを開き、針山さんはペンを手にして今日一日の事を記そうとした。

　暫しばらく今日の回想にふけった後──ものぐさな彼は、いつもと同じ文章を二行だけ書き記す。

　針山真しん吉きちという人間にとって、全くの事実をそのままに────。




【──今日も、いつも通りの一日だった】

【明日も、みんなが健康でありますように】




　他に書くべき山ほどの出来事は、全て自分の思い出の中にしまい込み──ただ、平和だったという結果と明日への望みだけを記して、針山さんは日記帳をゆっくりと閉じた。

　そして英えい気きを養う為ために、布ふ団とんに入って先に寝ていた妻の横で早々に目を閉じる。




　明日もまた、今日と同じような一日が訪れるのだろうから。










都市伝説（裏）




「ルル。一つ……いいかな」

　──なに？　ムー。

「その都市伝説……俺も聞いたんだけどさ……。最近、その話に『後ご日じつ談だん』が付け加えられたのを知ってるかい？」

　──後日談？

「後日談っていうか……ほら、口くち裂さけ女にあったらポマードって叫ぶと助かるとか、そういうのがあるだろ？　あの類たぐいだよ。具体的に何かするっていうよりも……この話を知ってると、もうその都市伝説には出会わないらしいよ」

　──へえ、それは知らない。どういうの？

「うん。物語は、完結してるんだ」








　魔ま王おうは自分を殺しに来た一人の勇ゆう者しやに恋をした。その女おんな勇者もまた、仲間を殺し続けた筈はずの魔王に恋をしてしまった。

　互いに躊躇ためらい合う内に、結局どちらも相手を殺す事ができずに──互いの事を話し始めた。

　そして──彼らは気が付いた。気が付いてしまった。自分達を取り巻く大きな力に。自分達がプレイしてきた、そのオンラインゲームの秘密に──。

『光ひかり島じま』というゲームメーカーが造ったそのオンラインゲームは、一つの陰いん謀ぼうを元に造られていたのだという。ゲームの中に仕込んだ特殊な音声と光信号で、徐々に人間の理性を奪って現実とゲームの差を感じなくさせるという、某ぼう国こくの軍事システムの開発実じつ験けんに使われていたのだと。

　それに気付いた人々は、『光島』から『魔王』として認定され、現実とゲームの区別が付かなくなったプレイヤー達から狙われる事になるのだという。

　仲間が増やせる事に気が付いた『魔王』は、その後も同じように声をかける。

『あなたは、勇者ですか？』と。

　ただ、前とは違う意味を持って。

　光島というメーカーを滅ぼす為ための、魔王の仲間へと引き入れる為に。

　何度でも、何度でも──『光島』を潰つぶすその日まで。









「これが、俺が知り合いから聞いた話」

　──なんだか、突とつ然ぜん現実離ばなれしたね。私が聞いた方は、ネットとかゲームの影えい響きようだとかこじつけだけど色々リアリティを持たせようとしてたのに。それに……そもそも光ひかり島じまなんてゲームメーカー、聞いたこと無いよ？

「うん……でも、俺はこっちの話の方がずっと好きだけどね」

　──どうして？

「……珍しいからかな」

　──なにが？

「……誰かが幸せに向かっていく形で終わる『都市伝説』が……さ」




「例え、それが魔ま王おうでもね」




　──それでさ、魔王は本当に幸せになれたのかな？

「……ルルはどう思う？」

　──うーん……なれるよ、きっとなれると思う。

「そうかな？」

　──幸せに……なっていて欲しいな。

「……そうだね」

　──考えようよ。どうすれば魔王が本当に幸せになれるのか。

　──それで──今度は私達がその噂うわさを広めようよ。ね？




　そして今日も──都市に新しい伝説が紡つむがれる。

　笑顔と恐怖を、語る者の心に折り合わせながら。




　ゆっくりと、ゆっくりと──

　──針はり山やまという名の一人の凡ぼん人じんを、その奇き跡せきの中心として──





──完
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成なり田た良りょう悟ご

　この小説の舞台になった埼玉県所沢市……そこに割と近い所に住んでいる、そろそろ著者近影の写真を撮るのが面倒になってきた腑抜けでマヌケな25歳。

　何故また『WANTED』ネタかというと、前にやった時に撮影したフィルムの使い回しだからです。
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イラスト／ヤスダスズヒト＆エナミカツミ

ヤスダスズヒト：三重県出身。キャラ起こしのポイントは、作家さんの想像をどこかで裏切るように描くことです。

エナミカツミ：広島県出身。キャラ起こしのポイントは、自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことです。








[image: ]電撃文庫





世せ界かいの中ちゅう心しん、針はり山やまさん








成なり田た良りょう悟ご





発　行　　　　2014年10月30日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2005 RYOHGO NARITA





※2011年1月13日発行の電撃文庫『世界の中心、針山さん』13版に基づき制作








[image: ]



item/image/t001.jpg
&
L
7
C
-
e
-
7
1%
A~
#B
i)
1=
EH
~






item/image/t003.jpg
L HE romEE
\ "7*’"/11'(7"*7//12‘)/:1_-7:/*,)

\ /

) 7






item/image/t002.jpg
Feikb 28935

oTu I (ELOW)






item/image/p284.jpg





item/image/cover.jpg
Ryohgo Narita

REE

>)
€ N N &
D S
4 B J
N
V4 L=
g






item/image/p036.jpg





item/image/p236.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p303.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		としれじぇ　　　　　　ジャンル《都市伝説》



		魔法少女８９３号　　　ジャンル《魔女っ娘》



		拝啓、光の勇者様　　　ジャンル《デンセツノユウシャ》



		奇跡の中心、針山さん　ジャンル《メドレー》



		後書き『としれじぇ』



		後書き『魔法少女８９３号』



		後書き『拝啓、光の勇者様』



		後書き『奇跡の中心、針山さん』



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p414.jpg
1S

\~
awobwvg_,@m_%%@mmﬁﬁf
QIR A O S S RIS — ) iwfm,u 1) QEE I = ) :-?nb,mbr AT

DEERIRIOVRRRS SR RN RN AR RV

VEIS L AN | R R I A Qb

SEEpI Ry
SPRER S0 ¥ =0
S0 RS R N } & P
P#k#L&ﬁ ~
NS ) Y 2
RUHEEE - Tﬁ%ﬂuﬁﬁi;f‘%
RPN Q = ROVTR QRS TR
BBV [ 0
EBLNU—HNZ D [Ty
RERBLDER VR =
MRS 408 ES ﬁ.
WA 60 0K DT np
QAN TN &
3R 800 (50T 5 1) R0 i
S A4 {95 5.0 ) RV ET S M

L RUEDRNCRRO [N
LR O DAL VRS DR~






item/image/p413.jpg
VEERBE ERQ [EH A\ Koommid | s HR R
AN QSRS JFU SO I— ,ﬁ\ .

HOER [HERS T EIw] &.w\ﬂb,/..rww%nm
Ltiﬂ.wﬁnmf?mﬁ\ﬁkk%mLiLﬁW&Mﬁ

KN ARRUME 0O 05
(Teoroow< mORE | LEBHEK
R—) LSRR

i)

=
kel
3

o
D
4,

wE
£ %893
it [E%hp] 3

(B





item/image/k002.jpg
BEROVOURR.

IS R4’ 180"
RRDRSKEE L
OG- W R | i 12
IR0 {37 W B S HRIE 13-C
DRG0

WICHR EESmS
U< RO RN
°RNRD-LONE
ORe WRIV WS HoH
B LS0ROSHLSE

B QSRR IO

LR QM5 (
NSIEQ 0400 B
K< O S HER

BUSRER

L6°MNMNR






item/image/p335.jpg





item/image/p412.jpg
RAVORBROMIMV— VRN
IR QLIRS AR E A

N QBY GES [VIRDR]
WARIRL B O SRS
PO —

P DRV IR Vil (N
RED BRI A —
B L BEURRED
A ERERWP SR
AR AP R LD

SEUEHRPIN

D48 NQTuDR
2] B E- OIS [2g o
7 [HEN—Brhe— 28 | Q18R

e

I ERR A D —

k& [cLhlz)
ik [E%khp] 315

ROVELS [PAVR—N— —oeo]
PR O ARV ROTERMIE
SWPEVANNOEV R R— VR
RO AR Qe —

[LDR=N= —oo= INNLIN

NS RSKIKIE -]
SINLRUBREES
HEVBESCVSR”

B ELRR{/VN

DARENP 250K

NN AAKOR Y

RSN ERRY
HOAE D A eeeeee—s e
PR NTEIURS L0

[SEVISTSEN] AR g o fER SISV
AV KUS Ao e

OV EVR QIR L O S
SR8m0 ) RVEBULELECE N
S=KUPIWED VS Q8
2 coo0ces






item/image/k001.jpg
o FH B

Ryohgo Narita

[45AF]
YAF AR & TF3IAVUI





item/image/p213.jpg





item/image/k004.jpg
[o o BOQBE RN VEI O RS

NVIO© #6400\ NV S HE = © BEKE
328046 4 BEKE D[
SAERQFERNVCED ESR
A IR S %
v LECHRSIR S 0° WS

&

D,

s

GREARETEE SULE
ZLINTT\ [ e 2

B WS NS KRS 1
BRI P 040 X
SRR 45 BRY ISR
R RO e 0

i

SHROL L5 K OMBS o)
SENES L T VS TR ()
ECHEK] S| <UDV

R < (I K T or
XS iy ) R EK Lt ® SHIT 1| <
SRR eSS NI BUNG U
e A A CI D 0 R BS R
b —J[IERT—XL<Kn—K] €

13004010
BRI
ERRETOLON0 N RNER
St Rt W wH OV
N0

aei IS e ERERE
N2 LD B ULV RIS
TSRS DIN-7 HKTIND
SANIRENH— 17 i FH N
ANERIRIR < — - SHER K04k
HSEMP =0 L —IDN-LEXD
E—N#IVTRE - N\ 1@ S {50
WHEQS - BE TR YR —
SIMVBRR SMVEIRIIR -
KRB < W2 tv 05
R0 85 <R SKY
AWM KT ¢ =R <
...... PSS SOPRCHE I

ﬁﬁﬁﬁ,v,féo SIHTONVER
SRHmKEE——ER I #1VE

O ek [HE] 22°
1010 ST IR LIS
S HORIEROMRT—

R
40 [






item/image/k003.jpg





item/image/k005.jpg
PO11 &LNLzx PRI iilreri >

P097 EEALBI93E DRSNS =05
N DN
P201 HE.AXOBEHR PSR IO

P273 ZFWHOHFD. #HIUTA @ Jvvb<xto—>

Design:Yoshihiko Kamabe





item/image/p415.jpg
VIR CESREWRIEIE
A OAD S RANC US4~

10O BIQEL VR LHRERSOLE
DR HE SNEENE R A b
LEPUPIRPIU QUL SH TN R —
SVORWIER P E i D4°

QKRB LS TMNKAA—2—UR
SELELN i ORENB VIS
AOLESREIVOREED ORI
P F KRR [ERVEEVE
KRVSVSRHOLERSR] S0

LD IR0 D2 OISR 0246 DR #U
DVAVQESRSQVEON0 54
e @OV EED e

EBRE R KR T
WRAUEBSVESRAD VAR 8004
SREEEKOPVESV I bE
DR RRE A
Y54

WOV HQRQUEME D0

WA

N

BRI

EQHINR° REURRE< FUNES
UL ECFHTLIAEHIEN
AW YU 54 D SIS IR Q B0
B QORISR DL KL 0
ESAERIEOEIUR A28 S R
SISO 4RO A
2o [EDE .m0 | A-PA-D" 0 IV RES
Oide—

[ R4






item/image/photo.jpg





item/image/p053.jpg





item/image/p123.jpg





item/image/p167.jpg





item/image/p364.jpg





item/image/t004.jpg
ﬁﬂ%@..ml\.“b\ ﬁM&\CA eNFAR(RLA—)






item/image/p009.jpg
HIRSQH2" e =a0-2





item/image/p405.jpg





